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　　ごあいさつ







　いらっしゃいませ、アトラクションランドへ!!

　えー、はいはい。分かっています分かっています。最初のツカミなんだからどっちらけにならないように。いちいち確認を取るまでもないと思いますが、皆様はこの世界的に有名な遊園地に、お客様ではなく従業員として集められました。この就職氷河期……なんて呼ばれて何年経たったか知りませんけど、とにかくおめでとうございます。

　残念ながら正社員扱いではありませんが、一般企業に比べれば破格の報ほう酬しゆうを約束しますよ。

　やっていただくのは簡単なモニターです。

　我わが社でも日々新しい『アトラクション』を考案しているのですが、どうしても試作段階では諸もろ々もろの穴というものがありまして。なおかつ、企画に慣れ過ぎたプロでは逆に見過ごしてしまう懸け念ねんもある訳です。お子様向けの公園の遊具だって、大人が思いもつかない方法で遊んだ結果、大きな事故に繋つながったりするでしょう？

　そういう意味でも、先入観のない皆様のご協力は必要不可欠な訳です。

　それでは、今から皆様に試作型『アトラクション』の概がい要よう書しよと、イメージ映像を提供します。ええ、まだ仮組みもしていない状態でしてね。ここを突破したら本格的な建設に入ります。

　その時には、また皆様にお声がかかるかもしれません。でも、とりあえず今日の所は映像だけで我が慢まんしてくださいね。

　皆様は、細部の甘い『アトラクション』の問題点を洗い出してください。

　より極ごく悪あくに、スリリングに、クリア不能と呼ばれるぐらいの激げき辛から難易度にするためにはどうすれば良いか。

　そうですね。

　最低でも、各『アトラクション』につき改善点を三つぐらいは記入してほしいものです。三つ。さらに見つけた場合は追加で記入していただければ、数に応じてボーナスが発生しますよ。

　ほら、映画を観みている時にちょっとした不平不満を思い浮かべるじゃないですか。あれを書き留めるだけでお金をもらえると思えば、なんて簡単なお仕事なんだろうって感じですよね？

　無記入、無回答はなしです。

　どんなに小さなものでも構いませんので、ルールの穴や不備を最低三つは記入してください。




　それでは。

　これよりモニターを開始します。
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（これは簡単なモニターです。紙とペンを持ってご参加ください）
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　腕時計（40p）、水すい槽そう（15p）、花か瓶びん（5p）、鉄板（1500p）、ネジ（3p）、植木鉢（30p）、ベニヤ板（15p）、コピー用紙（1p）、ノコギリ（30p）、ゴムホース（5p）、マイナスドライバー（10p）、釘くぎ（1p）、ボールペン（2p）、カーテン（15p）、接着剤（5p）、ペンキ（15p）、ガム（2p）、革ベルト（10p）、帽子（15p）、割り箸ばし（3p）、指輪（100p）、うさぎのぬいぐるみ（5p）、電気シェーバー（30p）、携帯電話（40p）、防虫剤（10p）、コンタクトレンズ（5p）、カップラーメン（10p）、酸素ボンベ（100p）、使い捨てティッシュ（3p）、コンパス（5p）、発泡スチロール（20p）、ロープ（10p）、爪つめ切きり（5p）、電球（5p）、ファイルブック（3p）、ベビーカー（15p）、おしぼり（5p）、リュックサック（20p）、輪ゴム（1p）、スプーン（10p）、プラスチックの皿（5p）、ＵＳＢメモリ（30p）、缶ビール（5p）、ビニール袋（1p）、ダクトテープ（10p）、リード線（15p）、ペットボトル（5p）、ハサミ（10p）、ワイングラス（10p）、葉書（1p）、フォーク（5p）、風か邪ぜ薬ぐすり（5p）、ノートパソコン（50p）。




　学校の教室ほどの大きさの、窓のない部屋にそれらの道具がばら撒まかれていた。おそらく他の参加者も同じような構造の部屋に案内されている事だろう。

　部屋の中央にはレストランの入口にある、名前を書く台みたいなのが置いてあったが、そこにあったのは『アトラクション』のマニュアルだった。




　銃殺ゲーム。

　制限時間は三〇分です。

　時間が経過すると、一五メートルの位置からあなたは銃じゆう撃げきされます。

　銃撃イベントが発生する前に、防弾装備を作ってください。

　ただし、舞台上に置かれた道具は現状、使用する事はできません。

　これは缶詰だけ渡されて缶切りがない状態に似ていますが、缶切りがなくても『新品の缶詰』をそのまま売却する事はできるという点にはお気づきでしょうか。

　舞台上の全すべての道具には値段が設定されています。

　あなたは不要な道具を売ってお金を手に入れ、必要な道具を購入してください。

　売却した道具、一度使った道具は『アトラクション』内で永遠に使用する事はできなくなります。

『アトラクション』終了後、生存者には二億円が支給されます。




「ふざけやがって……」

　思わず呟つぶやいてしまうが、今さら降りる訳にはいかない。こっちは金がいるのだ。どんな方法を使ってでも。

　部屋の隅にいるバニーガールみたいな格好をした女が、にこやかな笑顔でこう言ってきた。

「リタイヤしますか？」

「分かってて言っているんだろ。スタートだ、『アトラクション』スタート!!」

「では三〇分を計測します。どうかご武運を」

　殊こと更さらに針の音が大きく響ひびく、アナログの懐かい中ちゆう時計を見せびらかしてバニーガールは宣言した。

　さて。

　一五メートルの距きよ離りから銃弾を受ける。銃刀法に守られた日本人には具体的な威力がピンと来ないが、それでも背せ筋すじに嫌いやなものぐらいは走る。

　部屋の中に散らばっている道具は色々あるが、やはり真っ先に目につくのはこれだろう。




　鉄板（1500p）




　縦二メートル、横一メートル、厚さは三センチ程度。おそらく工事用の足場に使うようなものだろう。拳けん銃じゆう程度の弾丸なら、おそらくこれだけで弾はじき返せるとは思う。

　が。

「……そもそも、他の道具を全部売っても手が届かない」

　冷静にポイントを足していけば分かるが、1500pなんて手に入らない。鉄板目当てで考えなしに売却を進めていけば、その時点で終わっていたはずだ。

　かと言って、他にあるベニヤ板（15p）や水すい槽そう（15p）では銃弾に撃うち抜かれる。

　銃弾。

　相手は銃弾だ。

　真正面から受け止めて生き残るためには、どうあっても『金属』が必要になってくる。

　しかし、鉄板（1500p）がなくても、例えば爪つめ切きり（5p）やファイルブック（3p）なんかにも金属部品は使われている。そうした部品を集めて、鉄板と同じような効果を得られるようにするべきだ。

「使える道具と使えない道具を分けるべきだと思いますよ」

「うるさいな」

「例えば指輪（100p）や腕時計（40p）。使い物にならない割に高ポイントを設定されている道具がありますよね。こうした道具は売却専用だと思うのですが」

「うるさいって言ってる」

　鉄板（1500p）を売ってしまえば、他の全すべての道具は手に入るんだ。そして指輪（100p）にも腕時計（40p）にも金属は使われている。ポイントが高いからって安易に売却してしまうのは危険だ。なおかつ、それを説明しないって事は、やっぱりこのバニーガールは俺を殺す側の人間なんだろう。

「……とりあえず必要なのは、ダクトテープ（10p）とマイナスドライバー（10p）か」

「ええー？　テープの束で銃弾って防げますかね？　ましてドライバーなんて。工具の先せん端たんで銃弾弾はじくなんて、トンデモ日本刀アクションより難しくありません？」

　そうじゃない。

　マイナスドライバー（10p）は道具から金属部品をはがすため、ダクトテープ（10p）はそれらを束ねるために必須だ。

　となると、次は何の道具から金属部品をはがすか、ってところだけど……。

「それにしても、意味分かんないですよねー」

　バニーガールが腰をくねくねさせながらノイズのように甘い声を発する。

「二億円ですよ。二億円。そりゃ大金ではありますけどさー、サラリーマンが普通に頑張って働けば手が届く程度の額でしかないじゃないですか。そんなもんのために命を張った『アトラクション』に二〇人以上も参加するとか、どうなってんですかね？」

「金が必要な理由なんて人それぞれあるだろうよ」

「ですよねー？　だって、あなたなんて宝くじのキャリーオーバーで五〇億円を手に入れたんですもんね。それでもまだまだお金が欲しいだなんて、やーっぱり人生ってのは分からないものですよねえ」

「……、」

　金はあればあるだけ困らない、なんて話があるがあれは嘘うそだ。

　宝くじのキャリーオーバーをどこかの誰だれかが見事に当てた事は、その日の内に全国ニュースのトップを飾った。個人情報は隠されるはずだが、銀行の口座に金が移った直後に俺の情報もすぐに漏もれた。どういう仕組みか知らないが、世の中にはそういった情報を手に入れるための抜け穴みたいなのが存在するらしかった。

　一度に全額受け取ろうとしたのも失敗だったかもしれない。

　日付が変わる頃ころには覆ふく面めんを被かぶった集団が家の窓を割って押し入ってきた。

　着の身着のままで外へ逃げたが、日が上ってから自宅に引き返してみれば家屋は全焼していた。当然ながら、通帳も印いん鑑かんもなくなっていた。人の不幸を内心喜んでいるような制服警官に勧すすめられて口座を凍結しようと思った時には、すでに中身は空からっぽになっていた。海外の銀行だとかネットバンクだとか難しい用語で説明をされたが、ようは失ったものは戻ってこないという話らしかった。

　それでも宗教の勧かん誘ゆうやら恵まれない子供達のためにやら借金をチャラにできるやらクスリを買うためやら、種々様々な理由で人は俺を追ってくる。

　今の俺には金が必要だ。

『俺』という情報を全すべて消し、新しい人生を歩むためのまとまった金が。

「爪つめ切きり（5p）、電気シェーバー（30p）、ベビーカー（15p）、ファイルブック（3p）、後は缶ビール（5p）に酸素ボンベ（100p）……使えそうな金属部品はこの辺りか」

「あれー？　酸素ボンベなんて置いたら、銃じゆう撃げきで爆発しちゃいそうですけどー？」

「中身を抜けばただの金属筒だ」

　……ダイバーじゃないから、具体的な厚さが分からないのがあれだけどな。

「まー何でも良いですけど。でも道具を得るためにはまず資金が必要になります。何を売却しますか？」

「鉄板（1500p）」

「えーでもー大だい丈じよう夫ぶですかー一番硬くてアンパイって感じの道具ですけどー」

「とにかくこいつを売るって言っているんだ！　これが一番分かりやすいトラップなのは目に見えている!!」

「はいはい。硬い以外の使い道もあったんですけどね。例えば中身を空からにした酸素ボンベ（100p）を重さで押し潰つぶせば、平べったい鉄板にできたかもしれないのに」

　どんな使い道があろうが、そもそもポイント不足で絶対に手に入らないんじゃどうしようもない。

　サイズ的に一番大きなものは、やはり酸素ボンベ（100p）だ。空気を抜いたタンクを中心に、その周りへダクトテープで様々な金属部品を取り付けていく。

「さあて、ボンベ程度の厚さで何とかなるものですかねえ。映画なんかじゃ良く銃弾で爆発させるために使っていたりするものですが」

「うるさい。そもそも映画の情報なんか当てになるか」

「ボンベから空気を抜くってところまでは良い線いっていたかもしれないんですが」

「？」

　カッチン、という音と共に、バニーガールの持つ懐かい中ちゆう時計から連続的な針の音が止まる。

　制限時間の三〇分がやってきた。

　お待ちかねの銃撃タイム。

　それを意識して、自然と全身からおびただしい量の汗が噴き出す。自分の呼吸が、信じられないほど浅く速くなっていくのが分かる。

　どこか別の部屋に案内されるのかと思ったが、その予測は外れた。

　バニーガールは自分の胸元に手を伸ばすと、そこから黒光りする自動拳けん銃じゆうを取り出したのだ。

　全体的にプラスチックが多く、まるでオモチャのような一品。

　しかしにこやかに微ほほ笑えむ彼女が銃口を真上に向けると、状況は一変した。




　動く人差し指。

　炸さく裂れつする轟ごう音おん。




　間近の木に雷が落ちたようだった。自分の足が、冗談抜きに数センチ床から跳んだかと思った。心臓が痛い。脈がおかしくなっている。首はおろか指一本動かせず、ギョロギョロと眼球だけで周囲を観察しようとしてしまう。

　あくまでも、バニーガールは微笑んだままだった。

「では部屋の端はし、床にテープが貼はってある所まで下がってください。まー下がらなくても結構ですが、距きよ離りが近ければ近いほどそちらにとって不利になりますよ？」

『アトラクション』に参加する、というより、ほとんど硝しよう煙えんを漂ただよわせる銃口に促される形で、俺は指示に従っていく。

　手製の防弾グッズが頼たよりない。

　本当にこれで正解だったのかという疑問が湧わく。

　具体的な数字に基づかない、素人しろうとの予測に予測を重ねて作った、単なるハンドメイド。それが、明確な工業製品である拳けん銃じゆうの威力を目まの当たりにして、あらゆる信しん頼らいが崩れてしまっている。

　周りに何を張り付けていたとしても、基本的には酸素を抜いたボンベだ。

　バニーガールが先ほど言った通り、アクション映画の中ではしょっちゅう撃うち抜かれて爆発しているような代しろ物ものだ。

　大だい丈じよう夫ぶなのか？

　これで大丈夫なのか？

　本当の本当に撃ち抜かれて殺されたりはしないのか？

「それじゃー始めますよー？」

「待っ」

「ばんっ」




　直後だった。

　爆音と共に視界がぐるりと回り、掛け値なしに呼吸が止まった。




　胸が痛い。苦しい。ギリギリと血管を四方八方に引っ張られているような、知覚するのも気味悪い痛みが体内を蠢うごめいている。

　目線は天てん井じようを向いていた。

　自分自身が倒れていると気づくまで、数秒の時間が必要だった。

　しかし、変化は訪れる。

　バニーガールが、俺の顔を覗のぞき込んできたのだ。

「んー、あー。生きてますね。そんな訳で合格ちゃんです」

「……？」

「発砲と同時にぶっ倒れたんでこりゃ駄だ目めかなと思いましたけど、どうやら銃声に強いショックを受けて一いつ瞬しゆん気を失っただけみたいですし。酸素ボンベを使った即席の防弾グッズにも、弾丸が貫通した痕こん跡せきはありません。どうやら文句なしみたいです」

　生きている実感はなかった。

　未いまだに自分が呼吸をしている感覚がしない。

　幽ゆう体たい離り脱だつか何かをしていると言われればそのまま信じてしまうぐらい、今の自分には『生きている』感覚が足りない。

　しかし、現にバニーガールは俺の勝利を宣言した。

　と。

　いう事は……。

「『アトラクション』に、勝った……」

　だとすれば、二億円の大金が手に入る。キャリーオーバーの情報が漏もれたおかげで台無しにされた人生を取り戻す事ができる。個人情報を完全に消す方法、というのが具体的にどのようなものか、実はあんまりイメージできていなかったりするのだが、それでも二億円あれば大抵の事はできるはずだ。

　ようやく、希望の光のようなものを見た。

　仰あお向むけに倒れたまま、そこへ手を伸ばそうとした俺に、やはりバニーガールはにこやかな笑顔のままこう付け足した。




「はい。では第一『アトラクション』は終了しましたので、そのまま第二『アトラクション』に向かってください」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、なん、だって？

　今度こそ。

　呼吸ではなく時間が止まったかと思ったが、バニーガールは取り消さない。

　自分の発言を取り消さない。

「なあに。難しい事じゃありませんよ。新しいルールを一から覚えていただく必要もありません。先ほどと同じ『アトラクション』を、先ほどと同じように繰くり返していただくだけです、はい」

「ふざけっ、ふざけるな!!　今の『アトラクション』に勝ったら、二億円が手に入るって!!　最初にそう説明……!!」

「はい。ですから、全すべての『アトラクション』をクリアした暁あかつきには、ですけど」

　バニーガールはわざとらしく小首を傾かしげて、

「ルールにもこうありますよ」




　銃殺ゲーム。

　制限時間は三〇分です。

　時間が経過すると、一五メートルの位置からあなたは銃じゆう撃げきされます。

　銃撃イベントが発生する前に、今ある道具で防弾装備を作ってください。

　ただし、舞台上に置かれた道具は現状、使用する事はできません。

　これは缶詰だけ渡されて缶切りがない状態に似ていますが、缶切りがなくても『新品の缶詰』をそのまま売却する事はできるという点にはお気づきでしょうか。

　舞台上の全ての道具には値段が設定されています。

　あなたは不要な道具を売ってお金を手に入れ、必要な道具を購入してください。

　売却した道具、一度使った道具は『アトラクション』内で永遠に使用する事はできなくなります。

『アトラクション』終了後、生存者には二億円が支給されます。




　一度使った道具は。

　一度使った道具は。

　一度使った道具は。

　……と、いう事は……っっっ!!!!!!

「『アトラクション』は複数回行われる事が前提。つまりそういう事なのです。ちなみに、同じ『アトラクション』を繰り返すとはいえ、そのままではつまらないでしょうからね。銃の口径は徐々に大きくしていきますよ。第一『アトラクション』は三八口径、第二『アトラクション』は四五口径、第三『アトラクション』は……ま、この辺から拳けん銃じゆうじゃ足りなくなってきますが」

「だい、さん……『アトラクション』？　一体、『アトラクション』は全部でいくつあるんだ!?」

「教える義理はありません。が、最低でも第三『アトラクション』以上はあると思ってくださいな」

　理り不ふ尽じんなものを、理不尽だと拒絶して現実逃とう避ひしている内は幸せだ。

　しかし、それが通用しない事にいつか気づく。

　俺の場合は、時計の針の音だった。

　バニーガールの手にした懐かい中ちゆう時計が、いつの間にか、再び動き出している。

　制限時間が。

　次の制限時間が始まってしまっている。

　そこで。

　熱気だらけの部屋の中に冷たい風が吹き込んできたように、俺はようやく自覚した。

　今、最も考えるべき問題に。

「待て。待て!!」

「何がでしょう？」

「今ので防弾グッズに使えそうなものは全部使ってしまったぞ。第二『アトラクション』なんて言われても!!」

「ですよねえ。困りましたよねえ」

　笑顔の意味するところは明白だ。

　分かっていた。

　最初からこうなるって分かっていて……!!

「こ、の……!!」

　思わず頭に血が上りかけたが、直後に感覚が消えた。

　暗い穴。

　真正面に広がるそれの正体は、『次の「アトラクション」』とやらで使う四五口径の銃口だった。

　さっきよりも明らかに大きい。

　明らかに強力だ。

「制限時間はあと二四分と何秒か」

　バニーガールは笑ったまま、こう告げる。

　できない事が分かっていながら。

「時間が来れば同じように撃うちますので、せいぜい頑張って硬い盾たてを作ってくださいね」







　どこかの誰だれかが、暗い部屋の中で呟つぶやいた。

「どう思います？」

「まだ分からないんじゃないの？　鉄板（1500p）を売却した時点で、残る全すべての道具は手に入れている訳だしね」

「そうでしょうか」

「水すい槽そうに水を張ったり、紙を重ねたりすれば銃弾を防げる事にさえ気づければ、逆転の目はあるんじゃない？」

「しかし彼は、我々が派遣した『従業員』の誘ゆう導どうによって、金属部品に目を向けさせられているようですが」

「そりゃそういうマニュアルなんだから。憎にくまれ役も大変だよねえ」

「しかし、それを加味しても第一〇『アトラクション』まで持つでしょうか」

「難しいかもしれないけどさ。一いつ攫かく千せん金きんってそういうものでしょ」
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『「アトラクション」を始める前に、用紙に必要事項を記入してください。

　制限時間は三〇分、五対五でかくれんぼをします。全員発見できれば鬼の勝ち、一人でも見つからなければ子の勝ち。この場合、勝者はどちらのチームになると思いますか？』

　かくれんぼで一番重要なのは、舞台の広さや複雑さだと思うんだけど、その辺の記述はない。しかし、僕は昔っから隠れる方が得意だった。なので、あまり深く考えずに『子』の方へ丸を付ける。




　思えば。

　すでにこの時から『アトラクション』は始まっていたという事に、僕はもっと早い段階で気づくべきだった。




　目隠しをされたまま、まっすぐ運輸とかいう運送会社のトラックの荷台に乗せられ、どこかへ連れて行かれた。

　その目隠しを取り外され、まず最初に飛び込んできたのは、茶色く錆さびてボロボロになった巨大な観覧車の残ざん骸がいだった。

　ぎゃあぎゃあと騒さわぐカラスの鳴き声がうるさい。

「はいはいはい。それじゃ『アトラクション』を始めますよー」

　全体的に地味な作業服の屈強な男達が多い中、その中心にいるバニーガールみたいな少女がやたらと明るい声でそんな事を言ってきた。

「皆様、右腕の腕章にご注目。赤い方が鬼で、青い方が子です。はいそれぞれ分かれて分かれてー」

　僕の右腕には、青い腕章があった。

　つまり『子』だ。

　バニーガールに言われた通り並んでみると、青い腕章の『子』は男が二人、女が三人の五人組。一方の赤い腕章の『鬼』は男が四人に女が一人の五人組になっていた。

　陽気な声でバニーガールはさっさと説明を続ける。

「えー、『鬼』の方は田た中なか益ます男おさん、佐さ藤とう忠ただ影かげさん、井いの上うえ京きよう子こさん、木きの下した静しず幸ゆきさん、川かわ面も竜りゆう仁じんさん。『子』の方は山やま田だ恵めぐ美みさん、赤あか海うみ初はつ子こさん、長は谷せ部べ研けん介すけさん、戸と袋ぶくろ次じ郎ろうさん……おや、田中さんは二人目ですね。田た中なか蜜みつさん。以上が今回の参加者となります」

　誰だれが誰なのかなんてサッパリ分からなかった。

　そして、バニーガールとしてはどうでも良いのだろう。

　共きよう闘とうしようが個人主義に走ろうが。

「かくれんぼの範囲はこの遊園地の敷しき地ち内ないのみ。『鬼』の皆様には安物のデジカメをお渡ししますので、それで撮影された『子』の方はアウトになります。判定はこちらでやりまーす。ただ、『子』は見つからない限りは場所を変えても構いません。動いている途中に見つかったら元も子もありませんけどね」

「……、」

「『鬼』の皆様にはここで待機していただいて、まず『子』の方に三〇分かけて隠れていただきます。そして次の三〇分が『鬼』の捜そう索さくタイム。制限時間内に全員見つかるか、一人でも逃げ切る方がいるのか。それで『アトラクション』は決まりますので、頑張ってくださいね☆」

　ピピーッ!!　と甲かん高だかいホイッスルが鳴った。

　バニーガールが小さな口に咥くわえたものだ。

　僕達は青い腕章の『子』なので、言われるままにバラバラに散らばっていった。『鬼』と違って、僕達『子』は一ヵ所に集まって共闘をするメリットはあんまりない。というより、誰か一人でも生き残れば全員『勝ち』になるんだから、むしろできるだけ離はなれ離ばなれになった方が勝率も上がるはずだ。

「さて……」

　放置され、ボロボロになった遊園地で一番目立つのは観覧車だけど、敷地内を縦横に走るジェットコースターのレールも目に留まる。お化け屋敷やフリーフォールなんかの施設の他に、お土産みやげ用の大きなショッピングモールや飲食街みたいな一角もある。

　かくれんぼである以上、何かしらの『建物』に入るのは必須だろう。

　その上で、まず考えるべきはこれ。

「……一ヵ所に留とどまっているか、ちょこちょこ動くか。どっちを想定するべきか、だよな」

　一回も移動しないでじっと固まっている事が前提なら、とにかく誰もやって来れないような場所に潜もぐり込むべきだ。例えば、ジェットコースターのトンネル部分。普ふ段だんは危険で立入が禁止されている場所だが、コースターが止まっている今なら潜り込める。

　しかし一方で、こうしたトリッキーな場所に潜り込んでしまうと、周囲の状況を観察できなくなる。そして、いざ見つかりそうになった時に脱出するのも難しくなる。まさにいちかばちかの状況だ。

　ちょこちょこ動く場合は、常に複数の出口を意識した場所に隠れる必要がある。そこそこ見つかりにくく、そこそこ脱出しやすい状況を作る訳だ。……でも、逆に言えば『鬼』の方も簡単にやって来れる場所でしかないので、単純に見つかりやすいリスクは出てくる。

　どちらも一長一短。

　どちらの方針にするべきか悩んでいるところで、背後から声を掛けられた。

「ねえ。ねえってば！」

「？」

　振り返ると、女子大生ぐらいの女の子がこっちに近づいてきた。

「青い腕章って事は、そっちも『子』でしょ。私、山やま田だだけど、アンタ何ちゃん？」

「長は谷せ部べ」

「そ、長谷部ね。ところで隠れる場所だけどさ、まさかトリッキーなトコにしようとしてないよね。フリーフォールの支柱のてっぺんに昇って、下からは見えないだろーとか」

「だとしたら……？」

　まだ決めてはいないけど、とりあえず適当に話を先に進める。

　すると山田さんは眉まゆをひそめて、

「ルールちゃんと聞いてたの？　『鬼』はデジカメで撮影したら『子』を捕まえた事になるんだよ。手の届かない場所に避ひ難なんしたって、シャッター一つでお陀だ仏ぶつだよ」

　……言われてみれば。

　デジカメというアイテムを改めて考こう慮りよしてみると、実に面めん倒どうな仕組みが浮かび上がってくる。

「じゃあ、『鬼』の誰だれか一人が高い所に昇って、敷しき地ち全体を撮影したらこっちがかなり不利になるんじゃないか？」

「そりゃ当然。ああそうそう、時計合わせってやってる？」

「？」

「おい、基本中の基本でしょ。三〇分かけて『子』が隠れて、次の三〇分で『鬼』が捜そう索さくをする。……でも、『鬼』が嘘うそのホイッスルを鳴らしたら？　のこのこ出てきた『子』を撮影すれば一いち網もう打だ尽じんじゃない」

　これも、指摘されるまで気づかなかった。

　でも、『アトラクション』の報ほう酬しゆうを考えれば底意地の悪い作戦が行われる可能性は低くない。

　勝者には一人ずつに二億円。

　敗者はチーム丸ごと『殺害』。具体的に何をされるか知らないが、おそらく額面通りにあっさりと命を奪ってくれるようなものじゃないだろう。わざわざ大金で人を釣っているんだし。

　これは天国と地じ獄ごく、二者択一の『アトラクション』なんだから。

「ちなみにホイッスルが鳴ったのは四時半ちょうど。これが基準時間だから間違えないようにね。私だって同じ『子』なんだから、生存者は多い方が良い」

　……この『アトラクション』は人の命を賭かけた過か酷こくなものだけど、敵味方がはっきりしているのが救いだと思う。チーム全体が勝利した時点で一人ずつに報酬が支払われるため、同じ『子』チームの中で仲間を裏切る理由が特にないのだ。

「じゃあ私はもう行くね。お互い、見つからないようにしましょう」

　ショッピングモールの方へ走っていく山やま田ださんの背中をしばらく見送っていたが、やがてそんな暇ひまはない事を思い出す。

『子』に共きよう闘とうするメリットはあまりないけど、その一方で、『鬼』の方は共闘するメリットが大きい。

　例えば、一人が高い所に昇って遊園地の全景を見渡してしまえば、これで建物の外はほとんどカバーされてしまう。その上で他の『鬼』がお化け屋や敷しきなどの屋内施設を一つずつ虱しらみ潰つぶしに調べていけば、大抵の『子』は見つかってしまうだろう。

　屋内施設は基本的に限定された空間だ。

　どこに隠れても、建物を隅から隅まで調べられたらおしまいじゃないだろうか。

　……制限時間の三〇分以内に、高い所の見張りを除く四人だけで全すべての屋内施設を調べきれない、という可能性もなきにしもあらずだが、それに頼たよるのは余りにも危険だろう。

　負ければ殺害。

　いいや、そもそも『こんな「アトラクション」』に参加している時点で、殺害なんてされなくても、賞金を得られなければ破は滅めつに向かうのは目に見えている。

　もうどん詰まりなのだ。

　ここで勝たなければおしまいなのだ。

　そのためならどんな手段も使う。それは『鬼』も『子』も、参加している全員共通の認識だろう。

　真正面から、まともな方法でかくれんぼに挑戦しても駄だ目めだ。

　もっと卑ひ劣れつに、相手が絶対に見つけられない『必勝法』を用意しなくては。

「……待てよ」

　建物の中に入らなければ、高い所の見張りに発見される。

　屋内施設に隠れても、一つずつ隅々まで調べられれば大抵は見つかってしまう。

　でも。

　屋内でも屋外でもない、第三の逃げ場があるとしたら？







　三〇分が経過した。

『子』の持ち時間はなくなった事が、遠くから響ひびくホイッスルの音色で伝えられる。

　すぐにバタバタという足音が複数聞こえてきた。

　おそらく『鬼』の中でも最低一人は、高い所に昇って見張りをしている事だろう。

　……もっとも、隠れている場所が場所なだけあって、僕の視界はかなり制限されていた。手の込んだ隠れ方をすると、周囲の情報も分からなくなるのが難点だった。映画やテレビゲームのように、入り組んだ地形を真上から覗のぞき込む機能なんてない。

　おまけに息が籠こもる。

　呼吸をするたびに生暖かい空気が溜たまっていき、このまま窒ちつ息そく死しするんじゃないかと思う。

「ぎゃあ!!　待って、お願い撮らないで!!」

「こいつ『子』だ！　確か赤あか海うみだったか？　やめろウゼェな掴つかむんじゃねぇ!!」

「お化け屋や敷しきの方に誰だれか走っていったって連絡が！」

「見張りの馬ば鹿かが、だったらデジカメで撮れよ！　その時点で捕まえた事になってたのに!!」

　視界が制限され、ほとんど周囲の状況が分からないまま、人々の会話だけで『アトラクション』が加速しているのが分かる。自分の心臓が嫌いやになるほど鼓こ動どうを速くさせ、その音が外にまで洩もれているんじゃないかっていう錯さつ覚かくまでしてくる。

　でも、大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

　大丈夫なはずだ。

『鬼』の考えが、見張りが屋外を、残りが屋内を、という二択だけで捜そう索さく活動を続けているのなら、僕の隠れている第三の場所は絶対に見つけられないはずだ。

　何な故ぜなら、




　僕は地面に転がっている、薄うす汚ぎたない着ぐるみの中に入っているんだから。




　分類としては、僕は『屋外』にいる事になる。

　でも高い所に昇って遊園地の敷地全景を見渡している見張り役の『鬼』は、転がっている着ぐるみの中に人間が入っているかどうかを見み極きわめられない。近づいて呼吸音とか確かめればバレる可能性があるけど、地面を走っているその他の『鬼』は、屋外には『子』がいないと踏ふんで行動している。

　だから根気良く調べたりしない。

　さっさと屋内施設へ飛び込み、一つでも多くの建物を調べようとするはずだ。タイムアップで調べられなかった建物があった、なんて展開にさせないように。

　僕に課せられた仕事はたった一つ。

　華か麗れいなスパイアクションのようにバク転でスポットライトから逃れる事でも、敵の動きに合わせて物陰を回り込む事でもない。

　ただひたすらに動かない事。

　一切の物音を立てず、じっと動きを止める事。

　……言葉で言うと簡単かもしれないが、敗北＝死という状況で、三〇分もの間何もできないというのはかなり堪こたえる。というか、時間の感覚はとっくにおかしくなっていた。腕時計のアラーム機能で試合終了を知らせるようにはなっているが、それがなければ着ぐるみの中で発狂していたかもしれない。

　着ぐるみの位置は、ショッピングモール跡地のすぐ近く。

　いざバレそうになったら、一応は建物の中にも飛び込めるような位置取りはキープしてある。

　……これで正解なはずだ。

　着ぐるみは服です、だから着ぐるみを撮影しただけでアウトです、なんていう屁へ理り屈くつを言われるリスクはあるけど、下へ手たに敷しき地ち内ないを走り回ったりするよりははるかに安全なはずだ。

　そう思っていたんだけど。

　状況の変化は、周りが生み出す事もある。




　ごん、と。

　唐とう突とつに、着ぐるみの頭を誰だれかに蹴け飛とばされたのだ。




　思わず声をあげそうになるのを、必死に抑える。

　今回のかくれんぼはチーム戦だ。『アトラクション』終了時に『子』が一人でも残っていれば僕達全員の勝ち。だから僕が捕まっただけなら希望が消える訳でもないんだけど、でも『子』が何人残っているかは分からない。

　そして。

　もう、僕は僕の人生を、誰かに左右されるなんてまっぴらだ。

　そんな訳で。

　今のがたまたま誰かが躓つまずいたのか、それとも明確に中に誰かいるのではという確認作業なのか、僕は必死に見み極きわめようとする。ただ、どちらにしても僕がやるべきは、じっと固まっている事だけど。

　どちらにしたって、中に誰かいると思われたらおしまいなのだから。

　通り過ぎてくれ。

　立ち去ってくれ。

　必死にそう祈っているのだが、そこで予想外の出来事が起きた。

「……長は谷せ部べ君？」

　聞き覚えのある声が飛んできた。確か同じ『子』の山やま田ださんだ。

　答える義理はないし、何より『子』同士で共きよう闘とうしてもメリットは特にないんだけど、こうしている場面を他の『鬼』に見られたらおしまいだ。僕は万に一つも見張り役の『鬼』に異変を察知されないよう、身動きをしないまま、小声で答えた。

「……そうだけど」

「良かった。まだ見つかってなかったんだね」

「そういう山やま田ださんは？　他の人達どうなったか知ってる？」

　この『アトラクション』は『子』同士で裏切る事にメリットはない。そう思って話しかけ、しかし直後に何か違和感を感じ取った。

　……そう。

　着ぐるみの中に誰だれかが隠れているのは、細かい身じろぎや呼吸音なんかで分かるかもしれない。でも、それが何で僕だって分かったんだ？

　まるで。

　他の『子』全員がどうなったか、その末路をつぶさに観察してきたみたいじゃないか。

（まさか……）

　僕の喉のどが干ひ上あがる。

　その間にも状況は進行する。

（まさか!!）

　そして『子』であるはずの山田さんは、あらん限りの大きな声でこう宣言した。




「ここにも『子』がいるぞォォォおおおお──────っっっ!!!!!!」




　意味不明な宣言だった。

　しかし『アトラクション』に大きな影えい響きようが出たのは間違いない。

　僕は着ぐるみを脱ぐ暇ひまもなく、そのまま起き上がってショッピングモールの建物の中へと飛び込んだ。ひょっとすると見張り役の『鬼』がデジカメを構えたかもしれないけど……少なくとも、『見つけた』の宣告はやって来ない。

　でも、それも時間の問題だ。

　これからどこに隠れれば良い。ショッピングモールは広いけど、建物の空間は有限だ。見張り以外の『鬼』が四人全員で虱しらみ潰つぶしに調べたら、いつかは見つかってしまう。

　そして。

　ゆっくりとショッピングモールに入ってきた山田さんは、にやにやと笑いながらこんな事を言ってきた。

「無む駄だ無駄。『子』はもう私とアンタしかいないんだ。ここで二人とも見つかっておしまいよ」

『子』が仲間を裏切っても、『アトラクション』上でのメリットはない。

　チーム全員が敗北すれば、山田さんも殺害されるはずなのだから。

　もしも。

　その前提が崩れているとしたら？

「……最初にアンケートがあった。勝つのは『鬼』か『子』かってヤツ。てっきりそれで二つのチームを分けていたと思っていたけど……」

「でもそれ、どっちか片方に人が偏かたよっちゃったら『アトラクション』は成立しないよね？」

　五対五の構造にならなかった場合、どうやってチームを決めたのかは僕は知らない。くじ引きか何かで決めたのかもしれない。

　とにかく重要なのは、山やま田ださんは元々『かくれんぼは「鬼」が勝つ』と記入していた事。

　そして、かくれんぼの勝敗が『チームごと』ではなく、『どちらが勝つか、その予測を記入した方』で決まる二者択一のギャンブルだった場合。

　山田さんのような『子』チームに属していながら、『鬼』の勝利のために動いている人物だっていたかもしれないのだ。

「くっ……!!」

　役に立たなくなった着ぐるみを脱ぎ捨て、慌あわてて腕時計に目をやる。アラームが鳴るまでまだ一五分もある。闇やみ雲くもに逃げるだけでは、『鬼』から隠れ続けるのは不可能だ。

　ショッピングモールの建物は広いと言っても、全体的な空間を大きく見せようとする設計のためか、それほど入り組んだ構造をしていない。つまり隠れようとしてもすぐに見つかる。正面にある巨大な水すい槽そうは水が濁にごっていたが、流石さすがにこんな所に潜もぐっても息は続かないだろうし。

「殺害ってのが具体的にどんな方法か知らないけどさあ。ゲラゲラ笑いながら見てあげるよ」

「……、」

　普通に屋内や屋外に逃げても見つかる。

　すでにそういうシステムが構築されてしまっている。

　必要なのは、先ほどまでの着ぐるみのような、『鬼』の側が捜そうとも思わないスポットを見つける事。

　心理的な死角を突く事。

　勝算は。

　一つだけ、ある。







　そしてショッピングモールに踏ふみ込んできた『鬼』に、僕は見つかった。

　一応ゴミ箱の中に潜り込んでいたんだけど、それぐらいは調べるようだ。『着ぐるみの中に隠れていた』という情報も、狭せまい所への警戒心を与えてしまっていたかもしれない。

　僕は『鬼』の……誰だれさんだっけ？　サラリーマンみたいな男二人にデジカメで顔を撮られると、主催側の作業服に誘ゆう導どうされる形で、遊園地の正面広場へ連行された。

　そこには他の『子』も集められていた。

　判定に使われるデジカメを奪おうとしたのか、切れた唇くちびるから血を流している女の子もいた。

　懐かい中ちゆう時計をしばらく眺めていたバニーガールは、やがて銀色のホイッスルを口に咥くわえると、甲かん高だかい音色を敷しき地ち中じゆうに発した。

　絶望の音。

『鬼』と『子』。そのどちらか一方に大金を与え、もう片方の命を奪う殺害の宣言。

　バニーガールは、にこやかな笑顔でこう付け足した。

「ではでは結果は明白ですが一応お伝えしておきます」

　彼女の声が広がっていく。

　どこまでも、どこまでも。




「捕まった『子』は全部で四人。山田恵美さんは健在です。という訳で、生存者が一人残っている状態ですので、『アトラクション』は『子』チームの勝利になりまっす☆」




　思わず、力が抜けた。

「へっ」

　そして、笑みがこぼれる。

　多分それは、子供の絵日記に出てくるようなものじゃないんだろう。

　他人を蹴け落おとした事で浮かべる笑みだ。

　でも勝った。

　僕達は勝ったんだ。

「ははは！　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　他の『子』の面々も、状況は分かっていないようだがとにかく緊きん張ちようはほぐれたらしい。赤の他人同士だったはずなのに、涙を浮かべて抱き合ったりしている。かくいう僕も知らない人に抱き締しめられて頬ほおにチューをされた。よくよく見たら男の参加者でがっかりした。

　一方で、心穏おだやかではないのは『鬼』のチームだ。

「何で、何でだ！　よりにもよって、山やま田だのヤツが最後まで見つからなかったって、どういう事だ!?　あいつは『鬼』の方に賭かけていたんじゃなかったのか!?」

「俺達に協力していたっていうのも含めてブラフだった？　いいや、メリットがない。現にこうして隠れ続けているんだ。そんな安全地帯があるなら、そもそもそんなブラフを仕込む必要さえないはずだ！」

　誰だれが何と言おうが『アトラクション』は終わった。

　結果は確定した。

　二億円の大金が手に入る。これでどん詰まりの状況から解放される。そう確信した僕に、バニーガールが話しかけてきた。

「おめでとうございます」

「ほっぺにチューしてくれる？　さっきひどい事があったの」

「では失礼して」

「欧米では挨あい拶さつ代わりだぜ!!」

　至福の時を味わったのち、バニーガールは改めて質問してきた。

「ところで、おそらく『アトラクション』の鍵かぎを握るのはあなただと思うんですが、事の真相をお尋ねしてもよろしいですか？」

「……その前に、『アトラクション』の結果はすでに確定したって保証してくれるなら。何があっても結果は覆くつがえらず、手にした大金を没収されないって証明してくれるなら」

「構いません。こちらが知りたいのは、山やま田だ恵めぐ美みさんの居場所です」

「ああ」

　それなら簡単だ。

　山田さんは『鬼』が勝つ方に賭かけていたけど、立場はあくまでも『子』だ。だから彼女が最後まで見つからなければ、僕達は勝てる。そう思って最後の行動に出た訳だ。

　そう。

『鬼』の連中が絶対に捜さない場所。

　それでいて、僕には絶対に隠れられない場所に。




「ショッピングモールの濁にごった水すい槽そうの中。服に適当な錘おもりを入れて、底に沈めてあるよ」




　ルールには。

『子』の生死に関する記述は特にない。
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　私って生き物はホントにどうしようもないと思う。

　一回何かに成功してしまうと、次も同じような成功をするだろと甘えてしまう。実際にはそれは人生で一度あるかないかの大勝負だったかもしれないのに、失敗した時のリスクも忘れて『大だい丈じよう夫ぶでしょ』と考えてしまう。

　そんな事を繰くり返していたら、落とし穴に落ちるのは当然だ。

　そんでもって、這はい上がるためには、やっぱり人生一度のギャンブルに挑戦するしかない。

『前にも成功したんだから』と信じる事で。

　でも、人生なんてそんなもんでしょ。

　ずっと上り調子を続けていられる人間なんていない。逆に、負けっ放しで固定なんてのもありえない。

　とはいえ。

　それは『人間の持っている運の量は同じなんだよ』なんて甘ったるいもんじゃないとは思うけど。

「はぁ、はぁ……」

　場所は海沿いの廃工場の敷しき地ち内ない。

　手の中には一発だけ弾の入った拳けん銃じゆう。

　似たような境遇のメンバー五人を集め、人数分の拳銃を用意したバニーガールの言葉はとてもシンプルだった。




　全員を殺せ。

　最後に生き残った人間だけ新しい身分を与え、裕福な国へ逃がしてやる。




　とても簡単で、間違えようのないルール説明。

　つまりここにいる全員が全員、闇やみ金きんだのギャングだのから逃げるために新天地ってのが欲しくて集まった、一ひと癖くせも二癖もある連中って訳。

『どうせジョークだろー？』とか調子こいてたデブは自分の銃の銃口を覗のぞき込んで、直後に右目を吹き飛ばして敷地の真ん中でぶっ倒れた。気味が悪いので死体には誰だれも触ふれていない。

　拳けん銃じゆうは本物。

『アトラクション』も本物。

　突然こんな状況に放り込まれたら誰だれだって混乱すると思うけど、私は割と早い段階でショックから立ち直っていた。こういう悪あく趣しゆ味みな遊びは何度も経験した。なんだかんだで生き残れるものだと信じて。だから、この、独特の空気を嗅かぎ取った時にはもう覚悟を決めていたのだ。ここから先は、親や学校が教えてくれたルールは一切通用しないって。

　とはいえ。

　流石さすがに、自分の手で直接人を殺すってのはこれが初めてだけど。

「……変わんないか。今までだって、負けたヤツはどこか見えない所で殺されていたんだろうし」

　ルールを理解してしまえば、真っ先に行うべきは身を隠す事だというのもすぐに思いつく。星空の下で自滅したデブを除く私達四人は、特に言葉を交わさずに廃工場のあちこちに散らばっていった。

　問題なのは。

　私達の手にあるのが拳銃である事。そして弾が一発しかない事だ。

　メンバーは誰かと正面から向き合えば、敵を一人だけ一発で殺せる力を持っている。一方で、その切り札を使ってしまえば、銃声によって自分の位置を知らせてしまう。……それどころか、『一発しかない弾を使ってしまった』事さえバラしてしまうのだ。

　弾をキープしているメンバーにとって、これほど有利な情報はない。

　かと言って、銃を使わずに他のメンバーを確実に殺せるかと言われると、これは正直厳しい。弾は一発しかないんだから、敵が狙ねらいを外せばそれでおしまい。……でも、そんなギャンブルってできる？　体のどこに当たったってゲームオーバー。仮に急所に当たらなかったからって、身動きを封じられる程度の重傷は負う。その後に、改めて鉄パイプなんかで殴なぐり殺されればおしまいなのだ。

　こちらの銃は使いたくない。

　相手の銃も使わせたくない。

　自分の頭を自分で撃うち抜くような馬ば鹿かじゃない限り、参加メンバー全員はこの膠こう着ちやく状態に気づいているだろう。

　残りは私以外の三人。

　弾は一発。

　強力な武器ではあるんだけど、これだけで最後まで『アトラクション』を生き抜けるほど心強くはない。単純に銃を撃って勝ち進めようとすれば、絶対に行き詰まってしまう。

「どうするかね、いやマジで……」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　人間の人生には波がある。勝つ時と負ける時は交互にぐるぐる回る。それが私の持論だ。……だから重要なのは、大事な勝負の時に『勝つ時』を持ってこれるか。事前にわざと小さな勝負で『負ける時』を消化してでも、大事な勝負にタイミングを合わせられるか。ポーカーで上手に『下りる』を使って損害を減らすのと似ているかな。

　……その考えだと、『思考停止』っていうのは一番まずい。『勝つ時』『負ける時』関係なく、ぐるぐる回る運気から弾はじかれて酷ひどい目に遭あう。

　さて。

　第一歩を踏ふみ出すためのきっかけが欲しい。

　他の連中を出し抜くためには何が必要だ。

　銃を使わなければ勝てないのは分かっているけど、人を狙ねらって撃うつ以外の使い道はあるのか。

「……待てよ」

　私は呟つぶやき、柱の陰から周囲を見回した。

　最初にくたばったデブは、ここからでも見える。

　開けた場所にいるから少し危険は伴うが……できない事はない、か？







　パンパン!!　と銃声が二回、夜の廃工場に炸さく裂れつした。

　……誰だれかが撃ち合った？

　メンバーは私を入れて四人。銃声が二回という事は……誰かと誰かが単純にかち合ったか、あるいは、三人目の誰かがかち合うように誘ゆう導どうしたか。

　撃ち合った二人が共倒れしてくれていれば幸いだけど、両方とも生きていた場合は厄やつ介かいだ。私と三人目、弾は全部で二発しかない。誰かが誰かを殺しても、私が最後の一人を殺すのには拳けん銃じゆう以外の手段を使わなくてはならなくなる。

「……ヤバいな」

　デブの死体を見てアイデアが浮かんだ時点で、『勝ち』のターンを使っちゃったか？　私としては、まだ勝負を仕掛けているつもりはなかったんだけど。

　拳銃以外で一人は殺さなくちゃいけない状況、か。

　……男女平等の精神には賛成だけど、でも、女の細腕で人を殺すってのは色々と不利そうなのよね。

　できれば共倒れでいて欲しい。

　そうすれば、私の弾丸だけで最後の一人を殺せるのだから。

「……とにかく、確かめるしかないか」

　生死不明のままになってしまうのが一番怖い。何人生き残っているか自分の目で確認しないと、今後の作戦を立てられなくなる。

　ゲン担かつぎの意味も込めて、ポケットの中から小さな袋を取り出し、中に詰まったキャンディを一つ口に放り込んだ。ソーダ味。色とりどりの飴あめ玉だまの中でも好きな味だが、顔をしかめる。

　……こんな所で『勝って』どうする？

　大事な勝負を仕掛ける前に、つまらない勝負を用意して『負ける時』のターンを消費しておきたかったんだけど。

　私はそろそろとした動きで雑草を踏ふみ、廃工場の敷しき地ちを壁沿いに移動していった。拳けん銃じゆうを握る手に汗が滲にじむ。弾は一発しかない。その圧倒的な優位性は理解しているけど……でも、外したらそれまでだ。本当に私はきちんと『一発の銃弾の価値』を引き出せるだろうか。

　崩れた外壁から、機材のなくなった工場の内部を覗のぞき込む。

　誰だれかがいた。

　暗くて男か女かも分からないけど、とりあえず『アトラクション』の参加者だろう。

　あれは撃うち合った二人の片割れか？

　あるいは、関かかわらなかった三人目か？

　それによって、相手の銃に弾が入っているか否いなかも変わってくる。自然と、私の動きも慎しん重ちようになる。そこへ、




　ガサリ、と。

　いきなり真横から物音が聞こえた。




「……!?」

　とっさに音のした方へ振り返り、参加者のおっさんがこちらに銃口を向けているのに気づいた。そして同じように物音を聞き取った廃工場内部の人影も、慌あわてたように拳銃で私に狙ねらいをつけてきた。

　……二人とも？

　銃声は二回鳴った。となると、私の他には一人しか銃弾を持っていないはずなのに？

　ブラフという可能性もあるにはあるが、そうではないとすると、

（……あの二回の銃声自体が、何かしらのデコイだった!?）

　最初にデブが自分の頭を撃ち抜いた時、別のメンバーが録音でもしていたのかもしれない。元々は銃声を録とるというより、バニーガールの言げん質ちを取るって意味だったのかもしれないけど。

　それを利用された。

　つまり誰も銃を使っていなかった。

　という事は……!!

「ま、ず……!!」

　隠れる場所はない。慌てたように横へ跳ぼうとしたけど、間に合わなかった。

　ズドン!!　という、先ほどよりも重たい音と共に、腹の右側に赤黒い穴が空あく。

「が、ぅ!?」

　ひどい、負けのターンだ……!!

　こちらが撃うち返す余裕はなかった。自分が動こうとした勢いを止められず、そのまま草の生える地面へ転がった私の手から、おっさんは拳けん銃じゆうを没収する。

「悪く思うなよ。俺も今ので使っちまったからな。補給しておかなくちゃならねえん……」

　おっさんの言葉が途切れた。

　パン!!　という銃声によって、だ。

　私の手にはもう一丁の拳銃があり、それでおっさんの胸板の真ん中をぶち抜いていた。

「べ、ぶ……？」

「アンタが掴つかんだのは最初に死んだデブの銃よ。だからとっさに持ち替えられなかった」

　……ホントは適当な所で降参したふりをして、相手が油断したところで撃ち抜く予定だったんだけどね。状況が早く進み過ぎてついていけなくなった。

　勝つ時と負ける時は交互に回る。

　一いち撃げきで殺せなかったら、次はやられる番って考えて動かなきゃ。ね？

「……ぅ……」

　おっさんは驚おどろいたような顔をしたまま、真後ろへ倒れていった。

　多分もう助からない。でも、星を見ながら死ぬのも悪くないでしょ。

「ぐ……ちくしょ……」

　そして問題は解決してない。私は銃を使った。デブの銃も弾切れ、おっさんの銃も弾切れ。でも廃工場の中には、こっちの存在に気づいている参加者が最低一人はいる。そしてもう一人、どこにいるかも分からないメンバーも。

「……しかも今度は確実に『負ける時』でしょ。ヤバいな……」

　銃は使えない。

　いや？

　銃声は二回。落ちている拳銃は三丁。

　……諦あきらめるのはまだ早い。詳しい事情を知らない他のメンバーは、残る一丁には弾が入っていると思ってくれるか？

　本当に弾の入った拳銃を持つ敵が二人いるのに、こっちにはブラフのための空からっぽの拳銃が一丁だけ。

「へっ……」

　ポケットから取り出した小さな袋から、キャンディを一つ取り出す。

　舌の上に乗せてみると、苦手なハッカ味だった。

　顔をしかめながらも、笑う。

　良い兆候だ。

　これで『負ける時』は消化した。次はきっと『勝つ時』よ。







　そして何発かの銃声が炸さく裂れつし、何人かの人間が死亡し、何かしらの決着がついた。

　バニーガールはのんびりした調子でこう宣言する。

「はい、『アトラクション』終了でーす」

　同時に廃工場の敷しき地ちの真ん中で、むくりと起き上がる人影があった。

『アトラクション』最初の時点で冗談だと思い、自分の拳けん銃じゆうの銃口を覗のぞき込んだ結果、右目を撃うち抜いて死亡したとされていた小太りの少年だった。

　彼は星明かりだけでも分かるほど赤黒く濡ぬれた右目を押さえながら、

「……あれ？　これでおしまいって事は、残る四人は勝手に同士討うちしたって考えてオーケー？　じゃ、これで僕は新天地へのチケットを手に入れたって訳だ」

「そうなりますね。ぶっちゃけあっちの方が展開的には面おも白しろく、努力賞を進呈したい気分なんですが」

「最後まで生き残る方法を実行したヤツが勝ちなんでしょ？　殺した人数は関係ない」

「そうなんですけどねー」

　バニーガールは小太りの少年を……というか、彼の右目に空あいた赤黒い穴を覗き込むような形で、

「でも、ブラフとはいえ良くやりましたね」

「五人がくんずほぐれつ殺し合うような状況から安全に脱するためだよ。だったら目玉の一つぐらい惜おしくない」

　少年は拳銃を渡された時点で弾丸を取り出し、他の参加者が敷地の地図に集中している隙すきに、鉛なまり弾だまの代わりに紙を詰め直していた。いわゆる空砲である。とはいえ、至近距きよ離りで顔面に向けて撃てば、衝しよう撃げきは眼球ぐらい簡単に潰つぶす。鉛の代わりに詰めた紙は数メートルほどの距離を置けば殺傷力はゼロに等しくなるものの、数センチの距離ではやはり凶器として機能する。

「ちなみに、誰だれかが死体を調べに来たらどうするつもりだったんですか？」

「ただの賭かけだよね。奇き麗れいなおねーちゃんが銃を取りに来た時はかなり焦あせったけどさ」






　　休憩時間１







『え……何これ？』

『ジェットコースターとかフリーフォールとか、そういうのじゃないの？』

『「アトラクション」って……』

『屋内式のじゃね？　３Ｄの映像と大型筐きよう体たい使ったホラー系の……』

『バニーさんが救いです』

『アトラクションランドって、夢と魔ま法ほうの世界って触ふれ込みだろ。新作がグロ系とか（笑）』

『でもこの前映画の配給会社買収してなかったっけ。そっち絡がらみならホラーもありえるかも？』

『内臓やばかったです。あれＣＧ？　特殊メイク？』

『案外、フツーに豚とか牛とかのモツかも』

『バニー萌もえる』

『実用化されたらお客さん同士でこれやる訳？』

『掴つかみ合いのケンカになりそう』

『遊園地の従業員がディーラーとＮＰＣの代わりやるんじゃね？』

『……え？　じゃあ社員に採用されるとアレ着なきゃいけないの？　バニーのヤツ』

『さっきからバニーバニーうるせえヤツがいるな』







（間もなく休憩時間が終了します。引き続きモニターへのご協力をお願いします。何かしらの理由で未記入の方がおられましたら、急いでご参加ください）






[image: アトラクション04　サドンデスオールドメイド]




　オールドメイド。

　未婚の女性を意味するこの言葉はパッと見だとピンと来ないかもしれない。が、ババ抜きと日本語に訳すと途と端たんに身近に感じるだろう。

　……そう考えると、結構ひどいルールのゲームじゃないだろうか？

　私のいるテーブルでは、そのオールドメイドが変則ルールで行われていた。




　一対一の対戦とする。




　五二枚のカードを二等分して双方に渡す。続けて二六枚のジョーカーをそれぞれのプレイヤーに渡し、五二枚の山を作らせる。




　双方のプレイヤーは一度だけ、山をシャッフルして準備を完了させる。




　プレイヤーＡは山の中の好きな所から自由にカードを取る事ができるが、一度に提示できるのは二枚だけ。プレイヤーＢはその二枚から片方を引く。




　引いたカードをカウントし、もう片方のカードは伏せたまま捨て場に捨てる。




　それを交互に繰くり返し、最終的にジョーカーの数が少ない方を勝ちとする。




　勝者には敗者に与えたジョーカーの枚数に応じた大金を、敗者には同額の借金を課す。




　なお、イカサマが判明した場合は最高額二六枚分を即清算。ただし、現場を押さえられなければ意味はなく、違反のないプレイヤーを押さえた場合もペナルティで最高額を支払ってもらう。




「……、」

　ちょうど、自分の山に二六枚のジョーカーを加え、山を大きくシャッフルしたところだった。

　丸いテーブルの向こうには、しなびたサラリーマンの私には持っていないものを全すべて持っていそうな、アクセサリーだらけの金髪の若者が座っていた。同じように自分の山をシャッフルし、テーブルの一角に置く仕草も様になっている。

　ニヤニヤと笑いながら、若者は言う。

「似合わないねえ。舞台分かってんの？　ジョーカー一枚一〇〇〇万だぜ？」

「そういう君はやたらと様になっているな」

「こんな『アトラクション』に参加するような人間にゃ見えねえ」

「それは君も。こんな『アトラクション』に参加しなくちゃならないような失敗をするようには見えない」

　そして、サドンデスオールドメイドに参加した時点で、ある意味私の勝ちは決まっている。

　家族はすでに物価の安い国に逃がしている。向こうは慣れない海外旅行のつもりかもしれないが、『アトラクション』に負けた場合は呼び戻すつもりはない。

　勝敗に応じて移動する大金には、ブラックで知られるスパイダーファイナンスが絡からむと聞く。だが、彼らの手が届くのは私までだ。

　内臓を取られようが、家族までは手を出させない。




『アトラクション』に勝って大金を手に入れても、『アトラクション』に負けて全てを失っても、どのみち、私の家族が救われる事は変わらないんだから。

　それが、私の勝利だ。

「はいはーい。それじゃサドンデスオールドメイドを始めますよ？」

　娘ぐらいの歳としのバニーガールが笑顔で割り込んできた。

「戦略は立てましたか？　勝利のビジョンは見えましたか？　神様へのお祈りは？　まあとにかく何でも良いですけどさっさと始めましょう。一対一の『アトラクション』は後がつかえて堪たまりません」

　バニーガールが差し出した二枚のカードを、私と若者がそれぞれ指で摘つまむ。

　私はスペードのエース。

　若者はスペードのキング。

「では先攻はエースを引いた森もり田たさんから」

「……、」

　どちらが有利、という訳ではないだろう。

　私が二六枚のジョーカーを若者に引かせたとしても、若者が私に二六枚のジョーカーを引かせればドローになってしまうのだから。

「じゃあ始めようぜおっさん。引けよ」

　若者はニヤニヤと笑ったまま、自分の山から二枚のカードを取る。こちらに提示する。裏から見ただけでは、どちらがジョーカーかは分からない。あるいは、どちらもジョーカーか、どちらもただの数字札か。

　人差し指を迷わせ、そして自分から見て右側のカードを摘つまむ。

「ジョーカーだぜ。ほら一〇〇〇万」

　若者は笑みを深くした。

「森もり田たさん、一枚カウントでーす」

　これだけで優勢なのか劣勢なのかは、まだ見えない。ジョーカーを引いたからと言って、それで自分がどんな状況にいるのかは判断できないのだ。

　例えば、だ。

　二枚のカードが両方ともジョーカーだったとしよう。

　この場合、私は二枚のどちらを選んでもジョーカーを取ってしまう。これを繰くり返されたら、私に勝ち目はないように見える。

　でも違う。

　選ばれなかったジョーカーも、捨て場に捨てられてしまうのだ。そして、私と若者はそれぞれ五二枚のカードを持たされている。早い段階でジョーカーを使い尽くしてしまえば、後で苦労する。今度は二枚ともジョーカーのない、私にとって有利な組み合わせが延々と続く事になるのだ。

「こっちの番だぜ。おっさん、早く自分の山からカードを取れよ」

「分かってる」

　言いながら、私は山の上にある二枚の札を取る。

　提示する。

　最も効率良くダメージを与える……つまり手持ちのジョーカーを取らせるのは、数字札とジョーカー一枚ずつの組み合わせだ。これなら、一枚もジョーカーを捨て場に捨てず、相手に引かせる事ができる。最大で二六枚のジョーカーをカウントさせる事ができる。

　だが。

「セーぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇフ。スペードの二だぜ」

　思わず歯は噛がみし、私は不要となったジョーカーを伏せたまま捨て場に捨てた。

　そう、数字札とジョーカー一枚ずつの組み合わせだった場合、相手が数字札を取ってしまえばジョーカーは不要になる。理想論では二六枚のジョーカーを相手に叩たたきつける事ができるが、逆に言えば最悪の場合、二六枚のジョーカーを使ったにも拘かかわらず、全すべて空から振ぶりに終わる場合もあるのだ。

　このルールの場合、どちらが良い展開だ？

　ジョーカーを常に二枚ずつ提示し、最低でも一三枚のジョーカーを相手に必ず引かせるか。

　ジョーカーを一枚ずつ提示し、最高で二六枚のジョーカーを与えられる環境を整えて勝負に挑いどむか。こちらとしてはジョーカー一〇枚、一億あれば人生を回復できるんだが……。

「ほらよ、引け。おっさん」

「……、」

　迷う。

　右、左、左、右、と悩んで、自分から見て左側のカードを摘つまむ。

　やはりジョーカーだった。

　ブレないので、相手の戦略が見えない。

　ジョーカーを常に二枚使っているのか。それとも、一枚ずつ使っているにも拘かかわらず、私はジョーカーを選び続けているのか。

　そして。

　ジョーカーを選んでいるとしたら、それは運によるものか。それとも、作為が混じっているのか。

　つまり、イカサマの可能性だ。

「森もり田たさーん。早く早くう☆」

「そうだぜおっさん。その頭で悩んでも無む駄だだ。さっさとカードを出せよ」

　山の上から、二枚のカードを抜く。

　今度は二枚ともジョーカーだった。

　金髪の若者は当然、ジョーカーを引いてしまうのだが、その顔に焦あせりはない。

　なるべくしてなった、予定通りの進行だ。

　その表情にはそういった情報しか込められていない。

「おっさんよ。これまでの人生がカードに書いてあるようだぜ」

　若者は自分の山の真ん中辺りから、二枚のカードを引いて提示する。

「アンタは割と正直者なんだろう。割と、な。完かん璧ぺきな善人って訳じゃねえ。普ふ段だんは綺き麗れいごとで理論武装しちゃいるが、いざとなりゃ汗をだらだら流しながら必死で抜け道を探す。そのイレギュラーな行動が、結果として自分の人生をさらにひどい方向に差し向ける」

　強調するように、二枚のカードをこちらに近づける。

　わずか数センチの変化だが、それは透明な壁のように私の心を圧迫する。

「慣れない事はするもんじゃねえぜ。プロ野球の試合に背広のサラリーマンが混じるようなもんだ。抜け道を通りたけりゃ、普段からそういう経験を積んでいなくちゃ意味がねえ」

　二枚の内の片方を引いた。

　やはりジョーカー。

　ブレない。

　情報が少ない。

　相手の策が見えない以上、対処するための基準も見つけられない。

「森もり田たさんの番です」

　バニーガールが笑顔で勧すすめてくる。

　懸け念ねんはあった。

　この若者が、イカサマを使っている可能性。

　あらゆるギャンブルの中でも、トランプはイカサマをやりやすい道具だ。というより、広く普及しているおかげで様々なイカサマの手法が開発された、という方が正しいか。世界規模のＯＳやブラウザにはウィルスが多いのと似ていると思う。

　イカサマにも色々あるが、大きく分ければ二つ。

　一つ目は、トリック用の新しいカードを用意する方法。スペードのエースを五枚も六枚も追加したり、両面とも同じ柄のカードを用意したり、といったものだ。効果は抜群で、大した技術も必要としないが、露ろ見けんするリスクも高い。

　二つ目は、そういったトリック用の道具を使わない方法。いわゆる純じゆん粋すいな技術だ。カードをシャッフルしているようでしていない、五二枚の山の中から正確に三〇枚目を引き抜くなど。これらは高い技術が必要となる反面、露見するリスクはほぼない。何しろ『物的証拠』が存在しないのだから。

　何しろ、自分の人生を左右させる一回限りの大勝負だ。

　それを運だけに頼たよろうとする人間の方が普通じゃない。

　……そもそも、こんな『アトラクション』に参加しなくてはならなくなった時点で、自分に運がない事なんて分かりきっているはずなんだから。

「どうぞ」

「遅せえよ。ほらハートの九」

　若者のカードの選択には、迷いがない。緊きん張ちようもない。まるで始めから答えを知っているかのように、当然のようにジョーカーを回かい避ひしていく。

　彼は全身を弛し緩かんさせたまま、自分の山から二枚の札を抜き取り、

「ほら選べ。どうせジョーカーなんだから」

「……、」







『アトラクション』は中ちゆう盤ばんに差し掛かった。

　お互いに一三枚ほど引いたところだった。

「あちゃー、森田さん大変そうですねえ」

「まったくだ。一三回連続でジョーカーを引き続けるなんて普通じゃねえぜ」

「……、」

　おかしい。

　そんな事は分かりきっている。

　若者が言った通り、私は一三枚のジョーカーを引いてしまった。対して、若者が私の手から引いたジョーカーはわずか三枚。それも、提示したのが二枚ともジョーカーだった場合のみだ。ここまで結果が偏かたよっていると、流石さすがに悪意が込められているのは分かる。

　だが、具体的に何をしている？

　イカサマは、その現場を押さえられなければ排除できない。相手が何もしていないのにイカサマだと糾きゆう弾だんすれば、ペナルティとして最高額二六枚分を即清算。『きっとイカサマをやっているだろう』だけで若者の手を掴つかむ訳にはいかない。

　加えて、すでに一三枚のジョーカーが使用されている。

　ジョーカーはそれぞれに二六枚。今のペースでは逆転不能な差がつくのも時間の問題。そうしたら、若者はイカサマをする必要もなくなる。後は適当な組み合わせを二枚ずつ構えて、消化試合をするだけで事は足りる。

　若者は、私の手にいくつのジョーカーがあるかを知らない。

　だから勝利宣言はされていないものの、正直に言って、差が開き過ぎている。普通にここから逆転するのは不可能だ。

　とはいえ。

　それが即敗北に繋つながる訳ではないのは、百も承知である。

「おっさん。早くしろよ」

「ちょっと待ってくれ」

「考えるだけ無む駄だだぜ」

　イカサマ。

　若者が使っているように、私もその領域に手を伸ばせば逆転の目はある。

　ただし。

　若者自身がここまで見事にイカサマを使う以上、下へ手たな手を打てばすぐにバレるだろう。バレたら死よりも恐ろしい、ジョーカー二六枚分二億六〇〇〇万の借金。何をしているか知らないが、イカサマを使っている若者は普通に『アトラクション』が進めば絶対に負けないと信じ切っているはず。状況が自分の思い通りに進まなければ、即座に怪しいと感知するはずだ。

　それでも手を伸ばすか。

　イカサマに。

　明らかに私より腕が上だと分かる相手を、騙だまし切れると思うか？

「……、」

　トランプのイカサマについては、私だっていくつか勉強はしてきた。この場で使えそうなものも数種類ある。ただ、それはあくまでも勉強だ。現場の殺し合いで使い慣れた技術じゃない。やっても良いのか？　できるのか？

「迷えば死ぬぜ、おっさん」

　ニヤニヤと笑いながら、若者は言う。

「料理で考えろよ。キャベツの千せん切ぎりをしようって時に、いちいち何ミリにするか決めてから切ったりしねえだろ。リズムに合わせてトントントントン。これができねえようじゃ、自分の指を切っちまうぜ」

　読まれている。

　私の逡しゆん巡じゆんを。

　目の前にある選せん択たく肢しの全すべてを。

　こっちはそもそも、若者がどんな手を使ってこちらのジョーカーを回かい避ひし、自分のジョーカーを押し付け続けてきているのか、それさえ掴つかめていないっていうのに。

　カードに目印らしきものはない。盗み見るための小道具などもない。にも拘かかわらず、若者は『アトラクション』内のジョーカーを完全に掌しよう握あくしている。

　実際には清せい廉れん潔けつ白ぱくではなく、何かしらの小細工を施ほどこしているんだろうけど、その詳細が分からない限りは意味がない。

　どうする？

　どうする？

　どうする？

「……、」

　私は薄うすく息を吐はいた。

　決めた。

　どのみち、普通に『アトラクション』を進めても差が開きすぎていて勝ち目はない。ここから逆転するためには、普通の方法に頼たよっていてはいけない。だったら、やるしかない。若者は当然イカサマを警戒しているだろうが、その網あみの目を潜くぐり抜けなければ、じり貧で終わってしまう。

「分かった。やろう」

「さっさとな」

　先ほどまで意識していなかったのに、いざとなると指先が震ふるえる。汗も噴き出る。じり貧で徐々に追い詰められるか、一発で最高額の借金かの違い。両者は共に死に向かっているのは同じなのに、明白に人生の終わりを意識してしまう。

　自分の山に手を伸ばす。

　若者の目が鋭するどく細められる。

　やる。

　イカサマを。

　若者の手が伸びて、私の右手首を掴つかめばそれで終わり。最高額二六枚分を即清算。

　人差し指の腹が、山の一番上のカードに触ふれる。

　掴む。

　二枚を。

　引く。

「ど、どうぞ」

「仕掛けようとしたな。おっさん」

　若者は、ニヤリと笑った。

　私は安物の背広の色が変わるのではないかと思うほどの汗をかく。

「だが最後の最後でためらった。意味深な動きはしたが、そいつはハッタリとしておっさんに有利な結果を示すほどじゃない」

　私はチラリとバニーガールの方へ目をやった。彼女は相変わらずにこにこと笑っているだけだ。

　そうしている間にも、若者は手を伸ばしてくる。

　二枚のカード。

　その片方に。

　ジョーカーではない方のカードを狙ねらい撃うつように。

「終わったな、おっさん。もうアンタにゃ勝ち目はねえ」

　人差し指と親指が、私の示したカードを挟はさむように動く。

　私の目が見開かれる。

　息を止める。

　緊きん張ちようからくる眩暈めまいに抗あらがう。

　狙うとすれば。

　ここだ。




「待てよ」




　私はもう片方の手で、カードを引いた若者の腕が引っ込む前に、強く掴む。

　ばら、とカードがテーブルに落ちる。

　二枚。

　そう、ぴたりと重なるようにあった、二枚のカードが。

「イカサマだ。バニーガール、ジャッジしてくれ」

「はぁ!?　待てよ、ふざけんな!!　俺は何もしてねえぞ!!」

「んーふー？」

　バニーガールはわざとらしく首を傾かしげながら、

「ではでは、どうして二枚しかカードが出ないはずの場面で、三枚目が出てきたんでしょうね？」

「そんなの……!!」

「そこの若者が仕込みをしていたからだろう」

　余計な事を言わせないように、私は言葉を被かぶせる。

　封殺する。

　口をパクパクさせる若者だったが、バニーガールは構わず話を先に進めた。

「はて、三枚目のカードがあるとどんな利点があるんですか？」

「こいつは始めから袖そでの中に任意のカードを隠していた。その上で、私の手からカードを引き、袖の中のカードを入れ替えていた。この方法なら普通の絵柄とジョーカーを自由に差し替える事ができる」

「ふざけんな!!　俺はそんな事してねえ！　見ろ、袖の中にはカードなんか一枚もない。そんなデタラメなやり方で勝ち続けていたら、大量のカードをどこかに隠さなくちゃならねえだろ!!」

「……今まで君がどんな勝ち方をしていたかなんて関係ない」

「は？」

「ルールにはこうあるだろう。イカサマは、現場を押さえた時点で最高額二六枚を即清算だと。一回やったか一〇〇回やったかなんて、勝敗を決める上ではどうでも良いんだ」

「ですねえ」

「い、いい加減にしろ。こんなの無む茶ちや苦く茶ちやだ!!　おっさん、アンタさっき俺の腕を掴つかんだろ!!　その時、掌てのひらの中にカードを一枚隠しておいて、俺のカードが落ちるタイミングに合わせて一いつ緒しよに落とした。真相はそれだけだ!!」

「かもしれない」

　私は無理に否定せず、

「でも、イカサマは現場を押さえられなければ意味はない」

　君が今までやってきたように。

　そして、すでにターンは終了した。過去のイカサマについて蒸し返す事はできない。

　彼は私の手が不審な動きをしていると勘かん付づきつつ、途中で諦あきらめたと言い切って、みすみすチャンスを棒に振った。

　私と若者は、すぐ近くで傍観していたバニーガールの方へ目をやる。

　ただし目に込められた感情はそれぞれ違う。

　残ざん酷こくに微ほほ笑えむ少女は、簡単にこう告げた。

「イカサマをすればどうなるか。最初に言っていたはずですよね？」

「ちょ、待……イカサマをしていたのはおっさんだ!!　俺は何も……!!」

「ほう、過去のイカサマについても清算の対象にするかね？　私はそれでも良い。ただしその場合、最初にイカサマをしたのは明らかに君の方だと思うんだが」

「駄目ですよー、そんなルール変更は受けつけていません」

「ほら、これで御お墨すみ付つきだ」

　私はニヤリと笑って、手元に残っていた一枚のカードをテーブルへ放り投げた。

　人を小こ馬ば鹿かにしたような道どう化け師しが描かれた一枚。

　ジョーカーを。

「……包ほう囲い網もうも作らずに、こんな無む謀ぼうな手を使うとでも思ったかね？」







　暴れる若者は、複数の作業服の男達にどこかへ連れて行かれてしまった。その末路について、私は深く考えるべきだろうか。だろう。きっと。伊だ達てや酔すい狂きようでこんな『アトラクション』に参加する人間はいない。きっと、彼には彼なりに自分の命を賭かけるだけの、切迫した理由があったのだろうから。

「おめでとうございます」

「ありがとう」

「それにしても、考えましたね」

「あれくらいしか反はん撃げきする方法を思いつけなかった」

「ふうん」

　バニーガールは楽しそうだった。

　彼女にとっての眼がん福ぷくは、『アトラクション』の最中にある魂たましいの削り合いだろうか。それとも、勝者と敗者が決定的になってしまった今だろうか。

「……となると、やっぱり？」

「彼が使っていたイカサマかい？　分かるはずないだろう。仕掛けが分かっていたら、その時点で腕を掴つかんでケリをつけていた」

「何度も何度も仕掛けられている内に、後から気づいた、って線もあるかなと思っていたんですけど」

「なら、次に仕掛けられた時にそのまま腕を掴んでいた」

「なるほど」

「……この方法はアウトかね？」

「いえいえ。それなら若者を退場させたりしませんよ」

　となると、私は無事に大金を手に入れて家族の元に帰れる寸法か。……会場を出た直後に強ごう盗とう団だんに襲おそわれたりしないかどうか、最後の最後まで気を配る必要がありそうだな。おうちに帰るまでが遠足。こんな簡単な事を徹てつ底ていできないからこそ、私はこんな『アトラクション』に参加するような人生を送る羽は目めになっちゃったんだし。

「そうそう」

「何かな」

「あの人が使っていたイカサマ、どんなものか教えてほしいですか？　分からないまま終わらせるのはもやもやするでしょう」

　一理ある。

　だが、

「いや、『アトラクション』はもう終わったんだし、必要ないよ。そんなもの、ジュースから抜けていった炭酸みたいなものだしさ」
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　自分は煮るなり焼くなりする側だと思っていた。

　される側に回る可能性なんて考えなかった。

　両者はとても近しい位置にいたはずだったのに。




　まずは、くじ引きでペアを作ってください。

　どんな方法を使っても構いませんので、どちらか片方が死んでください。

　その後、ペアのもう一人が三〇分以内に心しん肺ぱい蘇そ生せいを施ほどこし、成功すれば敗者復活とします。

　蘇生に失敗した場合は、残った片割れも殺害します。




　どこかの巨大なスーパーマーケットか、ショッピングモールのようだった。

　この手の施設の常として、窓がないため今が昼か夜かも分からねえ。ただ、人の数が減ると、ここがいかに大きな空間であるかが思い知らされる。

　もっとも。

　それは何百人も収容できる空間の中に、わずか三〇人程度の人間しかいないからかもしれないが。

「……ふざけやがって」

　絞り出すように、俺はルールの書かれたボードを眺めながら声を出した。

　それはすぐに叫び声に変わる。

「ふざけやがって、ふざけやがって、ふざけやがって!!　何なんだこのルール!?　どちらかが死ぬ？　その後に生き返らせる？　そんな簡単に、ポンポンできる訳ねえだろ!!」

「でもそれがルールですので」

　バニーガールはにこやかな笑顔と共にそう説明する。

　くそ。

　俺は本来、そっち側の人間だったはずなのに……!!

「というか、これは通常の『アトラクション』ではありません。あなた達は、一度敗北したのですよ？　通常営業ならそのまま殺害されるのが筋。殺されて当然。そこから敗者復活戦のチャンスを与えてあげているんです。……それなら、やっぱり一度死んだところからやり直していただくべきではないでしょうか？」

　ふざけたロジック。

　それを一方的に押し付ける事ができるだけの力。

　ずっと望んできたものを、少しも望んでいない方向から眺める恐怖。

　やるしかない。

　ここは俺の居場所じゃない。そう声こわ高だかに叫ぶためには、本来あるべき居場所……勝ち組ってヤツの考え方を貫かなくちゃならねえ。弱気になった瞬しゆん間かんに死ぬ。落下する。かろうじて引っかかっているこの場所から、さらにどん底へと。

「赤だ」

　バニーガールが差し出してきた筒の中に入った複数の棒の中から、一本を抜き取る。その先せん端たんに塗られている色を、俺は素直に口に出す。

「赤！　誰だれだ、この色を引いたヤツ!?」

　他の色の棒を引いた連中も、各おの々おのあちこちを見回す。俺達一五人の他、もう片方一五人のグループがある。向こうも向こうで同じくじを引いているはずだった。

　俺の呼びかけにおずおずと手を挙げたのは、二〇代の小柄な女だった。

　服装は地味め。

　人生の敗北にもいろんな原因があると思うが、どう考えても自分からギャンブルに走る側の人間じゃない。そういった人間が落ちる理由は一つ。他の誰かに蹴け落おとされたからに決まってる。

　そういう匂においは分かるんだ。

　負ける人間ってのは、最初から負けるつもりで考えて動いている。

　私だって頑張ってる、なんてのはただの逃とう避ひだ。

　頑張ってるから負けても良いよね、って繋つなげるための言葉遊びに過ぎない。

「……チッ」

　文字通り、命いのち懸がけの勝負のペアにするには心こころ許もとないが、こればかりは仕方がない。

　片方が死んで、片方が復活させる。

　文字通りの敗者復活戦。勝利条件を満たすためには、最低でも二人の人間が必要なんだから。

「アンタは？」

「は、橋はし中なかです。そちらは？」

「岸きし川かわ。あと、聞きたいのはそこじゃねえ。ここに落ちる前は何やってた？　具体的に、今この敗者復活戦で使えそうなものは」

「一応は、その、看護師ですので」

　橋中と名乗った地味な女は、チラリとどこかへ目をやった。

　そちらではバニーガールがにこやかな笑顔で手を振っていて、その足元には無数のＡＥＤの詰め合わせが転がっている。派手な蛍光カラーのバッグに収められた、駅やホテルなんかに置いてある医い療りよう用ようの電気ショックだ。

「使い方は分かるんだな？」

「え、ええ」

「となると、どういう死に方をすれば蘇そ生せいしやすいかも!?」

「お医者さんほど詳しい訳ではありませんけど……」

　ついてる、のか？

　何の知識もない二人がペアを組むよりは、はるかにまともだと思う。

「あ、あのう。それであなたの方は？」

「無職みたいなもんだ」

　早口でそれだけ言った。

　俺の専門は借金の取り立てだった。いわゆる闇やみ金きん。というより、変態趣しゆ味みがオモチャを見つけた時、そいつを効率的に破滅させるプロとでも呼ぶべきか。スパイダーファイナンスなんて名前は、こっちの暗い業界じゃそこそこ知られていたはずだ。

　でも、それを教えても仕方がない。

　そもそも、こういう惨みじめな連中を食い物にしてきた。余計な事を知られて、この敗者復活戦で有利に働くとは思えない。

　勝つ人間は、勝つ事だけ考えりゃ良い。

　負けたらどうなるか。負けないためにはどうするか。

　そんな事を考え始める事自体が臆おく病びよう風かぜの始まり。転落人生の入口が開きかかっている証拠。

　純度を下げるな。

　俺は勝ち組なんだ。

「本題に入ろう。……俺が知りたいのは、安全な死に方だ。こういう風に言っちまうと笑っちまうが、まあ、分かるだろ。ＡＥＤは説明書があるが、死ぬ方法にはそれがない。あの電気ショックって、どういう死に方の時に使えるものなんだ？」

「え、え……あの、それ……」

「頼たよむ、答えてくれ。この状況で俺の持ってる知識は役に立たない。心肺蘇生の技術を持っているのはアンタだけ。だったら、どっちが死ぬ側でどっちが助ける側なのかは分かるだろ」

「岸きし川かわさん……」

「役割分担だ。そのためには、俺は死ぬ方法を教えてもらわなくっちゃならねえ。だから教えてくれよ看護師さん。ＡＥＤ。医療用の除細動器。電気ショック。あれを一番使える理想の死に方っていうのはどうなんだ？」

「で、でも……ＡＥＤを使うからって、必ず心肺蘇生ができる訳じゃないんですよ……？　そんな、役割分担だなんて、簡単に決めて良い事じゃ……」

「あのな」

　苛いら立だち紛まぎれに遮さえぎる。

　やっぱり負ける人間は負ける人間だ。大事な事がまるで分かってねえ。

「良いか。この際だからはっきり言ってやる。世の中にいるのは勝ち組と負け組だけだ。こいつは生まれた時から決まってる。そして勝ち組から負け組に転落する事はあっても、その逆はありえない。俺の言っている意味は分かるか？」

「そ、そんな……だったら、そもそも、どうして……？」

　俺がこんな所にいるのかってか？

　それとも、負け組しかいない敗者復活戦に挑戦しているのかってか？

　甘いね。そこが甘い。

「時たま起こる逆転劇ってのは、別に逆転でも何でもない。本来勝ち組の所にいるべき人間が、何かの間違いで負け組の所に引っかかっているだけ。だから勝つのは当然で、だから元の場所に帰るのは当然なんだ。……そんな時、一番の敵になるのが臆おく病びよう風かぜだ。たまたま負け組の場所に引っかかっているだけなのに、それに疑問を持たないでいると本当の負け組になっちまう。勝てるはずの人間が、勝てなくなる一番の理由ってヤツだよ」

「……、」

「だから負けたらどうしようとか、失敗したらどうしようとかいちいち考えるな。そんなのは醜みにくいアヒルのままで終わるヤツの考え方だ。勝ち組になりたければ、勝ち組を思い出せ。それ以外に勝つ方法なんか一個もねえんだ」

「でも……」

「負けっ放しのお前の人生なんか知らねえ。ただお前はくじ引きで俺を引き当てた。そんな人間が、ただの負け組で終わる器かよ。負けると思ったヤツから負けるんだ。臆病風に足を引っ張られたヤツからな。お前の今まではどうだった？　お前は今からまた同じ事を繰くり返すつもりかよ」

　待ってください、と橋はし中なかは言った。

　浅い呼吸を何度か繰り返す。

　そして、こう答える。

「ＡＥＤは止まった心臓を再び動かすための装置です。つまり、それ以外の部分を回復させる事はできません。たとえ心臓に刺激を与えられたとしても、他の内臓が壊こわれていたり、極きよく端たんな出血がある状況では、心しん肺ぱい蘇そ生せいは意味をなさないでしょう」

「……言われてみれば、ナイフで刺されたり銃で撃うたれたりした人間に電気ショックをやるってイメージはないな」

「その、ついでに、なんですが。どんな死に方にしても、胸部に大きなダメージを与える方法も駄だ目めだと思います。肋ろつ骨こつが折れた患者には心臓マッサージはできませんから」

　橋はし中なかは呻うめくような声を上げながら、自分の知識を披ひ露ろうしていく。

　必要とされている事に自覚はある訳だ。

　そこで有う頂ちよう天てんにならない人物で良かったが。

「人工呼吸を始めとする心しん肺ぱい蘇そ生せいは、水の事故などの対処法としてイメージする事が多くないでしょうか？」

　酸素の不足による死。

　窒ちつ息そく。

　そのための、最も手っ取り早い手段は……、

「首くび吊つり、とか？」

「い、いいえ！　それだと多分駄だ目めです」

「？」

「首吊りで息が詰まって死ぬ事は、その、ほとんどないんです。首の一点に全体重が加わりますからね。首の骨が外れたり、脳へ血が回らなくなって死んでしまう事が多いはずです。どちらのパターンにしても、ＡＥＤを使った心肺蘇生では回復できないおそれが……」

「となると、こう、手を使って首を絞めるのも？」

「……それ、私がやるんですか……？」

　目元に涙まで浮かべて橋中は言う。

　当然、知り合ったばかりの俺にそこまで感情移入している訳じゃないだろう。

　蘇生を前提にしているとはいえ、誰だれだって人殺しにはなりたくない。

　が、甘えが許される状況じゃないのは誰の目にも明らかだ。

「どうなんだ？」

「加減にもよりますが、そこが難しいところです。頸けい部ぶを圧迫する過程で首の骨を折ってしまっては元も子もありませんから」

「となると……本当に溺でき死し。水を使った方法が好ましいって感じなのか」

「その方法なら、体のどこに負荷をかける事もなく、酸素の吸入を阻そ害がいできますからね」

　ちなみに、バニーガールからは、広大な店内にあるものは自由に使って良いと言われていた。単に食料品だけでなく、簡単な家具や電化製品、工具なんかも揃そろえられていた。

　業務用の冷蔵庫、工具一式、ステンレス包丁、金属バット、掃除機、ウォーターサーバー、バスタブ、電子レンジ、携帯ゲーム機、手作りパンセット、洋服箪だん笥す、勉強机、エレキギター、掛け時計、ドライヤー、ノートパソコン、電気スタンド、延長ケーブル……。

　そのどれもが人を殺すために工夫されるべき物品であり、人を蘇よみがえらせるために工夫されるべき物品だった。

　俺達には、これを自由に使える権利がある。

　バニーガールに呼びかけた。

「……おい。そのバスタブだ。貸してくれ」

「どうぞどうぞ☆」

「水ぐらいサービスしてくれるんだろうな」

「お湯じゃなくて良いんですか？」

　準備は一五分ぐらいで完了した。

　他の参加者達は戦せん々せん恐きよう々きようといった感じで遠巻きにこっちを見ている。……人体実験を勝手にやってくれるから、成功の方程式を教えてもらおう、って下げ衆すな考えだと思うが。

　目の前にあるのは目一杯水を張ったバスタブ。

　息を吸って、吐はく。

　バニーガールの奥にいる『主催者』の悪あく趣しゆ味みは今に始まった事じゃないが、ここまで人の命を強く意識させる『アトラクション』のルールも珍めずらしい。願わくば、安全な部屋でにやにや笑いながら観察する側でいたかったが。

「き、岸きし川かわさん。あの、岸川さん」

「何だ」

「ほ、本当にやるんですか」

「それしか生き残る道がない」

「で、でも」

　看護師の橋はし中なかは水を張ったバスタブに目をやり、

「……その、本当にきちんと死ねるものなんですか？　ダム湖みたいに、明らかに足がつかないような場所じゃありません。苦しくなったら、顔を上げる事ができる程度の水。服に錘おもりを入れたって、顔も上げられないほどの状況を作るのは難しいんじゃないでしょうか……？」

「ああ」

　その事か。

　俺はできるだけ無表情を取り繕つくろいながら、看護師の橋中の腕を掴つかむ。

「それなら大丈夫だよ」

「え、あの……岸川さん？　えっと……」

　きょとんとした顔の橋中だったが、いつ気づくかね。

　察知される前に事を起こしておきたいけど。

「一人で入じゆ水すい自殺するのは多分、相当大変だろう。でも、そういう方法じゃなければ問題ない。こうやって、がっちりと両手で体を押さえつけて、頭を水の中に突っ込んでやればきちんと死ぬさ」

「あれ……まさか……」

　不自然な体勢でバスタブの前に立たされた橋中は、そこでようやく何かに勘かん付づいたように、泣いているのか笑っているのか分からない表情を浮かべて、首を無理矢理に回して俺の顔を見ようとした。

　無視して俺は言った。

「俺はほとんど無職みたいなものだからさ。『アトラクション』に勝つためには、アンタの知識が必要だって言ったろ。知識だけな」

　そして聞き出せれば問題ない。

「勝つ人間は、必ず勝つと考えるから勝てるんだ。そのための材料が欲しかったんだよ」

　看護師の適切な助言を受けて、俺は暴れる犠ぎ牲せい者しやを押さえつけてバスタブに沈めていく。

　ＡＥＤには説明書があるんだ。

　たまに民間人が表彰されたりしているじゃないか。

　だから。

　理想的な殺し方さえ教えてもらえれば、俺にだってやれるはずだ。







　そして。

　懐かい中ちゆう時計に目をやったバニーガールは、にこやかな笑顔でこう宣言した。

「制限時間はあと一〇分でーす」

「くそ……」

　俺の手には、ＡＥＤの電極が握られていた。固定電話みたいにロール状に巻きつけられたケーブルの先にある電極が二つ、左右それぞれの手にある。

　人の命を救うもの。

　止まった心臓を再び動かすもの。

　なのに。

「くそ、くそ、くそ!!　どうなってるんだ、ちゃんと説明書に書いてある通りにやっているのに!!」

　ずぶ濡ぬれになった橋はし中なかは目を開けない。

　開けない。

　こいつがもう一度蘇そ生せいしない事には、俺は敗者復活の権利を得られないっていうのに!!

　バニーガールは当たり前の質問に答える調子でこう言った。

「ですから、心肺蘇生って必ず成功するものでもないですよ？」

「だから!!　そのための!!　理想的な方法を聞き出したんだ!!　俺は勝ち組なんだ。勝つための材料は全部かき集めた！　失敗するはずなんかない。失敗するはずなんかないのに!!」

「ま、理想の環境を整えたって必ず蘇よみがえる訳でもありませんし、何より、岸きし川かわさん。説明書を読みながらＡＥＤを使っていましたけど、それ、ホントに正しい使い方って自信はあります？」

「なん……」

「書かれている内容に小細工している訳じゃないのでご心配なく。でも、そんな細々と書かれた内容を、医い療りようの素人しろうとである岸きし川かわさんに一発で理解できるものですかねえ」

　それと、とバニーガールはさらに付け足す。

「知ってます、岸川さん。心しん肺ぱい蘇そ生せいって時間の経過と共に成功の可能性がぐっと下がるものなんですよ？　細かい文字を追い駆けるのに夢中になってしまったって事は？」

「あ、あ……」

「素直にプロの看護師さんに最後までお任せしていれば良かったのに……。そう言えば、スパイダーファイナンスをクビにされた時もそうでしたっけ？　出世を焦あせって同期の社員さんが追い込んでいたカモに横よこ槍やりを入れた結果、プレッシャーをかけ過ぎて自殺させちゃったとか」

「あああああああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　最後の希望。

　ぴくりとも動かなくなった看護師の胸にもう一度電極を押し付けるが、バニーガールは残念そうな調子でこう言った。

「もう死んでいるみたいですね」

　懐かい中ちゆう時計の針の音が止まる。続けて、ぽん、と肩を叩たたかれる。何かの合図のように。

　耳元で囁ささやかれた。

「あなたも」
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　自分で言うのも何だが、俺はやれる方だと思う。

　打率は三割一分。右打ちだろうが左打ちだろうがどっちもできるっていうのも、相手チームのピッチャーにプレッシャーを与える良い材料になる。

　ただ、野球っていうのはチーム戦だ。

　……一軍に選ばれずに不ふ貞て腐くされたバカどもが飲酒騒さわぎを起こしたおかげで、俺達の全国大会はふいになった。プロのスカウトの目に留まる最高の環境だったはずなのに。

　素直に謹きん慎しんに甘んじて、来年を待てば良いと思ったか？

　俺もそう思った。

　が、その二軍の馬ば鹿か野郎が笑いながらこう言った時、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おってのがブチ切れちまった。

『へへ、マジんなってんじゃねえよ』

『来年も、何度でも、俺がまた問題起こしてメチャクチャにしてやるよ』

『お前のその歯は噛がみしてるツラ見てるとさ、なーんかスカッとすんだよねえ』

　金属バットで滅めつ多た打うち。

　人間の頭ってのは、ボールと違ってカキンカキン音を鳴らさないものなんだな。

　中身なんて何も入っていなさそうな頭だったのに。

　ちなみに全身くまなく五〇発オーバー、っていう数はどう思う？

　正直に言って、俺はまだまだ少なかった方じゃないかって後悔しているぐらいなんだけどさ。

「はーい。それじゃあ『アトラクション』を始めますよー」

　ドーム球場。

　ピッチャーマウンドに立っているのはバニーガールだった。

　……以前の俺なら、ド素人しろうとがスパイク以外の靴くつを履はいてそんな所に立っていたらバットを振り回していたかもしれない。

「使うのはこちら！」

　と、バニーガールは自分の傍かたわらにあるゴテゴテした機械を軽く叩たたく。

「じゃじゃん！　ピッチングマシンです。割と最近のモデルですよ。ストレートは最大で時速一八〇キロまで、変化球はカーブ、フォーク、シンカー、スライダーの四種に対応しています」

「……、」

「今から一〇球投げますので、一本でもホームランできれば見事にアトラクションクリアとなります。特典として、あなたは晴れて社会人野球の挑戦権を得る。そこを足掛かりに、一二球団のスカウトの目に留まるように頑張ればよろしいと思います」

　……パワーヒッターってのは全すべてのミスを一発で返上する生き物だ。

　たとえストライクを二連続取られても、さんざんファールを誘ゆう導どうされ続けても、たった一発のホームランで英雄になれる。

　これもそういう話。

　ただ当然、何のリスクもデメリットもなくそんな美お味いしい話が転がってくるはずがない。

　本来なら、俺は警察に追われていても不思議じゃない人間なんだから。

「一〇球全て失敗した場合は、罰ばつとして右みぎ肘ひじと左ひだり膝ひざをハンマーで砕くだきます。当然、麻ま酔すいはありません。まーでも、普通の殺害に比べたら冗談みたいなものですけどねえ」

「ちなみに、通常運転にならなかった理由は？」

「そっちの方が楽しそうだから」

　にこやかな笑顔で、バニーガールはきっぱりと言った。

　良い趣しゆ味みをしている。

　俺は金属バットを手に、バッターボックスの右打席へ足を踏ふみ入れる。

　選手生命。まさにその核と言えるものを賭かけた『アトラクション』。

　ただ、今のままじゃどっちみち俺の道は封じられていた。だったら一球でも多く。どんなに胡う散さん臭くさい勝負でも構わない。魂たましいを削り、命をなげうつ本物の勝負がしたい。

「最近できたプロも納得のピープルドーム球場ですよ。夢の舞台に立った気分はいかがですか？」

「いつの日か、もっとまともな理由で立ってやるよ。誰だれにもお膳ぜん立だてされずに、自分の力だけで」

　外野席までの距きよ離りは両りよう端はしでおよそ一〇〇メートル、中央なら一一五メートル。

　ドーム球場という条件を考えれば、逆風の心配はない。

　ピッチングマシンは新型で、様々な変化球も可能だと説明されたが、実はそちらについてはあまり心配していなかった。

　ピッチングマシン特有の弱点というものがあるのだ。

　むしろ、ここで一番警戒するべきは……。

「あ、ストライクゾーンを外れてボールになったら、その球はノーカウントにします。安心して見送っちゃってくださいね」

「そう言って、デッドボールをボコボコ当てられても困るぞ」

「じゃあ三回連続でデッドボールになったらピッチングマシンなしで、私が直接投げるようにしましょう。……だからって、わざとぶつかりに行っちゃ駄だ目めですよ？」

　ガコン、という機械音が、予想よりも大きく響ひびいた。

　ピッチングマシンのチューブの中に、白球が流れ込んでいくのが分かる。

　分厚い二枚のローラーに挟はさまれる形で、莫ばく大だいな運動エネルギーを得た小さなボールが、凄すさまじい速度、で、……!!!???

　ガッキュ!!　という鋭するどい音が炸さく裂れつした。

　ボールの流れに合わせて全力でバットを振ったつもりだったが、手首に恐ろしい痛みが走る。ボール自体も前方へ飛んでくれず、斜め後方へと弾はじかれ、俺の背中側にあるネットへ激突する。

「えー、一球目は失敗でーす」

「ぐ……」

　バニーガールが何か特別な裏技を使ったり、投球のタイミングをずらしたりした訳じゃない。

　ストレートの最高速度。

　時速一八〇キロ。

　何の変哲もない力技だが、それ故ゆえに人間のピッチャーには軽々と出せない威力を平気で実現してくる。メジャーリーグだって、時速一六〇キロもあれば立派な豪腕選手だ。『看板』になる。それをこんなにもあっさりと……。

「ひゅー。にしても一八〇キロ設定でバットに当てるとはねえ。出力高すぎたせいか多少ボールがホップしたようですけど、それなかったら掠かするどころじゃなかったかもしれません」

「……、」

「ありゃ？　ひょっとして天才ちゃん、ビビっちゃいました？」

「……いいや」

　笑う。小さくだが、まだ笑みを作れる。

　痺しびれた掌てのひらを数回開閉し、改めてバットのグリップを握り直す。

「良い基準点になったよ」

　焦あせる必要はない。どれだけ失敗を重ねても、最後に一発飛ばせば成功者として名を残す。

　最適の一発。

　全すべての球は、それを叩たたき出すための布ふ石せきに過ぎない。スリーボールツーストライクのフルカウントでも、最後の最後の一球次第で全ての結果が変わる。そして今のは、そういう意味では『良い勉強』だった。

「じゃあ二球目行きますね。構えて構えて」

　バニーガールは微ほほ笑えみながら、ボタン操作でピッチングマシンに命令を送っていく。ガコン、という音が鳴り、ボールを吐はき出す『首』の部分が大きく回転する。

　変化球か。

　あのピッチングマシンは高速回転する二枚のローラーでボールを挟んで発射するタイプのものだ。そして変化球はボールに与える回転によって、軌道を曲げる技術である。

　つまり。

　多種多様な変化球を手っ取り早く実現するには、二枚のローラーの位置を変えてしまえば良い。『首』の部分が駆動したのはそのためだ。

　という事は。

　……生身のピッチャーと違って、ボールを投げる前にどんな球が来るか容易に先読みできる……!!

「フォークか!?」

　白球が発射されてから目で追っても間に合わない。

　ピッチングマシンの『駆動』に合わせて狙ねらいを下方に修正し、スパイクで地面へ噛かみついて腰を大きく回す。体重の移動を強く意識してコントロールを始める。バットの描く半円の軌道と、白球の描く曲線の交差を強く思い浮かべる。

　金属バットを握る手に、強い衝しよう撃げきが走る。

　芯しんを捉とらえた感覚。

　そのまま振り抜く。

　鐘かねの音よりもはるかに甲かん高だかい、金きん属ぞくバット特有の弾はじける音が心の中では若じやつ干かん遅れて炸さく裂れつする。

　白球が大きくアーチを描く。

　ボールは三塁側へやや流れたが、ファールを気にするほどじゃない。

　癖くせでバットを手放し、一塁側へ足を向けたところで、ようやくこれがホームランを賭かけた勝負だった事を思い出す。

　いけるか。

　届くか。

　いや……!!

「ああー。惜おしいっ、八五メートルラインですね。あと一五メートル!!　一五メートルでホームランです!!」

「……、」

　一五メートルだろうが一・五ミリだろうが、外野席に入らなければ何の意味もない。

　だが感覚は掴つかんだ。

　剛速球のストレートが来ない限り、ついていけないほどのスペックじゃない。

　残りは八球。

　これは、勝てない勝負じゃない!!







　と、勢い込んだのは良いものの……。

　そこから五球、立て続けに失敗した。

「くそ……」

　とはいえ、ストライクゾーンを外れた球を無理に追い駆けて空から振ぶりを連発した訳じゃない。バニーガールが底意地の悪さを全開にして剛速球を立て続けに五連続放ってきた訳でもない。

　変化球を、的確に捉とらえていた。

　金属バットの芯しんで。運動エネルギーを最大限に伝えるため、バット先せん端たん側がわで。

　これ以上ないぐらい完かん璧ぺきな当たりだった。

　はずなのに……。

「あちゃー。またもや九〇メートルラインですね。もーちょっとパワーがあれば一〇〇メートルの外野席に届くんですけど」

「……こいつ……」

　最初の内は、俺もそう思っていた。

　だがこうも連発で失敗すれば、流石さすがに何かおかしいと気づく。

　右手一本で、バットを軽く回す。

　重さや硬さに違和感はない。『中身』に小細工をされている可能性は完全には否定できないが、多分ないだろう。そういう変化は構えて振れば分かるはずだ。

　となると……。

「ボールの方に細工がしてあるな……!!　俺の知ってる高校野球公式球よりも柔らかく、衝しよう撃げきを吸収するような素材に!!」

　そもそも、プロであれ高校野球であれ、『公式』と名のついているボール自体もルール変更に合わせて細々とした変化を遂とげている。ボールの素材一つで、選手の打率なんて簡単にコントロールできてしまうのだ。

　しかし、バニーガールは微ほほ笑えんだまま首を傾かしげると、

「はにゃ？　誰だれが公式球を使った勝負をするなんて言いました？　ていうか、それを言ったらそもそもマウンドにピッチングマシンを置くのだって駄だ目めでしょ。一〇球もチャンスがあるのもおかしいでしょ」

「……、」

「リタイヤしたいならどうぞご自由に。ただしカウントとしては不戦敗となります。選手生命はいただきますのでそのおつもりで」

　くそ。

　どのみち、このチャンスを逃せば俺の道は開かない。

　だったらバニーガールが提示するルールの中でやるしかない。こいつは絶対に成功しないと思っているようだが、その予測を完全に覆くつがえすような抜け道を探すしかないんだ。

　……何かないか。

　バニーガールとの勝負はホームランを賭かけたものだ。

　でもあのボールじゃ一〇〇メートルラインの外野席まで届かない。

　それを覆くつがえす何か。

　真正直にピッチングマシンから放たれるボールに挑いどんだって、この壁は絶対に乗り越えられない。だったら、一〇〇メートルラインに挑戦しなくてもホームランの恩恵を得られる何か。そんな夢みたいなルールの抜け道はどこかにないか!?

　これまでの白球のスコアをもう一度確認しろ。打ち返したボールの軌道も。野球において、無む駄だ球だまなんてのは一球もないはずだ。一球一球の単一の結果、そして試合運び全体の大きな流れ。そこには膨ぼう大だいな情報が込められている。諦あきらめるな。紐ひも解とけ。バッターにとっては何よりも活いきた情報だろうが!!

「……待てよ」

　俺は頭上を見上げた。

　あるにはある。

　この環境でなら。

　ルールの中だけの、机上の空論じゃない。実際に過去のプロ選手がやらかして、審判と揉もめた記録だってあるはずだ。

「どうします？　リタイヤしますか？」

「いいや」

　再び顔を正面に、ピッチャーマウンドにいるバニーガールを睨にらみつけた俺は、金属バットの先せん端たんをそちらに向ける。

　突き付ける。

　小学生でも分かる宣言。サインを残す。

「続行だ」

「結構です」

　残り三球。

　これまでと方法論はガラリと変わるが、それで感覚を掴つかみ直す事はできるか。

　八球目が来る。

　ほとんど俺の上半身に掠かすめるように襲おそいかかる、内角ギリギリのカーブだった。タイミングを外される。慌あわてたようにバットを振るが、間に合わない。

　ボールは大きく真上に弾はじかれ、ドーム球場の天てん井じようスレスレまで浮かび上がってから、俺のすぐ後ろへと落下した。

「典型的なキャッチャーフライになっちゃいましたねえ」

「……、」

　いけるか。

　純じゆん粋すいな距きよ離りならこちらの方が有利なはずだが、やはりここまで条件が違うと単純計算は当てはまらないか。

　迷うな。

　すでに方針は変えた。

　後はこの方法論で成功するように全力を尽くすだけだ!!

「行きますよー」

　九球目。

　スライダー。今度はタイミングを合わせる事ができた。ポイントは、下からすくい上げるように打ち上げる事。バットとボールのぶつかる硬い打だ撃げき音おんが炸さく裂れつし、白球は上方へ大きく弧を描く。

　あと一回。

　チャンスは一回……!!

「うーん。どうやらこの辺が限界みたいですね」

　バニーガールは大して残念そうな調子も見せずにそう言った。

「あれから外野の方にも飛ばなくなっちゃいましたし、緊きん張ちようで心がぐるぐる回ってスランプになっちゃいました？」

「……、」

「何でも良いですけど。じゃあ最後は自じ慢まんのストレートで決めちゃいましょう!!」

　悪あく趣しゆ味みめ……!!

　スパイクで地面を踏ふみ締しめる。腰を大きく回す。全身で蓄えたその力を、バットの先せん端たんへと移動させていく。

　白球が来る。

　最後のチャンス。

　チケット。

　球種もコースもピッチングマシンの角度を見れば分かるので、空から振ぶりする事はない。時速一八〇キロという圧倒的な威力に押し負かされないパワーさえあれば、後は何とかなるはずだ!!

　そして。

　金属バットと白球が激突する。

　硬い音。

　ボールは外野席に向かう理想的なコースから大きく外れ、真上ヘ真上へと突き進んでいく。

　バニーガールはわざとらしく目の上に片手でひさしを作り、天てん井じようを見上げながらこう言った。

「あちゃー。これは駄だ目めっぽいですねえ」

「ホントにそうか？」

「……？」

　わずかに怪け訝げんそうになったバニーガールは俺の顔を見て、その疑念をより強くする。

　最後の一球。

　それが外野席に向かって飛んで行かなかったのに、俺の顔から絶望を感じ取れなかったからだろう。

　そしてそれは間違っていない。

　最後の最後で、引き当てたぞ、くそったれ。

「落ちてこないな」

「え、あ……まさか!?」

「打ったボールが落ちてこない場合はどうなるんだっけ？　確か、ドーム球場ごとのルールがあったはずだ。打ち上げたボールが照明器具にぶつかったり、骨組みに挟はさまって落ちてこなかった場合はどうなるか。ここは確かピープルドームだったな？　球場のルールブックには何て書いてある？」

　外野席までの距きよ離りが両りよう端はしギリギリでさえ一〇〇メートルなのに対し、ドームの天てん井じようは一番高い所でも五〇メートル前後。水平方向と垂直方向では事情が変わってくるはずだが、単純な距離だけで言えば、天井を狙ねらった方が効率的だったりする。

　何より。

　外国人選手を中心に、パワーヒッター達は割と頻ひん繁ぱんにやらかすんだよな。ドームの天井にボールを当ててしまうってハプニング。

「……って事は、え？　嘘うそでしょ……」

「ホームランでゲームセットだよ」






　　休憩時間２







『グロ一辺倒だな！』

『うう、イメージ映像って分かっていても気持ち悪くなってきた』

『映像がキモいっていうか量が多過ぎって感じ』

『そしてバニーさんは徹てつ底ていして笑顔のままだぜ』

『ていうか誰だれだよ途中でサンドイッチ食べ始めたヤツ。そこらじゅうがマヨ臭しゆうだらけなんですけど』

『……あれ？　もうそんな時間か』

『しっかし流石さすがは外資系エンタメ。どこまでがナマでどこからがＣＧか相変わらず良く分からん。映画とかもそうだけどさ』

『実は全部ＣＧです』

『実は全部ナマです』

『この「アトラクション」、正式リリースするとしてマジで全年齢なの？　それとも実際にはもっとマイルドにするの？』

『映像の中に知り合いいて一気に萎なえたわー。あいつここでバイトしてたのか？』







（間もなく休憩時間が終了します。引き続きモニターへのご協力をお願いします。何かしらの理由で未記入の方がおられましたら、急いでご参加ください）






[image: アトラクション07　記憶力ゲーム]




　本当の意味で何にも持っていない人間なんていないと思う。

　でも、それが社会の役に立ったり、お金を稼かせぐために利用できるかどうかは全く違う。どんな道でも極きわめれば褒ほめてもらえるなんて甘い。

　電車の駅名を全部言えたからって、それが就職の役に立つか？

　数十人の知り合いの電話番号を全部暗記していたからって、女の子との話題作りになるか？




「今回の『アトラクション』はあなたの記き憶おく力りよくを試すものなんですよ」




　だから、バニーガールにそう言われた時は正直驚おどろいた。

　役立つ時が来た。

　狭せまい部屋の中で、椅い子すに座らされた僕の前には、大きなモニタがあった。バニーガールは片手で右耳につけた星形のピアスを軽くいじりながら、もう片方の手でリモコンを操作する。

「ではまずこの映像をご覧ください。時間は五秒！」

　真っ白な画面に動物のシルエットがたくさんばら撒まかれていた。

　シルエットの色は動物ごとに、赤、青、黄色と色分けされている。

　チャチなスクリーンセーバーみたいに画面の中を動き回る動物達を目で追い駆けていると、すぐにその五秒は終わってしまった。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。

　覚えている。

「赤いキリンが二頭、青いウサギが三羽、黄色のカラスが二羽、緑のイルカが七頭、紫のラクダが一頭」

「すごーい」

　バニーガールはわざとらしく驚いた後、

「それじゃあ問題を出しますね」

「早くしてくれ」

「解答はあちらでどうぞ!!」

　疑問に思う暇ひまもなかった。

　突然椅い子すが一八〇度ぐるりと回った。そしていつの間にか、狭せまい部屋の壁が開いていて、長い直線の通路が伸びていた。長さはおよそ五〇メートルぐらい。その奥に、クイズ番組みたいに分かりやすい大きなボタンがあった。

　ただし。

　通路は一直線だが、間には鉄てつ格ごう子しがいくつも設けられていた。扉のようなものもついているが、普通に押したり引いたりしても開かないだろう。

　鉄格子の扉の横には大きなプレートがあった。

「簡単なクイズに答えれば扉は開けられます。頑張って解いて、一番奥にあるボタンを押してください。そうしたら記き憶おく力りよくゲームを始められますよ！」

「くそ……」

　くそっっっ!!

　僕は慌あわてて椅子から立ち上がると、通路に向かって走る。鉄格子は全部で五つあるのが分かる。その最初の一つに飛びつく。

　扉の横にある大きなプレートには、こう書いてあった。




『問一。（32＋45）×19[image: わる]３×０×（99－11）を暗算で答えよ』




　赤いキリンとか青いウサギとか関係ないし……!!

　全然違う問題を見て額から汗が噴き出す。数式を目で追い駆けているとついさっき覚えたばかりの内容がどこかへ飛んでいきそうになる。それでいて、頭の中でバラバラの数字を思い浮かべたせいか、動物の種類はともかくそれぞれの数がぐちゃぐちゃになりかける。

　トラップだと分かっているが、これを解かない限りは本番、記憶力ゲームの解答権すら手に入れられない。

　急いで問題文に目をやり、一つ一つの数字を思い浮かべようとしたところで、ふと気づいた。

　×０。

「ちくしょう!!　答えはゼロだ!!」

　電卓みたいな装置に数字を一つだけ入力する。

　ガチャガチャガコン、と必要以上に大おお袈げ裟さなギミックを動かして、鉄格子のロックが開く。その動作がいちいち遅く、こちらの記憶力を削そごうという意図があるようにしか思えない。

　鉄格子はあと四つ。

　次の問題に飛びつく。




『問二。犬は時速三〇キロで進む、猫は時速四〇キロで進む、馬は時速一〇〇キロで進む、ハイエナは時速八〇キロで進む。四五分後、二位と三位の間はどれぐらい距きよ離りが離はなれている？』




　今度は動物と数字……!!

　まさしく嫌いやがらせ以外の何物でもない問題に、思わず歯は噛がみしてしまう。

　早く解かなければモニタの映像を忘れてしまいそうになるが、問題に没頭するとそれはそれで記き憶おくしていた内容がぼやけてしまいそうになる。

　それでもやるしかない。

『アトラクション』に失敗すればどんな目に遭あうかは、身み震ぶるいするほど予想がつく。







　僕は何の取とり柄えもない子供だった。

　それで十分だったはずだった。

　でも、人より物覚えの良い僕はふとした事で注目を集めた。周りに褒ほめられるのが嬉うれしくて、自分でも努力をするようになっていった。近所を走る鉄道路線の停車駅を全部言えるようになった頃ころには、親の目の色も変わっていた。

　テレビに出ないか、という話が来たらしかった。

　何かを期待されていた。

　でも、僕は僕自身が、駅の名前を全部覚える程度の才能しかない事を良く理解していた。大勢の前で何かを期待されれば、それが次々に積み重ねられれば、山積みの跳び箱を越える事はできなくなる。ボロが出る。分かっていた。破滅に繋つながるレールの上を走らされている事に。ただ、周りの期待が大きくて、それは思った以上に強い力になっていて、もう僕一人の力では抜け出す事はできなくなっていた。

　……結果として、僕は敗北した。

　絶対音感を持つバイオリニストだとか賞を取るのが確実だって言われている天才子役とかと無理矢理に並べられれば、どんな末路を辿たどるかなんて分かりきっている。

　スポットライトの中で啄ついばまれる肉だ。

　カメラが回っているその時から、僕は自分に与えられていた本当の役割を理解していた。

　人数合わせ。

　引き立て役。

　ヒーローを格好良く見せるための、有う象ぞう無む象ぞうのザコキャラ。







「第五問……!!　最後の鉄てつ格ごう子し!!」

　タッチパネルに指を使って直接文字を書き込み、扉のロックを外す。ゆっくりと開く扉に体を潜もぐり込ませるように、一刻も早く奥へと踏ふみ込む。

　勝手に持ち上げられ、そして転落した後の人生は散々なものだった。

　親の期待とやらに応こたえられなかった僕を見る者はいなくなった。ネグレクト、なんて言葉を知ったのは随ずい分ぶんと後の事だった。当時はそれが当然の報むくいだと思っていた。おかげで義務教育なんてものを完全無視して、僕は小学校も卒業していない。足し算引き算掛け算割り算をかろうじて何とかできる程度の知識しか持ち合わせられなかった。

　それでも生きる。

　自分の手で。

　薄うす暗ぐらい部屋の中で誰だれにも覚えてもらえずに腐っていくだけじゃない。僕は、僕の持っているものだけで、この広い世界と渡り合う。これは、そのための第一歩だ。

　でも、そのためには『保証』がいる。

　マンションを借りるにしても何にしても、家族からの支援さえ全く受けられない僕にはそいつが足りない。バニーガール達なら、その部分をどうにかできるらしいのだ。架空の名義か適当な人材を引っ張ってくるのかは知らないが、『アトラクション』をクリアする事ができれば、僕にとって都合の良い保証人というのを確保してくれるらしい。

　だから。

　鉄てつ格ごう子しの扉を完全に潜くぐり抜け、一番奥の壁にある大きなボタンへ掌てのひらを叩たたきつける。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどわざとらしい電子音が鳴った。

『えーとですねえ、じゃあ記き憶おく力りよくゲームを始めます!!』

　壁のスピーカーから、バニーガールの声が聞こえてきた。

　前に見せられた、モニタの映像を思い浮かべる。

　まだ覚えているか？

　大だい丈じよう夫ぶか？

「……いける」

　覚えている。

　動物の種類も。

　色も。

　数も。

　正確に答えられる。大丈夫、大丈夫だ。どんな問題が来ようが必ず答えられる。何とかなる。乗り越えられる。この『アトラクション』に勝って『保証』を手にして、僕は世界と戦うための足掛かりを構築する!!

『では問題』

　バニーガールはあっさりと言った。

　僕の運命を文字通りに左右する、その問題文を。




『私の耳についていたピアスの形は何でしょう？　また、それは右と左、どちらの耳についていたでしょうか？』




　呼吸が。

　止まった。

「……、は？」

　動物も、種類も、色も、数も……。

　関係……なかった？

　あのモニタ自体が、ただのブラフだった？　確かに、確かにバニーガールは記き憶おく力りよくゲームをやると言った後にモニタの映像を見せただけで、映像に関する問題を出すとは一言も言わなかったけど……!!

『制限時間は一〇秒です』

　何な故ぜ、この場にバニーガールが現れず、音声だけで指示を出しているのか。

　その理由が嫌いやというほど理解できた。

　顔全体……いいや体全体から気持ちの悪い汗を流す僕の耳に、死刑宣告のような声が届く。

『さあ、答えをどうぞ!!』
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　深夜の闇やみを吸い込んで真っ黒になったその海に、舞台となる島は沈み込んでいるようだった。

　亡なき骸がら島じま。

　数十年前は炭鉱として島全体が開発されていたものの、時代の流れと共に全すべてを見捨てられた場所。耐たい震しん性せいを無視した高層集合住宅の群れは爆破したのでも解体したのでもなく、ただ古びて傷いたんで途中から折れていた。剥むき出しの鉄筋や途中でなくなっている非常階段などが、誰だれも安全性など保証していない事をいやというほど伝えてくれた。

　無人島、というより、遺跡とかいう言葉の方が似合いそうな所だ。

　悲鳴や絶叫が炸さく裂れつしても誰の耳にも入らず、逃げ出そうにも海に囲まれた島には脱出ルートはない。

『アトラクション』の舞台としては上々。

　安っぽい拡声器を片手に持ったバニーガールが、両りよう脇わきに作業服の男を従えながらこんな事を言ってきた。

「皆様、右手首に鍵かぎは装着しましたね？」

　チャリ、という軽い金属音が耳についた。俺の手首には、プールのロッカーの鍵を身につけるように、ゴムバンドで鍵が取り付けてある。

「ルールは単純。その鍵一つに一億円の価値があります。『アトラクション』終了の夜明けの時点で鍵を持っていた個数に合わせて、皆様には報ほう酬しゆうを支払います。ただし、自分が初期状態で持っている鍵はカウントされません。交渉するなり脅きよう迫はくするなり襲しゆう撃げきするなり、お好きな方法でお互いの鍵を手に入れてくださいね」

　単純に考えれば、他の参加者と鍵をトレードすれば円満に『アトラクション』を終わらせられる。

　だが、ポイントなのは終了時点で鍵の個数に合わせて報酬が増減する、という事。

　円満に終わらせない方が得をする。それに、鍵を多く持っている人間を襲おそえば、それまでの過程を無視して逆転する事ができる。

　そして。

　多分だが、この場に集められた、俺を含めた六人は、きっと一億円では『足りない』事情を抱えた連中ばっかりだ。

　二億円か、一億一千万円か。

　とにかくわざと足が出るようにして、円満には終わらせられないように工夫されている。

　……安全な場所から見ている側からすれば、わざわざ円満に終わらせる方法を提示したのに、参加者達が自みずからの意思でそれを破って泥沼にはまっていく様子を眺められる訳だ。実に分かりやすい悪あく趣しゆ味みさだった。

　だが構わない。

　事情があるのは全員同じ。

　手加減をする理由はどこにもない。

「では、皆様にはこちらのくじを引いていただいて」

　割り箸ばしで作ったような粗雑なくじを選ばされる。そしてバニーガールは、まるでクイズ番組の賞品を公開するように、大きな布を引っ張って今まで隠れていたものをさらけ出した。

「こちらが『アトラクション』を有利に進める便利グッズになりますっ。皆様が選んだくじの番号によりますと……、田た端ばたさんが二丁拳けん銃じゆう、鉄てつ山やまさんが火炎放射器、竜たつ川かわさんがスタンガン、光ひかり川かわさんが一五トン級クレーン車、春はる村むらさんが軍用ナイフ、そして、おおっ。ジョーカーは林はやし野のさんになります！　林野さんには可か憐れんちゃんをプレゼント!!」

「……何だそれは？」

　思わず眉まゆをひそめる。物品自体がイメージできないのもそうだが、こういう場で名前を連呼しないでほしかった。早い段階で注目を浴びるのは得策ではない。

　すると、バニーガールは親指で自分の胸の真ん中を指し示して、

「私でっす!!」

「おいおいおいおいおい!!」

　誰だれかが口を開いた。

　くじ引きでクレーン車を当てた男だったか。

「『主催者』側の人間が味方につくとかアリなのか!?　そんなのそっちが有利過ぎるんじゃねえか!?」

「有利だ不利だは関係ありませんね。そもそもくじ引き自体が不公平でしょ？　大型クレーン車なんて見事に当てておいて何言っているんですか」

「け、けどよ……」

「それにこれはあくまでも初期装備ですので」

　可憐とかいうバニーガールはにっこりと微ほほ笑えんだまま、

「気になるのでしたら『アトラクション』開始後に横取りしてみてはいかがでしょう？　もちろん、私達がクレーン車を奪うためにあなたを襲おそう可能性もある訳ですけど」

「……、」

　参加者全員の目がこちらに向けられた。……こういう嫌いやな注目自体、バニーガールは狙ねらってやっている事なのだろうか。

　いずれにしても全員と殺し合いになる事は避さけられないが、それにも順序ってものがあるんだが……。

「ではでは皆様、えー、今から二〇分後に『アトラクション』を始めます。それまで島のあちこちを自由に散策してください」

　そういう名目で、実質的には戦せん闘とう前まえに身を隠せという事だった。

　参加者はそれぞれ顔を見合わせ、それからバラバラに走り出していった。無人島の各所に身を隠し、機会を窺うかがうつもりだろう。

　最後に残った俺は、傍かたわらのバニーガールへ目をやる。

　火炎放射器、拳けん銃じゆう、大型車両……と様々な凶器が並ぶ中での、一人の少女。

「……具体的に何ができるんだ？」

　尋ねると、可か憐れんはビシッ!!　ビシッ!!　と手足を振り回して意味不明な型を構えつつ、

「拳こぶしで恐竜を薙なぎ倒し！　蹴けりで岩山を突き崩し!!　特殊能力なら一度に三つぐらい同時使用できまっす！」

　……思うんだが、こいつは参加者を殺しにかかるハズレくじなんじゃなかろうか？　早い内に闇やみ討うちしておいた方が良いのかもしれない。

　あんまりテンションが乗っていない事に気づいたのか、バニーガールはくねりと腰をひねりつつ、

「ではでは私達も真ま面じ目めな話をしましょうか？　『アトラクション』開始まであとわずか。私達はどこに身を潜ひそめましょう？」

「島の構造は大きく分けて三つ。鉱山部、旧市街、港こう湾わん部ぶだ。だがおそらく鉱山部は炭鉱が閉山した時に出入口を鉄板なんかで封じられている。港湾部は倉庫が全部崩れて建物らしいものは見当たらなかった。すると問題が生じる。何だか分かるか？」

「クレーン車から逃げられませーん」

「そういう事」

　何しろ一五トンの怪物だ。時速五〇キロの安全運転をしているだけでも、地べたの人間には手の出しようがなくなる。追い駆け回されればどうなるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「だから行くなら旧市街。建物の上の階に隠れれば、クレーン車に潰つぶされる事はなくなる」

「隠れるなら炭たん坑こう内ないでも良いのでは？」

「錆さびて足場も確保できない立たて坑こうなんて無理矢理入ってどうする。一回踏ふみ抜いたら一〇〇メートル以上真っ逆さまだぞ」

　実際に旧市街に向かってみる。

　元が無人島であるためか、照明らしいものは何もない。四方八方から深い闇が迫ってくるような錯さつ覚かくがした。このどこかに凶器を掴つかんだ襲しゆう撃げき者しやが待ち構えているのだ。その悪意が、闇の深さをさらに増す。

　炭鉱がフル稼か働どうしていた頃ころはよほど多くの人間が働いていたのか、集合住宅のビルは信じられないほど密集し、ぎゅうぎゅうに敷しき詰められていた。ビルとビルの隙すき間まは数十センチしかなく、窓から窓へ飛び移る事もできそうだった。

　老ろう朽きゆう化かによって自然と崩れたビルもあり、そうしたビルがドミノ倒しのような現象を起こしている一角もあった。瓦が礫れきは道路にまで覆おおい被かぶさり、元々は整然としていたはずの街並みを迷路のように作り変えていた。

　辺りは瓦礫と一いつ緒しよに様々な生活用品が散乱していた。砂すな埃ぼこりに覆われたそれらは、得え体たいのしれない埋うめ立たて地ちをほうふつとさせる。

　俺はその辺に落ちていた、表面に『今いま田だ建設』とプリントされたずだ袋を拾い上げ、それを可か憐れんに軽く放り投げる。

　……今田建設、か。

「適当にコンクリ片を拾ってその袋に入れてくれ。サイズは大体卵くらい」

「……何に使うんです？」

「俺達には武器がない。だから『アトラクション』が始まる前に調達する」

　飛び道具と言えば何をイメージするだろうか。銃？　弓？　でも紀元前から使われていたもので良いなら、革のベルトと小石だけで事足りる。Ｕの字にしたベルトに石を挟はさんで振り回し、遠心力で投げ飛ばす投弾帯でもかなりの殺傷力は期待できた。

　とはいえ。

　どこぞの部族なら一〇〇メートル以上離はなれた獣けものを仕留める事もできるらしいけど、俺じゃあその半分も難しいだろう。この夜の闇やみで、動いている標的となると。投げて届く距きよ離りと、確実に当てて重傷を負わせられる距離はまた違うのだ。

「博識な事で」

「銃刀法ってのは良くできてる。でも、どこにでもある物までは取り締しまれない。お前は袋を持て。それだって、振り回せばブラックジャックの代わりにはなる」

「そういうあなたは何を拾っているんです？　釣りの錘おもり？」

「『保険』だよ」

　適当に、崩れかかったビルに入り、クレーン車に襲おそわれないように二階へ向かう。他の参加者と鉢合わせた時に追い詰められないよう、いざとなれば飛び降りられる程度の高さが良い。

「何しているんですか？」

「火を熾おこすものを探している」

「……この暗闇の中で？」

「逆に今しかない。今はまだ準備期間だ。殺し合いが本格的に始まってからじゃ、光点一つのあるなしで生き死にが分かれてしまう」

　錆さびついた携帯コンロを見つけた。流石さすがにボンベは取り外し、点火プラグをボロ布に押し付ける形で火を点つける。

　その後、いくつかの小細工を施ほどこし、こちらも全すべての準備を完了させる。

「考えますねえ」

「それより移動しよう。光のあった場所にいたくない」

　ビルの窓から、隣りん接せつする隣となりの建物の窓へと移る。

　バニーガールと一いつ緒しよに暗くら闇やみの中で身を潜ひそめる。

「……そろそろ始まるな」

　私物は没収されているため時計もないが、移動距きよ離りと作業量で大体の消費時間は推測できる。

　俺はバニーの格好をした可か憐れんをジロリと睨にらんで、

「ちなみに、まだ聞いていなかったが。お前が『アトラクション』中に裏切らない保証は？」

「何もありませんけど」

　と、可憐はケロリとした顔で答えた。

「二丁拳けん銃じゆうに暴発のリスクがあるように、クレーン車にエンストのリスクがあるように、私にだってリスクはあります。そんなのわざわざ口に出すような事ですか？」

「……、」

「ん？　ひょっとして、後で裏切られるぐらいならここで黙だまらせた方が良い、なんて考えてます？」

　簡単に。

　あっさりと、彼女は続ける。

「それも一つの道だと思いますけど、でも、そうなったらあなたは正しよう真しん正しよう銘めいの丸腰になっちゃいますよ？　それでも他の参加者と戦えるっていうなら止めはしませんけどね」

　バニーガールの言っている事は正しい。理論は何も間違っていない。

　だが、どうしてここまで正しい事を口に出せる？

　自分の命が惜おしくないのか？

「どうするんです？　何にしても、早く行動するべきだと思いますけど」

「……ひとまずは利用させてもらう」

「そうですか」

　そして遠く離はなれた場所で、眩まばゆい信号弾が真上に発射された。

『アトラクション』開始の合図。

　いよいよ亡なき骸がら島じまを舞台にした、血で血を洗う殺し合いが始まる。







『アトラクション』開始直後、俺と可憐はしばらく集合住宅の二階に身を潜めていた。

　理由は簡単で、真下からエンジン音が響ひびいていたからだ。

　一五トンのクレーン車。

　都会では珍めずらしくもないが、ここは一切が闇やみに包まれた無人島だ。音はやたらと大きい。ひょっとしたら鉱山部にいても分かるぐらいじゃないだろうか。

「どう思う？」

「探りを入れているんじゃないですか。同じ所をぐるぐるぐるぐる回っているだけで、誰だれかを追い駆けている訳じゃないでしょ」

　可か憐れんの予測は間違っていないと思うが、ここで足止めされている訳にはいかない。

「動くぞ」

「ありゃ、もうですか？　急いだってボロ出すだけだと思いますけど。夜明けまで七時間あります。無理して動くより、じっくり基き盤ばんを固めた方が……」

「他の参加者にそれをやられたくない」

　小声で、早口で答える。

「二丁拳けん銃じゆう、火炎放射器、クレーン車、スタンガン、軍用ナイフ、そして可憐。俺達が互いに持っている情報はそれだけだ。でも時間が経たてばその限りじゃなくなる。相手がナイフだと思って油断していた所に飛び道具で襲おそわれる、なんて状況は作りたくない」

『アトラクション』開始前にバニーガールが参加者の名前を呼んでいた気もするが、正直に言って覚えていなかった。この悪あく趣しゆ味みな『アトラクション』に飛び込んだ時点で、人命の価値なんて小道具以下になってしまったんだろう。

　そんな訳で、俺と可憐は移動を始める。

　地面に降りればクレーン車に喰くわれるだけだ。幸い、集合住宅の間かん隔かくは数十センチしかないため、ガラスのなくなった窓から窓へと飛び移るのは難しくなかった。

「……あのクレーン車は別格として、他の参加者はどうやって捜し出すんですか？」

「お前は何かできないのか？」

「お望みとあらば自じ慢まんの読心能力をご覧に入れますよ!!　あ、タロット占いの方が良いですか？」

　呆あきれたように息を吐はく。

　とはいえ、こちらにも有効な策がある訳ではないのだが。

「旧市街、港こう湾わん部ぶ、鉱山部を繋つなぐルートは限定されているから、そういった場所で網あみを張るのが常道だな」

　小さな島とはいえ、歩いて移動するには時間がかかる。おまけに他の参加者も常に移動しているから、行き違いになる可能性も低くはない。

　常に音を出し続けているクレーン車は置いておくとして、他の参加者については、出会ったタイミングで殺さないと取り逃がす、ぐらいの気持ちで挑いどむ必要があるかもしれない。

　あるいは。

　こちらから捜さずとも、向こうから近づいてきてくれるような罠わなを掛ける必要があるか。

　そう思っていた直後だった。




「動くな」




　突然聞こえた女の声に、俺と可か憐れんは思わず並んでいた柱へそれぞれ身を隠した。単に探りを入れている可能性も否定できないが、自分の命を担保に楽観視を貫くほどの度胸はない。そもそも、『あの文言』を言う人間がどんな武器を持っているかなど分かりきっている。

　……二丁拳けん銃じゆう。

　かつん、という足音が聞こえた。

　誰だれかが部屋の中に入ってきたようだった。

「今さらじっとしたってもう遅いよ。つかそのバニー、エナメル素材でキラキラ光るから割と分かりやすいんだよね。クレーン車がその辺ぐるぐる回ってるのも、多分そういうのに勘かん付づいたからだと思うし」

　相手の意図が読めない。

　殺して鍵かぎを奪うつもりなら黙だまって発砲しているはずだ。それとも、銃声をクレーン車に聞かれたくないなどの狙ねらいがあるのか？

　俺と同じように柱に隠れる可憐が、こちらの目を見ていた。

　そんな可憐に指でサインを送って命令する。

　とはいえ、別に突とつ撃げきさせようって訳じゃない。そんな事しても弾幕で押し返されるだけだ。そして何をやっても見逃してもらえる環境じゃない。

　さて。

　問題なのは、この不ぶ気き味みに笑うバニーガールが指示通りに動くかどうかだが。

　……いきなり最初の一人目で、俺を裏切って二丁拳銃につく、って可能性もある訳だしな。

　と。

「へいへい、分かりました分っかりましたよー」

　唇くちびるを尖とがらせ、まるでテレビゲームをやっている最中に母親からお使いを頼たよまれた子供のような表情で、あっさりとバニーガールは柱の陰から飛び出して行ってしまう。

　指示を出したこっちが面食らうほどの軽さだった。

「へえ、そういう使い方するんだ」

　二丁拳銃の女は嘲あざけるように言った。

　バニーガールはにこにこと笑いながら、

「こっちも頼まれちゃったものでして」

「『主催者』側だからって、私が撃うたないと思う？」

「撃つんじゃないですかね。撃ったら私は死ぬと思いますけど」

　……どういう思考回路をしているんだ？

　こんな『アトラクション』を組んで遊んでいる『主催者』なんてろくでもない連中だとは思っていたが、予想していたものとさらに違うぞ。

　二丁拳けん銃じゆうの女も、どこか不ぶ気き味みさを感じているようだった。

　しかし、

「そして期待通り、いや以上かな。手を結ぶだけの価値はありそうだ」

「……、」

「もう一人も出てきなよ。こっちの銃は九ミリ。女の子を盾たてにすればアンタには当たらない」

　アドバイスに従った。

　ここにきて、初めて俺は他の参加者との会話に参加する。

「狙ねらいは？」

「強敵の撃げき破は」

「俺達の中で一番ヤバいのは、二丁拳銃のアンタだと思うけど？」

「そうでもないよ。対物ライフル構えているんじゃないんだ。ちょっとした鉄板があれば九ミリは弾はじかれる。……あのクレーン車にそういう補強をされる前に、手っ取り早く撃破したいの」

　そして天敵がいなくなればこいつの勝ちは揺るがなくなる。

　見た目で言えば火炎放射器なんかもかなり派手だが、背中に負ったタンク程度のものなら、最大射程は一〇メートルぐらいが限界だろう。それ以上になると使い手も熱の煽あおりを受けて焼け死ぬ。一五〇メートル先を狙える拳銃なら苦もなく殺せるはずだ。フロントサイトを調整し、やや上向きに発砲すれば十分に届く。

　しかし。

　クレーン車を放置しておけば、それはそれで手の出しようがなくなってしまうのも事実だ。ヤツが運転席を鉄板で補強する程度の『思いつき』をした時点で、勝ち目はかなりなくなる。

　……本当なら、こういう強敵同士が勝手に殺し合って共倒れしてくれる展開を望んでいたんだが、どうやらそのための手て駒ごまとして巻き込まれてしまったらしい。

「俺達に何ができる？」

「こっちの弾も無限じゃない。具体的には二丁で三〇発。これで動き回るクレーン車から逃げ回りながら、確実に運転席を潰つぶすのは難しいのよ」

　でも、と女は付け足して、

「クレーン車が別の標的に集中して、こっちが射撃に専念できるなら話は別。ま、ガンマンじゃないんだから一発二発でケリがつくとは思ってないけど、マガジンが空からになる前にはケリをつけられるはずよ」

「そのための囮おとりをやれって？」

「他の参加者には頼たのめない」

　女はこちらに銃口を突き付け、俺と可か憐れんの顔を交互に指しながら、

「でも、アンタ達なら話は別。命は一個しかないから無む駄だ遣づかいできない私達と違って、アンタだけ二つ分の余裕ってのがある。これを使わない手はないでしょ」

「……なるほど」

　いつ裏切るかも分からない可憐が、最後の最後まで指示に従うかどうかは不明。ただ、たとえクレーン車に押し負かされる展開になったとしても、二丁拳けん銃じゆうがクレーン車に専念している隙すきを突いて、可憐を見捨ててしまえば俺は雲隠れできる。

　何にしても、ここで断れば確実に俺は撃うち殺される。二丁拳銃が欲しいのは俺ではなく、可憐という手て駒ごまだ。俺を殺した後に可憐を脅おどせば良いと考えるだろう。

「乗るしかないようだな」

「そう判断したんなら、そういう風にすれば良いのでは？」

　可憐は相変わらずにこにこしたままだ。

　こちらの方針には一切口出しして来ない。

「ただし、罠わなを張るならそっちにも協力をしてもらう」

「具体的には？」

「可憐は参加者じゃないから一つ一億の鍵かぎを持っていない。つまり、殺さなくても良いターゲットだ。クレーン車が確実に追い回すための、代わりの餌えさがいる」

「具体的にって言ったけど？」

　拳銃を揺らして、女は言う。

　絶対的な自信の表れらしいけど、狙いは『それ』なんだよ。

「拳銃を可憐に渡せ。それが条件だ」

「……本気で言ってる？」

「こっちには命が二つ分あるって言ったな？　だったらこっちにも言わせてもらおう。他の参加者と違って、お前は武器を二つ持ってる。片方を捨てても『アトラクション』を有利に進められる『余裕』があるはずだ」

　そして拳銃は最大の武器だ。目の前でちらつかせれば、危険を排除する意味でも、最強の武器を手に入れる意味でも、クレーン車は可憐を放っておけないはずである。

　女は注意深く俺と可憐を交互に睨にらみ、

「……銃を渡した途と端たん、それで撃ち合いになるって可能性は？」

「だったら自分で弾を抜いてから渡せば良い。こっちはクレーン車を確実に釣り上げられれば良いんだ。弾が入っているかどうかなんて、運転席のヤツには分からない」

「了解。……そこ動くなよ」

　弾の入った銃を持っているのは自分だけ。

　その優位性を保てる事に、女はひとまず納得したのだろう。

　ところで。

「（……可か憐れん）」

　リボルバーにしてもオートマチックにしても、拳けん銃じゆうから完全に弾を抜くためには共通する特徴がある。何だか分かるだろうか？

　答えは簡単。

　そのための作業に、両手が塞ふさがってしまう事だ。




「（……合図で突とつ撃げきする。俺は右、お前は左からだ）」




　だんっ！　という足音が響ひびいた。

「えっ、あ……」

　女は呆あつ気けに取られ、慌あわてたように銃を構えようとしたが、両手でいじっていたのは弾を抜いた拳銃。使えるのはホルスターの方だ。その『とっさの判断』でわずかに迷い、さらに左右同時に迫るターゲットのどちらを狙ねらうべきかでも、さらにラグが開いた。

　些さ細さいな空白の積み重ね。

　それが『人差し指を動かすだけで人を殺せる』拳銃の殺傷速度を追い越した。

　可憐の手にあるのは、卵大のコンクリ片が詰まったずだ袋。

　即席のブラックジャックが、頭ず蓋がい骨こつを割るために唸うなりを上げる。







　血だまりの中から拳銃を拾い上げ、片方を可憐に放り投げる。

　……人間は左右対称なものに安心感を得たり、美しいと思うらしいと何かの本で読んだ事があるが、側頭部を潰つぶされた女は、まあひどいものだった。

　可憐はコンクリ片の入ったずだ袋で、銃についた血を拭ぬぐいながら、

「あらあら、早さつ速そく最大クラスの武器が手に入っちゃいましたね。これで私達、サイキョーになっちゃったんじゃないですか？」

「単純に喜んでばかりもいられない。拳銃を持った人間が二人もいるなんて分かったら、他の参加者全員が敵に回る。脅きよう威い論ろんを利用して連合なんて組まれたら厄やつ介かいだ」

「拳銃あるけど、投弾帯はどうするんです？」

「手札は多い方が良い。これしか武器はないと思わせられれば、相手を油断させる事もできる」

「次は誰だれを？」

　尋ねてきた可憐に、俺は拳銃に安全装置を掛けながら答えた。

「火炎放射器」

「へー。クレーン車じゃなくてですか？」

「目下最大の敵はそいつだけど、拳けん銃じゆう二つで倒せるかどうかは微妙。でも、火炎放射器が使えれば話は変わってくる。車は動くガソリンタンクだからな」

　単純に人を殺す力だけなら火炎放射器もトップランクに属するだろう。鉄パイプや即席の投弾帯だけで挑いどみたいとは思えない。が、今は拳銃がある。この弾がある内に、一方的に殺しておきたい相手だ。

「でも、火炎放射器って射程は一〇メートルぐらいでしょう。全速力で爆走するクレーン車を射程に収めた頃ころにはもう手遅れなんじゃあ……？」

「そのままは使わない」

　窓の外から伝わってくるエンジン音に気を配りながら、俺は口を開く。

「タンクには燃料が死ぬほど詰まってるから、地面に設置して爆弾として使う。クレーン車を誘さそい込めれば、安全な場所から爆破シーンを拝おがめられるって寸法だ」







　ヒントは何もない。時間をかけて島の中を捜し回った結果、火炎放射器の男とは鉱山部の山間で遭そう遇ぐうした。

　一発二発の弾丸でケリをつけられるとは思っていなかったが、それでも『予想外』と言えるほど弾丸を消費したのが痛い。『遠く離はなれた所から安全に』を徹てつ底ていし過ぎてしまったかもしれない。

「こっちは残り二発」

「私は一発でーす」

　バニーの格好をした可か憐れんは拳銃のスライドを引いて薬室に入っていた最後の銃弾を取り出し、俺の方に投げてくる。

　元が二丁合わせて三〇発もあった事を考えると、この無駄遣いは痛つう恨こんの一言だ。

「手早く死体から火炎放射器を回収しよう。今の発砲音は島中に響ひびいているはずだ」

「他の参加者にこれを向けるっていうのはどうです？」

「タンクの中身が減るとクレーン車を爆発に巻き込み切れなくなるかもしれない」

　ついでに、消防服みたいな専用の装備もなく火炎放射器を使うつもりはない。風向きによっては一発で重度の火傷やけどを負いかねないからだ。炎を直接浴びなくても、熱風が吹きつけただけで衣服と皮ひ膚ふは一体化してしまう。

「……クレーン車はここで待つんですか？」

「開けた場所じゃ罠わなは張りにくい。安全に観察するための高台もない。旧市街で網あみを張った方が確実だ」

　拳けん銃じゆうと投弾帯は俺が、火炎放射器のボンベは可か憐れんが背負う事になる。







　旧市街へ入る。

　一番罠わなを張りやすい場所は、やはりその入口だろう。元々、狭せまい土地を利用して過密状態になっているため、クレーン車が出入りできるポイントは限られている。

「ひび割れてるけどアスファルトですね。掘って埋うめる事はできません」

「適当にコンクリ片を積んで、クレーン車でも踏ふみ潰つぶせる程度の瓦が礫れきを作るんだ。その中に、ゴミの一つとして火炎放射器のタンクを紛まぎれ込ませておけば、地雷として機能する」

「どうやって爆発させるんです？」

「火炎放射器の点火プラグを……」

　言いかけた時だった。

　ガカッ!!　と眼球の奥を叩たたかれたような、凄すさまじい閃せん光こうが視界を遮さえぎった。

　無人島で電気も水も通っていない舞台だ。

　可能性としては一つしかない。

「クレーン車です!!」

「無理に仕掛けるな！　ボンベを持て!!」

　クレーン車が通りやすい場所なら、当然ながら向こうだって罠を張りたがるはずだ。俺と可憐はそのエンジン音に追われるように、手近なビルへと飛び込んだ。

　構わずクレーン車は突っ込んできた。

　ガラスの割れた正面玄関の戸を粉々に破は壊かいし、超重量の塊かたまりが屋内まで突っ込んでくる。俺は慌あわてて奥へと転がる。内装をメチャクチャに巻き込みながらクレーン車のバンパーが迫り来る。それ自体が巨大なハンマーのように見えた。

　全すべてを巻き込む洪水のような突とつ撃げき。

　が、そこに例外が生じた。太く四角い柱を砕くだき切れなかったのだ。数十本の鉄筋がひしゃげて飛び出したが、千ち切ぎるほどではない。一五トンの塊を完全に受け止める。

「っ！」

　とっさに拳銃を構えるが、クレーン車はスリップ音が鳴るほど急激にバックし、建物の外へと抜け出す。

「早く！　上に!!」

　火炎放射器のボンベを抱える可憐が、非常階段の方から叫んだ。

　確かに、助走をつけて改めて突撃されるのはまずい。進んで巻き込まれたいとも思えない。

　二人して非常階段を駆け上り、ビルの二階へ。

　ボンベを抱える可憐がこんな事を言ってきた。

「ヤツが突とつ撃げきばっかり考えているならチャンスじゃないですか？　ビルの窓からボンベを投げれば、クレーン車の真上に落ちるかもしれないですよ」

「いや……待てよ。何だこの音……？」

　クレーン車のエンジン音は旧市街にいなくても響ひびくほど大きいが、これまでと音の調子が変わっていた。

　思わず窓の方へ目をやる。

　二階にいればクレーン車からの突撃はない、と安心していた部分もあっただろう。

　直後の出来事だった。




　ゴッ!!　と。

　何か巨大なものが、外側から二階の壁一面を容よう赦しやなく叩たたき壊こわしてくる。




　瓦が礫れきの破片に叩かれた、というより、あまりの衝しよう撃げき音おんに驚おどろいてひっくり返ったという方が正しい。床へ転がった俺と可か憐れんは、這はいずる形で、慌あわてて窓（のあった場所）から離はなれる。

　凄すさまじい粉ふん塵じんが視界を奪う。

「おおっとう!!　これはこれは」

「クレーンのワイヤーを使って何かを振り回してる……？　解体用の鉄球代わりに鉄骨でも束ねたか？」

　ぐらり、と床全体さえ斜めに傾くような錯さつ覚かくがした。鉄筋コンクリートの建物がこれほど頼たよりなく見える事は珍めずらしい。

　ゴォ!!　と空気の唸うなる音が耳についた。

　二発目が来る。

　思わずあちこちに目をやり、隣となりのビルへ飛び移れないか逃げ場を探してしまう。が、間に合わない。この状況で立ち上がる度胸もない。衝撃と共に、何か巨大な塊かたまりが壁を突き破ってフロアの中へと飛び込んでくる。人間など、掠かすっただけでグシャグシャになるだろう。

　天てん井じようの板に亀き裂れつが走り、畳たたみよりも大きな塊が落ちてくる。

「あのー」

「何だ」

「クレーンで何か振り回しているって事は、重心は上に偏かたよっている訳でしょ？　クレーン車ってアームを伸ばした時は専用の『脚』を使って車体を地面に固定していたはずです。つまり、今ならクレーン車は動けない。暴走できないからこっちから近づけるんじゃないですか」

「それは分かっているが、どうやって近づくんだ」

　放っておいても三発目はやってくる。

　このままではフロアどころか、ビルが丸ごとへし折られかねない。何十年も放置されていて、耐たい震しん性せいもかなり疑問がある建物ならなおさらだ。

　立ち上がってササーッと走れれば問題ないが、これだけの衝しよう撃げきと震動の中でそれをやろうと思う人間はよほどの命知らずだろう。

　どうにかして、こちらが動かずにクレーン車を操る人間へ決定的なトドメを刺す方法があれば良いんだが……。

「……酷ひどい事を思いついた」

「何でしょう？」

「あの鉄球代わりに使っている束ねた鉄骨。あれがビルに突っ込んできた時に、瓦が礫れきから抜けるまでに何秒くらいかかっていると思う？」

「それは……一〇秒くらいはあるとは思いますけど、でも一〇秒で何ができるんです？　階段に向かうどころか、起き上がって窓の外へ飛び降りるのも難しいですよ」

「火炎放射器のボンベを鉄骨に固定させる。スイングする過程で必ずクレーン車本体の近くを通るから、そのタイミングで爆破すればヤツを巻き込める」

「……本気で言ってます？」

「ロープで縛しばるなら時間はかかるけど、フックみたいなのでワイヤーに引っ掛けるだけなら一〇秒あれば何とかなる」

　鉄球代わりの鉄骨が派手に暴れたおかげで、フックの代わりになるような、折れ曲がった鉄筋ならそこらじゅうにある。ちょっとした加工を施ほどこせば、ボンベを繋つなげるための小道具にできるだろう。

「あれに自分から近づいていくとか、正気の沙さ汰たとは思えないですけどねえ」

「最初の選択と同じだ」

「？」

「二丁拳けん銃じゆうに促されるままお前を差し出していたら、どこかで追い詰められていた。安全な消極策なんて使い物にならない。少なくとも、こんな状況じゃ。勝ちたいならそれだけのリスクを自分で背負うしかないんだ」

　三発目が来る。

　掠かすめただけでグシャグシャの肉に変わるのは確実。

　だがこれが、最後にして最大のチャンスであるのも事実だ。







　焦こげ臭くさい匂においと、オレンジ色の炎が蹂じゆう躙りんしていた。

　実際のところ、本物の人命を使った『アトラクション』はエンターテイメントのようには進んでいなかった。つまり敵を倒すごとに、段階的に強い敵が出てくる、という構図にはなっていないという事だ。

　俺にとって一番の強敵は、やはり最初の二丁拳けん銃じゆうだったと思う。

　そして、二丁拳銃、火炎放射器、クレーン車と、目に見えて分かりやすい凶器を備えた連中はあらかた排除した。

　あとは軍用ナイフとスタンガン。

　これまでの敵と比べれば、どうしても見劣りしてしまう。

　つまり、立場はすっかり逆転した。目の上の天敵を倒した事で、今度はこちらが追い詰めて殺す側に君臨している。







「という話じゃなかったのか……！」

　呻うめくように言う。

　銃声が炸さく裂れつする。しかし俺達のものではない。おそらく島中に響ひびき渡っているだろう。当然、これまでにはなかった動きだ。港こう湾わん部ぶの崩れた倉庫の瓦が礫れきの陰へ、バニーガールと一いつ緒しよに半ば転がり込むように身を隠す。

　どさり、という音が聞こえた。

　すぐ近くで、男のものらしき死体が転がった音だった。

　その手は軍用ナイフを握り締しめたまま、凍りついたように動かない。

「……残るはスタンガンか。それともスタンガンの持ち主にナイフを握らせてから胴体をぶち抜いたのか」

「林はやし野のさん……最初の紹介もう忘れたんですか。スタンガンを持っているのは女の子ですよ」

　しかし当然、護身用品で人間の体に風かざ穴あなを空あけるのは不可能だ。

　考えられる線としては、

「くそ。瓦礫や建物の中に猟りよう銃じゆうでも眠っていたのか」

「みたいですね。火薬は湿気たらおしまいですけど、逆に言えば外気にさえ触ふれなければ何十年も保存できますから」

　敵が聡明とは思わない。この島が『何十年も放置された無人島』なのか、そういう風に見せかけているだけの新品なのかは知らない。が、くじ引きで支給されたものならともかく、錆さびた鉄パイプと一緒に捨ててあるような猟銃をそのまま使うのは自殺行為だ。

　だが、地雷原を裸足はだしで歩くような挑戦によって、向こうが強力な武器を手に入れたのも事実。

　バニーガールはこちらに身を寄せながら、

「向こうの死体を見る限り、散弾じゃなくてライフル弾っぽいですねえ」

「スコープがなければそんなに遠くの標的を狙ねらえるものでもないだろう。が、こっちの弾は三発。確実に仕留められなければ銃声は居場所を知らせるだけだ」

「ベルトを使った投弾帯は？　小石ならいくらでもあるでしょう」

「振り回して遠心力を確保している間に撃うたれたらおしまいだ。そもそもあれは牽けん制せい用ようで、一いち撃げきで致命傷を与えられるようなものじゃない」

　相手がどれくらいの銃弾を持ち出したかは不明だが、万全と仮定した場合、状況は圧倒的にこちらが不利だ。

　新しい武器を探そうにも、迂う闊かつに開けた場所を進む訳にはいかない。かと言って、一ヵ所に留とどまっていれば、敵は大きく迂回するようにぐるりと回り込んで、こちらの届かない距きよ離りから猟りよう銃じゆうで狙ねらってくる事だろう。

　こうしている今も、パン！　パン!!　と、断続的に猟銃の銃声が続き、近くの地面や瓦が礫れきが削り取られていく。明確に殺しに来ているのではなく、探りを入れている。だがこれも長くは続かない。こんな手が使える事自体、向こうの弾数の多さを証明しているようなものだ。こちらの戦力がバレれば、力技で押してくる。

　……手詰まりか。

　瓦礫の陰に隠れたまま、息を吸って吐はく。

　バニーガールに尋ねる。

「この『アトラクション』は殺した人間の数じゃなくて、手に入れた鍵かぎの個数で賞金が決まるんだったな。終了時点で獲得していた鍵の数で」

「それが？」

「分の悪い賭かけくらいはできそうだ」







　ボン!!　という爆発音と粉ふん塵じんが、深夜の港こう湾わん部ぶに撒まき散らされる。

「うっぷ」

　くじ引きによってスタンガンを支給され、今は市街地で拾った猟銃を使う少女、竜たつ川かわ祥しよう子こは流れ込んできた粉塵を吸い込み、軽く咳せき込む。

　どこにいるか分からない相手をパニックに陥おちいらせるため、敵のいそうな場所へ断続的に銃弾を叩たたき込んでいったのだが……何かに引火したのか、突然瓦礫が爆発したのだ。

「げほっ、げほっ。何よこれ、漁船の燃料タンクでも撃ち抜いたっての？」

　その時だった。

　猟銃の照準越しに周囲を警戒していた竜川は、炎上する瓦礫のすぐ傍そばに、千ち切ぎれた男性の足が転がっているのに気づいた。

「……今ので吹き飛んじゃった？」

　念のため、二、三発ほどそちらに向けて発砲してみるが、やはり反応はない。今も燃えている瓦礫の中で身を潜ひそめているとも思えない。

「やったかなーっと。お、あったあった」

　建材の隙すき間まから、ボロボロになった男の腕が覗のぞいていた。胴体はどこに行ったか知らない。腕だけが挟はさまっている。

　手首のゴムバンドに鍵かぎが一つ。

　さらに、握り締しめた指の中から、ジャラジャラと複数の鍵が出てくる。

「たっぷり貯め込んじゃって……。やっぱり最後まで動かないでじっとしていたのは良かったみたいね」

　二丁拳けん銃じゆう、クレーン車、火炎放射器。

　次々と強力な武器が顔を見せる中、スタンガンを引き当てた竜たつ川かわは、おそらく他のメンバーから憐あわれみの目線すら向けられていただろう。

　だが彼女はそうは思わない。

　別に初期装備だけで戦わなくてはならないルールなんてないのだ。

　他のメンバー達は『厄やつ介かいな武器を持った人間から殺していき、楽な仕事は後に回そう』と考えていたはずだ。だから竜川はノーマークとなった。その間に市街地の隙間を縫ぬうように進み、強力な別の武器を手に入れられるほどに。

　なまじ、くじ引きの段階で強力な武器を与えられていたら、こうはなっていなかっただろう。

　全員から集中攻こう撃げきを受け、自由に動き回る暇ひまもなく追い詰められていたはずだ。

「一つ、二つ、三つ……おお、全員分ある！　ばっかみたい。さんざんストック貯めたって、最後に横取りされたら何にも残らないっていうのにさ」

　まだ夜明けのタイムリミットまで時間はある。

　が、鍵が揃そろっているという事は、他の参加者は全員死んだはずだ。

　これ以上、長引かせる理由は特にない。

「えっと、武器としてバニーガールが支給されていたけど、あいつ死んじゃったかな？　おーい！　誰だれがこれ取り仕切ってる訳ーっ!?」

「はいはい」

　と。

　ファミレスで注文を取りに来たウェイトレスのように、少し離はなれた物陰からひょっこりとバニーガールが顔を出した。

　竜川祥しよう子こはわずかに警戒したが、

「あれ？　私の事呼んでいませんでした？」

「……ん？　そっか。アンタの持ち主だけがギャンブルに負けちゃって、宙ぶらりんの状態になっていたのね」

　竜川は千ち切ぎれた男の腕を軽く振ってから、それを適当に横合いへ投げ捨てる。

「とにかく鍵は全部揃ったわ。これで私の一人勝ちでしょ。これ以上続けたって意味ないんだからさっさと鍵を数えて換金しちゃってよ」

「うーん。タイムリミットは夜明けなんですけどねえ」

「こんな埃ほこりっぽいトコ一秒だっていたくない」

「ていうか、良くそんな古い猟りよう銃じゆう使いましたね。暴発して顔が吹き飛ぶとは思わなかったんですか？」

「うげっ、そんな危険があった訳!?」

　一人で全滅させたという優越感からか、ここまで来て暴発で全すべてを失うのは嫌いやなのか、竜たつ川かわは慌あわてたように両手で持っていた猟銃を地面へ放り捨てていく。

　バニーガールはあくまでもにこにこしながら、

「それじゃ、これで計上しちゃって良いんですね？」

「さっさとやってよ」

「分かりました」

　竜川に押し付けられた、ゴムバンドつきの金属の鍵かぎを、バニーガールは一つ一つ確認していく。

　そして笑顔のまま言う。




「ええと、ルール上有効な鍵は〇個です。よって、竜川さんは賞金なしという方向で」




　一いつ瞬しゆん。

　竜川祥しよう子こは、自分が何を言われているか理解できなかった。

「はあ!?　でも、なん、嘘うそでしょ！　鍵は全部揃そろっているじゃん!!」

「うーんとですね、竜川さん。始めに言っていたはずですけど、ご自分の手首のバンドにある鍵は賞金としてカウントされないんですよ」

「そうじゃなくて！　アンタが今持っているのは!?」

「ああ、これですか？」

　バニーガールは手の中にあった複数の鍵を、ゴミのように地面へ放り捨てながら、

「本物の鍵で型を取って、溶かした鉛なまりなんかを流し込んで作った模造品ですね。釣りの錘おもりなんかに使われていますから、結構簡単に入手できますし、融ゆう点てんが低い金属というのは有名な話でしょう？」

「な、な……」

「あ、その千ち切ぎれた腕ですか？　貴方あなたが直前に撃うち殺した、ナイフ男のものですよ。刃物もセットで用意されていましたし、『作業』はそれほど手間取らなかったようですね」

　頭の中が真っ白になる竜川祥子は、そこで何かが引っかかった。

　全員を仕留め、その鍵を全て奪ったと思ったからこそ、竜川は『アトラクション』を切り上げてバニーガールを大声で呼んだ。本来のリミットは夜明けであり、本物の鍵が未いまだに見つかっていないという事は……、




「続行だよ、大間抜け」




　真横から男の声が聞こえた。

　しかし竜たつ川かわが振り返るより早く、本物の鍵かぎを握っていた林はやし野のが、残り三発の弾が入った拳けん銃じゆうの引き金を、躊ちゆう躇ちよなく引く。

　パパンパン!!　と、正確に三回の銃声が炸さく裂れつし、竜川は横倒しに崩れ落ちた。







　それで、今度こそ、全すべての決着がついた。

　これまでの暗くら闇やみが嘘うそだったように、島の全域に強きよう烈れつな光が当てられる。演劇で使われるスポットライトのようなものが大量に敷ふ設せつされているようだった。その光に温かみはなく、上映の終わった映写室のような、現実に戻ってくる白々しさを感じさせる。

　一体どこにいたのか、作業服の男女も大勢出てくる。

　バニーガールは笑いながら俺に声をかけてきた。

「お疲れ様でした」

「こんなのは運が良かっただけだ。向こうが鉛なまりの鍵っていう『保険』を見破れば、千ち切ぎれた腕を見破れば、鉛の鍵が火に炙あぶられて溶けていれば、用心深く猟りよう銃じゆうを手放さなければ、それで終わっていた。勝負だなんて呼べたものじゃない」

「そうじゃなくて」

　彼女の言いたい事は分かる。

　今日、決定的に、自分の意思で、この手を使って人を殺した。

　俺はもう、どれだけ成功したとしても、元の場所には戻れないだろう。

「五億円総取り。支払いの方法はいかがいたしましょう」

「現金で」

「ダイヤモンドとかにした方がかさばりませんよ？」

「現金で頼たのむよ」

　あくまでも笑顔のまま、バニーガールは指を鳴らす。周囲の作業服達がどこかと連絡を取り始めた。

「ちなみに、五億の理由って聞いてもよろしいですか？」

「どこでだってある話さ」

　吐はき捨てるように言う。




「ちょっとした復ふく讐しゆうの足掛かりだよ。お前みたいなのの同類に対する、な」




　さて。

　見ているか、今いま田だ。

　俺はもうただの頭でっかちじゃない。きちんと殺せる人間になったぞ。

　今田建設って言えばこの手の『アトラクション』の舞台構築にも一枚噛かんでる真っ黒な大手ゼネコンだが……ちょっとした資産家を気取れば、連中のサロンに顔を出す事もできるかね。






[image: アトラクション09　誰も死なない推理で誰か殺す]




　勝たなくちゃならない。

　試せる手は全部試した。手持ちの金も、社会的な立場も、友人と呼べた大多数も、それで全部失った。立ち去って行った。でも、失しつ踪そうしたあたしの大切な人は見つからなかった。だから、『組織』の力を借りる。ヤツらならできると言う。まるで、『組織』とやらが失踪そのものに関かかわっていそうな雰ふん囲い気きだけど、それならそれでよし。とにかく、あの人に近づく事ができるのならば。

　だからこうして、あたしは『アトラクション』のルールに目を通している。




　最初に二桁けたの数字をこちらの機械に登録してください。

　後は二人の参加者が、お互いにその数字を探って当てに行く、それだけの『アトラクション』です。




「……、」

　〇から九まで、電卓みたいに数字の並んだパネルを人差し指で操作して、あたしは自分の運命を委ゆだねる数字を選んだ。

　対戦相手の顔は見えない。

　向こうはどんな餌えさに釣られてここまでやってきたのかも不明のまま。

　感じとしては同じテーブルについて向かい合っている……んだけど、銀行や郵便局の受付みたいに、手元以外は分厚い壁で遮さえぎられていた。そういったサービスと違うのは、壁が透明じゃないから向こうが見えないってトコね。

　……面めん倒どう臭くさいな。

　一対一のゲームなんて、どう考えたって心理戦。そういう意味じゃ、相手の表情や目の動きなんかが見えなくなっているのはかなりのマイナスなんだけど。

　テーブルには無数のカード。

　ざっと見て二〇枚程度あるカードには、それぞれ『質問事項』が書かれている。

『一で割れる』

『二で割れる』

『三で割れる』

『四で割れる』

『五で割れる』

『六で割れる』

『七で割れる』

『八で割れる』

『九で割れる』

『偶数である』

『五〇より大きい』

『一桁けた目めと二桁目の数字を足すと十五以上になる』

『一桁目と二桁目の数字を掛けると二五以上になる』

『一桁目から二桁目の数字を引くとマイナスになる』

『一桁目で二桁目の数字を割ると整数になる』

『一桁目と二桁目の数字に五以上の差がある』

『一桁目と二桁目の数字をひっくり返すと数が増える』

『二乗すると奇数になる』

『二乗すると二〇〇〇を超える』

『三倍すると五〇を超える』

　……確か、頭の中で思い浮かべた数字を当てる手品があったような気がするんだけど、トリックは良く分かってない。ここにあるカードだけでできるのか、それとも敢あえて『外す』ように質問が制限されているのか。

　仕切りを無視してテーブルの周りをぐるぐる回るバニーガールが、にこにこ笑いながらこんな事を言ってきた。

「質問する場合は、仕切りの下のスリットから質問カードを相手に送ってください。質問には必ず正しい答えを言わなくてはいけません。私達もチェックしているから不正は駄だ目めですよ？」

　会話についても、最低限の『回答』以外は禁止、か。

　まあ、こちらについては『答え方』で心理を読めるかもしれないけどね。

　さらに、とバニーガールは付け足して、

「どちらかのプレイヤーが使ったカードは、両者ともにもう使えません。つまり、『偶数である』を片方が出したら、もう片方が持っている『偶数である』は封じられてしまう、という事です」

「……、」

「お二人で互いにカードを出し合っていき、相手の数字が分かったところでテーブルにあるボタンを押してください。早く答えを導き出した方が勝ちですが、当然ながら間違った数字を言ったら即アウト。殺害となりますのでご注意を」

「質問」

「はいどうぞ」

「ターン制の場合、先攻の方が有利なんじゃない？　『先にカードを出すと、もう片方は使えなくなる』と『先に答えを言った方が勝ち』なんだから」

「でも、カードは複数をコンボにする事で数字を特定させるヒントになります。後攻さんは有利なカードを封じられがちですけど、相手のコンボを先読みして封じるチャンスには恵まれている訳ですよ？　また、『先に答えを言った方が勝ち』ですが、その場合、後攻さんにもお答えを聞きます。両者ともに正しい答えを言った時は、その試合はドロー。再び数字を入力していただいて、第二試合となりますね」

「……、」

　バニーガールは適当な調子でコイントスし、あっさり順番を決めてしまう。

「では斉さい木きさんからどうぞ！」

　あたしが先か。

　テーブルに並べられたカードをざっと見渡す。一見するといろんな質問事項があって便利に見えるけど、でも違う。明らかに同じ事を言っているトラップのカードが何枚か紛まぎれているわね。

『二で割れる』

『偶数である』

『二乗すると奇数になる』

　これは全く同じ事を質問しているだけだし、

『二で割れる』

『四で割れる』

『六で割れる』

『八で割れる』

　この四つと、

『三で割れる』

『六で割れる』

『九で割れる』

　この三つは、それぞれ数が小さい方を優先的に押さえておくべきだ。……もちろん、状況によっては違った使い方もできるかもしれないけどさ。

　となると、あたしがまず質問するべきは。

　二桁けたのランダムな数字を、ざっくりと大きく切り分ける事のできる、重要な質問カード。

　それでいて。

『先攻』として、是ぜ非ひとも敵側のものを封じておきたいカードは……。

「……これね」

　呟つぶやいて、あたしはカードを滑すべらせ、テーブルと仕切りの間にあるスリットから相手側へと最初の一枚を送り出した。

　書かれている質問事項は……『五〇より大きい』。

　対する答えは、

「ノー」

　……すると、敵さんの数字は五〇より小さいどれかって事になる。

　あたしが是ぜ非ひとも選んでおきたい次のカードは『アレ』なんだけど……。

　スリットから、仕返しのように一枚のカードが滑り込んできた。

　質問の内容は、

『偶数である』

「……ノーよ」

　やっぱりそこを狙ねらってきたか、と思ったけど、甘い。

　さっきも説明した通り、テーブルの上には、文言は違っていても同じ内容を説明しているカードが何枚か存在するのだ。

　あたしはその中の一枚を取り出し、スリットの向こうに送る。

『二で割れる』

「イエス」

　これで、一〇〇近くあった可能性は、およそ四分の一まで絞れた計算になる。

　つまり。

　二、四、六、八、一〇、一二、一四、一六、一八、二〇、二二、二四、二六、二八、三〇、三二、三四、三六、三八、四〇、四二、四四、四六、四八……大体この辺。

　でも、ここから的確に候補を減らしていくのが大変そうなのよね。

　そういった数字の羅ら列れつを思い浮かべていると、テーブルの向こうから一枚のカードが送られてくる。

『三で割れる』

「……？　ノーよ。でも……」

　あたしは質問カードに眉まゆをひそめながらも、とりあえず答える。

　さっき偶数か奇数かを質問したはずなのに、何で……？

「あっ!?」

「斉さい木きさん。質問の答え以外の発言は控えてくださいねー」

　バニーガールに緩ゆるやかにたしなめられたが、正直に言ってそれどころじゃなかった。

　まずい。

　まずいまずい!!

　あたしは『偶数である』の質問にノーと答え、さらに『三で割れる』にもノーと答えた。

　これが示すのは単純。

　奇数の中でも相当特殊な数字を選んでいる、ってのが露ろ見けんしてる!!

　あとは『五で割れる』と『七で割れる』を使われれば相当絞られる。仮にどっちもノーだったとしても、そしたらいよいよ整数では割れない超特殊な数字を選んでいるっていうのがバレちゃう!!

　……相手のコンボを封じるためには、こっちが先に『五で割れる』か『七で割れる』を消費しちゃうか……？

　でも、そのカードを選んでもあたしが思い浮かべている『敵の数字の候補』はほとんど潰つぶれない。無む駄だにターンを消費しちゃう。『先に当てた方が勝ち』なのを考えると、できるだけ質問カードは使わずに相手の答えを言うのがベストなはずなんだけど。

「斉さい木きさん？　早く早く」

　くっ。

　敵の数字を一刻も早く当てるハイリスクハイリターンか。

　自分の数字を守るローリスクローリターンか。

　しばし考え、あたしは一枚のカードをスリットの向こうに滑すべり込ませた。

『五で割れる』

「イエス」

　……あれ？

　ギャンブルするのが怖くて消極策に走ったつもりだったんだけど、これってかなり絞れたんじゃない？

　だって、相手側で残っている可能性のある数字は。

　一〇、二〇、三〇、四〇。

　この四つだけ。

　だとしたら、この四つを半分に分けるような質問を二回繰くり返せば、もう確実に相手の数字を割り出せる事になる。

　対して、相手はどう出るか。

　ここまで追い詰められたら、普通はあたしが今思い浮かべている『美お味いしい質問カード』を潰しに来るだろうけど……。

『七で割れる』

「え……？」

　虚きよを突かれた。

　だって、え？

　そういう戦術も、確かにあるかもしれないけど……。

「斉さい木きさん。答えを言ってください」

「の、ノーよ」

　素直に答えるが、釈しやく然ぜんとしない。

　相手の戦術はおそらく、一刻も早くあたしの数字を特定して、不利な状況を抱えたまま逃げ切ってゲームセットさせようって事なんだと思う。

　でも、そんなのに自分の命を預けられる？

　こっちはあと四つの中から候補を特定させればゲームセットになっちゃうのよ？

　普通だったら、消極策でこっちのコンボを潰つぶしに来ると思うんだけど……。

　敵の心が読めない。

　そこに何か大きな不安を感じる。自分が予想しているコースをきちんと進んでいるかどうかが分からないって感じ。

　あたしはストックしているカードをざっと見て、必要な一枚をスリットの向こうに送る。

　質問内容は、

『四で割れる』

「イエス」

　これで、相手の数字は二〇か四〇の二つだけ。

　でも……。

　質問の回答までの時間は短かった。つまりためらっていない。そして、次のカードがこちらに差し出されるのも……。

『一桁けた目めと二桁目の数字を掛けると二五以上になる』

　攻撃的……!?

『五で割れる』や『七で割れる』に比べると削除できる数が微妙で、若じやつ干かん戦術がブレ始めている気がするけど……それにしたって、こっちのコンボを潰すための心の動きが全く見えない。

「ノーよ」

　とりあえず答えるけど、あたしの中では疑念がぐるぐると回り始めていた。

　これは何？

　相手が何も考えていない馬ば鹿かなのか。それとも、あたしが勝てると思っている事が、向こうに誘ゆう導どうされているのか。

　つまり。

　本当は、敵さんは追い詰められていない……？

　あたしは間違った答えに導かれているかもしれないって事……？

　指先が震ふるえる。

　それでも一枚を取り出し、スリットの向こうに送る。

『八で割れる』

「イエス」

　……終わって、しまった。

　答えは四〇。

　これで間違いないはずなんだけど……何か引っかかる。何に？　これまでの計算も戦術も何一つ問題ないはず。あたしは正しい答えを導き出した。でも、何か妙な胸むな騒さわぎがする。

　そう。

　相手が全くためらわない、という点が。

　もちろんハッタリの可能性だってあるんだけど……そんなの何の意味があるっていうの？　一枚でもこっちの動きに合わせてコンボを封じるような選択をしていたら、もっと多くのカードを消費せざるを得なくなっていたはずだったのに……。

「……待てよ」

　ちょっと待て。

　ひょっとして……と、あたしはこれまで自分が選んできたカードをもう一度頭の中で思い浮かべる。

『五〇より大きい』

　答えはノー。

『二で割れる』

　答えはイエス。

『五で割れる』

　答えはイエス。

『四で割れる』

　答えはイエス。

『八で割れる』

　答えはイエス。

　……一見するとおかしなところはないように見えるけど、問題なのは『○○で割れる』シリーズ。二でも四でも五でも八でも割れる。何でも割れてしまう。こんな数字はなかなかお目にかかれるものじゃないし……何より、普通ならそんな数字に命を預けたいとは思わないはず。

　現に、あたしの選んだ数字は一から九までの『割れるシリーズ』の内、一しか割れるものはないぐらいだし。

　だとすれば、ここに何かある。

　あたしが感じている違和感の正体と、敵が張った大きな罠わなの全ぜん貌ぼうが。

　四〇。

　それ以外。

　まともな方法で答えを導き出したあたしをハメる方法があるとすれば、答えは一つしかない……!!

「分ーかったぁ!!」

　テーブルに備え付けられていたボタンを掌てのひらで強く叩たたき、安っぽい電子音を鳴らす。

　バニーガールはこう質問してきた。

「はい斉さい木きさん。対戦相手の選んだ数字は!?」

　これで終わり。

　可能性は二つに一つ。

　万が一、相手が実は何も考えていなかったとすれば、あたしは自分で導き出した答えを捨てて、みすみす自じ滅めつする事になる。

　でも、多分それはない。

　ホントに相手が何にも考えていなかったとしたら、答えを言うのにあそこまでためらわないなんて事はありえない。

　だとすれば。

　答えは。

　顔も見えないあいつが選んだ数字は……!!

「ゼロよ!!」






　　休憩時間３







『目がしょぼしょぼしてきた』

『あれからどれぐらい経たっているんだ？』

『わし死体ばっかで心が麻ま痺ひしてきたぞ』

『え？　バニーさんってそこらへん中和するために用意されてんじゃないの？』

『ならイケメンのバーテンダーも用意してください。欲望は男女平等にな!!』

『アンタ男だよね？』

『ですが？』

『ていうかあのバニー、ホントにあれ制服なの？　体張り過ぎじゃない？』

『ファミレスの制服でさえセクシャルな要素がガンガン削り取られていっているこのご時世に挑戦的だな。愛してる』

『……という事は、非正規枠から正社員にレベルアップしたら、私達も……？』

『仕方がない。ここは俺様が一肌脱ぐとしよう。何しろ就職氷河期だしな！　仕方がない!!』

『嬉うれしそうに！　モニターの連中は変態ばっかりか!!』







（間もなく休憩時間が終了します。引き続きモニターへのご協力をお願いします。何かしらの理由で未記入の方がおられましたら、急いでご参加ください）






[image: アトラクション10　一ミリで二〇万円が稼げます]




『アトラクション』の参加者は五人。

　それでも、こんなイカれた場所に集まった人数としては、ありえないぐらいの破格だと私は思う。

「えー、ここにあるのはギロチンです。名前ぐらいなら分かりますよね？」

　どこの街にでもあるような雑居ビルの一室。

　一切の家具や事務用品を取り除かれた、四角い箱の中央に、あまりにも不釣り合いなものが二つ。

　一つ目は、中世の処刑器具の代表格であるギロチン。

　そして二つ目は、それをにこやかに説明するバニーガール。

「刑を受ける方はこちらの……分かります？　でっかい刃の下に三つの穴がありますよね？　ここに首と両手首をはめ込んで、体を固定させる訳です」

　それでもって、とバニーガールは上を指差し、

「こちらの刃。重量はざっと一七〇キログラムほどあります。刃が斜めになっているのは、効率良く首を落とすための工夫らしいですが……今回は、『アトラクション』の都合上刃は平らになっていますのであしからず。ロープで固定しておいて刃物で切って落とすモデルと、鎖くさりで固定しておいて金具や歯車を操作して落とすモデルがあります。こちらは後者ですね」

　誰だれも、何もしゃべれない。

　異様な雰ふん囲い気き。

　人間の生き死にがどうでも良くなる、それがすっかり当たり前のものとして染しみついてしまっている『場』。

　カルト教団の総本山なんかは、こんなものに満たされているのかもしれないね。

「では『アトラクション』のルールを説明いたします。といっても、難しい事じゃありませんよ。参加者の皆様は一人ずつ、このギロチンに首と両手首を固定していただきます。そして右手と左手に一つずつスイッチを持っていただきます」

　電気コードのついた、赤いスイッチと青いスイッチ。

　親指で押して作動させるものみたい。

「赤がギロチンの刃を落とすスイッチ、青が刃を止めるスイッチです。皆様には、首の落ちないギリギリのラインで刃を止めていただきます。ギロチンの進んだ距きよ離りに合わせて、皆様には賞金が支払われる仕組みになっています」

　ただし、とバニーガールは人差し指を立てて、

「賞金の基準点はギロチンの初期位置……つまり一番高い所ではありません。ちょうど中間地点。そうですね、ざっと一メートルぐらいの高さがゼロ基準となります。これより下に刃が落ちれば賞金ゲットですが、それに満たなかった場合は逆に借金を負う事になります」

　となると、実質もらえる賞金は、下半分の一メートルまでになる。

「賞金の算出額は、一ミリにつき二〇万円となっています。ホントにギリギリまで持ちこたえれば、二億円が手に入る計算になりますね」

　参加者五人の間に、妙な空気が漂った。

　二億円が欲しい理由。

　それも宝くじなんかに願いをかけるような夢物語としてじゃない。今すぐここで大金を手に入れなければ人生が終わる。そんな事情を抱えた人間しか、この場には集まっていない。

　バニーガールはカラオケボックスで王様ゲームをやるように、割り箸ばしで適当に作ったくじを取り出した。

　これで人生が決まる。

　もう『アトラクション』は始まっている。

　一発勝負。

　練習もやり直しもできない以上、いかに本番前に多くの情報を集め、必勝法を事前に作っておけるかで全部決まっちゃうようなものなんだから。

　特に『最初の一人』は圧倒的に不利。『アトラクション』のバランスを測るためにも、是ぜ非ひとも他の参加者に押し付けたい所なんだけど……みんな、考えている事は同じだよね。

　あまりにもぞんざいな作りのくじによって、私達は生死の第一歩を決定していく。

　一人目は眼鏡をかけた小さなじいさん。

　二人目は着物を着た女子大生ぐらいの女の子。

　三人目はスーツだけどサラリーマンって感じじゃなさそうなおっさん。

　四人目は私。

　五人目はスポーツウェアを着た高校生ぐらいの少年。

「ではトップバッターは山やま井いさんからお願いします。ささ、こちらへどうぞどうぞ」

　……それにしても、あのじいさん、トップバッターか。

　可か哀わい想そうだとは思うけど、同情なんてしている暇ひまはない。目を皿にする時が来たんだ。少しでも多く、少しでも正確な情報を。……特に、今はボタンを押してからギロチン装置が作動するまでのタイミングやラグを知っておきたい。

　自分の番が回ってくるまでに、必要な情報が集まらなければ。

　私の首がどうなるかなんて、あまりにも分かりきっているんだから。

「……、」

　バニーガールに促され、緊きん張ちようした面おも持もちの老人が処刑具へ固定されていく。そもそも罪人を殺すための道具なんだから仕方がないんだろうけど、そこには何の尊厳もなかった。首と両手首を板状の拘こう束そく具ぐで固定されるため、ほとんど四つん這ばいに近い、犬のような格好をさせられるのだ。

　眼鏡の老人の右手と左手に、二つのボタンが渡される。

　いよいよ始まる。

　人を殺すために開発された専門の機材を使った、命も尊厳も弄もてあそぶ『アトラクション』が。

「お好きなタイミングで構いませんけど、三分以上経たっても開始しない場合はこちらで刃を落としてしまいます。自信のない方は身を委ゆだねてみるのも良いかもしれませんね」

　そんな訳あるか。

　ギロチンの落ちる速度は分からないけど、タイミングを外されれば不利になるのは確実。そのタイムラグによって、場合によっては生死を分ける事だってあるかもしれないのよ。

　老人は身体を固定されたまま、眼球だけを動かして、必死にあちこちを眺めようとしているようだった。

　少しでもヒントとなるものが欲しいのか。

　誰だれかにアドバイスをして欲しいのか。

　あるいは。

　こんなのは間違っていると、ここまできて人間らしい否定の文句を言って欲しかったのか。

「……、」

　首の角度が角度なので、多分老人を見下ろしている私の顔は見えないだろうけど、それでも思わず首を横に振った。

　落ちるとこまで落ちなきゃ、こんな『アトラクション』に誘さそわれたりなんかしない。誘いに乗ったりもしない。

　覚悟を決めろ。

　三六〇度どこを見ても一つもチャンスの見つからなかった、本物の袋小路を思い出せ。あそこに舞い戻りたくなければ、もう勝つしかないのよ。

　そして。

　ひゅ──────────ぅぅぅ、という風船からゆっくりと空気が漏もれるような音が聞こえた。

　それが老人の口から長く細く吐はき出される息だと気づいた、直後だった。




　ガシャン!!　と。

　最初の『アトラクション』が始まり、巨大な刃が落ちた。




　それを眺めていた全員に、電気のようなものが走ったはずだ。

　私は自分の心臓が止まったかと思った。

　観察。

　情報収集。

　自分の命がダイレクトに関かかわっているはずの作業。それが一いつ瞬しゆん、本当に頭からすっぽ抜けるぐらい。

　長い鎖くさりと歯車によって固定されていた、重量一七〇キログラムの刃が、垂直に落ちる。現象としては単純なのに、そこに殺害という明確な単語が加わる事で圧倒的な重みが生まれる。

　実際には。

　悪夢の時間は、一秒に満たないか、少し長いぐらいか。

　バニーガールはにこやかな笑顔を浮かべてこう言った。

「山やま井いさん、アウトでーす」

　ぼたぼたと。

　ギロチンの真下に、何か嫌いやな液体がこぼれていた。

　鮮血、じゃない。

　それは涙だった。汗だった。鼻水だった。ありとあらゆる液体を顔から溢あふれさせ、老人は震ふるえていた。年の功とかそういったものが生み出す尊厳は、全すべて失われていた。

　問題となるのは、ギロチンの刃の位置。

　バニーガールはわざとらしい目つきで、ギロチンの柱につけられたメジャーの目盛を眺めて、「記録はわずか七二・二センチ。満たない！　一メートルが基準のゼロ地点だってあれほど説明したのに全く満たない!!　全部で二メートルも余裕があったのに、その半分にすら達していません!!」

　傷口に塩を塗る行為だった。

　バニーガールがパチンと指を鳴らすと、部屋の外で待機していた作業服の男達がバタバタと入ってくる。ギロチンに固定された老人を取り外し、どこか別の場所へと運んでいくために。

「そんな訳で山井さんにはペナルティ！　マイナス分の長さだけ借金を背負っていただきます。ええと、一ミリ二〇万円だから全部でおいくらになるのかなー？」

「ぐ、く……」

「ねえ山井さん。私、あなたがどんな気持ちで最後の『アトラクション』に臨んだかは知らないんですけど……ひょっとして、ここで首を落としておいた方が幸せだったりしますう？」

「ああああああああああああああああ!!　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　獣けもののように吼ほえる老人だったが、作業服の男達は冷れい徹てつにその手足を押さえつけ、速すみやかに『退場』させていく。

　命、は助かった。

　でも、あの老人の先にはきっと、もう何もない。

　逆転の目が全すべて失われた人生。

　そう、ギロチンの刃が落ちなくたって、敗北っていうのはそういう事なんだ。

「では二番手と参りましょう。伊い世せさんどうぞどうぞ」

　指名された着物の女はびくりと肩を震ふるわせたが、今さら逃げられないのは思い知らされたはず。唯一のチャンスを掴つかむため、指示された通りの体勢を取り、ギロチンの器具に体を固定していく。

　私は四番手……と言ったって、このペースじゃそう長くない。

　今の内に、できるだけ勝つための情報を集めておきたい。……あのギロチンを、ギリギリで止めるための必勝法みたいなものを……。

　と、その時だった。

「（……そろそろ気づいた？）」

　私の隣となりで腕を組んで『アトラクション』を観察していたスポーツウェアの少年が、そんな風に耳打ちをしてきた。

「（……この『アトラクション』のポイントと、問題点ってヤツを）」

「（……鎖くさりは思ったより滑すべらなかった。ブレーキを曖あい昧まいにした方が恐怖心を煽あおれるはずなのに）」

「（……その辺はフェアにしたいんじゃないの？　そうした方が参加者を小こ馬ば鹿かにできる）」

「（……参加者が刃を落とすのにためらった場合、バニーガールの方で自由に落とせる仕組みがあるっていうのに？）」

「（……成功しそうな人間が出たら遠えん隔かく操作でブレーキを無効化させるって？　青のボタンの方が優先されると思うんだけどね）」

　私はそうは思わない。というより、信じない。

　ちょっと『観察』すれば分かる。無む駄だな足あ掻がきってのを楽しむ人間は、こうも簡単に手早くポンポンと司会進行させようとはしないはず。

　少なくとも私の『アトラクション』の時には、バニーガールにはボタンから離はなれてもらおうと考えている。

「（……僕としては、もう一つの問題の方が重要だと思うんだけど）」

「（……もう一つ？）」

「（……じきに分かる。『アトラクション』のルールの割に、かなり悪あく趣しゆ味みな仕掛けを施ほどこしているよ）」

　私の意識はスポーツウェアの少年の方へ移っていた。

　だから気づかなかった。

　二番目の『アトラクション』の始まりを。




　だんっっっ!!　と。

　さっきとは違う、柔らかい物を切り落とす音が耳につく。




　意識が。

　真っ赤に染まった。

　鼻につく鉄てつ臭くさい匂においの正体が掴つかめない。服を濡ぬらすベタベタとした感触が理解できない。器具に固定されていたはずの着物の女の体が、そのままずるりと這はいつくばる仕組みが納得できない。

　首が一つ。

　手首が二つ。

　赤黒い水みず溜たまりの中に、何かが転がっていた。

「え、あ……？」

　それを見て、眺めて、目が合って。

　なお、私には二番目の『アトラクション』の結果を頭に認識できていなかった。

　失敗。

　殺害。

　死亡。

　簡素な言葉は浮かぶのだが、それを目の前の光景に当てはめられない。

　だって、人の死よ？

　首が落ちたのよ？

　なのに、悲鳴も絶叫もなし。まるで気に入らない着せ替え人形の首を引っ張ったみたいに、あまりにも簡単に切り離はなされた、首と体。人の命ってこんなものなの？　こんなに簡単になくなってしまうものなの？　なんだかんだで、目に見えないレールみたいなもので守られているのが命ってものじゃないの？

「伊い世せさん、アウトでーす」

　私と同じく血まみれになったバニーガールは笑顔のままそう言った。

　頭を空白にするな。

　常に考えろ。観察しろ。

　本番が来る前にどれだけ多くの情報を入手できるかで、生きるか死ぬかが決まるんだから。そうは思っているのに、目の前の光景の鮮せん烈れつさが、思考の連続性をぶつ切りにしていってしまう……。

　再び作業服の男達がやってきて、どうしようもないほど死んだ着物の女を部屋の外へと持ち出していく。

　バニーガールは、超おざなりにギロチン台についた血を拭ふき取りながら、こう言った。

「では三番目。矢や手てさん、こちらへどうぞ」

「い、いやだ……」

　スーツを着ているが明らかにサラリーマンじゃなさそうな感じの男は、がくがくと震ふるえたまま首を横に振った。

「もう嫌いやだ!!　こんな、こんなのっ、普通じゃない！　おかしい!!　俺はやらない。こんなのに挑戦するって思えば、どんなに辛つらい仕事だってこなせるはずだっ！」

「矢手さん？」

「やらないぞ。だから俺はやらないんだ！　お、おい!!　やらないって言ってるだろ!!　俺は帰るんだ。やめ、離はなせよ!!　おい、ちくしょう!!　離せってば!!」

「矢手さーん？」

　作業服の男達に取り押さえられ、スーツの男は屈くつ辱じよく的てきなポーズで鉄てつ臭くさいギロチンに固定されていく。

　そして気づいた。

「（……なるほど）」

「（……分かっちゃった？）」

「（……犬の四つん這ばいみたいな格好で固定されるって事は、ギロチンの刃がどれくらい近づいてくるか、目で見て確かめる事はできないじゃん。これ、ただのチキンレースとは違うみたいね）」

「（……だよね。この問題、どうにかしてクリアしないと『アトラクション』に勝てない）」

　三人目は赤いボタンも青いボタンも押さなかった。

　しかしバニーガールが何かを操作すると、巨大な刃を固定していた鎖くさりや歯車に変化があった。速すみやかに刃は落ち、その下にあった首が落ちる。

　再びの鮮血。

　最初ほどの衝しよう撃げきがなかった事に、私は逆に驚おどろいていた。

　経験として吸収し、慣れ始めているのか。それとも恐怖の上限を振りきったため、感覚が麻ま痺ひしてきたのか。

　死体が物のように運び出されると、すっかり真っ赤になったバニーガールが笑顔でこう言ってきた。

「じゃあ四人目」

　観察は終わった？

　必勝法は見つかった？

　……いいや。

　足りない。これじゃ全然足りない!!

「山やま崎ざきさん、どうぞどうぞ」

　促される。

　私の番。

　嫌いやな汗がドッと噴き出すのが分かる。

　それでもやる。

　拒こばんだところでどうなるかは実証されてしまったのだから。

　ギロチンの刃の真下で首と両手首を固定され、犬のような格好をさせられた私は、バニーガールを睨にらもうとした。

　そして失敗した。

　せいぜい、腰の辺りまでしか眺められない。

「……自分でやる。だからアンタはボタンから手を離はなして」

「私がイカサマすると思っています？」

　バニーガールはそう言いながらも、指示通りにしてくれた。

　さてどうする。

　この犬のような格好では、真上にあるギロチンの刃を眺める事はできない。そして巨大な刃との距きよ離りが分からなければ、青い停止ボタンを押すタイミングも分からなくなってしまう。

　こんな事なら、ギロチンが落ちるまでの速さや時間を計測しておくべきだった。

　……なんていう風に、本番が始まってから考えている時点でもう負け始めてる!!

　本来なら、これを事前にセッティングしておいて、必勝法の流れに沿って完かん璧ぺきに動かなくっちゃ勝てるものも勝てないっていうのに!!

　三回も『アトラクション』を眺めるチャンスはあった。

　でも、それを有効に使えなかった。

　あのスポーツウェアの少年はきちんと計測していたんだろうか。それとも、私の『アトラクション』で計測するつもりか。

　そういった根拠がない限り、完全な勘かんで青いボタンを押す事になる。でも、それに自分の命を預けられる？　早過ぎれば借金の上乗せで生き地じ獄ごく、遅過ぎれば文字通りのあの世行き。ただの勘に頼たよるには、あまりにもシビアなルールじゃない。

　何か。

　どうにかして、ギロチンの刃を眺める方法は……。

「……？」

　犬のような格好で真下の床を睨にらみつけていた私は、そこで気づいた。

　床。

　絨じゆう毯たんは敷しかれておらず、学校や病院の廊下みたいな加工が施ほどこされていた。つまり、光を反射する。鏡のように、とはいかないまでも、ぼんやりとした影ぐらいは分かる。

　これを眺めれば距きよ離り感かんが掴つかめる。

　そう、自分の真後ろにあるものを眺めたければ、鏡を使うのは常道じゃない。

「いや……」

　思わず赤いボタンに力を込めた私だったけど、そこで思い直した。

　待てよ。

　本当にそんな簡単な話なの？

　例えば、鏡を見ながら文字を書くと上う手まくいかないように、そこに映っている像は正確だったとしても、私の頭の方がそれを正確に処理できなくなる可能性は低くない。だとすれば、床に映った像に頼たよるのは危険だ。感覚のズレに頭が追い着く前に、ギロチンの刃が落ちるかもしれない。

　思えば、犬のような格好をすれば、誰だれの目にも留まる条件が整えられていた。

　ギロチンで死者が二人も出ているのに、バニーガールはわざわざ血の海を拭ふき取っていた。

　何な故ぜ？

　この罠わなを正常に機能させるためだ!!

　溺おぼれる者が藁わらをも掴むように、情報不足のまま窮きゆう地ちに陥おちいった私達が、安易に飛びつく位置に置かれた罠！　だから落ち着け、掴むな、冷静に観察しろ!!　罠じゃなくて、それを設置する人間の意図を!!

　罠を設置する理由は？

　別のものから気を逸そらすため。マジシャンの基本テクニックと同じ。きっとあるんだ。何か必勝法が。それに気づかせないために、こんな分かりやすい罠を設置しているんだ!!

　でも。

　だったら、それは何？

　具体的に何なの!?

「山やま崎ざきさん？　どうしました？　制限時間が過ぎれば私の手でギロチン落としちゃいますよ」

　心臓の鼓こ動どうがおかしくなる。

　打開策がない。

　このまま勘かんに従って自分の命を預けるしかないっていうの!?

　目で見て追う方法は駄だ目めでも、何か他に、ギロチンの刃が迫るのを正確に計測できる方法は……？

「ある」

「何がですか？」

　計測方法。

　私は思わず顔を上に向けようとしたが、固定具に戒いましめられた首が鈍にぶい痛みを発した。やはり目で見る事はできない。でも、確かにそこにはあるはずよ。

　ギロチンの刃。

　それを固定するために使っている鎖くさりと、歯車。

「おいクソガキ！　私の後に『アトラクション』に参加するアンタよ!!」

「え？　僕？」

「私の真上にある歯車の大きさと歯の個数。今からさっさと教えろ！　それで必勝法が掴つかめる!!」

「ちょっとー、『アトラクション』は参加者一人の力で突破してもらわないとー」

　甘いね。

　私はずっと『観察』していた。勝つための情報を集めるために。

　だから断言できる。

「助言を求めちゃ駄だ目めってルールはなかったはず。そして賞金は争奪戦じゃないからクソガキに私を裏切るメリットは特にないはず。いい、私が成功すればアンタも道筋を掴める。確実に助かる方法を知りたければ今すぐ協力しなさい!!」

　スポーツウェアの少年はため息をつくと、呆あきれたようにこう言った。

「……歯車の大きさは直径二〇センチぐらい。歯の数は多分七〇ぐらいかな」

　勝った。

　鎖が動けば歯車も回る。鎖と歯のぶつかる音でカウントはできる。落ちてくるギロチンの刃の位置を正確に掴む事ができれば、このムチャクチャな目隠しチキンレースにも勝算が出てくる。

　そこで、バニーガールがこう言った。

「でも、松まつ井いさんが本当の事を教えてくれたとは限りませんよね」

「この『アトラクション』のルールで、他の参加者を裏切るメリットは何もないわ」

「でも、特に協力しなくちゃいけないルールがある訳でもない。単に、ギリギリまで追い詰められた人間を裏切りたいっていう欲望があるとしたら、どうなっちゃうんでしょ？」

　沈ちん黙もくがあった。

　当の少年に答えを求めても意味はない。

　彼が本当の事を言っているか嘘うそをついているか、その確認を求めてどうする。

　私はギロチンの刃を落とす赤いスイッチの表面を、親指の腹で軽く触ふれた。

「私は勝てる」

「本当に？」

「勝ってもう一度やり直す!!　そのためにギロチンを落とす!!」

「そう都合良くいってくれれば良いんですけどねえ」

　赤いスイッチと青いスイッチに、無限のプレッシャーを感じる。

　それでも先に進めなくてはならない。

　ギロチン。

　処刑具。

　人を殺すためだけに作られたもの。

　それを動かすためのスイッチを。

　赤い色のスイッチを。




　押す。






　　用紙回収前の最後のご確認







　以上でモニター用の映像は終了となります。

　皆様、各『アトラクション』の改善点は記入していただけましたでしょうか。

　まだの方はお急ぎください。

　念のために記入方法を再度説明させていただきますね。




『アトラクション』一つにつき、ルールの不備を発見して、難易度を上げるための改善点を最低三つは記入してください。




　これだけです。簡単ですね。ちなみに三つ以上見つかってしまった場合は、追加で記入していただいて構いません。とにかく不備を徹てつ底てい的てきに洗い出し、その全すべてを記入してください。

　終わりましたか？

　はい、では時間になりました。

　答案用紙を後ろから順番に、前へ回してください。

　一、二、三……はい、全ての枚数は揃そろっているようですね。

　これで今回の『モニター』は終了となります。

　お疲れ様でした。

　……本当にね。






　　ある留守番電話







『メッセージが一件あります』




　やあやあお兄ちゃん、此方こなただよ。

　留守番電話って何か緊きん張ちようするね。話し相手がいないだけでこうも変わるのは不思議。

　ま、そんなのはどうでも良いか。

　ちょっと見ない内にまた危ない事に首を突っ込んでいるみたいだけど、ほどほどにしておくようにね。

　そんな事ないって思ってる？

　駄だ目めだよ。目で見て危ないって分かる程度の危険は三流も三流。ホントに危ない事っていうのは目で見たって分からないから面めん倒どう臭くさいんだよ。

　そういうのは、割と身近な所にポンと置いてある。

　例えば……『電話の向こうには』って話は知ってる？

　恋人同士が携帯電話で会話をしているんだけど、どうも相手の様子がいつもと違う、って噂うわさ。まー話の展開は色々あるんだけど、恋人と思って話していた人物は実はとんでもないヤツだった、ってオチがつくんだよ。それに気づいて助かる場合と気づかずに助からない場合も派生してる。

　本当の危険っていうのはそういう事。

　自分が安全だと太たい鼓こ判ばんを押しているもの、その大前提自体がひっそりと覆くつがえされる事。

　そういうパターンだってあるんだから何事にも気をつけるように。

　……ん？

　この話をすると、こうして留守電を入れている此方の事も信じられなくなるかな？

　此方の事信じてくれないなんて哀かなしいっ。……とか言うキャラじゃないな此方は。

　でもね。

　此方とアクセスしたがっている連中が、お兄ちゃんとすり替わるためにお兄ちゃんの携帯電話を狙ねらってくる、っていう危険性の方がありえそうだけど。




　じゃあね、お兄ちゃん。

　……縁もゆかりもない女の子からそんな風に呼ばれているのって『不条理Absurd』の中でも相当愉快なものなんだからさ。こんな所であっさりリタイヤしないでよね。






　　大前提の終わり







「う……」

　呻うめき声を上げたその時、東ひがし川かわ守まもるは自分がどこにいるか把は握あくできなかった。浴びるほど酒を呑のんでベロベロになった翌朝のように、頭がガンガンに痛んで、どうやってここまで来たか、その道のりを思い出せなくなっているのもある。

　そしてもっと直接的な理由として、周囲が完全な真っ暗くら闇やみだったから、という事情もあった。自分が硬い床に寝かされているのは分かるのだが、とりあえず適当にその辺に手を伸ばしてみても、机や椅い子すのような調度品に触ふれる事はない。壁までの距きよ離りも全く掴つかめなかった。ドーム球場のように広大なのかもしれないし、ユニットバスのように狭せまいのかもしれない。

　明かり。

　それを欲し、東川はようやく何かを思い出したような顔でズボンのポケットに手をやった。しかしいつもそこに入れてあるはずの携帯電話の感触がない。もう片方のポケットが定位置になっている財布の方もなくなっていた。そこに何者かの悪意を感じ取る。

　記き憶おくが寸断されているので、自分で放り捨てた可能性も否定はできないのだが、誰だれかに抜き取られた、と考えた方が妥だ当とうだとは思う。

　……そもそも、この鈍にぶい頭痛の正体は一体何なのだ？

　記憶の空白を挟はさんで、かろうじて思い出せる『最新の情報』は、確かアトラクションランドという遊園地のアルバイトをしていたはずだった。モニターだかデバッグだかの臨時要員で、試作アトラクションのイメージ映像を鑑かん賞しようし、そのアトラクションの不備や粗あらを探し出す、とかいう内容のはずだった。東川が通っている大学構内の掲示板に貼はり付けてあった、学校公認のアルバイトだったのだが……。

　そこから、この暗くら闇やみに繋つながるものをイメージできない。

　周囲の状況が不明なので、単純に部屋の電気を落としてあるだけ、という可能性もない事はない。

　ただ、この頭痛を説明できない。

　他の参加者は一体どこに行った？　業務の進行管理をしていたアトラクションランド側の社員の女性は？　部屋の中で突っ伏したまま動かない東川を、彼らはずっと放置してきたという事はありえるだろうか。

「何なんだ……」

　頭の芯しんから頭ず蓋がい骨こつへ、全方位に向けて放たれる痛み。

　単純に居眠りをしてこんな風になるはずがない。

　酒、あるいはそれに似た効能を持つ何かを摂取しないと発生しないと思うのだが……映像を観みていた間、何かを口にした覚えはない。

　だとすれば一体どういう事だ。

　アルバイトをしていたあの部屋の中に、得え体たいのしれないガスでも流し込まない限り、今ある現状を説明する事はできなくなってしまうのだが……。

　すると、今度はどうしてそんな目に遭あわなくてはならないのかという疑問が生じる。

　答えを導き出す前に、状況が動いた。

　暗くら闇やみの中に、巨大な電子音が鳴り響ひびく。

『ぴんぽんぱんぽーん!!』というそれは、音色だけならデパートの迷子のお知らせなんかにありそうな、ありふれたものだった。ただし音量が並外れている。東ひがし川かわが掌てのひらをつけている床がビリビリと振動するほどで、鈍にぶい痛みを発し続ける頭には相当辛つらかった。

　目覚まし時計をエスカレートさせたような仕打ち。

　逆に言えば、これぐらいの事をやらなければ意識がはっきりしないような『何か』をされた、という事か？

　スピーカーのボリュームが調整され、女性の声が聞こえてくる。

　暗闇なので詳細は不明なのだが、声の中にノイズのようなものがうっすら混じっている事から、東川守まもるはこれをスピーカーから聞こえてくる声と判断した。

『はーいはいはい。それじゃあお膳ぜん立だても終わりましたので、そろそろ本番を始めるとしましょうか』

「……？」

　アトラクションランドの女性社員の声だった。

　しかし内容の方が理解不能だった。

　お膳立て？

　本番？

『と、こんな風に言われても分かりませんよね？　私の方としても可能な限り手っ取り早く状況を理解していただくため、ちょっとした計算の元にお部屋の内装をセッティングさせていただきました。そちらをご覧頂ければ、すぐにでもお分かりになるのではと思っています』

　パチン、という音が聞こえた。

　同時に、東川守の視界が真っ白に埋うめ尽くされる。

　部屋の照明が点ついた。

　当たり前の事実だったが、それを認める事さえ困難な程の痛みが東川の眼球から頭の奥へと突き刺さる。暗闇に目が慣れていた、だけでは説明ができなかった。三さん半はん規き管かんの調子が乱れ、床の上に座っているはずなのに、体がぐらぐらと揺れる。小舟に乗っているような気分にさせられた。

　どうやって意識を奪われたのかは知らないが、そのせいで瞳どう孔こうの拡縮の速度にもズレが生じているのかもしれない。

　胃袋の奥から込み上げる妙な吐はき気を堪こらえながら三〇秒以上我が慢まんしていると、ようやく真っ白に塗り潰つぶされた視界の向こうから、ぼんやりと景色らしいものが浮かび上がってきた。

　徐々にピントが合い、やっと東ひがし川かわ守まもるは状況を認識する。

　学校の教室ぐらいの大きさの、四角い部屋だった。窓らしいものは何もなく、一つしかない出入口の扉は分厚い鋼鉄のものだった。机や椅い子すといった調度品は全くなく、壁にスピーカーと掛け時計があるだけ。本当に『四角い空間』しか用意されていなかった。

　しかし、東川はそうしたものを目で捉とらえておきながら、頭で理解していなかった。

　後回し。

　何よりもまず注目しなくてはならないものに意識を持っていかれ、視野が極きよく端たんに狭きよう窄さくしているのが分かる。

　だが、無理もないだろう。




　部屋の中央に、肉の塊かたまりが転がっていた。

　よくよく観察してみれば、それは首と両手首が失われた女性の死体のように見えた。




　何かを叫ぶ。

　死体が目に前にある、というのもそうだが、今の今までそれに気づかず、同じ部屋で同じ空気を吸っていた事に強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんを感じ取ってしまう。

　人間というのが死後どれぐらいでどのような変化が生じるのか、東川は知らない。ただ、部屋の中央に転がっているのは、どう考えても二日三日という感じではなかった。着物をまとった体の全体が青のような黒のような色に変色していた。いわゆる『傷口』の辺りが特にひどく、小さな白い虫がたくさん蠢うごめいているのが分かる。

　首の切断。

　それが、次第に東川にあるイメージを突き付けてくる。

「ギロチン……」

　呟つぶやき、それを確信に変える。

「『アトラクション』の一つにあったヤツか……。確かに、着物を着た女性の犠ぎ牲せい者しやは出ていたけど……!!」

『ご明察。私達が「本物」だっていうの、分かっていただけました？』

　壁に設置してあるスピーカーから、女性の声が飛んでくる。

　……厳密にはアトラクションの映像自体はフェイクで、それを本物と見せかけるために新しい死体を別口で調達してきた、という可能性もあるにはあるのだが。

　そこに大きな差はない。

　目的のためなら人を殺して死体を調達する、という事は立証されてしまったのだから。

『もう分かっていると思いますけど、私達の目的は「アトラクション」のモニターなんかじゃありません。過去に行った「アトラクション」の採点なんて私達でやっていますしね。あんなものはただの前ふり、料理の前の下した拵ごしらえに過ぎません。最終「アトラクション」に参加するための資質を調整するっていうんですかね。分からなければそれでも良いですけど、私達の目的は常に前、常に先にあるのです！』

　つまり!!　と女性の声はやたらと明るい調子で、




『ここからが本番!!　新しい「アトラクション」のアーカイブを作る事。それにご協力願いたい訳なのでっす!!』




「……、」

　新しいアトラクション。

　アーカイブを作る。

　その言葉が何を意味するか、頭では理解しているのに、そう結論付けてしまう事を強きよう烈れつに拒こばむ自分を東ひがし川かわは自覚する。

　しかし、それ以外に答えはない。

　東川守まもる自身が、あの映像の一部になる。

　新しい映像アーカイブの出演者としてここまで呼ばれてきた。

　つまり。

　これから、今まで自分が観みてきたものに肩を並べられるほどの、命を賭かけた『アトラクション』が始まってしまうという事なのだ。

『そうそう、今から一時停止や途中退場は認められませんのであしからず。というか、あなたが目を覚ましたその時から、すでに「アトラクション」は始まってしまっているのです』

「ちょっと待て。ちょっと待て!!　それは一体どんなルールの『アトラクション』なんだ!?　俺は何も聞かされていないぞ!!」

　当然、東川守はこんなふざけた『アトラクション』に素直に参加するつもりはない。

　が、適当にやり過ごしながら脱出ルートを探すにしても、途中で『地雷』を踏ふんでしまわないようにするためには、やはりルールを知っておく必要がある。

　何しろ、これは人の命を賭けた遊びだ。

『主催者』側が実際にそれを奪う力を持っている事は、部屋の中央に転がっている無残な死体を見れば嫌いやというほど理解できる。

　ところが、

『あー、ルールですか。ルールねえ。そりゃまあ「アトラクション」なんですから厳密にきっちり決まっているんですけどね』

　スピーカー越しに、女性は適当な声を出した後、




『でも、そんなのいちいち説明する義務ないでしょ？』




　は……？　と。

　東ひがし川かわ守まもるの意識が、一いつ瞬しゆん本気で停止しかけた。

　細かい理屈を積み重ねて状況を理解しなくてはならないはずなのに、いきなりピラミッドの一番下の土台を引っこ抜かれてしまったような感覚。

　しかし、『主催者』の女性は何を否定するでもなく、

『だって、「アトラクション」を管理しているのは私達の方ですよね。なら、私達だけがルールを把は握あくしていれば「アトラクション」は進行できます。あなた達がそれを知らなくても。もちろん、ルール上あなた達が勝利すれば素直にここから出してあげますよ。ですから頑張って頑張って！』

　意味が分からない。

　一つでもミスをすれば首を落とされるかもしれない過か酷こくな状況で、何をやったらそうなるのか全く理解できないまま手探りで進めとでも言うのか。

　そんなので身動きが取れるはずがない。

　そもそも、『制限時間内に部屋から出なくてはいけない』のか、『不用意に部屋の外に出たら終わり』なのか、それさえも教えられないまま『ただ選べ』と言われているのだから。

　東川の全身が、不ぶ気き味みな震ふるえを発した。

　暗い部屋に閉じ込められたりショッキングな死体を見せられたり、外部からの強い衝しよう撃げきによる精神的なショックとは違う。

　内側。

　心の芯しんから溢あふれ出す恐怖。

　死体が転がっている事を除けば、ここは何の変哲もない四角い部屋だ。にも拘かかわらず、東川の精神は自分の周囲に大量の地雷がばら撒まかれている光景をイメージしてしまう。一歩でもどこかに動けば、吸って吐はいた息の強さでさえも、そうした地雷を作動させてしまうのではないかという危き惧ぐを生む。

　雁がん字じ搦がらめ。

　指先一つ動かせなくなりつつある東川の耳に、スピーカー越しの女性の声はさらに追い打ちをかける。

『まあすでにカウントは始まっている訳ですが』

「何が？　何のカウントだ!?」

『これはサービスですよ？』

　返答の直後だった。

　ゴトリ、という音が聞こえた。壁のスピーカーのすぐ下に引っ掛けてあった、安物の掛け時計が床に落ちた音だった。文も字じ盤ばんは床の方を向き、時計の裏側が東ひがし川かわの視界に入る。

　そこに何かがあった。

　カラフルなリード線に小さな基板、それから分かりやすいほど分かりやすい円筒形の形をした何か。透明な容器の中には液体が入っているが、当然、ただの色水ではないだろう。

　爆弾。

　掛け時計の針の音が、急激に大きくなったような気がした。

　全身から嫌いやな汗を噴き出す東川の耳に、スピーカーからの女性の声が届く。




『すでに「アトラクション」は始まっていますよ？　方法はお任せします。誰だれか何とかしてください』
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　東ひがし川かわ守まもるは急いで床から立ち上がった。死体も爆弾も無視して、とにかく部屋に一つしかない出入口へと走る。

　やたらと分厚い鋼こう鉄てつの扉。

　しかし押しても引いても開かなかった。蹴け飛とばしても肩から体当たりしても壊こわれる様子もない。よほど頑丈な作りをしているらしく、しかもきっちり施せ錠じようされていた。ノブの辺りを見ると鍵かぎ穴あながある。家の玄関などで見るのとは印象が違うデザインだった。

「鍵……？」

　呟つぶやき、東川は周囲を見回す。

「鍵を探す。これが『アトラクション』の内容なのか!?」

　スピーカーから答えはない。

　東川は部屋を見回す。そもそも、まともな調度品が何もない四角い空間だ。鍵がどれだけ小さくたって、隠す場所がなければすぐに見つかるはずだろう。しかしない。見つからない。そもそもこの部屋の中には鍵がないのか、あるいは……。

（隠してあるとしたら……）

　東川は床に落ちた掛け時計に目をやる。特殊な細工によってタイムリミット不明の時限爆弾と化した掛け時計。この細工の中に鍵が組み込まれているのかもしれないが……これを不用意に分解してみようとは思えなかった。

　爆弾なんて映画やドラマのイメージしかない東川だが、下へ手たにいじくり回すと爆発する、というのは本物もフィクションも同じだろう。

　だが、一方で、

（爆弾の構造は掛け時計の外側につけられている……。つまり、中には細工を仕込むだけのスペースがないのか……？）

　そして、外に出ている基板や爆弾などのパーツは、目で見れば分かるものだった。箱などで隠されたりはしていない。そして、鍵に見えるような部品はどこにもなかった。液化爆薬の入った円筒形容器も透明で、中に鍵があれば分かるはずだ。

　掛け時計ではない。

　それ以外に鍵を隠せそうな場所。

　ろくに調度品らしい調度品もないこの四角い部屋の中で、小さな鍵かぎを隠せる候補は……。

「……嘘うそだろ」

　部屋を改めて見回し、東ひがし川かわの顔が硬直した。

　今まで意識して視界の外へ追いやろうとしていたもの。

　部屋の中央に転がっていたもの。




　着物を着た女性の死体。

　確かに、これを使えば鍵ぐらいなら隠せそうだ。




「……、」

　接近するのもためらわれた。

　例えば、これが老ろう衰すいで天寿を全まつとうした親族の遺体で、葬そう儀ぎ関連の業者がきちんと整えたものだったとしたら、涙と共に見送る事もできたかもしれない。

　しかし、部屋の中央に転がっているのは明らかに違う。

　常軌を逸いつした方法で殺害され、首と両手首を失った着物の女性。さらに死後何日も経過しているらしく、もはや普ふ段だん人が思い浮かべる『人間』とは別の何かに変質してしまっていた。『死』という見えない何かが、死体を中心に周辺へばら撒まかれているようだった。迂う闊かつに近づくと、自分まで巻き込まれてしまうような……。

　だが、確かめる必要がある。

　時限爆弾と呼ばれるものの、実際にはいつ爆発するか分からないものが部屋の中に転がっている。そんなものと同じ部屋に放り込まれている。

　どれだけの威力かは不明だが、ペナルティとして設定されているものだとすれば、部屋の中にいてやり過ごせるようなものではないのは容易に想像がつく。

　爆風で部屋が埋うめ尽くされると想定するべきだ。

　実際に起爆する前に、何としても扉の鍵を見つける必要がある。その可能性のある場所は全すべて探さなくてはならない。

「ちくしょう……」

　一歩一歩進むごとに、吐はき気が増す。足元がぐらつく。船の上を歩いているような気分だった。視線は死体の首の傷口に釘くぎづけだった。

　たった一〇歩程度の距きよ離りが地じ獄ごくのように思えた。

　それでもようやく死体のすぐ傍そばに辿たどり着く。

　屈かがむ。

　近づくのと、触ふれるのはまた違う。ハードルは一つ上がる。それでも手を動かさなくてはならない。東川は着物の布を掴つかみ、ひとまず死体をひっくり返した。

　銀色の鍵かぎがある。涙るい腺せんが緩ゆるむ。が、様子がおかしい。本来あるべきギザギザの歯がない。

　加工前のブランクキーだ。扉に向かっても時間をロスするか鍵穴を壊こわす恐れもある。

　もう一度死体を仰あお向むけの状態にし、今度はその着物に着目する。洋服と違って厳密にポケットはない。が、衣服の中に鍵を隠す事もできるだろう。

　首と両手首がない女性の死体。

　その衣服の中に手を差し込む事に、強きよう烈れつな拒絶感が生まれる。

「うぅ……」

　それでも爆弾を動かす時計の針の音が東ひがし川かわを急せかす。

　震ふるえる手を伸ばす。

　最初に死体の右手の袖そでから、中へ手を差し入れた。ぬるりとした感触が伝わり、吐はき気が倍増する。切断された手首から溢あふれた血なのか、女性の肌が腐ったネギのように液状化しつつあるのか。死体の腐敗に詳しくない東川には理解できなかったが、想像するのも嫌いやだった。

　硬い鍵の感触はあった。

　しかし着物の袖から手を抜くと、出てきたのはやはりブランクキー。何か茶色いもので指先が濡ぬれていた。鼻につく刺激的な匂においがまとわりつく。涙が出てきそうだった。しかし一度作業を止めてしまうと、もう完かん璧ぺきに心が折れそうだという自覚はある。そのまま流れるように、努めて何も考えずに東川は作業を続ける。

　着物のあちこちに手を差し込んだが、ハズレばかりで本物の鍵は見つからない。

　ここまでやっての徒労。

　ふと思う。本当に苦行のような作業を続けて本物の鍵を探す必要はあるのか。

　ブランクキーで壁は掘れないか？　人が通れる穴を空ける必要はない。ドア枠を固定するネジの辺りを掘ってガタガタにすれば枠ごと扉を倒せるのではないか。

　……だが。

　本物の鍵を探す。思惑を無視して力技での突破を敵が許すか。この死体を用意した敵が。

　それが手に入らなければ爆弾で吹き飛ばされる。

　極限の状況で胃袋が壊れかねない状況で、ふと東川は思いついた。

　鍵がまだ隠れている可能性。

　その場所。

「……、」

　ほとんど表情のなくなった顔で、東川守まもるは『そこ』を見る。

　やはり、着物の女性の死体だった。

　ただし、衣服の中に隠してあるとは思っていない。

　さらに奥。

　悪あく趣しゆ味み極きわまりない一つの意見。

　つまり。




　死体の、体の中。

　どこかに鍵かぎが埋うめ込まれている可能性だ。




「嘘うそだろ……」

　自分で思いついておいて、東ひがし川かわは首を横に振った。

　否定したい。

　だが、あれだけの『アトラクション』を考えて実行して喜んでいるような『主催者』なら、いかにも考えつきそうなものである。

「嘘だろおい!!」

　東川は叫び、自分を無理矢理に鼓こ舞ぶしながら、着物の女性の死体の表面を、改めて指で押して確かめる。ぐずぐずになった皮ひ膚ふにほとんど埋うめ込むような強さで。皮膚の下に鍵があれば、何かしら硬い感触が伝わるとは思うのだが……。

　分からない。

　判断できない。

　指で押した程度では、鍵の有無は掴つかめない。

　となると。

　実際に、手術のように切り開いて中を確かめるしかない。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　東川は実際にそれを頭の中で想像して、そして床へと転がった。

　絶叫する。

「ああああ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　胃袋が丸ごと口から飛び出すようだった。倒れたまま手足を意味もなく振り回す。両目からぼろぼろと涙がこぼれて、視界がぼやけた。両手の掌てのひらに、ぞわぞわとした嫌いやな感覚が伝わっていく。

　やるのか。

　やらなくてはいけないのか。

　たとえ生きていようが死んでいようが、人間は人間だ。あれだけ拒絶感をもって接していたはずの青黒い死体に、東川は改めて『人間』という単語を強くイメージする。あれを切って開く。中身を覗のぞく。その行為にどうしようもない冒ぼう涜とくを感じる。

　それでも時間は進む。

　爆弾によって死にたくなければ、自分が思いついた可能性は全すべて試さなくてはならない。

　涙を拭ぬぐって周囲を見回す。

　床に落ちた掛け時計の周りに、何かキラキラしたものが散らばっていた。それは鋭するどく尖とがったガラス片だ。掛け時計の文も字じ盤ばんを保護していたものが、落下の衝しよう撃げきで砕くだけたのだろう。

　鋭い破片。

　刃物の代わり。

「う、く……」

　東ひがし川かわはのろのろとした動きで再び起き上がる。

　死にたくない。

　倫理とか常識とか、そんなものと一いつ緒しよにバラバラに吹き飛ばされたくはない。

　一度部屋の中を移動して、床に落ちたガラス片の中から特に大きなものを摘つまみ上げ、再び着物の死体と向かい合う。ごくりと唾つばを飲み込む。これを、切り刻んで、中身を取り出して、一つ一つを検分する。生き残るための全ての可能性を試すには、避さけては通れない道だ。

　屈かがみ込む。

　着物の胸元をはだけさせる。

　思ったよりもひどい惨さん状じように、一いつ瞬しゆん目が眩くらんで喉のど元もとまで胃酸が込み上げた。何とか堪こらえる。右手の指で摘んだガラス片を強く意識する。ピクリとも動かない胸元に、添える。

　力を加える。

　透明な破片が五ミリほど沈み込んだところで、東川は勢い良く首を横に振った。

　手で押さえようとしたが遅かった。

「げえ!!　うげえええ!!　がばげぶ!!　ごぼっ!!」

　胃袋から口までが一気に繋つながった気がした。パイプを逆流するように、吐と瀉しや物ぶつが床の上にぶちまけられていく。

　もう嫌いやだ、と心の大部分が悲鳴を発していた。

　が、分かりやすい方向に流れただけでは生き残れない。この死体と同じような末路を辿たどる。爆弾で粉々になるのは、きっとギロチンで首を落とされるより無残なはずだ。

　東川はガラス片を掴つかみ直す。

　着物の女性の体の中心にガラス片を押し当て、体重をかける。ずぶり、と先せん端たんが沈み込むのを確認すると、頭の中に強きよう烈れつなノイズが走った気がした。ほとんど眩暈めまいのようなものに支配される中、東川は一気にガラス片を女性のヘソの辺りまで引き切る。

　カッターナイフで紙を切るのとは違った。

　途中で何度も、ぶつっぶつっと何かが引っかかるような感触があった。

　死後何日も経過したせいか、派手な出血はない。それでも赤というより黒に近い何かがにじみ出る。酸すっぱい匂においがさらに広がる。中が腐っているのだ、と改めて思い知らされる。

　もはや東ひがし川かわの心は麻ま痺ひしつつあった。

　イメージは両開きの扉を開けるようなものだったが、実際にはそんな奇き麗れいにはいかなかった。どちらかというと、使い捨てティッシュのスリットのようなものに近いか。外から見ても中は分からない。グラグラと揺れる頭で両手を動かし、縦に大きく切り裂さいたその隙すき間まへと、指先を突っ込んでいく。

　ぐじゅぐじゅという、無む暗やみに柔らかい感触。

　上半身の中央、胃袋の辺りを重点的に探ってみたが、出てきたのはブランクキーだった。

　本物は呑のみ込ませた訳ではない。

　となると、手術のようにどこかへ埋うめ込んだか。

　その場合、背中や手足の先まで、片っ端ぱしから切って開けて中を調べる必要が出てくる。

　呼吸の調子がおかしくなり、空気に満たされた室内で酸欠になりつつある。

　死体の右腕にガラス片の先せん端たんを押し付け、大きく切り開く。

　肘ひじの辺りで、ごつりという硬い感触があった。

　指先を傷口に突っ込んで強引に取り出そうとしたが、できない。

　鍵かぎではなく、白っぽい突起物だと分かった時、東川は二度目の嘔おう吐とを派手にやらかした。

　それでも作業を続けるしかない。

　死者の尊厳も何もあったものじゃない。

　血まみれのブランクキーばかりザラザラ出てくる。もしかすると挑戦回数に制限があるかもしれないが、もはや考えていられない。五体満足の形がボロボロに崩れていく中、ようやく東川守まもるは着物の女性の右の太ふと股ももから、銀色の金属でできた何かを取り出した。

　赤のような黒のような粘ついた何かに包まれたそれの正体は、歯のついた本物の鍵だ。

　ガラス片を放り捨てる。

　ぐずぐずに汚よごれた両手を拭ぬぐう、という当たり前の思考がすでに途切れていた。

「……、」

　ふらふらとした足取りで鋼こう鉄てつの扉に向かう。これで扉の鍵穴に合わなかったら悪あく趣しゆ味みにもほどはあるが、幸い、そこまで徹てつ底ていされていなかった。

　それは鍵穴に入る。

　回す。

　鋼鉄の扉のノブの引っ掛かりがなくなる。動かせば、簡単に開く。

　ほとんど倒れ込むような格好で、部屋の外へ出る。

　床の上に転がったまま、全身を汗でびっしょりに濡ぬらしたまま、東川守は浅い呼吸を何度も繰くり返し、何とか体の中に酸素を取り入れようとする。




　　　　　２




　狭い廊下だった。

　同じような鋼こう鉄てつの扉が五つ並んでいた。

　どれも同じような四角い部屋に繋つながっているのか、建物の出口に繋がるものもあるのか、それは目で見ても判断できなかった。

「ちくしょう……」

　東ひがし川かわは自分が出てきた鋼鉄の扉に手を掛け、半ばヤケクソになって力強く閉めた。これで爆風を封じられるかは知らないが、扉から離はなれるように、後ろ向きで下がる。鍵かぎを使わず、ドア枠を壊こわす方法を選んでいたらと思うとゾッとする。壁にどすんと背中をぶつけ、ずるずると床へ座り込む。

「ちくしょう!!　生き残ったぞ。俺は生き残った!!　これが『アトラクション』か馬ば鹿か野郎!!」

　ありったけの力を込めて叫ぶが、どこからも返事はなかった。

　その時だった。

　五つ並んだ鋼鉄の扉の内、東川が出てきたのとは別の扉が開いた。そこから、血まみれの作業服を着た無ぶ精しようひげの男が出てくる。

　東川の中で、猛もう烈れつな怒いかりと警戒心が湧わき出した。

　その眼光を見て何を感じ取ったのか、作業服の男は慌あわてたようにこう叫んだ。

「ま、待て！　待て!!　俺も『参加者』だよ!!」

　叫び声を受けて、東川はようやく気づく。

　自分の格好を改めて見る。

　作業服の男と同じように、血でどろどろに汚よごれていた。死体の中に埋うめ込んであった鍵を探すためには、どうあっても衣服は汚れてしまう。

　東川は座り込んだまま、作業服の男の顔を見上げた。

「……アンタもモニターの？」

「ああ。太ふと股ももの鍵を探し出したクソ野郎だよ。風かざ上かみってもんだ。そっちは？」

「東川」

　彼は短く答えた後、ようやく長い息を吐はいた。

「……悪かった」

「良いさ。飛びかかられなかっただけでも、アンタはまだ理性が残ってる方だと思うぜ」

　作業服の男、風上は顔の汗を拭ぬぐおうとして、自分の両手が血まみれになっている事を思い出したようだった。思い切り顔をしかめながら、

「アトラクションランドって言ったら世界的に有名な遊園地だろ。だから怪しい事なんて何もないって思ってた。……それが蓋ふたを開けたらこれだぜ。イカれているにもほどがある」

「なあ、それなんだけど……」

　東ひがし川かわが口を開こうとした時、五つ並んである鋼こう鉄てつの扉のどれかが開いた。開いた扉は二つ。冷たいキャリアウーマン風のスーツの女性と、制服を着た女子高生らしき少女が出てくる。

　それぞれ、やはり衣服はどろどろに汚よごれていた。

　どうやら死体には事欠かないらしい。

　キャリアウーマンは氷ひ山やま、女子高生は松まつ実みと名乗った。

　互いの名前を伝え合うと、東川は本題に戻る。

「アトラクションランドのアルバイトって話だったけど、実際にアトラクションランドって関かかわってたのかな。有名な遊園地だから、誰だれかが勝手に名前だけ借りたんじゃあ……？」

「そうね……。こんな、あまりにもリスクの高い遊びに、世界的企業が手を出すとは思えないわ。広い敷しき地ちを勝手に悪用している輩やからでもいるのかしら」

　氷山は手についた血が気になるのか、何度も壁に手を擦こすりつけながら、

「そもそも、あれだけ儲もうけている会社なら、ここまで危険な事に手を出す必要なんてないでしょうしね」

「……そうだよね」

　松実という女子高生が同意するように頷うなずいた。
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「でも、他の参加者ってどこ行っちゃったの？　確か、映像を観みていた時は三〇人とか四〇人とかいたと思うんだけど……」

　扉の数は五つ。

　その全すべてが同じ条件で、一人ずつ参加者が閉じ込められているとしたら、数が合わない。

　どこか別の場所で同じような『アトラクション』に巻き込まれているのか。

　あるいは。

　もうすでに、そういった『アトラクション』は消化されてしまったのか。

　作業服の男、風かざ上かみが自分のポケットを探りながら、

「なあ、誰だれか携帯持ってないか？　警察に通報したいんだけど……」

「あたしは没収されてる」

　東ひがし川かわと氷ひ山やまも首を横に振った。

　おそらく『主催者』が下準備として没収してしまったのだろう。

「……となると、まずいわね。電話のメモリーから個人情報を探られているかもしれない」

「ちょっと待ってよ!!　それって、うちの住所とか友達の番号とかも、あんな得え体たいのしれないサイコ集団に知られちゃったって事!?」

「単に逃げるだけじゃ駄だ目めなんだわ」

　氷山は短く息を吐はいて、

「そもそも、あの映像が全部本物だとしたら、『主催者』って日常的に人を殺して楽しんでいるって事でしょう？　普通に通報して普通に警察が動いたって、きっと尻尾しつぽは掴つかめないように手はずは整えてあるのよ。それがどんなものかは知らないけど……」

「じゃあどうしろってんだよ」

　風上が困惑したように言うと、氷山は彼の目を軽く睨にらみつけ、

「でも、ここって犯罪の痕こん跡せきがたくさんあるわよね。『主催者』がどこの誰かは知らないけど、情報を集めて『アトラクション』が起きている事を証明できるように材料を揃そろえられれば……。一いち網もう打だ尽じんにできればそれが最高だけど、そうでなかったとしても、『主催者』を牽けん制せいして、私達に手出しできないと思い込ませられれば……」

「待てよ。それって『奥』に向かうって事か？　『外』へ逃げるんじゃなくて？」

　風上は慌あわてたように割り込んだ。

「そんなの上う手まくいくのかよ!?　自分から樹海の奥へ進もうとしているようなもんだぜ。自殺行為だ！」

「……じゃあ、あなたはどうするの？　携帯電話の個人情報は抜き取られているって考えた方が良い事ぐらい分かるわよね。ここを何とか切り抜けたところで、自宅を狙ねらわれたらどうにもならなくなるんじゃない？」

「知るかよそんなの。とにかくここを出るのが先だろ？　何だったら、家なんて捨てちまえば良い。どっか南の島とかに逃げるとかさ」

　女子高生の松まつ実みが首を横に振った。

「そんな蓄えがあったら、そもそもバイトの話になんて食いつかないでしょ」

「物価の安い国に行けば大だい丈じよう夫ぶだって！　しばらく遊んで暮らせるはずだぞ」

　風かざ上かみは勢い込んで説明するが、どうにも現実味がない印象は拭ぬぐえなかった。学生で親の保護を受けている松実ならなおさらだろう。未成年の彼女に『国を捨てる』なんて選せん択たく肢しを選べるはずがない。

　もっとも。

　東ひがし川かわ守まもるにしたって、似たようなものではあるのだが。

「ねえ……」

　と、氷ひ山やまがふと何かに気づいたように声を出した。

　東川が彼女の方を見ると、彼女は五つ並んでいる鋼こう鉄てつの扉の一つを見ていた。

「時限爆弾っていつ爆発するか、誰だれか知ってる？」

「知らないよ」

　松実は首を横に振って、

「『アトラクション』のルールなんて何も教えてくれなかったじゃん」

「それがどうかしたのか？」

「いや……」

　氷山は自分が見ていた扉を改めて細い人差し指で指し示しながら、

「そういえば、さっきから一つだけ開かない扉があるなって。……いつ爆発するか知らないけど、早く出てこないとまずいんじゃないかしら」

「……、」

　全員の目が、まだ開いていない扉に向いた。

　作業服を着た風上が、嫌いやな予感を振り切るようにこう口に出した。

「……いや、全部が全部『参加者』が閉じ込められているかどうかなんて分からねえじゃん。建物の出口に繋つながっている扉かもしれねえんだし」

「でも……」

　もしも、誰かが爆弾と一いつ緒しよに閉じ込められていたら？

　死体の中に鍵かぎがあるなんて事に気づいていなかったら？

　あるいは、鍵の場所が分かったとしても、取り出すだけの度胸がなかったとしたら？

　東川、松実、風上、氷山。

　ここにいる全員は生き残るために、その決断をした。だからと言って、同じ状況に放り込まれた人間みんながみんな同じ決断をできるとは限らない。

「おい……」

　気がつけば、東ひがし川かわは開かない扉に向けて声をかけていた。

　誰だれも止めなかった。

　東川は床から立ち上がると、鋼こう鉄てつの扉へ走る。慌あわてたように拳こぶしで扉を叩たたき、部屋の中に向けて大声で話しかける。

「おい!!　まだ誰か残っているのか!?　ブランクキーばかりで諦あきらめているのか。本物の鍵かぎの場所は分かっているだろう。ためらっている場合じゃない!!　とにかく早く出てくるんだ!!」

　鋼鉄の扉のノブを回そうとするが、やはり施せ錠じようされている間はびくともしない。蹴け破やぶろうとしても無む駄だだろう。

　一方。

　扉の向こうから、弱々しい女性の声が聞こえてきた。

　声が細いのか、扉が分厚いせいかは分からない。

『……だめ、です』

「何が!?」

『私には、できない。できません……。だって、こんな、こんなの……』

　ちくしょう、と東川は歯は噛がみする。

　死体を切り刻んで鍵を取り出さなければ部屋から出られない。出られなければいつか起爆する時限爆弾によって木こっ端ぱ微み塵じんになってしまう。

　そう分かっていても、中の女性は決断ができないようだった。

　それを現実逃とう避ひとも優柔不断とも東川には思えなかった。何か、とてつもなく眩まぶしいもののように見える。

　でも、やらなければ全部終わりだ。

　ついさっきまで当たり前のように持っていたはずなのに、今となっては真正面から見据える事すらためらわれるほど眩まばゆいもの。それも全すべて、大爆発によって粉々になる事だろう。

　鋼鉄の扉に拳を叩きつけ、東川は叫ぶ。

「出るんだ!!　出ろ!!　奇き麗れいごとを言っていられる状況じゃない！　俺達は強要されたんだ。誰が悪い訳じゃない!!」

『でも……だって……』

「歯のついた本物の鍵は死体の右みぎ太ふと股ももにある。そんなに大きな傷を開く必要はない。ちょっと切れば済むんだ！　早くやれ!!」

『……私、無理です。そんな風には、生きられない。そこまでして、生き残りたいとは思えません。私は良いから、どうか、あなた達は……』

　東川は胃袋の辺りに、強きよう烈れつな熱が走るのを感じた。

　これまでの理り不ふ尽じんな状況に投げ込まれた困惑と恐怖ではない。

　怒いかり。

『アトラクション』という名前でこんな悪あく趣しゆ味みな状況を作って喜んでいる『主催者』に対する明確な怒いかりだ。その一方的な喜びのために踏ふみにじられる善意や理性、そうしたものを思っての猛もう烈れつな怒りである。

　扉の向こうの女性がどんな人物なのかは知らない。

　自みずからの節度を強く意識して、自分の意思で『脱落』する事もまた、人間が選ぶ選択の一つなのかもしれない。自分が助かるために別の誰だれかを切り開いた東ひがし川かわ達よりも、よほど尊厳のある決断なのかもしれない。

　でも許せない。

　そこまでできる人間が、こんな意味不明で理り不ふ尽じんな死に方をさせられる事が絶対に許せない。

「……それじゃ駄だ目めなんだ」

『どういう、事ですか？』

「アンタがどんなに気高い選択をしたとしても、それを眺めている『主催者』達は喜ぶだけだ！　温かい部屋で両手を叩たたいてゲラゲラ笑っているだけだ!!　そんなの俺は許さない。こんなメチャクチャな舞台を整えた『主催者』に、唯一吠ほえ面づらをかかせる方法があるんだ。それをアンタ一人の都合で台無しにさせたりはしない!!」

『どんな……方法があるっていうんです？　その「主催者」という人達はよほど精巧なセッティングを施ほどこして、絶対に自分達は傷をつけられない環境を整えてから私達にちょっかいを出してきているんでしょう？　反はん撃げきなんてできるとは思えません。それに、それができるなら私の事は気にしないでください。あなたはあなたの道を進んでくれればそれで……』

「俺が考えている方法には、アンタの協力も必要だ」

　圧倒的な力を持つ『主催者』。

　人間をゲームの駒こまのように操る絶対の存在。

　もしも。

　顔も名前も知らないそいつらを本気で悔くやしがらせる方法があるとすれば。

　それは。




「俺達が全員、一人も欠けずに生き残る事。これが『主催者』に勝つ唯一の方法だ!!」




　わずかに。

　沈ちん黙もくがあった。

　畳たたみ掛けるように、東川は続ける。

「だから勝手に死ぬな！　終わるんじゃない!!　そんなのはアンタが選んだ道じゃない。『主催者』が設定していた通りの、『主催者』を喜ばせるだけの結末でしかない!!　だから生き残るんだよ！　どんな手を使ってでも!!」

『……、』

「……頼たのむ」

　絞り出すように、東ひがし川かわは声を出した。

　生きているか死んでいるかはさておいて、彼は人間を切り刻んだ。この場にいる誰だれにもあんな目には遭あって欲しくないし、死んだ後もあんな風に利用されて欲しくもない。

　生きて帰る。

　とても当たり前の事のはずなのに、ひどく絵空事に聞こえる言葉。

　それを。

　改めて、東川は口に出す。

「頼む!!　俺達ももう限界だ。人の死なんてそう何度も受け止められるものじゃない！　アンタが死んだら、俺達も何かが瓦が解かいする。だから頼むよ、頼む！　もうあんなものを見せないでくれ!!」

　返事はなかった。

　何の物音も聞こえなくなってしまった。

　やはり、届かなかったか。

　東川がそう思い、鋼こう鉄てつの扉に体重を預けたその時だった。

　ガチリ、と。

　硬い音が聞こえた。

　鋼鉄の扉から。

　鍵かぎが回るような音が。

「う、く」

　扉の隙すき間まから、呻うめき声のようなものが聞こえた。

　中から出てきた女性は金髪碧へき眼がんで、外国人らしかった。歳としは大体、大学生ぐらいか。衣服を赤黒い何かで汚よごしていて、顔も涙や鼻水でボロボロになっていた。

「うう、う。うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!!」

　東川の顔を見て、廊下にいる他の『参加者』を見て、金髪碧眼のその女性はその場に崩れ落ちた。誰かの血にまみれたその両手で顔を覆おおい、嗚お咽えつを漏もらす。

　彼女もまた何かを決断し、そして眩まばゆいものを一つ失った。

　でも生き残った。

　東川は崩れ落ちた彼女を完全に廊下へ引っ張り出すと、鋼鉄の扉をしっかりと閉めた。

　そこから一〇分も経たたなかっただろう。

　不意に、耳をつんざくような爆音が炸さく裂れつした。

　あれだけ分厚かった鋼鉄の扉が、五つ同時に大きく歪ゆがむ。もしも一つでも扉を閉めていなかったら、正攻法以外で扉を外すなどしていたら、廊下に出ていた東ひがし川かわ達もグシャグシャに潰つぶれていたのではないか。そう思わせるほど凄すさまじい、暴力の塊かたまりみたいな音だった。

　しばし、五人は歪ゆがんだ扉に目をやっていた。

　ひとまず、犠ぎ牲せい者しやは出なかった。

　その事実を実感できたのは、それからたっぷり三分は経たってからだったと思う。

「……終わった」

　呆ぼう然ぜんとした調子で、東川は呟つぶやいた。

「終わったんだ」

「そうね」

　キャリアウーマン風の氷ひ山やまは、口ではそう肯こう定ていしながらも、

「でも何が？」

「……、」

『アトラクション』の一つは確かにクリアした。だが、ここがどこかも分からないし、出口も不明。仮に逃げ切ったとしても、『主催者』が追って来ないという保証はどこにもない。つまり、何の安全も確保できていないのだった。

　作業服の風かざ上かみが、そこへ割り込むように言う。

「でも、悪くはねえんじゃねえか。さっきのヤツ」

「？」

「『主催者』に唯一勝つ方法、ってヤツだよ」

「そうだね」

　女子高生の松まつ実みも頷うなずく。

「……どんな手を使って脱出するのかも見えていないけど、それ、目標に掲げるのは悪くないと思う。誰だれも欠ける事なく生還するのが、『主催者』に対抗する方法だ、って」

「……、」

　金髪碧へき眼がんの女性が、へたり込んだまま東川の顔を見上げていた。

　何を言って良いのか分からない。

　ようやく……本当にようやく『安あん堵ど』の息を吐はいた東川は、やがて、自然と頭に浮かんだ言葉をそのまま口に出した。




「……それじゃあ行くか。生き残るために」




　五人は移動を開始する。

　第二の『アトラクション』は、間もなく幕を開けようとしていた。






　　経過報告＃２０１







　現時刻における各人の罪状確認。

　プレイヤー１の各パラメータは以下のようになっています。




　東ひがし川かわ守まもる。

　スナッフフィルムの鑑かん賞しよう、および制作幇ほう助じよ。

　死体損そん壊かい、およびその教きよう唆さ。




　氷ひ山やま都と茂も子こ。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　風かざ上かみ信しん造ぞう。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　松まつ実み白しら魚うお。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　レイチェル＝スカイダンス。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊（ただし主導的な役割を担になうかは不明）。




　各人、『組織』の目的に適した罪状の付与に成功。

　条件を満たしたものと判断し、プレイヤー１を軸に計画を継続します。






　　リーパーゲーム02　設定







　　　　　１




　金髪碧へき眼がんの女性はレイチェルというらしかった。

　都内の短大に通っていて、新聞の求人欄らんに載っていた番号に連絡して、今回のモニターに応募したらしい。

　ただ正直、女子高生の松まつ実みに、一人一人の都合に細かく目を配っているほどの余裕は残っていなかった。

「……おい、ここ。壁が崩れてるぞ」

　そう言ったのは作業服の風かざ上かみだった。

　時限爆弾の炸さく裂れつした五つの部屋の内、その一つを覗のぞき込んでの事だった。

　よほどの衝しよう撃げきだったのか、あるいは最初から壁が脆もろく設計されていたのか、一面の壁が崩れていて、その向こうに別の空間があるのが分かった。

　派手なスーツを着た氷ひ山やまや、日本人ではありえないほど白い肌のレイチェルなども首を突っ込んで部屋の中を覗き込んでいる。

（……上う手まくまとめ上げたもんだ）

　松実はそんな彼らを観察しながら、一人の『参加者』に注目していた。

　東ひがし川かわ、と名乗っていたか。

　大学生ぐらいの歳としの男だった。こんな極限の状況だからか、それとも元来そうなのか。あまり表情に変化がない印象がある。




『主催者』に吠ほえ面づらをかかせるため、一人も欠けずに全員で生還する。




　お題目としては上々。

　何しろ同じ『参加者』としては、特に無理して拒こばむ理由はない。

　その上、

（……『集団』の中で『異物』を見つけて攻撃する事で、結束を固めるっていうのは良くある手段だけど）

　女子高生、というポジションであるためか、松実はそうした事例を本当に詳しく知っていた。学校生活という逃げ場のない場所で生きる以上、それは常にのしかかる問題でもある。

（……普通に『異物』を特定したら、そいつを仲間外れにしなくちゃならなくなる。でも、『異物』自体が『集団』の外にあるものだったら、そうそう簡単に暴力沙ざ汰たには発展しない）

　例えば、模試や部活の大会で隣となり近所の学校をライバルとして捉とらえるようなものだろうか。同じ学校のレギュラー争いなら表から裏からドロドロした対立が生まれるのは避さけられないが、学校というフィールドの外にまで範囲が拡大してしまうと、不思議と純じゆん粋すいな形の勝負が成立してしまうものなのである。

　デリケートな事情をしっかりと汲くんで暴走を阻そ止しした、なかなかの手並みだった。

　東ひがし川かわとかいうヤツが自覚して今の状況を作り上げたのかどうかは不明だが。

（……とにかく）

　松まつ実みは思考を切り替える。

　会話の主導権を握っておきたいと言われれば否定できないが、状況が固まりつつある中で無理して割り込もうとすれば、いらない問題を生み出す。

　立ち位置を確認する。

　中心に立つのは諦あきらめるとして、今度は輪から弾はじかれないように注力する必要がありそうだ。

　東川の意見には全面的に賛同する気にはなれないし、他の四人と本当に死の間ま際ぎわまで付き合う覚悟もない。しかし、それを悟られてはならないと、彼女は女子高生という『デリケートな集団の中で生き残る者』の嗅きゆう覚かくで察知していた。

　一致団結して『主催者』と対立する、という枠組みはすでに完成してしまっている。ここで、自分の意見に従って個人行動がしたい、なんて言い出したら、和を乱す者として槍やり玉だまに挙げられかねない。最悪、『主催者』側の人間と決め付けられてしまう恐れすらある。

　氷ひ山やまやレイチェルといった、他の女性をチラリと見る。

　表向きは賛同しているようだが……さて。このリスクについては気づいていないのか。それとも、気づいていながら松実同様に悟さとられないようにしているのか。

　ここから観察しているだけでは、本心までは掴つかめない。

　表面上は『結束』しているという事になっているのだから、腹の探り合いを試みようとしている事を知られてしまうだけでも、『異物』として疑われてしまう危険もある。

「何してるんだ？」

　この状況をセッティングした、東川が尋ねてくる。

　努めて無害な笑顔になるように顔面の筋肉を酷こく使ししながら、松実はこう返す。

「待って。すぐ行く」

　言って、爆発によって歪ゆがめられた鋼こう鉄てつの扉から、部屋の中へと入っていく。

　元から内装なんて何もないような部屋だったが、爆風で壁や天てん井じようの内壁に亀き裂れつが入り、細かい破片が降り注いだせいか、床は全体的に雑然とした印象だった。

　……もっとも。

　部屋の中央にあった死体がバラバラに吹き飛び、床や壁に撒まき散らされていた、というのもその印象を高める一因になっているだろうが。

　そちらについては眺めないように努力する。

　問題なのは、向かいの壁だ。

　他の場所と違って、一面が砕くだけていた。その奥に、別の空間があるのが分かる。それは長い通路だった。リノリウムの床は冷たい闇やみと非常口を示すランプに照らされ、不ぶ気き味みな色を照り返している。

　学校、とは違う。

　もっと清潔感があり、同時に『死』を強く連想させる施設でもある。

　そう、

「病院、みたいだよね」

　松まつ実みがそんな事を呟つぶやいた。

　異論がなかったのを鑑かんがみると、他の人達も似たような事を考えていたらしい。

　五人でその奥に向かう。

　こちらの通路には窓があった。今が夜らしい事が、その暗くら闇やみではっきりと分かる。しかし、窓から外へ出るのは難しそうだった。ざっと見ても、一〇階以上の高さはありそうだった。

　さらに、

「……何だこりゃ。鉄てつ格ごう子し？」

　作業服を着た無ぶ精しようひげの男が、怪け訝げんそうな声を出す。

　そう。

　窓の内側に、太い鋼こう鉄てつの棒が何本も溶接してあった。人が潜くぐり抜けられるような隙すき間まはないし、簡単に取り外せるとも思えなかった。爆弾や高圧電流などの罠わながないとも限らない。

　鉄格子を通して見た窓の外は、単純に人の出入りを禁じる他に、動物園の檻おりにでも入れられているような、屈くつ辱じよくを感じさせる情景だった。

　氷ひ山やまは廊下の先を指差して、

「ねえ。向こうにも鉄格子があるみたいよ」

「……何なんだ？」

「精神、病院とかでしょうか？」

　映画やドラマの中で、鉄格子のついた病院が出てくる事がある。が、実際のそうした病院に鉄格子なんて非人道的な設備がついているのかどうか、女子高生の松実には判断できなかった。

　ただ、脳裏にイメージが浮かぶ。

　少し前なら、写真週刊誌のヘッドラインを書き殴なぐった、電車の吊つり広告などを席せつ巻けんしていた単語がある。

「……これってさ、なんか地じ獄ごく病びよう棟とうみたいじゃない？」

「うげっ!?　あれかー……」

　風かざ上かみが見るからに嫌いやそうな顔になって呻うめき声を出した。

　ただ、同時にこうも思ったはずだ。

　こんな『アトラクション』を用意して人が死ぬ所を見たがっている『主催者』なら、涎よだれを垂らして飛びつきそうなネタだと。

　東ひがし川かわは額の汗を拭ぬぐいながら、

「何だっけ？　不登校になった子供達をまとめ上げて社会復帰を促すとか何とかいうお題目を掲かかげていた……。実際には、鉄てつ格ごう子しのついた病びよう棟とうに閉じ込めて拷ごう問もん同然のリハビリをずっと続けていたって話だろ。個人の事情なんて放っておいて、脱落したのは精神が未熟だからだとか決めつけていたっていう」

「専門の医い療りよう機関っていう看板があったせいで、子供達の親は少しも疑っていなかったって話だったわね。当局が事態に気づいた時は、激しい暴行の末にベッドの上でミイラ化した子供達を見ても『あれは死んでいない。寝ているだけだ』なんて主張するほど、集団全体が歪ゆがみに歪んでいたって聞くけど、あんな話本当なのかしら」

　松まつ実みだって週刊誌程度の知識しかないが、一説では『粗相』をした子は手術室に連れ込まれ、頭ず蓋がい骨こつを切り開かれてロボトミー手術などを施ほどこされる『特別ペナルティ』もあったと聞く。

　どこまでが真実かは知らないが、日本の犯罪史上に名前を残す程度には、規模の大きな事件だったという事だ。

　医療と結びついたカルト色の強い大事件だったため、以前から続いていた健康ブームやダイエットブームの火付け役までとばっちりを受けた、とも聞く。

　ただし。

「……ここが本物の地じ獄ごく病棟かどうかは分からないんだよな」

　東川がそんな事を言った。

「映像の『アトラクション』じゃ色んな舞台が出てきてた。ここもそんな風に、異常なこだわりを持った『主催者』達が地獄病棟そっくりに作った建物なのかもしれない」

「そうだな」

　風上は改めて鉄格子のついた窓の向こうへ目をやり、

「……見た感じ、街の明かりみたいなのは見えないな。遠くの方にあるのは海か？」

　窓のある一方向しか見えないため、ここが海岸線なのか、海に囲まれた島なのかは判断できなかった。それによって、建物を出た後の対応も変わってくるのだが。

　とにかくじっとしていても始まらないので、五人は廊下を進む事にする。

　とはいえ、二〇メートルも進まない内に鉄格子が待っていた。人が出入りするための小さな扉のようなものがあるが、当然施せ錠じようされているだろう。

　東川は鉄格子の小さな扉を睨にらみつけながら、

「そう簡単にはいかないか」

「でも、ここまでは一本道だったわよね。それともさっきの部屋みたいに、通路のどこかに鍵かぎが隠してあるとか、そもそも本来はあの爆発で五つの部屋にそれぞれの道が開く予定だったとか……」

「……なあ、おい。あれ……」

　と、風かざ上かみが鉄てつ格ごう子しを指差した。

　厳密には、鉄格子のさらに先。辺りが暗くてパッと見では分からなかったが、よくよく観察してみると、廊下の真ん中に小さな看板のようなものが置いてある。清掃中を知らせるものに似ていた。

　が、その表面にはノートのページを破いたような紙切れが、テープで貼はり付けてあった。

　そこには太い油性ペンを使って、やたらと丸まった文字でこう書かれていたのだ。




　裏切り者がいるよ。




「……、」

「……、」

「……、」

「……、」

「……、」

　全員の間に、嫌いやな沈ちん黙もくが広がっていった。

　簡素な文章。特に何の根拠もなく、書かれている内容が正しいかどうかなんて全く保証はない。

　だが、

（……まずい）

　と、松まつ実みは思う。

　書かれている内容に具体的な根拠があるかどうかなんて関係ない。この場面で、『これ』を見て、裏切り者がいるかもしれないという可能性をみんなで考え始めてしまったのがまずいのだ。率直に言って、これはインプットしてはいけない情報。一度頭の中に入ってしまえば、どれだけ表面上は否定したとしても、心の隅で常にチクチクとした痛みを訴え続ける事になる、疑念の種となるものだ。

「……揺さぶりをかけているだけだ。『主催者』が俺達に何をして欲しがっているのかは分かりきっている」

　東ひがし川かわが吐はき捨てるように言って、看板から目を逸そらした。

　レイチェルや風上もその動きに同調する。

「……、」

　氷ひ山やまはしばらく看板を睨にらんでいたが、やがて小さく息を吐はくと、やはり同じように東ひがし川かわ達に続いた。

　松まつ実みも、誰だれに、というよりは全体を支配する流れみたいなものに従って移動する。
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　実を言うと、松実は思い出というものを持っていなかった。

　今回のモニターが途中でぶっつりと途切れて、気がつけば真っ暗な闇やみに包まれた部屋に放り込まれていたのと同じような感覚。頭がずきずきと鈍にぶい痛みを発するのを覚えているだけで、その前後の記き憶おくから曖あい昧まいになっていたのだ。

　ただし。

　今回と違って、松実の場合は『空白』の部分がかなり長い。

　というか、『目が覚める』より前の、一五年近くの期間が丸ごとすっぽりと抜け落ちている。




　目が覚めた場所は、誰もいない電車の中だった。




　車両の両りよう脇わきは長なが椅い子すがずーっと伸びていて、そこには誰も座っていなかった。松実はドアの近くにある、長椅子の端はしに腰掛けたまま眠っていたらしい。妙に痛む頭に眉まゆをひそめながら周囲を見回そうとすると、ボトッという音が聞こえた。

　膝ひざの上に置かれていた学生鞄かばんが、床に落ちた音だった。

　慌あわてたように鞄を拾う松実だったが、誰に見られている訳でもない。電車の揺れに合わせて不規則に揺れる吊つり広告の中で、地じ獄ごく病びよう棟とうとあだ名をつけられた施設の責任者の顔写真が大写しにされているだけだ。

　ここがどんな路線で、何の駅に向かっているかを思い出せない。

　そして一つの事に疑問を抱いだくと、次々と思い出せない事項が増えていくのを自覚する。それが自分の住所や名前にまで及んだのを確かめて、松実は背せ筋すじに嫌いやなものが走るのが分かった。鈍い頭痛だけが、嫌というほど自己主張をしている。

　不安定になる自分の心を抑えつけるため、松実は今度こそ大慌てで学生鞄の留め具を外して、中を漁あさった。

　入っていた教科書やノートの内容から、自分が高校二年生であるのが分かる。

　いくつかあるポケットを全部確認し、財布や定期入れのようなものが見つからない事に焦あせりが募つのる。二度、三度と中を調べても、やはりない。パニックという怪物が大きな口を開くのが分かったが、そこで彼女は自分の太ふと股ももに違和感を覚えた。スカートに手を入れ、ポケットの中をまさぐる。

　ラメでギラギラになったピンク色の財布と、同じように光を乱反射させる携帯電話が出てきた。

　しかし携帯電話はスイッチを入れても、暗証番号の入力画面が表示されてしまう。当然、番号を思い出せないのでこれ以上は進めない。

　財布の中を調べる。

　カードケースとしての機能も備えているようで、ＩＣ式の定期があった。表面には普ふ段だん使っている駅から駅までの区間が印刷されている。『白しら鷺さぎ』から『草くさ之の峰みね』まで。普通は自宅の方を先に記入するため、おそらく『白鷺』というのが自分の住所なのだろう、と推測する。

　他にもいくつかのお店のポイントカードに、『白鷺』という地名が書かれているのが分かる。利用者の名前として、『松まつ実み白しら魚うお』と印字されていた。

　……自分の名前、だろうか？

　松実は首をひねったが、実感らしいものは何もない。

　他に、財布の札入れの所には折り畳たたまれた写真が入っていた。広げて確かめてみると、中年の男性と中年の女性に挟はさまれる形で、中央部分に自分と同じ顔をした人物が笑っているのが分かった。

　家族の写真を……それもデジカメの普及したこの時代に紙の写真を入れておくなんてジジィ臭くさい趣しゆ味みだと彼女は思ったが、元々は家族仲が良好な孝行娘だったのだろうか。

　他には千円札が何枚かと、小銭がたくさん。小銭入れの所には、どこかの鍵かぎがあった。ひょっとしたら自宅のものかもしれない。自転車やスクーターといった特徴的な形の鍵はなかった。レシートもない。レジで捨てていくタイプだったようだ。

　正確な住所や電話番号が分かるようなものは何も入っていなかった。

　そういった個人情報は、全すべて携帯電話の方にまとめられているのだろう。わざわざ手書きにしたものを保管しておく理由はない。

『次は白鷺、白鷺に停車します。文学線、臨海特別線をご利用の皆様はお乗換えください。繰くり返します、次は白鷺……』

　平べったい声のアナウンスを耳にして、松実は慌あわてたように長なが椅い子すから立ち上がった。

　列車は地下鉄路線だったらしく、トンネルの中にある駅で停車する。

　ホームに降りると、やはり不思議と誰だれもいなかった。

　住所が『白鷺』のどこかなのかまでは掴つかんでいるが、それ以上細かい所までは分からない。さてどうするかと考えた彼女は、ふと財布にあった定期の事を思い出した。

　もう一度取り出して確かめてみると、ＩＣカードのタイプだった。改札でタッチするだけで通り抜けられるものだ。

　となると……中には登録用の個人情報が入っている。

　とりあえず案内板の矢印に従ってホームを歩き、改札口に向かう。定期を使って駅を出た後、切符の自動券売機に近づいた。定期を入れて、中の登録情報を変更するメニューを呼び出す。

　自分の名前と住所と連絡先はすぐに出てきた。

　家は一戸建てではなく、どうやらマンションのようだった。

　しかし、安あん堵どする暇ひまもなく、松まつ実みの表情が凍りついた。

　一いつ緒しよに登録してある個人情報に、彼女が想像もしていなかったものが記入されていたのだ。

　職業欄らん。

　自分の格好から、てっきり『学生』という簡素な単語が並んでいるだけかと思ったが、実際にはそうではなかった。他に、そこにはこう書き込まれていたのだ。




　非正規雇用枠。

（株）アトラクションランド営業部。
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　廊下には鉄てつ格ごう子しがあるため、それ以上先には進めない。松実達がここに来たのは偶然で、本来は死体のあった五つの部屋の壁が崩れ、五つの道が開く予定だったのだろうか。

　最悪、元の五つの部屋まで戻って他の四つの壁や床、天てん井じようも壊こわしてみる必要がありそうだが、とりあえず調べるしかない。五人は来た道を引き返して通路のあちこちを注意深く調べていく。照明らしい照明は非常口を示すランプだけで、そのランプは鉄格子の奥にあった。

　なので、気づくのが遅れた。

『主催者』とやらに、隠す意図があったかどうかも分からない。

「ここ……」

　得え体たいのしれない毒針でも仕掛けられているのではと思っているのか、必要以上にそろそろとした動きで壁を触さわっていたレイチェルが、か細い声でこう言った。

「扉になっているのではないでしょうか？」

　全員が彼女の元へと集まっていく。

　改めて触って確かめてみると、言われた通り、感触がおかしい。金属板のように冷たいのだ。おそらくレイチェルの言う通り、何かしらの扉なのだろう。

　ただし、ノブらしきものが何もない。

　本当に、つるりとした金属の板があるだけだ。

「何だこれ？　どうやって開けるんだ？」

　誰だれもが思っている疑問を、作業服の風かざ上かみがわざわざ声に出して質問してくる。

　松実はとりあえず両手で押してみるが、やはりびくともしない。

「……これ、もしかして」

　東ひがし川かわが何かを呟つぶやいて、その場で屈かがみ込んだ。

　ぺたぺたと、掌てのひらを使って暗がりの中で何かを調べているようだ。

　主に、床の辺りを。

「やっぱり、こんな所にスイッチがある。足で踏ふんで開けるヤツだ」

「ひょっとして、手術室の事かしら？　確か、手を汚よごさないようにするために、足で踏んで扉を開けるようになっていたと思うけど……」

　氷ひ山やまは何気なく呟いてから、自分で言った言葉の重さに後から気づいたようだ。

　闇やみの中に、緊きん張ちようが走る。

　地じ獄ごく病びよう棟とう。その名がついた一いつ端たんとなった手術室。

　体のどこも悪くない子供達を無理矢理に引きずり込み、頭ず蓋がい骨こつを切り開いて、脳みそにまで手を加えてロボトミー手術を施ほどこした、血まみれの実験場。

　楽しい印象があるとはとても思えない。

　ここが本物の地獄病棟かどうかはさておいて、『アトラクション』の準備を進めてほくそ笑む『主催者』達が、おそらくこの舞台の中で一番強い執着と興味を持っている場所。敢あえて王道を外してくる、なんて底意地の悪さが発揮されない限り、何かを仕掛けてくるとすればおそらくここだ。

「……どうする？」

「そりゃお前、俺だってわざわざ入りたくはねえけどさ。でも、他に移動できる場所はなさそうだぞ」

「……、」

　レイチェルは怯おびえたように口を噤つぐんでしまった。

　ゆっくりと、刺激を与えずに合流するようなイメージで、松まつ実みは口を開く。

「何かのトラップか、次の『アトラクション』が待っている可能性が高い。注意して」

　ガキュ、という金属を擦こするような音が響ひびいた。

　東川が、扉の近くにあるボタンを踏んだのだろう。

　ばくん、と両開きの扉が奥に向かって開いていった。直後に、手術室の白々しい電灯が光を放つ。暗闇に慣れていた目が眩くらんだ。

　思わず目元に手を当てる松実は、目を細めながら何とか視界を確保しようとする。

　中は意外と広かった。

　専門的な道具がほとんどないため、その印象が強くなっているのかもしれない。教室一つ分ぐらいはある。全体的に薄うすい青で配色は統一されていて、壁はタイル張りだった。天てん井じようは高く、二階分ぐらいありそうだった。その上階部分はガラス張りになっていた。新人の医者などが手術を観察するための設備のようだった。

　中央には手術台と、特徴的な無影灯があった。いくつものライトを束ねた機器だ。

　ポツン、という印象があるのは、やはり手術室の中に、それしかないからだろう。

「何だ……？」

　東ひがし川かわが疑問を口にしながら、手術室の中へと入っていく。

　自分の意思というよりは、流れを読んで逆らわないようにするため、松まつ実みもレイチェルと肩を並べてその後に続いていく。

　その時だった。

『ぴんぽんぱんぽーん!!　……あ、流石さすがにボリューム大き過ぎました？　失敬失敬』

　大音量の音色に足をすくませた直後だった。

　松実の真後ろにあった手術室の扉が勢い良く閉まってしまった。廊下側に、氷ひ山やまと風かざ上かみを残したまま。レイチェルが慌あわてたように扉の方へ向かうが、押しても引いてもびくともしないようだった。

　扉の近くの床には足で踏ふむボタンがあるが、レイチェルがそれを試しても何の変化もない。

「ひ、開きません!!」

　扉の向こう側からも、どんどんという何かを叩たたく音が聞こえてきた。

　風上の声が飛んでくる。

「おい、何だ!?　押さえつけてんのか!?　さっきはこのボタンで開いただろ!!」

「……、」

　松実は無言で手術室を見回し、天てん井じよう近くにあるスピーカーに目をやった。

　女性の声はこう告げる。

『さっさと諦あきらめるものだと予想していましたけど、意外と意い地じ汚きたない人が多かったようですので、これより第二の「アトラクション」を始めたいと思います。クリアできれば鉄てつ格ごう子しの鍵かぎが手に入りますが、できなければ手術室の扉は永遠に開きません』

　バン!!　という甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　上階。

　手術見学用のスペースを守るためのガラスが砕くだかれた。降り注いだ量は少なかったが、松実達は実際に落ちてきた場所を無視してとにかく全力で飛び下がった。松実は行動が遅れたレイチェルを巻き込む形で、半ばもみくちゃになりながら床を転がる。

　女性がいた。

　椅い子すを使ってガラスを砕いたようだった。隙すき間ま……というにはあまりにも巨大な穴から、女性は固定電話の受話器ぐらいの大きさの塊かたまりを、四つほど放り投げてきた。

　それは手術台の上に落ちるものもあったし、狙ねらいが外れて床に落ちたものもある。

　目をやった東川の体が、びくりと硬直する。

　松実はそちらを見たくなかった。

　しかし、自分で確かめる前に、ガラスを砕くだいた女性は直接こちらに声をかけてくる。

「二つの拳けん銃じゆうには実弾が、二つの拳銃には空砲が入っています。参加者は二人。一人二丁ずつお好きなものを選んでいただいて、お互いに銃口を向け合い、合図と共に右手か左手か、どちらか片方の引き金を一回引いていただく。それだけの簡単な『アトラクション』ですよ」

「イカれてる……っっっ!!!!!!」

　東ひがし川かわが、思わずといった調子で口に出していた。

　一見するとまともな感性を持っている風に見えるが……松まつ実みには、どうもその『届かない怒いかりや恐怖の声』が『主催者』を喜ばせているようにも思えた。わざと刺激しているのでは、と。もちろん、穿うがちすぎかもしれないのだが。

「ちなみに、銃にはレーザーポインターがついていますので、狙ねらいを外そうとすればこちらにも伝わるようになっています。きちんと顔の真ん中に狙いを定めてから引き金を引いてくださいねっ」

　一いつ瞬しゆん。

　レイチェルの目が、拳銃と上階の女を交互に見た。

　銃を取って女を撃うつ。

　その選せん択たく肢しを念頭に置いたのだろうか。

　だが甘いと松実は思う。そもそも拳銃を用意したのは『主催者』の側なのだ。それを自分に向けさせないための対策なんていくらでも準備している事だろう。

　松実は上階へ目をやる。

　アトラクションランドの正社員……を名乗る誰だれか。

　とはいえ、松実は彼女達とまともに会話をした事はない。一体、何を期待されてこんな所に放り込まれているのか、その意図は不明のままだ。本当は仲間として認識されているのか。

　そして明確に上階の女は松実と目を合わせた。

　にたり、と。

　笑みを浮かべて、女は宣言する。

「それでは『アトラクション』に参加していただくのはこのお二人！　まつぅーみぃー、しらぁーうおー!!　レェェイチェェェェル＝スカァーイダァァーンス!!」

「ひう……!!」

　レイチェルが全身を硬直させ、しゃっくりのような声を出した。

　松実も静かに歯は噛がみする。もしもあの爆発で別の道が開けていたら、ここまで酷ひどい事にはなっていなかったのか。だが、あったかどうかも分からない話をしても仕方がない。

「今夜一回限りのキャットファイト!!　まーおそらく女の子が女の子として最低限被かぶっておくべきネコはボロボロに崩れ去ると思いますが、幻げん滅めつする覚悟はできましたか男の子!!　それでは参りましょうか。お二方、それぞれお好みの拳銃を二丁ずつ選んでください!!」

「駄だ目めだ！」

　東ひがし川かわは名指しされた少女達を押し留とどめるため、慌あわてて大声で叫んだ。

　極限の状況において、意図の有無など関係なしに怒ど鳴なり声は人の神経を大いに刺激する、という簡単な事実さえ忘れているのか……あるいは、わざとそうやっているのか。

「あいつは楽しめれば何でも良いんだ。約束なんて守るもんか。どうせ全部に実弾が入っていて、律りち儀ぎに挑戦した人間が馬ば鹿かを見るのを確認して大笑いするつもりに決まってる！」

「いやいや」

　と。

　そこで、ふと、上階にいる女の声こわ色いろが変化した。

　静かに。

　あるいは、不ぶ気き味みなほど真しん摯しに。

「私達は『アトラクション』のルールと結果は厳守しますよ。それがたとえ、全員生還ハッピーエンドなんて吐はき気がするような未来に結びついたとしても」

　ガラリと。

　グルリと。

　松まつ実み達が何か思う前に、分析する前に、再び女の声はひっくり返る。

「てゆーか？　そもそも信じる信じないなんて関係なしに『アトラクション』は始まっちゃっているんですけど!?　制限時間いっぱい使い切ったらその時は問答無用で全員殺害なんですけどー!?」

「くそ……」

『アトラクション』から逃れられたはずなのに、東川が吐き捨てるように言う。

　味方同士の殺し合いを止められない事にか、安あん堵どしてしまった自分自身にか。

「ちなみに一〇分経たっても準備が整わないようでしたら、その場で殺害します。ざんざざーん!!　ビールケース一杯に火炎瓶びんを用意させていただきましたー。……ん？　そこからじゃ見えないですかね？　とにかくしこたま投げ込みますので、まー多分逃げ場はなくなると思いますよ。扉も開きませんしねえ」

「くそ!!」

　やはり、最初に動いたのは東川だった。

　松実はそれに促される形で、中央の手術台の近辺に散らばった四丁の拳銃へと近づいていく。レイチェルは顔を青ざめさせたままぺたりと座り込んでいて、動けなくなっているようだった。

「確かめるしかない……」

　松実は、半ば楽観的な自己暗示をかけるように口の中で呟つぶやいた。

　すぐに暗示は破は綻たんしたようで、無理矢理な叫び声へ切り替わる。

「どうにかして、実弾と空砲を特定する方法を探すしかない！　特定する方法さえ分かれば、ルールがフェアなのかどうか、安全にクリアする方法があるのかも自動的に導き出せるはずよ!!」

　拳けん銃じゆうはいずれもリボルバーだった。

「……空砲の拳銃を特定できれば誰だれも死なずに『アトラクション』をクリアできるはずなんだ」

　しかし、試しに拳銃の一つを拾ってみた松まつ実みはあれこれ銃の部品を操作しようとしたが、映画で観みるように銃弾の入ったシリンダーを横に大きく開く事はできなかった。

　最初は操作方法を間違えているのかと思ったが、同じように拳銃を手に取った東ひがし川かわは、首を横に振っていた。

「駄だ目めだ。変な細工をされていて、シリンダーを開けられないようになってる」

「銃弾の弾頭を確かめない事には、どれが実弾でどれが空砲なんて分からないよ！」

　リボルバーなので、シリンダーには六発の弾丸が円周上に配置されている。銃口にピタリと収まっている弾丸をアナログ時計の一二時とすると、二時や一〇時の所にある弾丸は、シリンダーの穴を覗のぞき込む事でチラリとだけなら見えなくもない。

　ただし……。

「くそ、どれも同じに見える」

　弾丸を確かめられなければ四丁の選択はできない。

　当てずっぽうに銃を選んだとして、犠ぎ牲せい者しやが全く出ない可能性はほとんどない。どちらか片方が実弾入りの拳銃を掴つかんでしまったら終わりだし、最悪、両方とも実弾入りの拳銃を選んでしまう可能性も否定できない。

　パターンを考えれば、誰かが死ぬ可能性は実に四分の三。

　ロシアンルーレットの三倍以上。

「あと七分弱でーす」

「……、」

　外から見ただけではどれが実弾入りでどれが空砲入りかは判断できない。

　当てずっぽうで掴むにしては、あまりにも勝算が低過ぎる。

　何か方法は。

　四丁の拳銃を、それ以外の方法できちんと仕分けるための方法はないか。

「……待って」

「何だ？」

「消しゴムみたいなものはある？　あと定規みたいなものも!!」

「そんなのでどうやって見分けるっていうんだ？　どの銃も同じ型だから長さを測ったって……」

「良いから!!　測るのは長さじゃない!!」

　松実は叫ぶと、中央の手術台に目をやった。正確には、手術台を支える四本の脚。四角い棒状のそれを掴つかみ、強く引っ張る。

　ネジで台にしっかりと固定されていて、びくともしない。

　松まつ実みは東ひがし川かわの顔を見る。

「手伝って！　この脚を毟むしり取るの!!」

「何で？　何に使う気だ？」

「これが一本あれば、活路が見える！　だから!!」

　東川はそれ以上拘こう泥でいしなかった。

　松実のいる方へ回り込み、東川は手術台の方がズレないように強く掴む。二人が強引に力を加えていくと、四角い棒がゆっくりと曲がっていくような感触があった。だが違う。台に固定しているネジの方が壊こわれてきているのだ。

　バキン!!　という甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　多少曲がっているが、脚の一本が取り外される。手術台は大きく傾いて倒れてしまったが、松実はもうそちらを見ていない。

　自分の履はいていた学生向けの革かわ靴ぐつを脱いで、床に置く。

　そこを中心にして、松実は手術台の脚を静かに乗せた。

　シーソー。

　あるいは、

「……天てん秤びん？」

「実弾と空砲なら重さが違うんじゃない？　多分、より重たい方が実弾入りよ。これで二丁ずつ拳けん銃じゆうを量れば、その重さで仕分けられるはず!!」

「時間は!!」

　東川が上階に向かって叫ぶと、『主催者』の女の返事がくる。

「あと三分弱です」

「間に合う……」

　東川は口の中で呟つぶやいた。

　それは大きな声に変わっていく。

「これで間に合う。誰だれも死なずに『アトラクション』をクリアできる!!」
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　その時。

　同じ手術室にいながら、ぺたりと座り込んでいたレイチェルは、松実や東川の動きを目で追っていなかった。

　足元。

　太ふと股ももと太股の間。

　レイチェルは単純な恐怖によってへたり込んでいたのではなかった。気づいたのだ。手術室の床に、ボールペンのような細いインクで何かが書かれていた事に。他のメンバーに知られないようにそれを読むため、彼女はへたり込んだふりをしていたのだった。

　無理な体勢のためか読み辛づらい。

　しかしどんなに些さ細さいな情報にも自分の命がかかっている。

　床には丸まった文字で、こう書かれていた。




　重さを量る方法は初歩的な引っ掛けだから気をつけてね。

　ヒントはてこの原理の特性だよ。




「……あ」

　思わず声を出してしまい、松まつ実みや東ひがし川かわに気づかれないかと焦あせってしまう。

　そう。

　てこの原理。

　秤はかりは中心にある支点から、それぞれ均等な長さに棒を伸ばす事で、初めてきちんと機能する。でも、もしもお互いの長さが均等でなかったとしたら？

　中央にある支点……この場合は革かわ靴ぐつになるが、その位置を動かすのは難しい。二人で作業していれば、どちらかが異変に気づくだろう。

　ただし、棒のそれぞれの端はしにある、拳けん銃じゆうについては？

　ほんの数センチ、乗せる位置を変えるだけで『均等さ』は失われる。本来なら軽いはずの空砲入り拳銃を、重たいものと見せかける事ができる。普通の天てん秤びんと違って『皿』となるものがないのだから、さりげない動作で拳銃を置く位置を少しだけズラす事など難しくないだろう。

　つまり。

　計測する人間に悪意があれば、いくらでも結果を変える事はできる。

　ペテン。

　イカサマ。

（……でも、そんな事をする理由はない）

　レイチェルはその恐ろしい考えを、反射的に否定しようとしてしまった。五人全員が生き残るために協力し合って、それを見せつける事で『主催者』を悔くやしがらせる。そんな、夢のような意見にすがりたかったからだ。

　しかし。




　裏切り者がいるよ。




　地じ獄ごく病びよう棟とうの廊下にあった、鉄てつ格ごう子し越しの看板。強きよう烈れつなそのメッセージが、脳裏をちらつく。どうしても完全に否定する事ができない。したいのにできない。

　あるのだ。

　そんな事をする理由が、一つだけ。

（……私に空砲入りの拳けん銃じゆうを二丁渡して、松まつ実みさんが実弾入りの拳銃を二丁持つ。それなら、私が土ど壇たん場ばでどちらの銃を選択したとしても、松実さんが受けるのは確実に空砲という事にできるはず。ただしその場合、私が松実さんから受けるのは、一〇〇％実弾になってしまいますけど……）

　悪いのは『主催者』。

　選んだ松実とレイチェルは、お互いに騙だまされただけ。

　そうなってしまえば、『主催者』に対する憎ぞう悪おは増したとしても、松実が輪の中から弾はじかれる事はない。保身のためにレイチェルを確実に射殺する構図を作っておいても、上手に憎悪を受け流す事ができる。

「出た!!　右の二つが空砲、左の二つが実弾だ!!」

「早く、レイチェルさん！　タイムリミットで難なん癖くせつけられて、火炎瓶びんを投げ込まれるより先に決着をつけよう!!」

　悪あく魔まの声が聞こえる。

　どうするべきか。

　レイチェルは静かに考え、それからゆっくりと立ち上がった。床の細かい文章を気づかれないようにするため、自分から手術台の方へと近づいていく。

　予想通り、松実が二丁の拳銃を掴つかんで、レイチェルの方に差し出してきた。

　レイチェル自身に選択させないために。

「気をつけてね。右手が空砲で、左手が実弾。……レイチェルさん、頼たよむから間違えないでよ。利きき手の方、使いやすい方の手で撃うつって考えればそれで大だい丈じよう夫ぶだから」

「……あの」

　レイチェルはゆっくりとした声で、こう提案した。

「実弾入りと空砲入りが、それぞれワンセット。それなら、どちらも同じ構成になっているはずですよね？」

「う、うん。それが？」

「申し訳ありませんけど、そちらのセットと交換していただけませんか？　こちらの銃は、その、汚よごれがついているっていうか……」

「まあ、どっち選んだって同じなんだけどね」

　松実はそう答えると、自分用に分けていた二丁を、レイチェルの方に押し付けてくる。

「右が空砲で左が実弾。それは変わらないから、間違えないように。合図と共に右手で撃うつ。分かった？」

「……は、はい」

　レイチェルが両手で一丁ずつリボルバーを握ったのを確かめてから、松まつ実みはつい先ほど交換した自分の銃をそれぞれ掴つかむ。

　東ひがし川かわが、上階に向かって叫ぶ。

「選び終わった！　どうやって『アトラクション』を始めるんだ!?」

「参加者の松実さんとレイチェルさんは、それぞれ壁かべ際ぎわに寄ってください。壁を背につけた状態で、お互いに銃口を向け合っていただきます。グリップにある小さなボタンを押せばレーザーポインターが点灯します。それを使って、お互いの顔に照準を合わせてください。不正は即殺害ですからご注意を」

「……、」

「……、」

　松実とレイチェルの二人は、それぞれ指示に従って、教室ほどの大きさの空間の端はしと端へと歩いていく。

　壁を背にしながら、レイチェルは混乱していた。

　あっさりと拳けん銃じゆうの交換に応じた？

　片方が空砲で固められ、もう片方が実弾で固められていた場合、致命傷となる行動だったはず。

　やはり裏切る裏切らないの話は『主催者』が撒まいた疑念の種に過ぎず、松実も東川も誠実に拳銃の仕分けを行っていたのか？　指示された通りに右手の銃で松実を撃てば、それで誰だれも死なずに『アトラクション』をクリアできるのか。

（……でも、あれ）

　そこで、レイチェルの脳裏に嫌いやな予感が一気に膨ふくらんだ。

　手術室の床にボールペンのようなもので書かれていた『主催者』からのメッセージ。てこの原理の特性を利用したイカサマを警告していたあの文章。

　何も、それは『主催者』が書いたものとは限らないのではないだろうか？

　つまり。

　レイチェルは、呆ぼう然ぜんとした顔で向かい側……学校の制服を着た松実の方を見る。




　松実が隙すきを見て床に書き記しておいた可能性は？




　疑心暗鬼を誘さそうため。

　レイチェルの方から、拳銃の交換を提案させるため。

　四丁の拳けん銃じゆうを実弾二丁と空砲二丁に分けておいて、敢あえて最初の時点では松まつ実みの方が確実に撃うたれるようにセッティングしておいた。

　そこで床のメッセージを見て恐怖に駆られたレイチェルが、安全確認のために『拳銃の交換』を提案すれば準備完了。

　即席の秤はかりはてこの原理を使ったトリックで計測結果を誤ご魔ま化かす事はできる。でも、それだけではレイチェル射殺後、松実に疑いがかかる危険がどうしても残る。何しろ、秤を作ろうと言い出したのも松実で、実際の計測をしているのも松実で、拳銃をレイチェルに渡したのも松実なのだから。

　でも、そこでレイチェルの方からイレギュラーな提案があったら。

　そんな偶然を折り込む事ができたら。

　……今度こそ、本当の本当に誰だれも松実の悪意を疑わなくなる。あそこでレイチェルが交換を言い出さなかったら、松実の方が死んでいた。そんな風に、加害者と被害者のポジションをひっくり返す事ができる。

　誘さそわれた。

　乗ってしまった。

「待……!!」

　レイチェルは慌あわてたように叫ぼうとしたが、それに被かぶせて封殺するように、『主催者』の女性の声が飛んでくる。

「それでは第二の『アトラクション』を始めましょう。今からカウントを行います。ゼロと同時に各おの々おの、引き金を引いてください!!」

　向かい側にいる松実の口元には、緩ゆるやかな笑みがあった。
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　勝利を確信しているのか。

　絶対に自分が死なない結果を。

「三。二、一！」

　カウントが続く。

　右手と左手。双方の拳銃がひどく空くう虚きよに思える。

　もう勝てない。

　どっちを撃ったって空砲。対して、松実の方は二丁とも実弾。レーザーポインターをなぞるように飛んでくる弾丸はレイチェルの額を確実にぶち抜く事だろう。仮に土ど壇たん場ばで首を振って避さける事に成功したとしても、やったらやったで『主催者』からの殺害が待っている。火炎瓶びんを山ほど投げ込まれ、レイチェルは炎に巻かれて焼け死んでしまう。

　助からない。

　生き残れない。

　五人揃そろって生き残る。それが悪意にまみれた『主催者』に勝つ唯ゆい一いつの方法。そう聞いた時は感動さえ覚えたのに。結局は、束ね切る事ができなかったか。個人個人の内側から漏もれ出す悪意は、そうした理想さえも蝕むしばんでしまうのか。

（……だったら、だったらせめて!!）

　レイチェルは奥歯を噛かむ。

　右手と左手。

　その片方に、全力の力を注ぐ。

（……操り人形のまま終わりたくない!!）




「ゼロ!!」




　パァァァァン!!!!!!　と。

　心臓に突き刺さるような銃声が炸さく裂れつした。
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　傍そばで見ていた東ひがし川かわは、自分の心臓がショックで潰つぶれるんじゃないかと本気で思った。

　鼓こ膜まくがおかしくなるほどの破は裂れつ音おんだった。

　やがて来る静せい寂じやく。

　上階から、『主催者』の女性はこう告げた。

「……それではこれで、第二の『アトラクション』を終了します。生存者の皆様は引き続きお楽しみくださいませ」

　上階にいる人影は、ガラスの割れた大きな隙すき間まから、何か銀色に光る小さな物を放り投げてきた。チャリン、と小銭が落ちるような音の方に目をやってみれば、それは鍵かぎだった。おそらく鉄てつ格ごう子しの扉を開けるためのものだろう。

　そして改めて上階に目を向けてみると、もう女性の人影は見えなくなっていた。おそらく後ろに引いたのだろう。

　直後に、あれだけ頑丈でびくともしなかった手術室の扉が、ひとりでに開いた。

　氷ひ山やまと風かざ上かみの二人が、恐る恐るといった調子で手術室の中を覗のぞき込んでくる。

「い、一体何が起こったんだ？　何か、とんでもねえ音が聞こえなかったか？」

「は、はは」

　気の緩ゆるんだような、力のない笑い声が聞こえた。

　壁の一方に立たされていた、女子高生の松まつ実みだ。彼女は今も細い硝しよう煙えんを漂わせる拳けん銃じゆうを持っている。張りつめていた緊きん張ちようが解けたせいか、壁に背中を預け、そのままずるずると落ちて座り込む。

　松実は生き残った。

　第二の『アトラクション』は終了し、手術室の扉も開いた。

　廊下を塞ふさいでいた鉄格子の鍵も手に入れ、今まで進めなかった場所にも行けるようになった。

　そして。

　もう一方の壁にいた、レイチェルの方はと言えば……。




「は……は？」




　顔全体が、汗びっしょりに濡ぬれていた。そして、その顔には疑問が浮かんでいるようだった。まるで、自分がどういう理屈で生き残ったか分からない。そんな風に言っているようだった。

　東ひがし川かわは、細く長い息を吐はいて、そして言う。

「……また、全員で生き残る事ができた。この調子で行こう」

　と、女子高生の松実が東川の方へ歩いてきた。

　近くまで来られて、ようやく気づく。

　彼女の表情が未いまだに険しく、どこか苛いら立だっている事に。

「預かってて」

　短く言うと、彼女は自分の持っていた二丁拳銃を東川に押し付けた。

「おい……？」

「片方は実弾が入ったまま。適当な……そうだね。上の見学席に向けて撃うっちゃって」

　それから、小さな顎あごを使って、へたり込んだレイチェルの方を指し示すと、

「あいつのも。早く」

「？」
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　パンパン!!　と、二回ほど銃声が連続した。

　東ひがし川かわが、松まつ実みとレイチェルから受け取った実弾入りの拳けん銃じゆうを、真上に向けて撃った音だ。

　一件落着に見えた。

　松まつ実みは東川から銃を奪うように摑つかみ、何もない壁に向けて引き金を引いたが、最初の一発以外は空から薬やつ莢きようが詰められているだけのようだ。シリンダーは何度も回るが、銃弾は発射されない。これを武器として持ち歩く事に意味はなさそうだと思い知らされ、手術室に捨てていく事にする。

　今回も五人全員で生き残った。

　第三の『アトラクション』がいつどこで始まるのかは分からないが、善戦していると評価できるかもしれない。

　だが違う。

　二丁拳銃を向け合い、互いに引き金を引いた松実だけが気づいていた。




　最後の瞬しゆん間かん。

　レイチェルが、左手の拳銃を発砲した事に。




　右が空砲で、左が実弾。

　何度もそう教えたはずだったのに、レイチェルは左の銃を撃った。

　緊きん張ちようで頭がこんがらがったとか、そんな言い訳は聞かない。レイチェルは明らかに、実弾が出ると分かっていて左手を選んだはずだ。

　そして、そうなる事も松実は何となく予想していた。

　安全な拳銃を渡したはずなのに、レイチェルが『銃を交換したい』と言い出した時の事だ。どこに根拠があったのかは知らないが、少なくとも松実の事を不審に思い、警戒している。そう考えた松実は、とっさに右の銃と左の銃を入れ替えてレイチェルに渡していたのだった。

　それが彼女の命を救った。

　誠実に右の銃と左の銃をそのまま渡していたら、松実は射殺されていただろう。

「……ふう」

　先ほど、東ひがし川かわに拳けん銃じゆうを預けたのにも『意味』がある。

　実弾入りの拳銃は強力な武器だが、レイチェルの手にあるのは危険だ。かと言って、渡せと言って簡単に応じるものでもないだろう。こんな状況なら誰だれだって武器は欲しい。

　無む理り強じいをすれば、撃うたれる危険があった。

　だから先に、自分の銃を東川に『預けた』のだ。表面上はフェアな協議を装よそおって。実際には、いざ暴力沙ざ汰たになればレイチェルの『危険視の矛ほこ先さき』が、真っ先に東川へと向くように。

　もっとも、結果的にはレイチェルも実弾入りの拳銃を東川に『預ける』事に賛成したようだったが。

（それにしても……）

　何な故ぜ、そうまでしてレイチェルが松まつ実みを射殺しようとしたのかは不明。

　今回の『アトラクション』において、参加者が脱落する事で得られるメリットは特にない。

　ただし。




　裏切り者がいるよ。




　あの看板に書かれていた文字が、松実の胸を抉えぐる。

　それがレイチェルの事を指しているとは思わない。むしろ逆。何かしらの理由によって、レイチェルは気づいているのかもしれない。

　松実白しら魚うおが、アトラクションランド側の人間である事に。

（……何にしても）

　彼女は大きなハードルを乗り越えた安あん堵どと、危機を脱していない緊きん張ちよう感かんを同居させながらも、静かに思う。

（……五人全員で協力しながら生き残る。単純に鵜う呑のみしているだけで切り抜けられるとは考えない方が良さそうね）




　表面上は善戦。

　それでも見えない所で、亀き裂れつは確実に広がり始めている。






　　過去に亡くなったフリーライターの遺品より







（これより以前はファイル破損につき判読不能）




　かように異常性に満たされた『組織』であるが、その派手な活動に反して『組織』の構成、人員、資金源などは驚おどろくほど闇やみのヴェールに包まれている。

　その原因の一いつ端たんとなっているのは、『組織』の構成員によるところが大きいだろう。

　一体どのような方法で『組織』は新しい人材を調達しているのかは誰だれにも分からず、ここから利害が見えなくなっているのだ。それに関して人材の共通項も不明。国家、民族、宗教、文化、あるいは金銭上の繋つながり。そうした共通項があれば、『組織』の本拠地や『組織』を支援する者の基き盤ばんなどを探る上での一助となるはずなのだが。

　いくつかの仮説らしきものは浮かんでいるのだが、そもそもにおいて、厳密なマニュアルというのが本当に存在しているのか、その時点から私は疑問に思う。そうしたものが存在しないからこそ『組織』は変幻自在に揺らぎ、掴つかんだはずの尻尾しつぽが幻まぼろしのように消えてしまう現象へと発展しているのではないか、と。

　もちろん、ただ場当たり的にリクルートするだけでは、口の軽い連中や囮おとり捜査官などを『誤飲』してしまうリスクが高いのは分かっているのだが……。

　これまで、半ば廃人となった状態や、肉体の大部分を切断されて瀕ひん死しの状態で発見された者達からの『最さい期ご』の証言を繋げ合わせる限り、『組織』は様々な方法で人間を誘さそう。その系統は実に多様で、自分がその一員と気づかない者や、逆に一員と思い込まされる者など、通常の組織運営に欠かせないピラミッド構造は通用しない。

　……この『組織』の全ぜん貌ぼうを掴むための糸口を発見した。

　彼らの掲かかげる『アトラクション』に、参加者として潜もぐり込める権利を取得したのだ。

　当然、これまで散発的に発見されてきた『アトラクション』の痕こん跡せきを見る限り、生還できる確率はかなり低い。しかし私の職業意識が、この『組織』から目を背そむける事を許さない。

　これまでまとめておいたファイルはストレージに保管しておく。

　仮に私が死亡した場合、心臓ペースメーカーと連動して自動的に




（これより以降はファイル破損につき判読不能）






　　リーパーゲーム03　逆転
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　廊下を塞ふさいでいた鉄てつ格ごう子しの扉。その鍵かぎ穴あなに手術室で手に入れた鍵を差し込み、回す。

「開いた！」

　作業服の風かざ上かみが分かりやすい声を発した。

　全員で鉄格子を潜くぐり、その先に向かう。

　手術室があった事からほぼ確定的な予測を立てていたのだが、やはりここは病院で間違いなさそうだった。ずらりと並ぶ病室、トイレ、ナースステーション、医局などがある。病室に関しては数十もあり、一つ一つ調べていく内に緊きん張ちようの糸が少しずつ緩ゆるんでいくのが分かるほどだった。この状況でさえ、飽きは生じるのだ。

　施設のバリエーションに合わせて、物も雑多になってきた。とはいえ、本来であればどこの病院にでもある物ばかり。むしろ、これまでの『必要な物以外は全すべて取り除かれた四角い空間』の方が異様ではあっただろう。

「消火器とかって、鈍どん器きに使えそうだよな」

「ねえ。病室のフロアランプって、木ぼく刀とうの代わりになりそうよね」

　風上と松まつ実みが何やら明るい声を上げながら次々に手に取って、その重さや質感を確かめていた。武器。身を守る物を手に入れて安心したい、というよりは、単純に『何もない殺風景』から『いつものレベルの雑多』に囲まれて気分が高揚している風に、氷ひ山やまには思えた。

　そして、彼らには気づかれないようにこっそりと息を吐はく。

　傍かたわらにいた東ひがし川かわに、小声で懸け念ねんを耳打ちする。

「（……どう思うかしら）」

「（……リスクがあるっていうのは同感だ。『敵』に立ち向かうためには強力な武器が必要だけど、仲間割れを起こした時は俺達全員が『敵』になってしまう。そういった時、素手ならリカバリーが利きくところを、武器を持っていたせいで取り返しがつかない事態に発展してしまうかもしれない）」

　ただ、と東川は付け足してから、

「（……自分の身を守るために武器が欲しい、って言われたら拒否はできないだろ。そんな事したら、その時点で仲間割れが起きて五人の輪が壊こわれてしまう）」

　その通りだと氷山は思う。

　そもそも『主催者』は手術室の『アトラクション』で、四丁もの拳けん銃じゆうを簡単に取り出してきたらしい。そこまでの準備ができる相手に、消火器やフロアランプで何ができるというのか。『主催者』を圧倒するほどの力はなく、それでいて仲間の頭を叩たたき割るには十分な威力。風かざ上かみや松まつ実みは実用性より安心感を得るためのお守りくらいの気持ちかもしれないが、氷ひ山やまの目には、彼らが嬉き々きとして自殺の凶器を選んでいるようにしか見えなかった。

　せめて、防弾ベストのような受け身の装備を作る動きになっていれば、まだしも多少は賛同できたと思うのだが……。

　明らかに自分達が不利になるのは分かっているのに、それを止められないもどかしさ。

　東ひがし川かわの言う通り、『五人の輪』を気にするのであれば、ここに限らず『意見の押し付け』は難しい。一人の行動が五人全体の運命を左右する場面も少なくないのに、だ。

「……惑わされるな。多分計算されている。『主催者』はどうあっても俺達に仲間割れしてほしいんだろうさ。北風と太陽だよ。汗だくになってもコートを脱がなければ、俺達は勝てる」

「……、そうね」

　必ずしも全面的に賛成できなかったが、氷山はとりあえず頷うなずいておいた。ここでわざわざ別の亀き裂れつを作る必要はない。

　……正直、彼女としては『五人全員が均等な発言権』を持っている現状さえ何とかなれば、生存率はぐっと上がるのではないか、と考えていた。

　つまり。

　誰だれか強力なリーダーが集団を率いるようになれば。

「……、」

　息を呑のむ音がひっそりと聞こえた。

　金髪碧へき眼がんのレイチェルだった。彼女はその見た目の華やかさに反して、手術室の『アトラクション』を終えてから、さらに発言を控えているような気がした。手術室の外にいた氷山には、彼女が一体何を経験し、どんな心境に達したのかは分かりようがないのだが。

「一いち撃げきの重さなら消火器の方が強そうだけど、やっぱ安全に行くならリーチが必要だよな。こいつを分解するのが良さそうだぜ」

　風上と松実はフロアランプを使う事にしたようだった。ランプカバーを外し、電気コードを引っこ抜いて、一メートル五〇センチ程度の木の棒だけを手に取っている。

　氷山はますます憂ゆう鬱うつになる。

　正直、あの二人と同調してやっていく自信がまるでない。

「なあ」

　そんな彼らに話しかける東川は大したものだと、半ば皮肉げに氷山は思った。

　もっとも、『五人の輪』を強調するあまり、自分の個が希き薄はくになっている気もするが。

「その棒使ってさ、さっきの試してみないか？」

「あん？　何だっけ」

「エレベーターだよ」

　おそらく東ひがし川かわがそちらに風かざ上かみや松まつ実みを誘ゆう導どうしたのは、彼らが暴力的な衝しよう動どうに駆られて暴れ出すのを防ぐ目的もあったはずだ。

　今まで、さんざん強きよう烈れつなストレスに苛さいなまれてきた。頭を押さえつけられ、理り不ふ尽じんな『アトラクション』を強要され続けてきた。栓せんが抜ければ、一気に溢あふれ出す状態だ。

　そんな彼らが即席とはいえ武器を手に入れた。単純なストレス解消のため、不安定になった心を抑える方法が失われたなど、様々な要因で突発的な暴力行為を実行に移さない保証はない。

　それが壁や扉を叩たたく程度ならこちらが不快になる程度で済むが、人間に向けられるようになったら最悪だ。被害を被こうむるのは理性的な氷ひ山やま達だけである。

　五人はエレベーターに向かう。

　ナースステーションの側にあるエレベーターホールは小さいものだったが、それでも一般のエレベーター四基、業務用が一基、横一列に並んでいた。

　ただしこれも地じ獄ごく病びよう棟とうの造りを模しているためか、エレベーターの各扉は半円状に配置されている鉄てつ格ごう子しによって、完全に阻はばまれていた。その形に、氷山は何となく鳥とり籠かごをイメージする。

　こちらの鉄格子にも扉がついていたが、こちらはカードリーダー。手術室で入手した鍵かぎでは開かなかった。

　しかし、

「よ……っと」

　風上が、鉄格子の隙すき間まから木ぼく刀とう代わりの木の棒を差し込み、奥へと伸ばす。先せん端たんで突こうとしているのは、エレベーターのボタンだ。

　何度かカチカチと音はしたが、ボタンが光を放つ事はなかった。

「……反応ねえみたいだな」

「でも、この鉄格子さえ開けば、エレベーターの扉は強引に開けられないか？　アクション映画じゃないけど、シャフトを下りていけば、とりあえず一階まで辿たどり着けるかも」

「そのカードキーがどこにもねえんだけどな」

　がつっ！　と靴底で床を蹴けりつけながら、風上は言う。

　やはり武器を持って気が大きくなっているように氷山は思えた。

「階段も駄だ目めだったよね」

　同じように木の棒を持つ松実が割り込んできた。

「あっちと向こう。非常階段は二つで、どっちも鉄格子つき。上がるのも下がるのも駄目」

「結局、手術室の鍵はこのフロアだけの自由を与えるものだった、って感じなのか。五つの爆弾と壁に、四丁の銃と鍵。お次はワンフロアに複数のカードリーダー、ね」

「カードを入手しても回数制限つきとかで、出口の扉に使わねえとおしまいとかじゃねえだろうな」

「アクション映画だと、ダクトとか這はいずったりするよね」

　子供丸出しな意見にもいちいち付き合わなくてはならないのが今の状況の面めん倒どう臭くさいところだ。そんな甘いチャンスが残してあるはずがないのに、いちいち病室からベッドを廊下に引っ張り出して、そこに乗って、ダクトのカバーを取り外さなくてはならなくなる。

　時間の無む駄だだ。

　氷ひ山やまがそう思ったところで、ベッドの上に乗った東ひがし川かわにさらに肩車してもらっていた松まつ実みが、四角いダクトを覗のぞき込みながらこんな事を言ってきた。

「……うーん。暗くて良く分かんないけど、狭せまくて入れそうにないね」

「じゃ、じゃあ」

　今まで無言だったレイチェルが、不安に背中を押されるように、か細い声でこう言ってきた。

「先に進むためには、やはりカードキーを手に入れる必要があるという事なんでしょうか？」

　何でそうなるのだ。

　敵は『アトラクション』のために拳けん銃じゆうや爆弾まで用意している。破は壊かい力りよくの高い罠わななどがあれば、爆薬を取り外して有効利用できるかもしれない。見れば分かる鉄てつ格ごう子しに向かうなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだ。ここは壁を壊こわしたり床を割ったりするのが正解だと何な故ぜ気づかない？

　しかし、勝手に追い詰められた風かざ上かみが勝手に限界に達した。やはり武器があると気が大きく、いや短くなるのか。

「があああああああああああああ!!　やってらんねえ、やってらんねえやってらんねえ!!　俺はもう嫌いやだ、こんなの何度も何度も言いなりになって参加していられるか!!」

「お、おい……」

「嫌だっつってんだろ!!　お前らがやれよ。前の『アトラクション』だってそうだったろ！　俺が参加しなくたって先には進めるんだ。ほら、お前達の中から誰だれかが『アトラクション』をこなせば良いだろ!!」

　叫ぶだけ叫ぶと、風上は木の棒を持ったまま暗い廊下の奥へと走り出してしまった。東川は追い駆けようとしたが、流石さすがに氷山はその肩を掴つかむ。

　特に、同じように『武器』を持つ松実に聞かれないように耳打ちする。

「（……やめておきなさい。八つ当たりで骨折なんてしたくないでしょ）」

　しばらくすると、ガシャンガシャンという何かを砕くだく音が闇やみの奥から聞こえてきた。レイチェルが両手で耳を塞ふさいで屈かがみ込んでしまう。おそらく手近なものを片っ端ぱしから攻こう撃げきする事で破は裂れつ寸前の心をなだめようとしているのだろう。

　……自分は強い人間と思っているのかもしれないが、行動原理はどう見ても弱者のそれだ。

　東川が、途方もない洗せん濯たく物ものの山を目にしたような調子で、こんな事を尋ねてきた。

「ど、どうするんだ？」

「放っておきなさい。しばらくすれば息が切れるでしょう。動きを止めたら頭も冷えるわ。虚むなしい事をしているのにも気づくはずよ」

　あくまでも。

　頭の血が下がっている間の、一時的なものだろうが。
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　予想に反して、闇やみの奥から聞こえる破は壊かい音おんはしばらく続いた。体力が有り余ったのか。良く飽きもせずに壊こわせるものだ、と氷ひ山やまは冷ややかな感想を抱いだく。

　昔から、暴力的な行動を取る者を見ると、一歩離はなれたところから観察したがる癖くせみたいなものがあった。周りはそうではないらしい、というのが彼女としては驚おどろきだった。どうも、普通の人間は命の危機を感じると視野が狭せばまって、普ふ段だんの思考回路を維持できなくなるらしい。

　それでは逆に生き残れないのではないか、と常々思うのだが。

　どうも、『アトラクション』に強制参加された時から、ずっとその感覚が続いている気がした。眠りたいのに眠れない状態に似た、不快さの混じったくっきりとした意識を自覚する。

　普段の自分はこんなに冷たい人間ではないはずだ。

　と、思いたいのだが……。

　風かざ上かみを除いた四人は、床に座り込んだり、壁に背中を預けたり、各おの々おのが楽な体勢になって、少しでも体力を回復させようと努めていた。誰だれが言い出したのでもなく、自然とそうなったのである。

「なあ」

「何かしら」

「『主催者』の目的は分からないけど、常に俺達の動きを観察しておく必要はある訳だよな。それって、どうやってやっていると思う？」

「カメラとか発信器とかセンサーとか色々あるんじゃない？」

「そんなのどこにあるんだ？　防犯カメラみたいなものは……」

「あのー」

　気だるげに、松まつ実みが割り込んでくる。

「携帯電話とかスマートフォンとかのレンズってどんなのか知ってる？　ほとんど針の穴だよ。隠して設置しようと思えばどこにだって仕掛けられる。多分、一つ二つを見つける事はできたとしても、全部くまなく潰つぶしていくのは不可能だよ。ＧＰＳも以下略、下へ手たすりゃ体にだって埋うめ込めるかも」

「……、」

　レイチェルはうずくまったまま、松実の方をチラリと見たが、何も言わずに目を逸そらした。

　東ひがし川かわも異変に気づいているようだが、敢あえて会話の流れみたいなものを切らない方に気を配っているようだった。

「ペンキみたいなのがあればさ、壁とか床とか片っ端ぱしから塗り潰つぶしちゃえば、設置してある細かいカメラのレンズを全部潰せないかな」

「良いね、名案。私もそろそろスプレーとかで落書きしてみたい気分になってたの」

　と、ようやく破は壊かい音おんが消えた。

　氷ひ山やま達が顔を見合わせる。

「……終わった、のか？」

「本当にそうなら良いけど。『主催者』が動いたんじゃないわよね？」

　自分でもゾッとする声こわ色いろに、レイチェルがビクリと震ふるえた。まるで氷山が、そうあってほしいと願っていたんじゃないかと疑っているようなリアクションだった。

　まあ。

　チラリとも願っていないかと言われれば、否定はできないのだが。

　やがて、廊下の闇やみの奥から、カツコツという足音が聞こえてきた。

　風かざ上かみか。

　あるいは『主催者』の女か。

　誰だれもが闇の方へ注目している中、こちらへ近づいてきたのは……。

「……よお」

　風上だった。

　必要以上に汗だくになっていたが、それなりに反省はしているらしい。

「何だか、その、悪かった。色々言っちまったし……。本心じゃなかったんだ。五人みんなで協力し合ってここから抜け出す。異論を唱えるつもりはねえ。だから」

　嘘うそつけ。

　氷山は冷れい徹てつ極きわまりない感想を抱いだいていた。

　しかし予想通り東川は若じやつ干かん硬い笑顔で風上の合流を受け入れた。いい加減に頭痛がしてくると考えるようになってきた氷山は、細い息を吐はいて、できるだけ誰も刺激しないように、こう切り出した。

「ちょっと良い？」

「何だ」

「確か、向こうに針金の束があったと思うの。医局の方にあった、清掃用具を入れておくロッカーの中に。ピッキングなんてできるとは考えていないけど、何かの役に立つんじゃないかしら。私、取ってくるわね」

「それなら……」

　協調路線の東川が何か言う前に、氷山は人差し指を自分の唇くちびるに当てた。

「一人で大だい丈じよう夫ぶ。そっちの彼があれだけ暴れても『主催者』は出てこなかったでしょう。罠わなみたいなのも発動しなかったようだしね」

　今さらその可能性に思い至ったのか、作業服の風かざ上かみの顔が青くなったようだったが、氷ひ山やまの知った事じゃない。

　彼女は軽く手を振って、廊下の奥へと進んだ。

　実際には、針金なんてどうでも良かった。

　一人で考える時間が欲しい。

　……今後、本当にあんな連中と一いち蓮れん托たく生しようになって『アトラクション』を乗り越えるのかの部分から。
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　氷山は比較的完かん璧ぺきな人間だった。

　元々備えていたものもあるし、作為的なポーズももちろんある。片方しかない人間の方が珍めずらしいだろう。もっとも、氷山の場合は明確な目標値を定め、そのために行動しているのだが。

　学歴。

　職業。

　資格。

　そういった書類に記入できるものから、対人関係や胸のサイズ、肌の質感、体重管理といったアバウトな事項まで。思いつくものの内、手の届く範囲にある項目に関しては片っ端ぱしから完璧さを自分に求めた。求め続けた。ある種、それ自体が病的とも表現できるかもしれないが。

　彼女をそう駆り立てるのは、『呪のろい』の言葉によるところが大きい。

「……よくもまあ」

　暗い廊下で、彼女は呆あきれたように呟つぶやく。

　壁紙は中ちゆう途と半はん端ぱに裂さかれてめくれており、鉄てつ格ごう子しでカバーされているはずの窓ガラスまで砕くだかれていた。元から電気の点つかない蛍光灯も大部分が割れている。暴動が起きたと言われても納得の惨さん状じようだった。これを一人でやりきった事実に、氷山は改めて警戒度を上げる。

　腕力に、ではなく。

　ここまで徹てつ底ていしたがる、飽きの来ない暴力の追求に対して、だ。

「異常者め」

　吐はき捨てるように告げた言葉は、しかし、自分でも驚おどろくほど冷静で、ほとんど感情らしい感情が乗っていなかった。あるいは、そちらの方が分かりやすい憎ぞう悪おや侮ぶ蔑べつが込められているよりも鋭えい利りに感じる人もいるかもしれないが。

　その時だった。

　呪のろい。

　暗くら闇やみの奥から、あるいは自分の頭の奥から、不意に彼女を苦しめる呪いが溢あふれた。




『　　。あそこの子でしょ』

『仕方　　よね』

『順路　酷　　　あんな　　　んだもんね』




「……!!」

　ばぢっ、という音が聞こえた。それが自分の顔を片手で掴つかむ音だと気づくのに、『冷静』なはずの彼女は数秒遅れて自覚していた。

　それでも呪いは止まらない。

　一度溢れ出すと、氷ひ山やまの心を蹂じゆう躙りんするまで止まらない。




『だってさ、大学の偉い　　とかも言って　　じゃん』

『最新　　　順路　　で間違え　　　子って、』

『　　　とかになるんでしょ。世界的な　　　なんかも　　だって聞くし』




　氷山は決して暴れない。

　風かざ上かみのような、自分の不都合を他人に押し付けるような人間ではない。

　薄うすく細く、二〇秒以上かけてたっぷりと息を吐はき続け、精神の安定を図る。心臓の鼓こ動どうが徐々にだが平常値に戻っていくのを明確に自覚する。

　ふざけるな。

　ふざけるなふざけるなふざけるな。

　犯罪者の家族も同じような事をする、というのは酷ひどい偏見だが、この呪いの理り不ふ尽じんさはそれ以上だ。どこの馬ば鹿かが提唱したか思い出したくもないが、歴史的な犯罪者と出生や住環境の傾向……いわゆる『人生の経歴コース』が近似しているというだけで、何な故ぜこちらまで地続きで繋つなげられなくてはならない。それを言ったら肉を食べる人間は全員大量殺人犯で、コーヒーに角砂糖を三つ入れる人間は全員レイプ魔まになるだろうが。

　否定したい。

　この呪いを。

　とはいえ、相手からの一方的な攻こう撃げきにいちいち反論する気はない。水掛け論を期待している連中の思うつぼだ。そして聴ちよう衆しゆうは何が正しいかなんて深く考えない。不毛な言い争いに興味はない。『反撃』は、もっと効果的に狙ねらうべきだ。

「……まったく」

　ようやく呪のろいの噴出を完全に抑えつけた氷ひ山やまは、冷静な調子で結論を出す。

　率直に言って、風かざ上かみのような人間は嫌きらいだ。

　ただし、氷山がそう思うのも折り込み済みで、おそらく『主催者』は参加者の人選をしている。何しろ人がもがき苦しむところを望んでいる連中だ。どんな手法かは知らないがこちらの人格を分類し、互いに苦手意識を持つ連中だけをかき集めてグループを作っていたって不思議ではない。

　むしろ、こちらにとって有利な人選を行う理由が一つもない。

「……、」

　踊らされるな。

　平静を保て。

　悪意に揺さぶられるな。

　いつもの通りに。

『主催者』が強制してくる『アトラクション』は、理り不ふ尽じんの極きわみのようなものだ。しかし、一いつ緒しよになって右往左往すれば、無ぶ様ざまな結果を見て笑うヤツがいる。そんな思惑に乗ってたまるか。状況全体を掌しよう握あくしているはずの『主催者』の思惑から外れ、あらゆる問題を突破するだけでは終わらず、隙すきをついて裏をかいて無事に生還してみせる。

　そして抜け出すためには人手がいる事もあるだろう。

　たとえそれが、どうしようもなく救いのない、足手まといにしかならない人間であったとしても。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　氷山は呟つぶやいた。

　ひとまずの結論は出た。東ひがし川かわ達の待つエレベーターホールに戻るべきだろうが、建前として『医局のロッカーにあった針金の束を取ってくる』と言っていた。となると、それを持ってこないのは不自然に映ってしまうだろう。

　面めん倒どうだが、医局の方へ足を向ける氷山。

　その時だった。

「……？」

　カチャリ、という音が聞こえた。風上が鉄てつ格ごう子しで守られている窓ガラスを木の棒で割ってしまったため、ガラス片が暗い床に散乱しているのだろう。それをパンプスの底で踏ふんづけた音だった。小さな破片だったためか、別に靴くつ底ぞこを貫通したりはしない。

　氷山としても、気になったのは床ではない。

　むしろ、

「……これって、何で……？」
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　氷ひ山やまが帰って来ない。

　時計となるものがないため、東ひがし川かわ達は最初、自分達の感覚の方がズレているのではないか、と考えていた。実際には何分も経たっていないのに、常に緊きん張ちようし続けているせいで時間が経つのを早く感じているのではないか、と。

　しかし、流石さすがにおかしいと思い始めた。

「おい……」

　風かざ上かみが言う。

「氷山、だっけ？　あいつどこまで行ったんだ？」

「遠くまでは行けないだろ。そもそも鉄てつ格ごう子しで遮さえぎられているんだし」

　では、こうも時間がかかる理由は何なのか。

　そう質問されると、誰だれも答えを言えない。

「……どうする？　俺達も捜してみるか？」

　東川がそう提案すると、床に座っていた松まつ実みが眉まゆをひそめてこう答えた。

「いいじゃん別に。一人になりたいだけかもしれないよ。トイレとかかもしれないんだしさ」

「あの……」

　と、うずくまったままのレイチェルが、松実の方を見ないで言った。

「ひょっとしたら、氷山さんは抜け道みたいなのを見つけたんじゃあ？　だから……」

　戻ってこない。

　一人で先に調べに行ったから、と言えば聞こえは良い。

　しかし実際には、四人を置いて一人出口に向かった、とも表現できる。

　色めきたったのは風上だ。

「ちょ、ちょっと待て!!　だったら俺達も急がねえと。氷山の一人占めじゃねえか!!」

「一人占めって……」

「『主催者』がただ出入口を開けておくかよ。一番乗りしか通さねえで、扉を閉めちまう可能性だってあるんだぜ!!　カードキーだって回数制限が一回だけだったら!?」

　……これまでの『アトラクション』の傾向を見ると、そんな事は一度もなかったし、カードキーの制限が一回だけならみんなで扉をくぐれば良いのだが、風上は自分自身で思いついた危機に囚とらわれてしまったようだ。

　無意識の内に軽く『武器』を振るようになった風上に下へ手たに逆らおうとせず、東川は氷山捜そう索さくの方針には賛同する。もっとも、都合の良い抜け道がある可能性については否定的だったが。

「私はやめとく」

　同じように『武器』を持っているからか、松まつ実みは真正面から拒否した。

　全員の目がレイチェルに向く。

　屈かがみ込んでいた彼女はビクリと肩を震ふるわせたが、おずおずと立ち上がった。

　これまでの言動を見る限り、自みずから渦か中ちゆうに飛び込みたがる性格には思えない……のだが、どうもレイチェルは、『武器』を持った松実と二人きりにされるのを恐れているように東ひがし川かわには見えた。

　手術室での『アトラクション』は誰だれも死なない形で終わったはずなのだが、やはりショックは拭ぬぐえないのだろうか？

「じゃあ行くか。松実ちゃん？　だっけ？　何かあったら大声で叫べよ」

「あいよー。あと馴なれ馴れしい」

　風かざ上かみの気遣いをバッサリ切る松実に見送られる形で、東川達三人は廊下の奥へと向かう。

　ブツブツと、作業服の男は何かを呟つぶやいている。

「……ちくしょー。これで氷ひ山やまだけ先に抜け出してやがったら承知しねえぞ……」

　本来なら生還者の数は多ければ多いだけ困らないはずなのだが、すでに風上のロジックではそうした基本的な事が抜け落ちてしまっているようだった。

　東川は、背中の辺りに違和感を覚える。

　不安そうにしているレイチェルが、東川の服を軽く掴つかんでいるようだった。とはいえ、別に東川に好意的な訳ではないだろう。氷山は消え、松実と風上は不ふ穏おんな『武器』を持っている。一番手近な所にいる安全な人間として、東川が認識されているだけだ。

　人影を見つけたのは、廊下を一五メートルほど進んだ所だった。

　暗がりで細部までは分からないが、風上が暴れた痕こん跡せきらしい、ガラス片が床に散らばっていた。そんな中に、女性のシルエットがある。氷山のもので間違いなさそうだった。

　ただし。




　人影は立っていなかった。

　ガラス片の散らばる床の上に倒れていたのだ。




　え……？　と誰もが思った。

　もちろんそれは、ガラスまみれの床の上に倒れているにも拘かかわらず、ぴくりとも動かない氷山に対しての疑問もあったはずだ。

　しかし、それ以上に。

　そんな氷山のすぐ傍そばで、消火器を振り上げている別の人影の方が、はるかに予想外だった。

　レイチェルが全力の悲鳴を発した。

　それで消火器を掴んでいた人影がこちらを振り向いた。

　その正体が分かった。

「『主催者』……!!」

　風かざ上かみが叫ぶ。

　女は東ひがし川かわ達と倒れている氷ひ山やまを交互に見たが、消火器を捨てると、背中を見せて全力で走り出した。

「待て!!」

　叫びながらその後を追ったのは、やはり風上だ。フロアランプ程度の『武器』だが、持っているのといないのでは気持ちが変わるのだろう。『主催者』の女の逃げた暗くら闇やみに向けて、同じように走り出す。

　東川は氷山の方へ向かおうとしたが、レイチェルに強い力で服を引っ張られた。

　振り返ると、彼女は首を横に振っていた。

　分からなくもない。

　暴力の匂においが少しでもするものには近づきたくない。これ以上は許容できない。東川だってそれは同じだった。

　だが、

「まだ死んでいないかもしれない。今なら助けられるかもしれないんだ」

　自分の服を掴つかむレイチェルの手をゆっくりと外し、東川は自由を得る。

　氷山の元へと向かったが、レイチェルはついてこなかった。

　相変わらず廊下は暗いせいで、傷口の詳細などを確かめる事はできない。ただ、シルエットを見る限り、手足が折れていたり、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしていたり、そういったあまりにも分かりやすい変化はないようだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　おい、聞こえているか!?」

『主催者』の女が振り上げていた凶器は消火器だった。鈍どん器き。おそらく狙ねらわれたのは頭部だと思う。なので下へ手たに揺さぶって良いのか判断できず、とりあえず東川は大声で叫ぶに留とどまった。手当てをしたいのだが、切り傷と違って頭部を狙った打だ撲ぼくの場合はまずどうすれば良いのか判断できない。

　氷や湿布で患部を冷やすというのは、生き死にに関かかわる場面の解決には繋つながらないように思える。

「……う、く」

　しばらく大声で呼びかけていると、氷山は呻うめき声を発した。

　しかし起き上がらない。

　脳のう震しん盪とうでも起こしているかもしれなかった。

　その時だった。

　暗がりの向こう、『主催者』の女と風上が消えていった方向から、叫び声が聞こえてきた。

　男のものだ。

「くそ!!　どうなってんだ!?」

　苛いら立だった声は風かざ上かみのものだろう。

　ひょっとしたら、舞台を掌しよう握あくしている『主催者』が反はん撃げきに出たのかもしれない。あるいは、罠わなのようなものに引っかかった可能性もある。

　東ひがし川かわの目的は、全員で生きて帰る事だ。

　ここにいる氷ひ山やまもそうだが、風上の命に危険が迫っているとなれば、やはり放っておく事はできない。

「レイチェル。レイチェル！」

　強めに名前を呼ぶと、少し離はなれてこちらを見ていた金髪碧へき眼がんの女性がビクリと震ふるえた。

「彼女を看みていてくれ。俺は風上の方を確かめてくる!!」

「え、でも」

　下へ手たに相手の意見を聞いていたら、消極策ばかりを返されるのは分かっている。なので東川はレイチェルの返答を待たずに闇やみの奥へと走った。

（それにしても、何でこんな事に……？）

　急行しながら、東川は疑問に思う。

（同じ舞台に上がってくるなんて……『主催者』は俺たちの反撃が恐こわくないのか？　そんな隙すきのあるヤツには見えなかったけど）

『アトラクション』全体のルールは未いまだ見えない。あのタイミングで『主催者』の女が現れたのにも法則があるのか。

　だとすれば、『主催者』が動いた理由やきっかけを見つけ出す事ができれば、ルール全体を解明し、逆転の一手にできるかもしれない。

「……っ。ここは」

　風上の元へ向かう途中、東川は表示板を見て足を止めた。

　医局。

　本来なら氷山が針金の束を取ってくるために立ち寄っていた場所。

「……、」

　彼はわずかに寄り道をすると、すぐに再び風上の元へと走り出す。

　風上がいたのは、非常階段のすぐ傍そばだった。

　鉄てつ格ごう子しに塞ふさがれ先に進めない憤いきどおりを東川にぶつけるように、風上は叫ぶ。氷山に罠の事を指摘されたからか、鉄格子を蹴けったりはしないようだ。

「くそっ、くそがぁ!!　やっぱこいつが持ってんじゃねえか。鉄格子のカードキーをよお!!」

　鉄格子の向こう、上にも下にも続いている非常階段のスペースで、『主催者』の女は壁に手をついて息を整えていた。風上の言う通り、その手には薄うすいカードがあった。

　このままでは手を出せない。

　東ひがし川かわは決断すると、風かざ上かみの肩に手を置いた。

「どけ」

「どうするんだ!?　カードキーはあいつが握ってるよ。手出しはできねえ!!」

「そうじゃない」

　東川は風上を完全に押しのけると、罠わながある可能性も恐れずに鉄てつ格ごう子しへ向かった。正確には、鉄格子にある、人が出入りするための小さな扉に。

　とはいえ、彼の目的は扉を開ける事ではない。

　逆だ。

「あ？」

　風上が怪け訝げんな声を発した。

　階段を使って別の階へ逃げようとしていた『主催者』の女も、異変に気づいて振り返る。

　東川は、医局から持ってきた針金を、鉄格子と小さな扉の格子を繋つなぎ合わせるように、ぐるぐるに巻きつけていた。何重にも、何重にも。

　まるで、自分から鳥とり籠かごの中に閉じ込められるような行いだった。

　それはある意味で正しく、別の意味では正反対だった。

「……あいつは、安全地帯を抜けてわざわざ檻おりの中に入ってきた。慌あわてて逃げたのだって、同じ舞台に立ったら危険なのは分かっていたからだ。でもそのリスクを負ったのは何な故ぜ？」

　東川は針金を何度も折り曲げて、金属疲労を利用して断ち切る。

　雁がん字じ搦がらめになった鉄格子を確認してから、残った針金の束を風上に押し付けて、

「もう一つの非常階段と、念のためにエレベーターの鉄格子も全部塞ふさげ！　それで『主催者』は俺達に手出しできなくなる!!　おそらくまだ見えない『アトラクション』全体のルールが氷ひ山やまの周りに隠れている。それさえ掴つかめば、真っ暗な地雷原を手探りで進むような状況から好転するはずだ！　俺たちは!!　自由に動ける!!」

「っ!!」

『主催者』の女は慌てたように非常階段を駆け上がり、風上は廊下を引き返してもう一つの非常階段へと走っていった。

　ルールさえ分かれば、こちらも反はん撃げきできる。

　おそらく。

　ここで逆転できなければ、もう助かる目はやってこない。
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　東川は氷山が倒れていた場所まで急いで戻る。

　相変わらず氷ひ山やまは起き上がってはいなかった。傍かたわらにいるレイチェルは、どうやら逃げ出さずに氷山の側そばにいてくれたらしい。

「……何かあるはずだ」

　東ひがし川かわは氷山のすぐ近くまで歩いていくと、そこから周囲をぐるりと見回して、

「何か。逆転に繋つながる何か!!　襲おそわれた後にここまで運ばれた訳じゃない。ここで襲われて倒されたんなら、ここに立っていれば目に映るはずなんだ。『主催者』が氷山を襲った合理的な理由が、そういうルールが!!」

　しかし、そんな革新的な情報は掴つかみ取れない。

　風かざ上かみが暴れたせいで、廊下の壁紙は剥はがされ、鉄てつ格ごう子しで守られているはずの窓ガラスは砕くだけ、明かりの点つかない蛍光灯も割れていた。床には鋭するどい破片がいくつも散らばっていて、寝転がるには危険な絵え面づらになっていた。

　それだけだ。

　特別なルールを匂におわせるほどの何かがあるようには見えない。その事に東川は焦あせる。額から汗が噴き出す。目の前をちらついているはずの、圧倒的なヒント。それをここで掴めなければ、後はルールも分からずに翻ほん弄ろうされ続けるだけだ。何の根拠もないのに、そんな未来がありありと浮かんでいたせいだ。

　自分の体から噴き出す汗にさえ苛いら立だつ。

　適当に服の袖そでを使って額の汗を拭ぬぐった東川は、そこでふと眉まゆをひそめた。

　気になる事がある。

「……そう言えば、風は……？」

　注目する。

　一点。

　鉄格子で守られていたはずの、窓の方を。

「ガラスは割れているはずなんだ……。だったら、風が入ってきてもおかしくないはずなのに、何でこんなに空気が籠こもっているんだ……？」

　単に無風なのかもしれない。

　季節外れの熱帯夜で、夜気も忍び込んでこないのかもしれない。

　ただ……。

　窓の鉄格子を両手で掴み、改めて『外』に注目する。深く暗い廊下にいる東川が覗のぞき込んだ景色は、ざっと見ても一〇階以上の高さはあるはずだった。

　しかし、

「何だ、これ……？」

　東川は疑問の声を発する。

　変化がない。夜景は確かに広がっているはずなのに、窓の外と内で空気の調子が何も変わっていない。温度も、湿度も、鮮度も、流れも、何もかも。まるで外と内の区別なんてないように。一つで大きな塊かたまりであるように。

　そして何より。

「……、」

　東ひがし川かわは、目線を下にやった。

　高所恐怖症の人間なら背せ筋すじにゾッとするものが走るであろう光景。

　そこに、何かキラキラ光るものがあった。

「ガラス、片？」

　おそらく風かざ上かみが木の棒を使って砕くだいた窓ガラスのものだろう。それが、何な故ぜか一〇階程度の高さの途中で不自然に浮かんでいた。……いいや違う。正確には遠近法そのものが狂っていた。完かん璧ぺきな景色の中に、無数のガラス片が浮かび上がっているように見える。

　まさか。

　まさかこれは……？

「……外に夜景や海があった訳じゃない」

　呆ぼう然ぜんと、東川は呟つぶやく。

「……俺達のいる場所が、一〇階もの高さだった訳じゃない」

　大前提の喪そう失しつ。

　改めて目の前に突き付けられた事実を、東川は言葉に変換していく。




「そういう風に思い込まされていただけだったんだ!!」




　おそらくは。

　窓の一つ一つは、半球状の壁に覆おおわれていたんだろう。その内側にトリックアートを仕込む事で、氷ひ山やま達はここが一〇階もの高さのある場所で、窓の外には夜景が広がっていると錯さつ覚かくしていた。

　今が昼間なら、あるいは廊下に蛍光灯の光が満たされていれば、すぐに異変に気づいたかもしれない。だが、元からろくな光量のない闇やみの中なら、わずかに見える景色の違和感なんてそうそう気づくものではない。

　非常階段やエレベーターが鉄てつ格ごう子しで行き来を禁じられていたのもそのため。実際には一〇階分の高さがない事を隠すための小細工だ。

　これがルール。氷山が襲おそわれたきっかけ。だとすると……。

「そうだ」

　東川は適当な病室に入り、松まつ実みや風上と同じようにフロアランプを掴つかみ、ランプカバーなどを取り外して長い木の棒に分解する。廊下に出てくると、『武器』を持った東川を見て、レイチェルが短い悲鳴を発した。

　しかし、人を殴なぐるためにこれを使うつもりはない。

　東ひがし川かわは窓の鉄てつ格ごう子しの隙すき間まに木の棒の先せん端たんを差し込むと、そのまま強く押し込んだ。

　予想通り、夜景ではありえないはずの、何かにぶつかるような『感触』があった。

　そこに留とどまらない。

　ぶつり、と。

　段ボールでも強引に貫くような感触と共に、木の棒はそのままめり込んでしまった。引っこ抜くと、夜景のトリックアートに開いた親指大の穴の向こうから、白々しい明かりがこぼれてくるのが分かる。

『向こう』がある。

『空間』がある。

『主催者』が隠したがっていた秘密の何かが。

「くそっ、くそ!!　後はこの鉄格子さえ何とかなれば……!!」

　東川は木の棒から手を離はなし、罠わなの可能性も恐れず鉄格子を両手で掴つかんだ。体重をかけて前後に力を加える。そんな程度で溶接された鉄格子が外れるはずがないのだが……。

　奇妙な事が起きた。

　ガシャン!!　という音と共に、窓枠から鉄格子が丸ごと外れてしまったのだ。

「なん……？」

　尻しり餅もちをついた東川だったが、疑問を抱いだいている暇ひまはないと気づいた。

　窓の外。

　トリックアートで飾られた、半球状の壁へと、勢い良く肩からぶつかっていく。

　バリバリ、という厚紙を破るような音と共に、東川はその向こう側へと転がっていった。

　暗くら闇やみに慣れた目を、照明の光が焼く。

「く……っ。何だ、ここ……」

　改めて周囲を見回してみれば、小こ奇ぎ麗れいなバーみたいな場所だった。壁一面が大きなモニタになっているが、これは電飾のようだ。あとはカウンターと丸いテーブルがいくつか。その全すべての椅い子すに対応するように、たくさんのノートパソコンが置いてある。そこには今まで東川達がいたはずの、地じ獄ごく病びよう棟とうの見取り図が、おかしな光点つきで表示されていた。予想通り、東川がいるフロア以外の情報は全くない。病院なんてなかったのだ。

　そして。

　誰だれかと目が合った。

　それは大きなヘッドフォンを耳につけた、大学生ぐらいの女の子だった。

　今まで対たい峙じしてきた『主催者』の女とは違う。

　ただし、

（……こんな場所にいるって事は、やっぱり『主催者』の一人だ!!）

　東ひがし川かわは改めて、自分が調達した木の棒を床から拾い上げて強く掴つかむ。うっすらとバニラのような匂においがした。のんびりくつろぎながら、東川達の苦悩を眺めていた訳か。

　直後だった。

　真後ろから大声が飛んできた。

「おい、聞けよ。針金で縛しばろうとしたら鉄てつ格ごう子しが丸ごと外れちまったんだ！　……って、何だこりゃ!?　そいつは……!!」

　松まつ実みを伴った風かざ上かみだった。

　彼らは『武器』を持っている事も手伝ってか、東川が発見した『抜け穴』を我先にと潜くぐり抜けてきた。そして東川と同じように『主催者』の一人を発見する。

　その眼光が、好戦に染まった。

　溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんが、正義の皮を被かぶる瞬しゆん間かんを目まの当たりにしたような気がした。

『主催者』のヘッドフォン女の目に怯おびえが走る。

　彼女は慌あわてたように、部屋の出口を見る。

　だが間に合わない。

　その背中に、松実が木の棒を投げつけた。ぎゃん、という妙な音がヘッドフォン女の口から洩もれる。何とか転ぶのは防いだようだが、すでに風上が彼女の元まで走り寄っていた。

　ヘッドフォン女の髪を掴み、強引に床へ引きずり倒す。

　風上が、倒れたヘッドフォン女の上半身に木の棒を振り下ろした。手加減抜き、明らかに思いきり。松実もそれを止めない。自分が投げた木の棒を再び拾うと、同じようにヘッドフォン女へ向かっていく。

　目を背そむけたくなるような暴力だった。

　しかし同時に、仕方ないとも考える自分がいた。

　人の命をオモチャのように弄もてあそび、数々の『アトラクション』を強要して喜んでいた『主催者』。それを目の当たりにして、仕返しの一つもしない方がおかしい。

「こずえ!!」

　別の扉が開いた。

　先ほど鉄格子から非常階段の方へ逃げたはずの、『主催者』の女だった。

　キャバ嬢みたいな派手な髪をした女は、これまで東川達が対たい峙じしていた人物だった。ただし、同じ人物だったと判断するのに疑問が生じるほど、その顔には狼ろう狽ばいがある。

「待って！　説明するから!!　こずえを助けてください!!」

「……、」
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　慌てたように近づいて来ようとするキャバ嬢じよう風の女を、東川は自分の持つ木の棒で牽けん制せいした。女は歯は噛がみし、しかし立ち止まる。その間も、分厚い布ふ団とんを叩たたくような音が何度も炸さく裂れつする。

　一見すれば、これこそが逆転だ。

　が、東ひがし川かわは何か強きよう烈れつな違和感を覚えていた。

　これまでの流れに、何かおかしなところがあるような……？

（……そうだ）

　東川は、ふと思う。

（……手術室の『アトラクション』じゃ、四丁もの拳けん銃じゆうを簡単に取り出していた。『主催者』はそれぐらい豊富な武器を持っていたはずだ。なのに、何で……？　どうして、その圧倒的な武器で俺達を鎮ちん圧あつしに来ないんだ？　拳銃が一丁あれば、立場は逆転するはずなのに）

　氷ひ山やまを襲しゆう撃げきした時もそうだ。

　消火器で殴なぐろうとした理由は？　爆弾や拳銃を自由に使える『主催者』なら、もっと簡単に、一撃で氷山を殺害できたはずなのに……。

（何かおかしい。変だ。窓の鉄てつ格ごう子しが妙に脆もろかったのもそう。窓の外の半球状の壁だって、コンクリートにしていれば、トリックに気づかれた後もこうして侵入される事はなかったはず。それにさっき風かざ上かみが言いかけてた鉄格子も……。これじゃ、これじゃあまるで……）

　その時だった。

　部屋の壁に、コルクボードが掛けてあるのに東川は気づいた。

　ピンで留めたＡ４のプリントにはこうある。




　プレイヤー１。

　東ひがし川かわ守まもる。

　氷ひ山やま都と茂も子こ。

　風かざ上かみ信しん造ぞう。

　松まつ実み白しら魚うお。

　レイチェル＝スカイダンス。




　わざわざ説明するまでもない。今回の『アトラクション』の参加者達のリストだった。プリントの近くには東川達の顔写真も留めてあった。

　問題なのはそこではない。

　その隣となり。

　東川達とは別に、もう一枚名前のリストがある。

『主催者』側の名前かと思った。

　だが。




　プレイヤー２

　安あん西ざい恭きよう介すけ。

　春はる海み＝クォーターバレー。

　長は谷せ川がわ蛍ほたる。

　久く坂さかこずえ。

　薬やく師し寺じ愛あい洲す。




「プレイヤー……２？」

　呟つぶやき、そして、東川は全身から嫌いやな汗が噴き出すのを自覚した。

　ようやく気づいたのだ。

　悪意に。

　この『アトラクション』全体を掌しよう握あくする、本物の『主催者』の底意地の悪さに。

「駄だ目めだ。駄目だ、風上！　松実!!　その子を殺すな!!」

「ああ!?　何言ってんだ。ここで逆転しなくちゃ終わっちまうよ！　そもそもテメェに指図される筋合いなんかねえ!!」

　こうなったのは東川にも原因がある。彼は『五人の輪』の外にいる『主催者』に憎ぞう悪おを向ける事で、仲間割れを阻そ止ししようとしていた。風上の暴力性は、東川が誘ゆう導どうしたようなものだ。

　しかし、それさえも。

　ひょっとしたら、本物の『主催者』は想定していたのかもしれない。

「駄だ目めなんだ!!」

「何が!?」

「その子は本物の『主催者』じゃない！　俺達と同じように『アトラクション』に巻き込まれただけの、別のグループのプレイヤーだ!!」

　は……？　と、風かざ上かみと松まつ実みは同時に東ひがし川かわの方を振り返った。

　何度も木の棒で殴おう打だされ床の上へ這はいつくばっている、こずえと呼ばれていた女の子は、息も絶え絶えといった調子だった。

　今から手当てして間に合うか。

　確信はないが、少なくともこれ以上の傷は負わせられない。

　何な故ぜなら、

「本物の『主催者』は、俺達がここを抜け出す事も折り込み済みだった！　わざと脱出させて、その先にいる人間に怒いかりを向けるように仕向けていた。それ以外に、窓も廊下の鉄てつ格ごう子しも実は開放されていたなんて状況はありえない。俺達が舞台だと思っていた地じ獄ごく病びよう棟とうよりさらに一回り大きな舞台を用意して、全員を閉じ込め、プレイヤーをバラバラに配置していたんだ!!　俺達の手で！　無実の人達を殺させるために!!」






　　プレイヤー２の行動記録







　そもそも発ほつ端たんは、大学構内にあった掲示板のアルバイト求人広告だった。

　仲良し四人グループの春はる海みが興味を示し、女の子だけでは不安だねという事で安あん西ざい恭きよう介すけという学生を半ば無理矢理巻き込んで、世界的に有名な遊園地『アトラクションランド』の試作アトラクションモニターへとやってきたのだった。

　そこで何かしらの薬品で意識を奪われ、気がつけばどこかの施設に運ばれていた。

『主催者』から言い渡されたのは、別のグループであるプレイヤー１の完全支配。『窓』の弱点を伝えられた上で、プレイヤー１には決してそれを悟らせず、所定回数の『アトラクション』を消化させる。それに成功すれば、プレイヤー２の五人は全員解放する。そう教えられていた。

　そして、状況が破は綻たんすれば、プレイヤー１もプレイヤー２も皆殺しにする、と。

　本当の意味で全員が助かるためには、プレイヤー２が完かん璧ぺきに『アトラクション』を進行し、プレイヤー１にその全すべてをクリアしてもらう。それしかない。

『アトラクション』の内容を知ったこずえや愛あい洲す達は、当然ながら絶句した。

　こんな事を何度も繰くり返したら、プレイヤー１の人達は一人残らず死んでしまう。

　しかし、結局のところプレイヤー２に指定された五人に、これを拒こばむ事はできなかった。逆らえば死ぬ。『主催者』にはそれができる。事前に観みせられていた映像が全て『本物』である事が分かった時点で、プレイヤー２の五人組は嫌いやというほど思い知らされていた。

　プレイヤー２にできるのは、とりあえず『主催者』の命令に従い、プレイヤー１の無事を祈りながら『アトラクション』を強要する事。

　ただし従い続けるだけで無事に解放されるとは到底思えなかった。そこでプレイヤー２の五人を二つのグループに分け、片方は『アトラクション』の進行役、もう片方は建物内を探たん索さくし、出口となる場所を見つける事に専念していた。

　探索組は安西、春海、蛍ほたる。

『アトラクション』組はこずえ、愛洲。

　プレイヤー１とプレイヤー２の二組を使った『アトラクション』は、結局のところ、出口を発見したプレイヤー１の勝利となった。

　プレイヤー２の敗因は何だったのだろう。

　五人全員が、本気になってプレイヤー１を潰つぶしにかからなかった事か。

　あるいは、何かに言い訳しながらも、プレイヤー１を追い詰める『アトラクション』を進めてしまった事だったのか。
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「こずえ!!」

　そう名前を呼んで、部屋に駆け込んできたのはプレイヤー２の他のメンバー達だろう。大学生ぐらいの男女が三人ほど。彼らは床でぐったりしているこずえを囲み、それから東ひがし川かわ達の方を強い敵意で睨にらみつけてきた。

　しかし、こちらもプレイヤー２の女に氷ひ山やまが殴おう打だされている。

　地じ獄ごく病びよう棟とう側から東川達のいるバーに、レイチェルの肩を借りた氷山が入ってきた。こめかみの辺りから赤い血を流す氷山を見て、プレイヤー２の面々は発作的に噛かみ付こうとしたその口を噤つぐむ。

「……、」

「……、」

　睨み合う。

　直接的な被害だけで言うなら、プレイヤー１もプレイヤー２も、共に女性が一人負傷した。被害の程度は同じで、どちらを責める訳にもいかないように見える。

　だが、

（……違う。そうじゃない）

　東川はバーの中を満たす、ギチリとした硬い空気を感じ取っていた。

　恨うらみは、憎ぞう悪おは、怒いかりは、そんな足し算引き算で帳消しにできるものではない。それは、被害の程度を問わず、当人の気が済むまで溢あふれ続けるものなのだ。さんざんゲリラやテロリストを掃討してきた兵士が、自分の戦友一人を殺された事で憎悪に心を乗っ取られるのと同じように。

　理性が感情を抑えつける事ができるのは、理性を失って行動すれば、それ以上の不利益が確実に跳ね返ってくる環境を整えてこそだ。

　多くの場合、警察や軍隊、刑務所なんかが担になうべき、『こちらの頭を押さえつけてくる何か』。それが圧倒的に足りない今の状態では、噴き出る感情を抑制するためのブレーキがまともに機能しない。

　互いが罵ののしり合って武器を取れば、即座に全員が流血に沈む綱つな渡わたりの状況だ。

（……唯一、流血以外の鍵かぎを握っているのは……）

　東ひがし川かわはチラリと氷ひ山やまを見た。

　それから、息も絶え絶えなこずえの方も。

　プレイヤー１とプレイヤー２がそれぞれ抱いだいている恨うらみや憎ぞう悪おは、結局のところ、実際に怪け我がを負った彼女達を根拠にしている。

　その直接の被害者が『反はん撃げきを望んでいない』という意思を互いに伝える事ができれば、他のメンバー達に感情を爆発させる大義名分は消えてしまう。

　……もちろん、先ほども言った通り、人間の感情そのものに理屈は通用しない。

　しかし大義名分が失われたのに誰だれかが感情のままに攻撃を始めれば、全体の構図が変わる。プレイヤー１とプレイヤー２が集団で対立するのではなく、プレイヤー１とプレイヤー２を合わせた一〇人の中から、暴走した一人を封殺する、という形に変化してしまう訳だ。

　例えば五人対五人で『武器』を持って殴なぐり合えば、収拾はつかなくなる。

　でも、九人対一人なら？

　圧倒的な差があるが故ゆえに、暴走した一人に致命傷を負わせずに取り押さえる事もできるかもしれない。

　個人個人の発言権は最大限に確保しつつ、自然と警察に代わる『暴走した人間を押さえつける力』を構築する。

　独裁者を生み出さずにそれを済ませられれば理想的なのだが……。

「……、」

「……、」

　当の氷山とこずえは、自分の価値に気づいているのかいないのか、東川の視線から逃げるように目を逸そらした。

　駄だ目めか。

　じり……という音が聞こえる。作業服の風かざ上かみが、靴くつ底ぞこを鳴らした音だ。プレイヤー２は男性一人に女性四人という構成のためか、自然と男子大学生が呼応するように、わずかに身構える。コルクボードの情報が正しければ、彼が安あん西ざい恭きよう介すけか。

　このままでは爆発する。

　限界以上に空気を入れた風船を連想する雰ふん囲い気きだ。

（……氷山や久く坂さかこずえは動いてくれない。でも、五人対五人から九人対一人に構図を変えるアイデア自体は間違っていないはずだ。だったら俺に何ができる？　一番の当事者を使わずに、なおかつ結果だけなら同じものを導き出せるようにするには……!!）

　地じ獄ごく病びよう棟とうからこちらへの抜け道を作るため、東川の手にもフロアランプを分解して作った木の棒、つまり『武器』がある。

　それを改めて握り締しめ、東川は息を大きく吸った。

　言う。

「……聞いてくれ。俺はこんな所で死にたくない」

　予想通り、風かざ上かみも安あん西ざいも敵意むき出しな目で東ひがし川かわの方を睨にらみつけてきた。

「だったらどうだってんだ」

「考えは同じだろ。プレイヤー１かプレイヤー２、どちらか片方のグループが両手を挙げれば安全は確保できるんだ」

　安西の台詞せりふを聞いて、東川はニヤリと笑った。

　いける。

　会話が成立している。問答無用で怒ど鳴なりつけられたり、殴なぐりかかられたり、そんな展開にならなかった時点で状況は有利に動いてくれた。

「そうだな」

　ここで奇き麗れいごとを言っても始まらない。

　誰だれにも伝わらない言葉なんて言ったところで、場が混乱するだけだ。

　だから。

　東川守まもるは、手製の『武器』を真正直に突き付ける。

「俺もそう思うよ。だから俺ならこうする」




　今にもプレイヤー２に掴つかみかかろうとしている風上に。

　本来なら、同じ仲間であるはずのプレイヤー１のメンバーに。




　その場の全員が凍りついた。

『武器』の先せん端たんを直接突き付けられた風上だけではない。今まで協力関係にあったプレイヤー１の松まつ実みやレイチェルどころか、プレイヤー２の大学生五人の方までが息を呑のんだのだ。

　誰かが次の行動に移る前に、東川は畳たたみ掛けるように言う。

　ここで主導権を握らなければ、一〇人全員の流血は避さけられない。

「五人対五人なら結果は分からない。でも、その人数のバランスが崩れたら？　俺は、プレイヤー１とかプレイヤー２にはこだわらない。勝てる方、生き残れる方につくよ。だから風上、『武器』を置け。ここで今すぐ九人対一人の爪つま弾はじきにされたいか？」

「……野郎。俺達は同じグループじゃなかったのかよ」

「『主催者』が勝手に決めた、な」

　言うだけ言うと、東川は『武器』の先端をプレイヤー２の安西恭きよう介すけの方へ突き付ける。

「そして、そっちが暴れるっていうなら俺はプレイヤー２の敵になる。はっきり言ってやろう。俺がプレイヤー２の味方をするって言っている間は、アンタ達の方が優勢なんだ。五人対五人の構図が崩れているんだからな。わざわざそれを手放してまで、勝ち負けの分からないフィフティフィフティの殺し合いをやりたいのか？　確実に殺せる差をキープしておいた方が良いんじゃないか？」

「……チッ」

　安あん西ざいは一度舌打ちすると、一歩後ろへ下がった。

　それを確認してから、東ひがし川かわはプレイヤー２の五人に改めて質問する。

「ここから生きて出るために、情報を交換しよう。……もっとも、俺達を監視していたアンタ達の方に、こっちから使える情報を渡せる自信はないけど」

「分かったよ」

　プレイヤー１からプレイヤー２へ。

　ひとまずの殺し合いは回かい避ひしたものの、相変わらずギチリとした空気に満たされたバーを歩こうとした東川の耳に、氷ひ山やまの微かすかな声が聞こえてくる。

「（……感謝はしておくわ）」

　しかし、

「（……でも、今のはあなたが九人対一人の爪つま弾はじきになるリスクもあった。迂う闊かつにそんな選せん択たく肢しは選ばないで）」

　背せ筋すじに冷たいものが走り抜けた。

　プレイヤー１からすれば、単純に裏切り者へ憎ぞう悪おを抱いだくのは難しくない。

　プレイヤー２からすれば、そんな裏切り者を受け入れる必要はない。

　いずれのグループからも弾かれたポジション。

　九人対一人。

　東川守まもるは、自分で設定したはずのペナルティを、自みずから受け止める事で流血沙ざ汰たを押さえつけたのだ。




　　　　　２




　地味めな男子大学生が安西恭きよう介すけ。

　金髪碧へき眼がんで怪しげな日本語を使うのが春はる海み。

　長身で長い黒髪の、冷れい徹てつな印象のある美人が蛍ほたる。

　ヘッドフォンや包帯をつけた女性がこずえ。

　キャバ嬢じようみたいな派手な髪型の女性が愛あい洲す。
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　以上がプレイヤー２の五人組だと紹介された。プレイヤー１の東川達と違って、全員が同じ大学に通っていて、『アトラクション』に参加する前からの知り合いだったようだった。

　この極限状況で一から人間関係を構築しなくてはならなかったプレイヤー１と比べると、プレイヤー２の境遇は羨うらやましくもある。

　……ただ、失敗すれば最低でも誰だれかが死ぬ環境だ。その候補が全員知り合いというのは、ある意味において単純な疑心暗鬼よりも苦しい状況なのかもしれない。

「こっちだ」

　安あん西ざいに先導される形で、東ひがし川かわはバーを出る。

　ついてくるのは春はる海みと蛍ほたる。こずえは怪け我がをしていて、愛あい洲すはその手当てをするためバーに残るようだった。

　扉を潜くぐると景色は一変した。

「……これは？」

「スーパーマーケット、っていうか、大型のショッピングセンターかな。そんな風に見えるだろ」

　地じ獄ごく病びよう棟とうと違って蛍光灯の明るい光に満たされ、空間自体も相当広い。学校の体育館が二つも三つも入りそうだった。学校の図書室や下げ駄た箱ばこみたいに、レトルト食品や調味料が満載された棚が規則的に並べられていた。野菜や魚なんかの生鮮食品のコーナーは、外周に沿ってぐるりと配置されている。

　ついてきた長身の蛍が、東川と一定の距きよ離りを保ちながらも、こう発言してくる。

「……どこかで見覚えがある。そうは思わない？」

「それって……？　いや、待てよ……」

　東川はわずかに眉まゆをひそめ、それから気づいた。

「ここ、『アトラクション』のモニターの映像にあった場所に似ているよな。何だっけ？　一度心臓を止めてから、ＡＥＤで心しん肺ぱい蘇そ生せいさせれば勝ちってヤツの……」

　あれも確か広大なスーパーマーケットの店内みたいな場所が舞台だった。

　だとすると……。

「他にもあるのデス」

　金髪碧へき眼がんの春はる海みとかいう女性が付け足し、指である方向を指し示した。

　生鮮食品コーナーの近くに、業務員用の扉があった。

　東ひがし川かわがドアを開けると、これまでの構造を無視した別の施設があった。

　ありふれた雑居ビルの一室のような場所。

　家財道具が運び出されているためか、簡素な四角い空間は、コンクリートの檻おりを想像させる。

　こちらについては、説明されるまでもなかった。

　中央に、これみよがしに特殊な機材が置かれている。

「……ギロチン……」

　血はついていない。刃は新品同様の輝かがやきを放っていた。なので、実際に『アトラクション』で使われたものなのかどうかまでは把は握あくできなかった。

　安あん西ざいが重たい息を吐はいて、

「他にもいくつかの『アトラクション』の舞台か、それを模して造られたような部屋があったよ。でも、流石さすがにドーム球場とか亡なき骸がら島じままでは確認できなかったけど」

「屋内に収まらないようなサイズの舞台については、この施設の『外』に併設されているのかもしれないけどね」

　長身の蛍ほたるが、黒い髪をいじりながら言う。

　それは、思った以上に嫌いやな悪お寒かんを感じさせる意見だった。

「……つまり、全すべての『アトラクション』の舞台になった、血を吸って育つような場所に俺達は運び込まれていたっていうのか？」

「分からないのが、地じ獄ごく病びよう棟とうデス」

　春海は肩をすくめて、

「あんなのは私達が見た『アトラクション』のムービーには出てきませんデシタしね」

「言われてみれば……」

　そもそも、地獄病棟はロボトミー手術にまつわる事件の舞台だったはずだ。『アトラクション』に関係しているとは思えないし、地獄病棟の手術室にまつわる『アトラクション』を用意するなら、普通は手術道具を使った悪あく趣しゆ味みなルールを構築しようとするのではないだろうか？

　安西が割り込むように言う。

「とにかく、事件の黒幕っていうのは日本全国の事件に関かかわって、そういう映像を手に入れているって訳だ」

「日本全国？」

「そうだよ」

「全部の事件の舞台がここだった、って訳じゃなくて？」

「地じ獄ごく病びよう棟とうのオリジナルはきちんとある。事件もそこで起きている。……とすると、日本全国で起きた事件の現場と同じ施設を、別の場所に作っているって考えた方が無難じゃないのか？　あれだけ精巧に内装を整えるとなると、ワイドショーや写真週刊誌の情報だけでできるとは思えない。そもそもの事件にも関わっていそうな気はするけどな」

「まず日本全国で陰いん惨さんな事件を起こすなり誘ゆう導どうするなりして、その後にそれとそっくりな施設を『ここ』に集約させた、って事なのか」

「だって、ほら」

　安あん西ざいは狭せまい部屋の中央にあるギロチンを指差した。

　確かに、刃は綺き麗れいに輝かがやいている。

　蛍ほたるも頷うなずいて、

「ひょっとしたら、本物の地獄病棟の事件の裏でもバニーガールが暗あん躍やくしていたのかもしれないね。まるで『いわくつきの物件』を作って付加価値を高めようとしているみたい」

　だとしても、だ。

　東ひがし川かわは、頭に浮かんだ疑問を率直に口に出す。

「……そんなモデルルームをかき集めて、一体何しようっていうんだ？」

「そこまでは分からないのデス」

　地獄病棟で起きた医い療りよう施設を用いた事件と、東川達が拳けん銃じゆうを渡されて強要された『アトラクション』には大きな違いがあるのは事実だ。

　舞台を丁てい寧ねいに整え、様々な調整を施ほどこしておきながら、一番太い柱は全く別のものにしてしまう。

　東川は呻うめくように、

「……あべこべだな。筋が通らないようにする事に意味でもあるのか？」

「筋が通らないように、か」

　安西も口の中で呟つぶやく。

　しかし、五ご里り霧む中ちゆうの東川と違って、何かが引っかかっているような口振りにも聞こえた。

　蛍は小さく息を吐はいて、

「ただ、モニター用の映像も含めてかなり大掛かりなものになっている。黒幕さんにとっては、よっぽど重要な事なんでしょうね」

　しばらく施設の中を調べたが、やはり出口らしいものは見つからない。

　いくつか開かない扉もあるのだが、東川達を放り込んでからコンクリートか何かで塗り固めたのか、そもそもイミテーションで壁の一部になっているのか、押しても引いてもびくともしない。

「でも、事件を起こしている連中だって、施設を調整するためにここへ入ってくる必要はあるはずだよな」

「全部の準備を終えた後、唯一の出口を外からコンクリで固めた、なんて事態になっていない事を祈るしかないな」

「シークレットな扉があるのかもしれないデス！」

「あったとしたって、施せ錠じようぐらいしてあるとは思うけどね」

　ヒントは見つからなかった。東ひがし川かわ達はとりあえずバーにいる他の連中と合流するため、来た道を引き返そうとする。

　と、その途中、ショッピングモールの中で、商品棚をゴソゴソと漁あさっている人物を発見した。大学生というよりキャバ嬢じようみたいな女性……確か、薬やく師し寺じ愛あい洲すとかいう名前のはずだ。彼女は傍かたわらに置いたカートの中に、次々と小さな箱を放り込んでいく。

　東川は素直に質問した。

「……何やっているんだ？」

「こずえ達の怪け我がの手当てをするために、包帯とか消毒薬が必要でしょう？　せっかく物には困らない舞台なんです。使える物は何でも持っていかないと」

　眉まゆをひそめたのは東川だけではなかった。

　長身の蛍ほたるが、周囲に警戒の目を向けながら、

「こんな所にある商品なんて使い物になるの？　『悪意』が込められている懸け念ねんは？」

「もちろんありますけど。でも、試薬を使って確認すれば、危険の有無は察知できるんじゃないでしょうか」

「試薬って……」

　安あん西ざいが困惑したような声を発したが、愛洲の方はなんという事のない口調でさらに続ける。

「紫キャベツがリトマス紙の代わりになる事ぐらい小学生でも分かるでしょ？　日用品を組み合わせるだけでも結構調べられるものなんです」

　すらすらと言葉を並べる愛洲には、聞きかじりの知識だけで語っているのとは違う何かがあった。ひょっとしたら、彼女は理系の学部に在ざい籍せきしているのかもしれない。

　長身の蛍が人差し指を顎あごに当て、軽く首を傾かしげる。

「要点を言って。何とかなりそうなの？」

「任せてくださいって」

　愛洲は適当に答えたが、その後に、付け足すように小さく続ける。

「……それに、あの氷ひ山やまとかっていう人も手当てしませんとね。追い詰められていたとはいえ、彼女を消火器で殴なぐったのは私なんですし」

　彼女に促されるように、東川達もショッピングカートの中に野菜や果物、調味料なんかを放り込んでいく。これをどう使ったら各種の試薬に化けるのかは、東ひがし川かわには想像もつかなかった。

　必要な物を集めると、彼らは怪け我が人にんの待つバーへ引き返す。

　女子高生の松まつ実みが、商品満載のショッピングカートを見て眉まゆをひそめた。

「何それ？　腹ごしらえでもしようっていうの？」

「その前に怪我人の手当てが先でしょう？　ええっと、試薬を作るから、まずキャンプ用品のコンロを……」

　キャバ嬢じよう風の理系大学生、薬やく師し寺じ愛あい洲すが言っている側そばから、風かざ上かみがショッピングカートにあったリンゴを掴つかんでかぶりついてしまう。

「……あんま新鮮じゃねえな。パサパサしてやがる」

「試薬を作るためのものって言ったでしょう!?　毒とか入っていたらどうするんですか!!」

「毒ぶぅ!?　ちょ、おま、じゃあこのやたら不ま味ずいのって……!!」

「元気そうで何よりデス！」

　試薬とやらは、主に薬師寺愛洲が一人で勝手に作業を進めていた。野菜を切ったり搾しぼったり、コンロで煮込んだりしているが、傍はたで見ている東川には何の成分を取り出そうとしているのか想像もつかない。

　やがて消毒薬や包帯の安全性が確認されると、ようやく怪我人の手当てが始まった。

　久く坂さかこずえ。

「うっぐ……!!　し、沁しみるわ。メチャクチャ沁みる!!」

「はいはいシャンプーハットが恋しいお子様じゃないんですから。つーか本当に危険な状態の人って痛みの感覚なくなるそうですよ。割とピンピンしているじゃあないですか」

「元気そうで何よりデス！」

「その一本押しで何でもかんでも乗り切れるとは思わない事ね……!!」

　そして氷ひ山やま都と茂も子こ。

　頭部の打だ撲ぼくのようだが、結局、消毒薬と包帯で適当に手当てをして、氷を入れた袋を押し当てるくらいしか対処できなかった。

　ただ、それだけでも、あるとないとでは随ずい分ぶん変わるらしい。

　氷山は、東川が固定している氷入りの袋へ、改めて手を添えて息を吐はく。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「意識ははっきりとしているし、五感も鈍にぶっていないわ。素人しろうと考えだけど、問題ないと思う」

「でも頭じゃん」

　と言ったのは、女子高生の松実だ。

　レイチェルも、遠巻きながら声をかけてくる。

「は、早く、ちゃんとした検査ができれば良いんですけど」

「どっちみち、ここ出るしかねえんだよな」

　適当な調子で言う風かざ上かみは、またもやショッピングカートの中にあったスナック菓子の袋を掴つかんでいる。今度は薬やく師し寺じ愛あい洲すからお墨すみ付つきをもらった安全食らしい。

　意外なのはプレイヤー２。長は谷せ川がわ蛍ほたるとかいう長身で長い黒髪の女子大生も、一いつ緒しよになってシュガーシリアルの袋を開けていた。……なんというか、もっとクールな印象があったのだが。

　何な故ぜか、手当てを受けている久く坂さかこずえが遠い目をしてこんな事を言った。

「蛍はロマンチストなのよ」

「食欲とは関係ないと思う」

「やっぱり関係ないんですってよ！　そんな訳で蛍、一人占めしているシュガーシリアルこっちにも渡しなさい!!」

「……私は文系だけど、こう見えて人を殴なぐれる文系なのよ」

「なあ、あれホントにロマンチストなのか？」

　怪け我が人にん二人の手当てが終わってしまうと、どうしても余った『商品』の方に意識が向く。……正直、こんな時に食欲なんて湧わかないと思っていたが、実際に缶詰のパイナップルを一口かじってみると、胃袋が急速に食べ物を欲し始めるようになった。

　意味もなく得意げなのは風上だ。

「なー？　やっぱ腹減ってたんだって!!」

「ひょっとしたら、心の食欲と体の反応がズレているのかもしれませんね……。というか、あれから何時間経たっているんでしょう」

　レイチェルはそう呟つぶやきながら、小さなラスクを端はしの方からかじっている。

　ポツリポツリとだった会話も、徐々に膨ふくらんでいく。

「ひどいバイトだったわね……」

「そもそも春はる海みが持ってきた話って時点でもっと怪しむべきだったんですよ！　丁てい寧ねいに地雷を全部踏ふんでいくような女なんですから!!」

「ちょっとー、バッドなのは私じゃないデショー。安あん西ざい君も何とか言っちゃって！」

「ああ、でも、前にあった死体洗いの病院とか駅のマグロ拾いとか樹海捜そう索さく探検隊とかに比べれば……」

「しばらく見ないと思っていたら、あなた達は二人揃そろって一体どんな無む茶ちや苦く茶ちやな時空に巻き込まれていた訳？」

　わいわいと会話の輪を広げていくのは、やはりプレイヤー２の面々だ。今日初対面のプレイヤー１よりは、以前から知り合いらしいプレイヤー２の方が敷しき居いは低いのも当然だろう。

　適当に床に座り込んでパイナップルの缶詰と格かく闘とうする東ひがし川かわの隣となりに、スポーツ飲料のペットボトルを持った松まつ実みが同じように座る。短いスカートを若じやつ干かん気にするような素そ振ぶりを見せながらも、彼女はこんな事を言ってきた。

「……あいつらみんな同じ大学だって話だったけど」

「うん？」

「あたし達って、良く考えてみればどこの誰だれかも分かっていなかったのよね。自己紹介なんて嘘うそついちゃえばそれまでだしさ」

　何を今さら、と東ひがし川かわは思った。

　……当然の事を改めて、わざわざ口に出している事の不自然さにまでは、彼は気づいていなかった。

　だから東川は、サラリと呟つぶやいていた。

「なんだかんだで協力し合ってさ。よくもまあ、こんなメンツで互いの背中を預け合ったもんだよな」

「……、」

　松まつ実みは、ジロリと横目で東川の顔を見た。

「経歴なんて、誰にも分からない訳だしね」

「でもそれ、意味なんてあるのか？　学歴も貯金も通用しない状況だぞ。どんな肩書き持っているかなんて関係ないんじゃあ……」

「じゃあ」

　松実は勢いで言ってから、そこで言葉を切った。

　わずかに、警戒するように、周囲へ目をやってから、小声で言い直す。

「……この中に、『主催者』が混じっていたらどうする訳？」

「え？　いや、あるのか。そんな事……」

　言われて初めて可能性に気づいたように、東川は小さく呟く。

　それから、

「まずは立ち位置の確認だろ。味方にできるようなヤツなら利用させてもらうけど」

「馬ば鹿か。そんなの問答無用で袋ふくろ叩だたきにしちゃえば良いじゃん」

「それで状況が好転するほど甘いセッティングじゃないと思う。そもそも、お前の言い方だけじゃ、どういう状況で混じっているかも分かんないんだし」

「……状況？」

　松実が眉まゆをひそめると、東川はプレイヤー２の面々を顎あごで指し示しながら、

「あいつらがそうだったろ。ホントにスパイとか邪じや魔ま者ものとかだったら笑えないけど、裏切りとかペナルティとかで『アトラクション』に放り込まれているんだとしたら？　味方にできる可能性は低いけど、『主催者』のやり方っていうか、裏事情まで知ってるそいつを本当に味方につけられたら心強くもなるんじゃあ……？」

「……ふん」

　座ったままスポーツ飲料を口に含む松実は、何な故ぜか東川から目を逸そらした。

　そのまま、ずりずりと彼から少し距きよ離りを取る。

「甘ちゃんめ」

「？」

　東ひがし川かわが怪け訝げんな顔になった。

　その時だった。

　なけなしの応急手当と食事によって気が緩ゆるんだ、まさにそのタイミングを狙ねらったかのような悪あく趣しゆ味みさだった。

　複数の丸テーブルに各おの々おのある三つの椅い子すに対応するように置かれた、無数のノートパソコンに変化があった。

　地じ獄ごく病びよう棟とうの情報や映像が全すべて消え、代わりに全ての画面に同じものが表示されたのだ。

　それは。




『ははーはーっ!!　あらあら残念ちゃん。プレイヤー１とプレイヤー２が殺し合う「アトラクション」は失敗に終わっちゃったようですねえ』




　見覚えのある人物の顔が大写しにされていた。

　しかし一方で、直接の面識のない人物だった。

　ここに連れて来られる前。試作『アトラクション』のモニター映像と称して観みせられた、無数の殺し合いの『アトラクション』を常に管理していた存在。

「バニーガール……!!」

『見れば分かる答えをありがとう。でも東川さん、あなた達プレイヤー１がバーに踏ふみ込んじゃった事にはとても大きな意味があるのです。「アトラクション」の完全管理を命じられていたプレイヤー２の皆様はよーく分かっていると思うのですが』

「っ!!」

　今までそれをやっていた、愛あい洲すとかいうキャバ嬢じようみたいな女性がびくりと肩を震ふるわせた。『アトラクション』が破は綻たんすれば何か罰ばつを受ける、という事だったのだろうか？

『とはいえこっちも「事情」はありますし、今のままではまだ「足りない」みたいなんですよねえ。困った困った』

「何を言っているんだ……？」

『分からなくても結構。そんな訳でー、敗者復活のチャンスを与えましょう。この私がじきじきに、一級品の「アトラクション」ってものを楽しませてあげますよ。本当に、心の底からね』

『アトラクション』。

　その単語を聞いた途と端たんに、東川の背せ筋すじに嫌いやなものが走った。彼だけではないだろう。この短い間に、言葉の持つ力が全く別のものへと切り替わってしまっている。

　しかし画面の中のバニーガールの言葉は止まらない。

　止められない。

　彼女はにこやかな笑顔と共に、さっさと司会進行してしまう。

『それではー、皆様から見て左手側の大きなモニタにご注目してくださいっ』

　ここはバーを模した部屋で、壁一面に電飾用の巨大なモニタが設置されていた。

　東ひがし川かわは、そちらを見たくなかった。

　バニーガールが大写しになっているのが視界の端はしだけで分かる。また、倫理が欠けつ如じよし人道にもとる、ろくでもないルールが表示されるのではないかと思ったからだ。

　が、事態は彼の予想の上を行った。




　バリィ!!!!!!　と。

　突然巨大なモニタが砕け散り、その奥からバニーガールが飛び出してきたのだ。




「うっ、うわ、うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　全員が叫んだと思う。

　しかし腰を抜かした風かざ上かみの絶叫によって、それらの声はかき消されていた。

[image: ]

　当のバニーガールだけが、能天気に腰をくねりとひねって、

「ふわっはっはー!!　ナイスなリアクションをありがとう。……風かざ上かみさん、まさかちびってませんよね？」

「ふへ!?　なん、画面から、なん、抜け出し……!?」

「いやいやホラー映画じゃないんですから。薄うす型がたモニタの向こうに小部屋があっただけですって」

「……っ!!!???」

　口をパクパクして硬直している風上は、完全に呑のまれてしまったようだった。

　一方で。

　そんな風上が取り落とした『武器』……フロアランプを分解して作った木の棒を掴つかんだ手があった。

　プレイヤー２唯一の男性である、安あん西ざい恭きよう介すけとかいう大学生だ。

　しかし。

　バニーガールは彼の方を見ようとすらしない。

「あーんざーいすぅわーん」

「っ」

　飛びかかろうとする直前の一声だった。

　それだけで、安西の肩がビクリと震ふるえた。

「これってちょっとした質問なんですけどー？　それが安西さんの答えって事で良いんですかね？」

「答え……だって？」

「だ・か・ら」

　初めて、バニーガールが安西の方を見た。

　横目。

　その中に広がる、どろりとした色彩が彼を縛しばる。

「何の前まえ触ぶれもなく突然あなた達の前に現れた私を、よってたかって袋ふくろ叩だたきにすれば全員仲良くここから脱出できると。……それがあなたの考える『アトラクション』のルールって事で良いんですか？　そんな簡単なルールで？」

『アトラクション』。

　ルール。

　それを破る事で与えられるペナルティがどれほどのものかは、プレイヤー１もプレイヤー２も嫌いやというほど思い知らされている。

　誰だれにも説明されていない。

　しかし踏ふみ外せば、問答無用の罰ばつ則そくが襲おそいかかる。

　誰にも分からないからこそ、裏をかくための思考ゲームにすら入れない、圧倒的な理り不ふ尽じん。

「……やっちまえ」

　へたり込んだまま、風かざ上かみが呟つぶやいた。

　すぐに、それは爆発したような大声に変わる。

「やっちまえって!!　何にせよ俺達の命を弄もてあそんでやがった野郎が目の前にいるんだ！　画面の向こうでも、安全な壁の奥でもねえ。そこにいるんだ!!　だったら!!」

「あらまー風上さんたら自分の手を汚よごさないとなると途と端たんに威勢が良くなりますねー。仮にルール違反だったとしても風上さんは罰ばつ則そくを受けませんから当然ですよねえ。風上さんは」

　ねちっこく繰くり返される言葉。

　それを振り切るように、プレイヤー２の蛍ほたるとかいう女性が口を開く。

「ルールがあろうがなかろうが、『主催者』であるあなたを無力化させれば、こんなふざけた『アトラクション』は終わるんじゃない？」

「無力化！　良いですねえ無力化!!　倒すとも殺すとも言わないから罪悪感がまるでなし!!　正義の味方が重宝する言葉になる訳でっす!!」

　でも、とバニーガールは付け足して、

「……そもそも、何で私が『主催者』だって思うんです？」

「っ」

　その言葉に全員の心臓が不自然に収縮する。

　プレイヤー１とプレイヤー２。

　東ひがし川かわ達一〇人だって、今までそんな風に『主催者』の手で切り分けられ、互いに理り不ふ尽じんな闘とう争そうを強しいられてきた。人物相関図そのものに悪意が込められていたのだ。

「まー私は哀あわれな被害者なんてポジションじゃありませんけど。でも、こーんな最前線に立つ兵隊が全すべてを支配していると？　久く坂さかこずえさんみたいに見つかった途と端たんタコ殴なぐりにされかねない条件なのに？　安全なモニタの向こうからわざわざ現場にやってくるような人間が？　まさかそれがあなたの答えだなんて思っていませんよねえ」

　そう。

　舞台を用意するにしても、ここまで一〇人を呼び集めるにしても、とても個人の力でできるとは思えない。バニーガールの背後には、何かしらの強い組織が存在する。そして、その『主催者』こそが『アトラクション』のルールを製作し、管理し、執行しているのだ。

　バニーガールを殺したからって、それで終わる訳ではない。

　そして殺してしまった後も『アトラクション』が続くのであれば、当然それに伴う罰則が与えられるはずだ。

　そうでなければ。

　わざわざ、安全な場所からバニーガールがやってくるはずがない。

　逆の立場で考えれば良い。

　数の上では圧倒的に不利な『現場』へ、丸腰のままやってくる馬ば鹿かなんているのか？

　そんな選せん択たく肢しを選べるのか？

「じゃー各おの々おの結論を出したのなら、こっちもこっちで敗者復活戦を始めるとしますかね」

「おい、ちょっと待て。俺達は……!!」

「東ひがし川かわさん？」

　バニーガールはにっこりと微ほほ笑えみ、

「参加するしないはあなた達の自由です。ただ、クイズ番組を想像してくださいよ。解答席を離はなれた芸能人って勝てると思います？　どれだけ頭が良くても、解答ボタンを押せないのでは勝ち目はないんじゃないですかねえ」

　そして。

　この『アトラクション』で『敗北』する事が、一体何を意味するか。

「……、」

　その場の全員が、身動きが取れなかった。

　右手も左手も右足も左足も自由に動かせるはずなのに、誰だれも何も動けなかった。

　バニーガールだけが、能天気に長い耳の飾りを指先でいじくりつつ、

「じゃー手っ取り早く準備を始めましょう。皆様、立ち吞のみ用のカウンターにはあなた達のお名前が記入されています。そこがクイズの解答席みたいなものですので、各々ご自分の席へと向かってくださいませ」

　東川達一〇人は、お互いの顔を見合わせた。

　ここが最後のラインだ。

　反逆するか、従うか。

　レイチェルの肩を借りている氷ひ山やまは、弱々しく首を横に振った。

「……状況が見えない。罰ばつ則そくの規定が『全員殺害』とかいうものだったら最悪よ」

「でも、あいつを人質に取れば……」

「東川さーん。それがあなたの答えで良いんですかー？　まーまーだったらお好きなようにすれば良いと思いますけどー？」

　自分の両手を後ろに回し、東川の方へ背を向けて、まるで尻しりを振るようにその両手を差し出すバニーガール。

　誰かがルールを破る瞬しゆん間かんを待ちわびているような調子だった。

　ようやくショックから抜け出した風かざ上かみがゆっくりとした動作で立ち上がったが、こちらについては女子高生の松まつ実みが無言で片手を水平に伸ばして制止させる。

　誘さそいに乗るな。

　反逆するとしても、この場面じゃない。

　プレイヤー１とプレイヤー２の一〇人はそう思い、各々の『解答席』の前に立つ。

　バニーガールはにっこりと笑う。

「はい、準備完了しました」

　パン、と胸の前で両手の掌てのひらを合わせて。

　彼女は小さく小首を傾かしげて。




「……ホントは私を守るルールなんて何にもなかったのにね」




　ボソリと呟つぶやかれた直後だった。

　ガクン!!　と。

　東ひがし川かわの足元で、一切の安定感が消えた。落とし穴。そう気づいた直後には、すでに彼の体はバーから完全に消失していた。

　彼だけではない。

　一〇人が同時に落ちた。

「な、ん……!?」

　三メートルほど落ちたところで、不自然に東川の体は停止した。周囲を透明な膜のようなものに包まれ、太いワイヤーに吊つり下げられる形で、東川は空中でぶらぶらと揺れていた。

　金魚すくいで、取った金魚を入れておくための、ビニール製の袋があるだろう。あれを巨大にして、人間を詰め込んだような感じだった。

　東川自身の体重によって袋の口のワイヤーは強く締しめられていて、抜け出す事はできないようだった。それでいて、分厚いビニール素材を破って外へ飛び出そうとも思えなかった。

　理由は単純。

「……じょ、冗談、でしょ……!!」

　干ひ上あがった喉のどから無理矢理に声を搾しぼり出したのは、こずえとかいう女性のようだった。

　彼女の目線は真下にある。

　そこには漆しつ黒こくの闇やみがあった。床も地面も一切見えなかった。一体どれくらいの深さがあるのかは知らないが、少なくとも一〇メートル二〇メートルなんていう次元ではないだろう。当然、この高さから自由落下すればどんな末路を辿たどるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　谷底。

　あるいは、ビルの清掃用ゴンドラ。

　そんなものを強く印象させる高度だった。圧倒的な深さ、ワイヤー一本でぶらぶらと揺さぶられる感覚、硬い床ではなく不安定なビニール素材という足場。そのどれもが、指先からぞわぞわとした生理的な恐怖心を染しみ出させてくる。

　どこかから、バニーガールの声が聞こえてきた。

『さってー。皆様皆様、袋の中には一枚のカードがあると思います。重要アイテムなので取扱いには気をつけてくださいねっ』

　暗がりの中、東ひがし川かわは手探りであちこちをまさぐった。そして、硬い感触を指先で捉とらえる。薄うす暗ぐらくて見えにくいが、それは表が赤、裏が黒のカードのようだった。数字や記号、イラストのようなものは一切描かれていない。

「このカードが……何だってんだ？」

　風かざ上かみが呟つぶやくように言うと、バニーガールが答えるように先を続ける。

『アクションは簡単ですが、ルールはちょーっと複雑です。二回は言わないので注意深く聞いてください』

「……、何をさせる気なんデスか……」

『皆様には、合図と共にそのカードを出していただきます。せーの、どん！　って感じで。……ただし、表を出すか裏を出すかは皆様の自由です。で、ここからが重要なんですが』

　そして。

　最悪のルールが提示された。




『赤を出した人は生き残れます。ただし、全員が赤を出してしまった場合は、全員殺害されますのでご注意を』




『黒を出した人は殺害されます。ただし、全員が黒を出した場合は、誰だれも欠ける事なく生き残れます』




『複数の色が混ざった場合は、黒を出した人だけが殺害されます』




「そんなの……」

　他と同じように空中でぶら下げられている安あん西ざいが、透明な袋の中で困惑したように言った。

「そんなの、誰だって赤を出すに決まっているだろう！　だって確実に助かるんだ！　そんなのが『アトラクション』として成立するのか!?」

『全員で赤を出したら全員殺害されちゃうんですけどね？　ビビリ過ぎても全滅です』

「それって……っ」

　絶句したのは、愛あい洲すというキャバ嬢じようみたいな女性だ。

　一〇人の内、九人が赤を提示すれば最大数が助かる。でも、もしも最後の一人も赤を出してしまったら。生存者は〇。全ぜん滅めつとなる。

　殺害。

　この場合は、ストレートに一本きりのワイヤーを切断し、奈な落らくの底へ落とされる事か。

「うう……」

　氷ひ山やまが呻うめき声を上げる。傷が痛むだけではないはずだ。嫌いやなものを想像したのかもしれない。

　東ひがし川かわも同様だった。ビニール袋に詰めたトマトをアスファルトに叩たたきつける情景を思い浮かべたのだ。真っ赤な色彩が、透明なビニールの内側にべったりとこびりつくシーンを。

「で、でも、全員で黒を出せばみんな生き残れるんでしょ？」

　横から言ったのは、袋の底に座りつつ、ミニスカートの裾すそを気にしている女子高生の松まつ実みだ。

「だからみんなで黒を出しましょうってか？」

　風かざ上かみが、嘲あざけるように言う。

「九人が黒を出して、誰だれか一人が赤を出せば、それでおしまいだぜ！　九人は殺害、裏切り者だけが大手を振って生き残る。赤は『確実』なんだ！　『確実』に助かるんだ!!　この中の誰かが、土ど壇たん場ばで『確実』に逃げねえって保証はあんのかよ!?」

『まーそういう事です事なのです。全員黒を目指せば馬ば鹿かを見て、全員赤に妥だ協きようしてもさようなら。どこを狙ねらうか含めた「アトラクション」の始まりでっす！』

　バニーガールの声は楽しげだった。

　計算していた通りの苦悩を突き付けられたと言わんばかりに。

『じゃあ時間を区切りましょうか。一〇分後にジャッジを始めます。それまでに、相談するなり脅きよう迫はくなり懐かい柔じゆうするなり哀あい願がんするなり色々やってくださいよ。……ま、最適な答えはもう提示してあるんですけどね☆』

　言うだけ言うと、バニーガールの声は完全に途切れてしまった。

　最適な答え。

　全員で黒。

　言葉にするのは簡単だ。机上の空論なら誰だってそれを選ぶ。でも、そこには人の命がかかっているのだ。それも自分の命。

　問題なのは、赤を出せばとりあえず『確実』に助かるのだという点だ。

「黒……なら、良いのよね。とりあえず、全員で黒を出せば……!!」

　こずえが、自みずからの不安を払ふつ拭しよくするように言う。

　反論したのはやはり風上だ。

「言ったろ。赤は『確実』なんだぞ」

「でも、レッドで助かろうとしたら誰かが犠ぎ牲せいになりマス!!」

「だからよお！　お前ら全員赤を出して助かろうとしてんじゃねえの!?　赤は『確実』だが、一〇人全員で出しちまったら殺害の嵐あらしで全ぜん滅めつしちまう。だから表面上は黒を出そうっつっておいて、いざとなったらそっちのグループ全員は赤を出すとかさ!!」

「そんな……!!」

「保証はねえだろ、保証は!!　黒で勝つより赤で勝つ方が簡単なんだ。誰かを騙だまして生いけ贄にえに捧ささげれば、それで『お前達』は無事に生き残れるんだからな!!」

　お前達。

　それが何を基準に区切っているものか、東ひがし川かわには分からなかった。

　しかし、風かざ上かみの懸け念ねんはこの『アトラクション』の核心を突いているのも事実だと、彼は思う。

　全員で黒を出しましょう。

　そう提案して、作戦会議を締しめくくるのは簡単だ。性善説に基づくから、結論付ける事が気持ち良くもあるだろう。

　でも、いざ蓋ふたを開けてみたら総スカン、っていう可能性はないのか？

　東川だけが黒、残り九人が赤を出してハッピーエンド、なんていう展開は？

　彼らは団結するほど互いを知らない。

　プレイヤー１とかプレイヤー２とかいう枠組みだけではない。

　そもそもプレイヤー１の中の、東川、風上、松まつ実み、氷ひ山やま、レイチェルでさえ、互いの事を深く知り、強く結びついていると断言できるような状況ではないのだ。

　そして。

　目先の『アトラクション』のルールで紛ふん糾きゆうする中、東川は『この後』について考える。

　全員黒で勝つのはほぼ不可能。

　では、誰だれかが赤で勝ったとして、その先はあるのか？

　九人対一人なんて極きよく端たんな結果だけじゃない。例えば五人対五人。半々で片方が殺害され、もう片方が生き残ったとしよう。

　そこに信しん頼らい関係なんてあるのか？

　ただでさえ一〇人全員で束になっても突破口が見えないようなバニーガール相手に、ズタズタになった生き残りだけで対処できるのか。

　これはつまり、そういう『アトラクション』なのだ。

　本来殺し合うためにセッティングしていたプレイヤー１とプレイヤー２が合流し、団結しかかっていた。その構図を崩し、いがみ合わせるためのお膳ぜん立だて。

　おそらくバニーガール達は、赤で全員殺害されるなんて考えていないだろう。

　おそらくバニーガール達は、黒で全員生き残るなんて考えていないだろう。

　中ちゆう途と半はん端ぱな生還。

　七対三でも六対四でも五対五でも良い。

　全員黒でも全員赤でもなく、狡こう猾かつに間へ入ったヤツだけ助かる。とにかく一つの集団を中途半端に喰くい散らかして、複数の『個』へと分断させようという狙ねらい。

「……あ」

　そこまで考えて。

　思考をぐるぐると回していく内に。

　東川守まもるは、根本的な事に気づいてしまった。




「あ、ああ。あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　頭を抱え、唐とう突とつに絶叫した東ひがし川かわに、残る九人はびくりと体を震ふるわせた。

「な、何だよ？」

　安あん西ざいが恐る恐るといった調子で質問してきたが、東川には答えられなかった。

　認識したのだ。

　自覚したのだ。

　この赤と黒のカードを使ってヤジロベエのようにバランスを保つ『アトラクション』の真の狙ねらい。本当のターゲットが誰だれなのかを。

　ここに来る前。

　東川はプレイヤー１とプレイヤー２の衝しよう突とつを回かい避ひするため、わざとプレイヤー１を裏切ってプレイヤー２につく演技をしていた。力関係の拮きつ抗こうを崩し、五分五分の殺し合いを阻そ止しするためのものだったのだが、ここで東川はこういう事を証明してしまったのだ。

　東川守まもるは裏切る人間だ、と。

　その場は丸く収まった。一〇人全員の生存のためにやむなくやった、という形が保たれたからだ。

　ただし。

　この赤と黒のカードを使った『アトラクション』で、東川が『赤』を使って生き残ったとしたら？

　大義名分が消滅する。

　一〇人全員のためとか何とか都合の良い事を言っていたけど、あいつは自分のためならいくらでも何度でも他人を裏切る人間なんだというレッテルを貼はられてしまう。

『赤』で複数人が生き残ったとしても、東川守はその枠組みの中に入れない。

　彼だけが、『複数回』裏切っているのだから。

　そして、枠組みから弾はじかれたらどうなるか。

　孤立。

　それどころでは済まない。

　これ以上の裏切りによって場を引っ掻かき回されたくない。安定が欲しい。不確定因子を排除して確実な作戦を立てたい。

　そんな風に『場の流れ』が変化していったら……。

　バニーガール達どころか、同じ『アトラクション』参加者にさえ袋ふくろ叩だたきにされる。孤立した状況で『アトラクション』を進めていけば、その不利な点は全すべて東ひがし川かわに押し付けられる。最悪、『アトラクション』を待たずに袋ふくろ叩だたきの時点で撲ぼく殺さつされてしまう危険性だってゼロとは言えない。

　東川守まもるに、『赤』で勝つ選択はない。

　彼は何が何でも『黒』で勝たなくてはならない。

（でも……）

　顔中から脂あぶら汗あせを流し、彼は歯は噛がみする。

　強く思う。

（でも!!）

　一〇人全員で黒を出しましょうなんて言って、誰だれが応じる？

　誰かが応じたとして、全員が一人残らずきっちり応じるとでも思うのか？

　一〇人の中の一人でも『赤』を出せば、その時点でおしまい。

　現に今、こうして作戦会議が紛ふん糾きゆうしている通り。

『黒』で意見を一致して、全員が生き残るなんて性善説の選せん択たく肢しはまずありえない。

　だとしたら。

　だとしたら、この状況は何だ？




『赤』で勝ったとしても、その後に待っているのは袋叩きの行き止まり。

『黒』で勝とうとしても、誰かが『赤』を出して殺害されてしまう。




　究極、それがバニーガールの狙ねらいなのだろう。

　プレイヤー１とプレイヤー２が激突しかけた時、東川守は『裏切り』のカードをちらつかせる事で衝しよう突とつを回かい避ひした。遅かれ早かれ、東川は孤立する可能性があった。

　だから、飽きられた。

　先が分かっているものをじっくり眺める気はないと。何を選んでも、とりあえず確実に東川守が破は滅めつするよう、選択肢を絞った『アトラクション』をわざわざ用意してきた。

　つまり。

　それで。

　だから。




　もう……助かる目は、ない？

　何を選んでどう進んでも、無残な死に方の種類を選ぶぐらいの余地しか、ない、のか？
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　東ひがし川かわ守まもるの腹の底で、何かしらの強きよう烈れつな感情が渦を巻くのを自覚した。

　単純な怒いかりではない。

　単純な恐怖でもない。

　むしろ、意識しないと笑いを誘ゆう発はつしてしまうような何か。胃袋を焼き尽くすようにぐらぐらと煮えたぎっているのに、不可思議な快楽や恍こう惚こつを伴う何か。

　感情の名前が何に分類されるのか、東川自身分からなかった。

　ただ。

　ガチリと。頭の中で、列車のレールが切り替えられるような感覚があった。死を回かい避ひする事が前提だった当たり前の思考から、何か全く別のものへと根幹部分が変更してしまった合図だった。

　もう助からない。

　もう助からない。

　もう助からない。

　だとすれば、それを念頭に置いた上での最後の勝負。

　ハイスコア。

　その定義について、猛烈な速度で東川は思考を回す。生存本能や体のリミッターがおかしくなっているのか、視界が妙に明るく、広範に拡大していく印象があった。あまりの緊きん張ちようや感情の奔ほん流りゆうによって、瞳どう孔こうが正常に拡縮していないのかもしれないが、そんな事はどうでも良い。

　あのバニーガールに一泡噴かせる。

　憎ぞう悪おとも歓喜とも呼べない感情に従い、それを第一優先目標に設定する。その上で、この赤と黒のカードをどういう風に使えば良いか。

　答えはすぐに出た。簡単な事だった。

　……自分自身が助かるための方法さえ除外すれば。

「聞いてくれ」

　様子のおかしくなった東川を、他の九人は遠巻きにこちらを観察しているように見えた。

　集団の中で孤立するのは、本来であれば絶対に避さけるべきだ。

　だが。

　絶対に助からない事を認識してしまえば、そちらの方が都合は良い。

　東川守は、一度だけ息を吐はくと、はっきりとした声でこう告げた。

「俺は『黒』を出す」

「だから……」

　風かざ上かみが、苛いら立だったように言った。

　何度も何度も議論している事を、今さらのように蒸し返された調子で。

「だからそんな事言ったって、ホントに一〇人全員が『黒』を出すなんて保証はどこにもねえだろ……!!」

「分かってる」

　東ひがし川かわは途中で遮さえぎるように言葉を被かぶせた。

　さらに付け足す。

　決定的な一語を。




「だからアンタ達は全員『赤』を出せ。それで犠ぎ牲せいは最小にできる!!」




　息を呑のむ音が聞こえた。

　それが純じゆん粋すいな驚きよう愕がくなのか、確実に助かる道が提示された事による安あん堵ども混じっていたのかは、東川には判別できない。

　できなくても、構わない。

「『黒』については考えなくて良い。アンタ達が問題にするべきは、『赤』を出せば助かるって事だけだ！　一〇人全員が『赤』を出したら終わり。でも、俺が一人で『黒』を出せば、その可能性は完全に潰つぶれるはずだ!!」

「なん、で……？」

　蛍ほたるが、信じられないものを見るような目で東川を見ていた。

　当然と言えば当然か。

　その作戦通りに進めても、東川が助かる可能性はゼロなのだから。

　呆あつ気けに取られていた風かざ上かみが、やがて噛かみつくように叫ぶ。

「そうだ、信じられねえぞ。一人で『黒』を出したってお前は助からねえんだ!!　だったら土ど壇たん場ばで……!!」

「土壇場で『赤』に変更してどうする？　それで一〇人全員殺害されるのか？　『赤』を出そうが『黒』を出そうが俺は死ぬ。その状況で裏切って何が得られる!?」

「……何でそんな事をするのか、聞いても良い？」

　氷ひ山やまが呻うめくように言ったが、東川は答えなかった。

　代わりに言う。

「誰だれが何を言おうが、俺は『黒』を出す。これはもう決定だ。……いいか、この『アトラクション』は、『赤』さえ出せば出したヤツは全員助かる。それとも全員『黒』に賭かけるか？　誓って言うが、『黒』を出しても出したヤツは全員俺の道連れになるだけだ。『確実』を求めるなら、本気で助かりたいなら、迷わず『赤』を出せ。分かったな？」

　助からない。

　絶対に助からない。

　その事実が胸の奥にまで浸透していくと、不思議と妙な目標地点が見えてくるものだった。無意味には終わらせたくない。たとえ、自分の肉を削そいで飢うえている子供に渡すような行為だとしても、そこに妙な達成感を感じてしまう。

　錯さつ覚かくに過ぎない。

　逃とう避ひに過ぎない。

　ともすれば勝負自体を放ほう棄きしているような考え方だが、放棄したなら放棄したなりの選せん択たく肢しが見えてくる。顔と言わず全身から嫌いやな汗を噴き出しながらも、東ひがし川かわはその『目標』へとひたすらにしがみつく。

　まるで。

　間近に迫った死から、全力で目を逸そらすように。

「良いか、全員『赤』だ！　それでお前達は、とりあえず、確実に、絶対に助かる!!　俺を信じろなんて言わない。でも、『黒』を出したヤツだけ馬ば鹿かを見る！　それだけは忘れるなよ!!」

　同時に。

　九人対一人の構図で、東川だけが殺害されれば、バニーガールが考えているような『仲間割れ』や『疑心暗鬼』の構図にはならない。

　何な故ぜなら、今の東川はプレイヤー１でもプレイヤー２でもない。

　五人対四人対一人。『裏切り』によって二つのグループの衝しよう突とつを回避した結果、東川守まもるだけが宙ぶらりんの状況になっている。

　ここで東川が生いけ贄にえになったらどうなるか。

　グループは分裂しない。『裏切り者』を排除した、あるいは、九人で一人を犠ぎ牲せいに捧ささげたという共通の罪悪感。それがプレイヤー１とプレイヤー２を結束させる。

　バニーガール。

『主催者』。

　その思惑から外れた方向に、『アトラクション』の結果を誘ゆう導どうさせる事ができる。

（……それが、俺の最後の勝利条件だ）

　リタイヤは避さけられない。

　何を選んでも死ぬ。

　それについては受け入れる。受け入れるしかない。その上で、東川守が最後の意地を貫くとすれば、このラインしかない。残っていない。

（あの憎にくたらしいバニーガールに一泡噴かせる!!　あいつの思い描いていた道から少しでも外れる！　それがっ、それさえできれば……!!）

「おい!!」

　顔中から嫌な汗を流しながら、血走った目で東川は安あん西ざいを見る。

　叫ぶ。

「俺はここで手詰まりだ。でも、せめて約束しろ。もうプレイヤー１もプレイヤー２も関係ない！　ここから先はお前が主人公になるんだ！　自分の顔見知りだけじゃなくて、残った全員で必ず脱出しろ!!　そのために全力を尽くせ！　良いか、必ずだ!!」

『そろそろお時間です』

　長らく沈ちん黙もくしていたバニーガールの声が聞こえてきた。

　その声には余裕がある。

　向こうにとっての第一目標は、あくまでも『主催者』に飽きられた東ひがし川かわ守まもるの排除。その流れは変わっていないのだから、モニターしている側からすれば焦あせる理由は何もない。

　そう思っているのだろう。

　そこが甘い、と東川は考える。

　もう死ぬ事が決まっていたとしても、その死に方次第で続く結果は変えられる。土ど壇たん場ばのギリギリで、東川はその事実を知った。

　だから負けない。

　死んだとしても、負けない。

『答えは決まりましたか？　作戦は順調ですか？　勝算はありますか？　計算通りに進みそうですか？　まー何であっても決着の時です。では皆様カードのご準備を。サッカーの審判になった気分でどうぞ。赤と黒、出す面を間違えたとかいう意見は聞きません。カードを出すのを拒こばんだ方も問答無用で殺害します。ご理解いただけたのならカードを掴つかんでくださいね』

　一〇人。

　共に均等な命を持つ人間が、その命運を託たくす一枚のカードを手にする。

　東川守。

　氷ひ山やま都と茂も子こ。

　風かざ上かみ信しん造ぞう。

　松まつ実み白しら魚うお。

　レイチェル＝スカイダンス。

　安あん西ざい恭きよう介すけ。

　春はる海み＝クォーターバレー。

　長は谷せ川がわ蛍ほたる。

　久く坂さかこずえ。

　薬やく師し寺じ愛あい洲す。

『せーのっ』

　場違いに陽気な、バニーガールの声が響ひびく。

　それが最後の合図だった。




『どん!!』




　東ひがし川かわ守まもるは、引きつるような笑みと共に、正面に叩たたきつけるように『黒』を提示した。

　そして、一〇人全体の布陣は……。




　　　　　３




　数秒間。

　沈ちん黙もくがあった。

　東川は自分の荒い吐と息いきが、心臓の鼓こ動どうが、いやに大きく聞こえるのを自覚した。自分の死を、選んだ。回かい避ひするのではなく、自みずからの手で選んだ。それは禍まが々まがしいほどクリアで、あらゆる雑念の飛んだ、人間味の欠片かけらもなくなった心境だった。

　高いビルの屋上から飛んだ者は。

　駅のホームから飛んだ者は。

　己の死が確実になるその直前、こんな心境を手に入れるのだろうか。

（……終わった）

　心の中で、口の中で、そう呟つぶやく。

　終わった。

　現実的な恐怖心は一体どれぐらいでぶり返すものなのだろう。そう思っていた東川だが、不思議な事にそれはいつまで経たってもやってこなかった。頭の奥に異様な熱が渦を巻いているだけだ。ひょっとしたら、すでに頭の神経の大事な部分は完全に焼き切れていて、正常な思考なんて元には戻らないのかもしれない。

　具体的に人を殺すための作業が始まり、想像を絶する激痛が発生する段階になれば、泣き虫のように思い出すだろうか。

　それとも、もう痛みについても正常に感知できないぐらい壊こわれてしまっているか。

「……、」

　細く長く、息を吐はく。

　そこでようやく、東川は視界の端はしに別の『袋』がぶら下がっているのを捉とらえた。

　まるで金魚すくいの袋。

　透明な分厚いビニールと、太いワイヤーで支えられているだけの、あまりにも頼たよりないゴンドラ。

　すでに終わった試合結果を確認するように東川はそちらへ目を向けて……そして固まった。

　隣となりの袋には、氷ひ山やまが収まっているはずだった。

　彼女が提示していたカードの色が見えたのだ。




『黒』。




　一いつ瞬しゆん。

　本当に一瞬。

　東ひがし川かわの頭の奥にあった嫌いやな熱が、すっぽ抜けた。目の前で何が広がっているのか、その情報を処理できなくなる。

　そして、数秒空あけて、ようやく気づいた。

　自覚した。

「ば……っ!!」

　作戦は失敗した。九人全員が『赤』を出す選せん択たく肢しは潰ついえた。これでは無む駄だ死じにだ。どんな意図があったか知らないが、氷ひ山やまはただ東川と一いつ緒しよに殺害されるだけである。

　しかし。

　予想はさらに覆くつがえされる。

　安あん西ざい、松まつ実み、レイチェル……改めて観察してみれば、『黒』を提示した人物は氷山だけではなかったのだ。

　犬死にが増えた。

　半々の死者が出たら、生き残りは互いが疑心暗鬼になってしまう。これでは緩ゆるやかな全ぜん滅めつだ。

　そう思っていたのだが。

　さらに。

「え……？」

　見回す。

　見回してみる。

　よくよく見てみれば、場のカードは全すべて一色で統一されていた。誰だれかが『黒』を提示したのではない。参加していた一〇人全員、一人も残らず。まるで示し合わせたように、『黒』で埋うめ尽くされていたのだ。

　何で？　と。

　東川は純じゆん粋すいな疑問を発した。

　この答えは最善だ。しかし、そこに至るための計算がまるで見えない。

「……仕方ねえだろ」

　吐はき捨てるように言ったのは、風かざ上かみだ。

「テメェが勝手に『黒』を出すとか喚わめき出したんだ。これ以外に『俺達』が助かる方法なんかねえだろ」

「目が覚めた、っていうのかな」

　続けて言ったのは蛍ほたる。

「あのバニーガールは色々とルールを並べていたけど、冷静に考えれば選ぶ道なんて一つしかなかった」

「『ブラック』を貫くっていう宣言があったから、逆に背中を押されたデス」

　春はる海みの後に、女子高生の松まつ実みが続く。

「正直、『赤』を出すか悩んだんだけどさ。……仮に一人だけ『赤』で勝ち残って、その後の『アトラクション』どうすんのって感じでもあったし。利用できるものは利用させてもらうわ」

「あなた達が協力しながら『アトラクション』を解いていこうとする姿勢は、私が『アトラクション』の司会を強要されていた時から観察してきましたからね」

　愛あい洲す、さらにこずえ。

「プレイヤー１とプレイヤー２の構造が崩れた時、あなたが止めに入らなかったら私は殺されていた。その借りを返さないままじゃ気分が悪いのよ」

「……確かに『アトラクション』の最中、色々揉もめてたけどさ」

　安あん西ざいが、全員の『黒』を確認してからゆっくりと息を吐はいた。

「そいつはみんなで生き残るための衝しよう突とつだろ。そんな中で誰だれかが『黒』を出すって決定したら、俺達の選択なんて決まったようなもんだ」

「……、」

　単純だった。

　簡単な事実だった。

　東ひがし川かわ守まもるは、この『アトラクション』で自分は生き残れない事を前提に作戦を組んだ。そのため、ハイスコアを『自分以外の九人を確実に生存させ、なおかつ仲間割れなどの禍か根こんを残さない事』としていた。

　でも。

　彼らは違ったのだ。

『自分が』生き残れるかどうかではない。

『全員が』生き残れるかどうかという前提での勝負。

　東川のように安易に諦あきらめず、一〇人全体で生き残るために抗あらがい続けていたのだ。

　そのための紛ふん糾きゆうであり、そのための衝突。

　それをはっきりと突きつけられて、『黒』一色という明確な結果を見せつけられて、東川は今さらのように目が覚めた。死の恐怖から逃れようとするため、無理矢理に構築していた自己犠ぎ牲せいの思考回路が断ち切れるのを感じた。

　自分は、強くも賢くもない。

　ただ目を逸そらしていただけ。

　本当の意味でそういった賞賛を与えられるべきは、みっともなく衝突を繰くり返しながらも、最後まで目の前の問題に立ち向かい続けて『結果』を導き出した九人の方だった。

「九人対一人、あるいは、五人対四人対一人なんかをイメージしていたかもしれないけど」

　氷ひ山やまが、怪け我がを押して告げる。

　とどめを刺すように。

「これで、私達は一〇人よ。あなたがみんなを裏切って、全員を守ろうとしたようにね」

　言葉が……出なかった。

　呆ぼう然ぜんとする東ひがし川かわの耳に、バニーガールの声が聞こえてくる。

『えー……っと。なーんか、あーあ、って感じの結果になっちゃいましたけど。一応「アトラクション」の結果が出たんで発表しますかね』

　落胆。

　がっかりといった感情が声全体に乗っていた。

　そして言う。

　この『アトラクション』の、真の悪意が噴出する。




『氷山都と茂も子こさん、風かざ上かみ信しん造ぞうさん、松まつ実み白しら魚うおさん、レイチェル＝スカイダンスさん、安あん西ざい恭きよう介すけさん、春はる海み＝クォーターバレーさん、長は谷せ川がわ蛍ほたるさん、久く坂さかこずえさん、薬やく師し寺じ愛あい洲すさん。……以上の九人は「アトラクション」のルールにより殺害します』




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あ？」

　冷や水を浴びせかけられるどころではない。

　あらゆる思考が断ち切れた。

　思わず口の中から言葉が漏もれたが、それは何かを意図してのものではなかった。

　本当に理り不ふ尽じんで予想外の出来事は、叫び声を上げる事さえ封じてしまう。

「何で、だ……？」

　やがて、東川はポツリと呟つぶやいた。

　全身が震ふるえているのが分かる。先ほどまで頭の中で渦巻いていた不ぶ気き味みな熱はすっかり消滅し、体の芯しんまで氷水で冷やされたようだった。

「ふざけるな!!　全員で、全員で『黒』を出したんだ!!　それなのに、何で九人も殺害されなくちゃならないんだ!?」

『おやあ？』

　完全に小こ馬ば鹿かにしたような調子で、バニーガールの声が返ってきた。

　一ミリの傷も負っていない者の声だ。

『ルールにはこうあるじゃないですか。複数の色が混ざった場合は、「黒」を出した人だけが殺害されますって』

「だから!!」

『だから』

　重ねるように、バニーガールは続ける。

　決定的な一言を。




『東ひがし川かわさん。あなたが出しているのは「とても濃い茶色」じゃないですか』




　人格が、真っ白に弾はじけ飛んだ気がした。

　あまりの事態に、涙るい腺せんが不ぶ気き味みに蠢うごめく。喜き怒ど哀あい楽らくのどこにも分類できない異様な奔ほん流りゆうが、彼の表情をぐずぐずに崩していく。

　カード。

　カードそのものに細工がしてあった。

　ガタガタと震ふるえる体を無理に動かして、東川は目線を動かす。自分のカードを視界に収める。薄うす暗ぐらい中、それを改めて観察する。

　どう見ても、それは『黒』だった。

『黒』以外にありえない色彩だった。

　ただし。

　それでも。

『まー常人の視力じゃ分からないのも無理はないですけど。ＣＭＹＫの数値で言うと赤色マゼンタが二、三増加している程度ですしねえ。でも、色彩パターンの分類上、それは「とても濃い茶色」です。黒なんかじゃーありません。茶色の色素メラニンが凝ぎよう縮しゆくすると黒髪なんて呼ばれるらしいですが、あくまでもっ、あくまでも分類上は茶色なのでっす!!』

「ば、ばふっ……ぶぁ、馬ば鹿かにしやがって……!!!!!!」

『そんな訳でー、残念ですが一〇人全員の「黒」は失敗！　失敗でございます!!』

　考えておくべきだった。

『全員が生還する』なんていう選せん択たく肢しを、悪あく趣しゆ味みな『主催者』がただポンと用意するはずがないと。そこには何かしらの罠わなが仕掛けてあると警戒するべきだった。

　だとしても。

　だとしても……!!

「アンタが追い詰めようとしていたのは俺だろう!?　遅かれ早かれ孤立するっていう末路が分かっている俺を見てもつまらないから！　九人をまとめて殺害したら集団心理を弄もてあそぶ『アトラクション』自体を続行できなくなる!!　アンタはそれで良いのか!!」

『あーのーねー』

　バニーガールは楽しげだった。

　迷路の模型の中に昆虫を入れて、迷う様子を眺めているように。

『東ひがし川かわさん専用の「アトラクション」？　あなたを排除するためだけに？　何であなた一人のために、そんな大仰な事をやらなくちゃーならないんですか。ちょっとばかし自意識過か剰じようなんじゃないですかねえ』

「……っ!!」

『加えて言えば、私達の目的は「アトラクション」を延々と繰くり返す事じゃありません。むしろ、こういう唐とう突とつなぶつ切り感、あっけない終わり、理り不ふ尽じんなひっくり返し方の方が重要だったりする訳なんですよ』

「何を……言っている……？」

『だって、「不条理Absurd」ってそういうものでしょう？』

　楽しそうに楽しそうに。

　バニーガールは蕩とろけるような声でそう告げた。

　これまでの小こ馬ば鹿かにした感じとは、何かが違った。

『起承転結がはっきりしていたら「不条理Absurd」じゃないでしょう？　可か愛わいい顔のヒロインは死なないとか、お約束通りに安全地帯を作ってしまったら「不条理Absurd」じゃないでしょう？　二時間ドラマだからって、二時間終わるまで主人公は確実に生き残るなんて事になったら「不条理Absurd」じゃないでしょう？　……私達が追い求めているのはそういうモノなんです。だったらなおの事、そんな定じよう石せきは片っ端ぱしからぶっ壊こわしていくぐらいの事はやらないと』

「『不条理Absurd』……？」

　呆ぼう然ぜんとしたように、安あん西ざいが呟つぶやいた。

「『不条理Absurd』だって……？　今、そう言ったのか！」

『ははーはァ！　オブジェクティブ＝アリスなんて名前で呼ばれたりもしていますがね。バンシー、プロメテウスなんかとも関連付けられるあの「白い少女」を確保するのは容易じゃありません。何しろ法則性がないのが法則だとかいうまー厄やつ介かいな存在でして。エミュレーション実験の勝算も不明のまま。でも、何も読めないっていう状況は、私達が「不条理Absurd」の中心核たるアリスに近づきつつある証拠にもなるんですかねえ？』

　しかし、東川は彼の言葉の真意を推測できなかった。それだけの余裕すらなかった。

　敵の狙ねらいの時点で読み違えていた。

　バニーガールは東川を確実に仕留めるために赤と黒のカードを使った『アトラクション』を設定していた訳ではなかった。

　だから失敗した。

　だから失敗した……のか？

『ではでは改めて改めましてっ！　薄うす々うす予想はついているとは思いますが、このまま殺害します!!　こ・れ・は！　なかなかの「不条理Absurd」な展開じゃないですかねえ!!』

　がくん、と東ひがし川かわの足元が揺れた。

　別の機材アームに繋つなげられるような振動の後、ワイヤーが巻き上げられている。

　上へ。

　彼だけを、殺害現場から遠ざけ、安全なバーへと持ち上げるために。

「……待て」

　自分だけが『黒』を選び、残る九人に『赤』を選ばせて助けようとした東川。

　そんな彼を助けるため、危険を承知で『黒』を選んでくれたその九人の。

　殺害が。

　始まる。

「待てェェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」




　叫びに意味などなかった。

　東川一人がバーへ引き上げられ、落とし穴の蓋ふたは閉じられた。

　安全なその場所の、板を一枚挟はさんだ奈な落らく。

　その闇やみの中で。

　九人の命が奪われていく。






　　各々の抱えていたもの







　氷ひ山やま都と茂も子こは遠い国のお偉い学者が提唱した『犯罪者は環境が育てるため、出生や住環境など過去の凶悪犯と類似する経歴コースを持つ者に警戒せよ』という珍ちん説せつへの復ふく讐しゆうとして、完かん璧ぺきな美女として学者に近づこうとしていた。わざとセンセーショナルな、しかし間違ったヒントを渡し、学会から学者を叩たたき出そうとしたのだ。ただ、それは世界的な遊園地へ来た合理的な理由にはならない。憎にくい学者を貶おとしめる。それだけで人生を終わらせられるほど、氷山は機械的な人格ではなかったらしい。




　風かざ上かみ信しん造ぞうは地主をしている『家』の力を借りずに生きてきた。『まっすぐ運輸』で手伝いをする中で、自分が怪しげな生臭い荷物を運んでいる事に疑問を抱いだいて調べる内に、この遊園地に行き着いた。事態を解明できないばかりか罠わなにかけられたような状況に苛いら立だちは隠せず、そこから生じる暴力も『主催者』に乗せられているようで、とても悔くやしかった。




　松まつ実み白しら魚うおは自分自身の『正体』を探るためにここへ来た。それがこんなきな臭くさいものだとは思っていなかったが、『主催者』側から命の奪い合いで例外扱いされない事にはホッとしている部分もあった。使い捨てだろうが何だろうが、今も『ヤツらの仲間』という最低の枠に収まっていた訳ではないと知ったからだ。




　レイチェル＝スカイダンスは日本での留学生活に馴な染じめず、少しでも母国の匂においがする世界的遊園地で働く事で逃げ道を求めようとした。結局それも騙だまされてこの体ていたらくと知った時、生きるのを辞めようかと真剣に考えていた。あの時、死体と同じ部屋に閉じ込められた時、鋼こう鉄てつの扉の向こうから自分を呼ぶ大声が聞こえてこなければ。




　安あん西ざい恭きよう介すけは毎度のように知り合いの女子大生四人組に振り回されていた。ただ、振り回される生活が楽しくなかったと言えば嘘うそになる、という自覚もあった。今日初めて会ったプレイヤー１については複雑な心境だが、立場が逆ならあの程度の暴力で済ませていたかと言えば、これもまた嘘になる。




　春はる海み＝クォーターバレーは特に何も考えていなかった。バイト募集の張り紙を見つけたのは彼女だったが、金に困っていた訳ではない。遊園地というのは少々子供臭いと思っていたが、客ではなくバイトとして入れば新鮮な刺激が得られるのでは、それは楽しい思い出になってくれるのでは。そう思っての事だった。




　長は谷せ川がわ蛍ほたるはアトラクションランドにまつわる胡う散さん臭くさい噂うわさを知っていたが、面おも白しろそうだと思って黙だまっていた。傍観者から参加者へと立場が変わったのは驚おどろきだったが、それならそれで『主催者』が一番嫌いやがるハッピーエンドに導いてやろうと思考を切り替えていた。




　久く坂さかこずえは仲間外れにされるのが怖かった。仲良し四人組（＋男一人）という構図についても、彼女自身の精神が一番安定する配置として死守していた。だが今回、見知らぬ男に助けられ、五人が一〇人にいきなり増えたのは、戸惑いながらも心地の良い変化だと思えるようになっていた。




　薬やく師し寺じ愛あい洲すは冬休みにグアムへ行くには今から金を貯めなければならないと思っていた。彼女は大学の中でも俗に言う天才肌で、有能だが力を発揮するにはまず強い興味を持たない事にはどうにもならなかった。定期的に新しい刺激を摂取する必要があった。冬休みのグアムはもちろん、その下準備としてのアルバイトにしても。







　彼らはもういない。

　その全員が殺害された。

　人数合わせの名前や記号が消去されたのではなく、各おの々おの深い事情を抱えて今日まで生きてきた、生身の人々が。

　東ひがし川かわを守るために一つの選択をして。

　それが最悪の罠わなによって丸ごと覆くつがえされる形で。
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　がむしゃらに腕を振り回した。

　透明な分厚いビニール生地を両手の力で強引に引き裂さいて、袋の外側に広がるバーへと飛び出す。

　バニーガールは適当なテーブルの上に腰を掛けていた。

　脚を組んで、ニヤニヤしながら、床で荒い息を吐はく東ひがし川かわを見下ろしている。

「暗くて良く分からなかったとは思いますけど、下は強酸のプールです。まーワイヤーを解放してドボンと行ったら助からないでしょうねえ」

「うぅぅうううぅぅぇぇぇえええええぅわああああああああああああああああああああああああああああああああああああぅぅぅぅぅぅぅぅぅああああああああああああああああああああああぇぇぇああああああぉぉぉぉぉぉぉぉぉあああああああああああああぅぅぅあああ!!」

　この野郎、と。

　そのたった一言すら口から出なかった。

　震ふるえる舌や唇くちびるの動きなど無視して、とにかく咆ほう哮こうを発する。獣けものの叫びにもシグナルが含まれている事を考えると、今の東川の絶叫は、獣ほどの知性すらも残っていない。

　丸いテーブルに腰を掛けるバニーガールを引き摺ずり下ろして馬乗りになろうと、東川はとにかく腕を伸ばす。

　直後の出来事だった。

　バニーガールが何かをしたという訳ではなかった。

「……っ!?」

　東川が飛びかかろうと足に力を込めた途と端たん、その足が不自然に滑すべった。顔から無ぶ様ざまに床へ倒れ込む東川に、バニーガールはにこにこ笑いながらこう告げる。

「無む駄だですよ。さっきの『アトラクション』はなかなかの『不条理Absurd』でした。あれが終わった時点で、もう準備は完了しているんです」

「うるせえッッッ!!!!!!」

　ようやく、言葉がまともな形で体の外へ吐き出された。

　感情の赴おもむくまま、床に倒れ伏したまま東川は叫ぶ。

「助けるんだ……。何が何でもあの九人を助けるんだ!!　あいつらはもう自分の命を諦あきらめた俺のために、わざわざ危険な『黒』を出してくれた！　一人も残らず!!　きっちり揃そろえて!!　そんなヤツらがただ踊らされるだけ踊らされて殺されるなんて、絶対に間違ってる。何で俺だけが助かって、あいつらが全員死ななくちゃならないんだ!?　だから!!」

「だからどーするっていうんですか？　もうワイヤーのストッパーは外しちゃいましたよ。今いま頃ごろ全員、強酸のプールで骨になっていると思いますけど。その骨もじきにどろどろになっていくと思いますけどけどー？」

「……ッッッッッッ!!!!!!」

　噛かんだ唇くちびるから、鉄の味が滲にじみ出る。

　東ひがし川かわが抱いだいている希望とは、単に『見えていないから想像できない』というだけだ。一いつ斗と缶かんの中に猫を詰めてから、外から徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶすのと同じ。『まだ見えていないから生きているかも』なんていうのは、希望的観測と呼ぶには邪じや悪あく過ぎるだろう。

　分かっている。

　そんな事は分かっている。

　それでも、東川守まもるは彼ら九人の事を諦あきらめきれない。

　どうしても、諦める事ができない……!!

　出口のない迷路に放り込まれたように、東川の思考はひたすら頭の中でぐるぐるぐるぐると空回りしていく。全身から脂あぶら汗あせを流し、無ぶ様ざまに床に転がり、赤ん坊のように体を丸めたまま、指一本動かせなくなる。

　外界の情報が、意識から離はなれていく。

　思考に特化しかかっているのか、単なる逃とう避ひか。

　一方のバニーガールは、騒さわがしかった花火の残ざん骸がいやゴミを片付けるような調子で、

「ふむふむ。私に『宿った』のはこういうのですか。まーフォーマットがフォーマットですからね。被験者である私に、こういう『不条理Absurd』が上書きされるのも無理はない話ですけど」

　何か言っていた。

　どうでも良かった。

　床に伏して荒い息を吐はく東川を見下ろしながら、バニーガールは自分が腰掛けている丸いテーブルに置かれたノートパソコンをバキバキと割った。中から何か取り出す。カラフルな色のコードなどでできた工業製品。

　円筒の代わりに薄うすい板のような容器が使われているが、第一『アトラクション』で東川達を追い詰めた、時限爆弾と良く似ていた。

「不正アクセス時のペナルティとして用意してもらったものです。でもまあ、こういう細々したのは外部発注なんで、しょーじき私にも詳しい仕組みは分からないんですよねえ」

　言いながら。

　バニーガールはその細い指で、カラフルなコードをブチブチと引っこ抜いていく。

　おそらくは、二〇本以上あるコードの半分以上は罠わなだろう。

　うっかり切断したら爆発するようなものだろう。

　しかし、

「爆発しない時は、何やったって爆発しないもんです。誤作動とか動作不良なんて次元じゃなくて、負けない時は負けない。そういうルールが今の私にはある」

「……、」

　煩わずらわしい。

　鬱うつ陶とうしい。

　だから何なのだ。コードを全部引っこ抜いたその爆弾が何だというのだ。

「トリックがあると思っているならそれでも構いませんよ。でも、そんな程度の『答え』じゃ私を打倒する事はできないでしょうけど」

　適当な調子で言って、バニーガールは読み終わった雑誌を部屋の隅のゴミ箱に投げるような気軽さで、沈ちん黙もくする爆弾をバーの出口のドアへと放り投げた。

　グァ!!　と。

　ショッピングモールの方から轟ごう音おんと震しん動どうが伝わってきたが、やはり東ひがし川かわの心は動かない。

　だから何なのだ。

　それがあの九人を助けるために役に立つのか。

　そうでないなら黙だまっていろ。

　東川守まもるはそれだけしか考えない。もはや考えられない。

「人の命を弄もてあそぶギャンブル系のストーリーライン。そういう形でロールプレイしたおかげかもしれませんね。運とかツキなんて次元じゃない。そういうのをすっ飛ばして、そこに立っているだけで無尽蔵に成功を呼び込む属性。ギリシャ神話の勝利の女神ニケみたいなもんですかね。ま、私はディーラーでしたし、系統としては王者役。ギャンブル系における『不敗の帝王』って感じのキャラクターを獲得したんでしょうけど。……手始めにこれだけ得られたという事は、やはりプロジェクトは順調に回っているようですね」

　彼女はもはや、東川の返事など期待していないようだった。一人語りの聞き役さえいれば満足といった調子だった。

　何か目的がある訳でもない。説明や会話に意味がある訳でもない。気き紛まぐれに、バニーガール自身が満たされればそれで良し。

　あるいは。

　その無責任さこそが、彼女の掲げる謎なぞの単語『不条理Absurd』に繋つながるのか。

「さて、あの九人を殺害した事によって、大きな流れみたいなものは完成しました。後はゆっくり待てば、我々『主催者』の目的は完かん遂すいする。ここで重要なのは何なのか、お分かりですか東川さん？」

　ジロリ、と。

　ようやく、倒れ伏したままの東ひがし川かわは、呼ばれた名前に反応するように瞳ひとみだけを動かした。

「そう、あなたの処遇です」

　バニーガールは笑みを深くした。

　まるでフライパンでバターを溶かすように、それは不自然に大きく広がっていく。

「九人が殺害された時点で『不条理Absurd』の要件を満たしたとすれば、生き残ったあなたにこれ以上どうこうするための合理的な理由はありません。すると、これって何を意味しているか分かりますか？　この後、あなたはどうなると思います？」

　助かるのか。

　見逃すとでも言うつもりなのか。

　あれだけの事をしておいて。戦う事すら、挑戦する事すら放ほう棄きしろと言うのか!!

「ですよねえ」

　バニーガールも笑う。

　笑う、笑う、笑う。

　その胸元から、ゆっくりと一本のナイフを取り出して手の中で回す。

「合理性に従って順当に物事を決定していったら、せっかく誘ゆう導どうした『不条理Absurd』が霧む散さんしてしまうかもしれませんものねえ」

　殺す理由がないから殺す。

　順当だから壊こわす。

　合理性があるからひっくり返す。

　何もかもがあべこべで、そんなルールで世界を満たしてしまおうとするかのような振る舞い。

「もうすぐ『アレ』がやってきます」

　腰を掛けていた丸いテーブルから、バニーガールは尻しりを浮かせる。二本の足を床に押し付け、ゆっくりと立ち上がる。

　ギラリと光る刃を持って、笑顔のまま彼女は迫り来る。

「純白の少女。その形をした『不条理Absurd』の統合体。私とは別種の次元にいるはずの『不条理Absurd』となる存在です。東川さん？　あなた達が陥おちいってきた状況は、間違いなく『不条理Absurd』なものだったでしょう。少女と『不条理Absurd』が相互干かん渉しようするとしたら、先に『不条理Absurd』を用意する事で少女の出現を誘導できる。そういう理論も成立するとは思えませんか？」

　この段に来て、未いまだに東川は床に伏したまま、まともに動きもしなかった。

　自分の身に、これから何が起きるかが分からない訳ではない。

　驚きよう異い的てきな身体能力で振り下ろされる刃を回かい避ひできるとも、バニーガールの腕があまりにもお粗末で止まっている標的も刺せないなどとも思っていない。

　彼は黙だまっている。

　吐はく息を鎮しずめて。

　物音一つ立てず。

「それでは東ひがし川かわさん。もう聞いていないのか聞こえてくる音を声として認識する能力も失われたのかは知りませんが……チェックメイトです。さようなら」

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　都合の良いヒーローは駆けつけてくれず、土ど壇たん場ばで内に秘めた才能が爆発的に開花する事もなかった。




　バニーガールの右腕が、刃を伴って大きく動く。
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　結果は簡単なものだった。

　自分の命を勝手に賭かけられたにも拘かかわらず、東川はその行方に興味も抱いだいていなかった。

　床に倒れ伏したまま、東川の唇くちびるが浅く弱く動く。

「……あ、れ？」

　バニーガールが何かを呟つぶやいた。

　東川はそちらを見ない。

「刃が、柄つかからすっぽ抜けた？　いや、いやいやいや。確かに私が証明したように、負けない時には何をやったって絶対に負けない力があるものですけど、でも、何で……何であなたがそんな成功を呼び込めるんです？」

　何を言っているのか。

　どうしてそんな所で停てい滞たいしているのか。

　東川には全く理解できなかった。だからこそ、彼は床に伏したまま、右耳を床に押し付けるような格好で、何かを呟いた。

　主題を。

　本題を。

「……聞こえるぞ」

「はい？」

「床の下から、何かギチギチっていう音が聞こえるぞ。これは袋状のゴンドラを支えていたワイヤーのしなる音なんじゃないのか!?」

　同時だった。

　バーのあちこちのテーブルにあるノートパソコンが、一斉に赤く染まった。エラーを伝える警告メッセージが表示されているのだ。一いつ緒しよに表示されている模式図を見る限り、それはゴンドラと、それを操るための滑かつ車しやや歯車に関係するものらしい。

「『アトラクション』に使われていた装置の故障で、宙ちゆう吊づりを維持しているですって……？　それも、一つ二つの故障じゃなくて、九人全員分!?」

　バニーガールが指を鳴らすと、複数のノートパソコンを埋うめ尽くしていた警告メッセージが消失する。代わりに表示されたのは、東ひがし川かわ達のプロフィールだ。それは資格や学歴といった簡潔なものから、この『アトラクション』に参加してからの行動記録まで含まれていた。

　その中の一文、経過報告＃２０１。

『初期設定』と補足のついた資料には、こうある。




　東川守まもる。

　スナッフフィルムの鑑かん賞しよう、および制作幇ほう助じよ。

　死体損そん壊かい、およびその教きよう唆さ。




　氷ひ山やま都と茂も子こ。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　風かざ上かみ信しん造ぞう。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　松まつ実み白しら魚うお。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊。




　レイチェル＝スカイダンス。

　スナッフフィルムの鑑賞、および制作幇助。

　死体損壊（ただし主導的な役割を担になうかは不明）。




「……そうか。第一アトラクションでプレイヤー１の五人に死体損壊をさせた時、あなただけがイレギュラーな行動を取っていた。レイチェル＝スカイダンスを助けるため、彼女に死体損壊を教唆した事になって……それで罪状に偏りが生まれた!!　だから!!」

「……、」

　細かい理論はどうでも良い。

　ギリギリだが、九人はまだ生きている。

　ならば無ぶ様ざまに倒れて現実逃とう避ひしている場合ではない。

　東ひがし川かわ守まもるは近くのノートパソコンに拳こぶしを叩たたき込み、砕くだけた画面の鋭するどい破片を掴つかみ取った。

　同時にバニーガールも改めて新しいナイフを取り出し、東川に突き付けた。

　両者が動く。

　跳ね上がるように起き上がった東川は鋭い破片を突き出してバニーガールの胸の真ん中を狙ねらい、バニーガールもナイフを水平に振るって東川の喉のどを正確に狙う。

　だが。

「!?」

「!!」

　どちらの攻撃も失敗に終わる。

　東川の破片はひび割れ砕けて、バニーガールの胸に届く前に床へと散らばる。一方で、バニーガールのナイフもまた、面おも白しろいように柄つかから刃がすっぽ抜け、横合いの壁へとドカリと突き刺さる。

　素手で掴みかかれるほどの距きよ離りで、二人は睨み合う。

　柄だけになったナイフを放り捨てるバニーガールからも、先ほどまでの余裕は消えていた。

「……どうにもならないみたいですね。この距離は、無限です。たとえガトリング砲を持って来ても携行ミサイルを持って来ても、私達は私達を殺害できない。そういう風にキャラクターが構築されてしまっている」

「……、」

「本来、あなた達プレイヤー１、プレイヤー２の一〇人は均等な『ギャンブルの参加者』程度のキャラクターで終わるはずでした。ディーラー役として『不敗の帝王』なんてキャラクターを獲得した私に勝てるはずもない。……が、あなただけがイレギュラーな行動に出たせいで、『不条理Absurd』誘ゆう導どうのきっかけとなるべき罪状に偏かたよりが生じた。言ってみれば、あなたは参加者の中でも格別な活躍の機会を持った、『常勝の挑戦者』とでも呼ぶべきキャラクターを獲得した事になりますか」

「だったら何だ？」

「良い顔ですね。やっと私を殺せる顔になりました。でも無む駄だなんですよ。今のままじゃ状況は動かない。私達がどう腕を振るったところで、お互いが持っている強大な『成功を呼び込む力』が勝手に死を回かい避ひする。ここはそういう、一〇〇年戦っても決着のつかない世界なんです。……これだから『不条理Absurd』研究は奥が深い。何しろ、時系列や整合性すらぶっ飛ばしているぐらいなんですからね」

「？」

「分かりませんか？　機械の故障で九人が死を免まぬがれたのは、おそらくあなたが授かったキャラクターのおかげです。でも、そのキャラクターはいつ手に入れたものですか？　ディーラーである私の『不敗の帝王』は、九人を犠ぎ牲せいに捧ささげて『不条理Absurd』を誘ゆう導どうしたからこそ獲得できたものです。あなたの『常勝の挑戦者』もそうでなければならない。……にも拘らず、あなたの力は九人を助けている。九人が死んだ事で獲得したはずのキャラクターを使って、九人の命が救われているんです。これを矛む盾じゆんと呼ばずにどうするんですか。時系列や整合性を無視するほどの力があるのに、今さら刃物や爆弾なんて当たり前の凶器で勝敗を決められるとでも？」

　実際に何が起きているかは東ひがし川かわには理解できないし、ひょっとしたら、バニーガール自身もコントロールできていないのかもしれない。

　箱の中の猫を持ち出しても説明不可能な現象。

　まさしく『不条理Absurd』。

「ならどうする？」

「こうします」

　パチンと、バニーガールは指を鳴らす。

　直後だった。

　バーにあるノートパソコン全すべてに変化が生じた。黒一色の画面に、白いアルファベットが高速でスクロールしていく。単純な英語とも違うようで、東川にはそれが何を意味しているのか把は握あくできない。

「何をしているんだ」

「当施設のマスターキーの設定変更ですよ」

　一枚のカードを手に、バニーガールは適当な調子で言う。

　適当では済まされない事を。

「全ての扉の開かい錠じよう、資料の閲覧、トラップのオンオフ、装置の制御、それらを行う一枚です。宙ちゆう吊づりの九人を予備機構で引き上げる事もできれば、強酸へ沈め直す事もできるでしょうね」

　マスターキー。

　九人を助ける事も、施設から脱出する事もできる最高のアイテム。

「……何でそんなものをチラつかせる？」

「必要な事だからです」

　あっさりとした調子で、バニーガールは答えた。

　吐と息いきが届くほどの至近距きよ離りで。

「結局、私もあなたもこの場を支配するギャンブル系の『不条理Absurd』に支えられています。こんな中で刃物や拳けん銃じゆうを持ち出したって意味はありません。そんな道理は『不条理Absurd』に駆く逐ちくされる。だったら、『不条理Absurd』に沿って勝負をするまで。場を支配している、勝利の女神のような『成功を呼び込む力』をかき乱し、『不敗の帝王』と『常勝の挑戦者』の力を奪い合う。そこまでやって、私達は初めて殺し合える訳です」

「マスターキーを賭かけた『アトラクション』。そう提案しているのか？」

「まあそういう事です。東川さんが勝てば、赤と黒のカードだけがマスター扱いになります。私が手に入れればあなたと九人の命は破は滅めつ、あなたが手に入れれば私の命と『主催者』の計画は破滅。……共に全すべてを賭けるからこそ『アトラクション』は成立し、その勝敗によって『不条理Absurd』は確実に傾く。逆に言えば、傾かせるためにはそれぐらいのギャンブルをしなくちゃならないって事でもあるんですけどね」

「具体的な『アトラクション』の内容は？　パスワードでも当てさせるっていうのか？」

「意味ないですよ。『常勝の挑戦者』を獲得したあなたなら、適当にキーを打ったら成功しちゃいました、なんて事もありえそうですし。ですから、もっと面白い問題に組み替えています」

「……、」

　どうせろくでもない事に違いない。

　赤と黒のカードを使ったあの『アトラクション』で、バニーガールの悪意については嫌いやと言うほど思い知らされている。

　予想をしていた上限の、さらにさらにさらに上。

　やがて、複数の画面にあった大量のアルファベットのスクロールが止まった。

　そこには意味不明なプログラムコードではなく、きちんとした日本語の文章が表示されていた。

　それだけが明確に『理解』できるため、東ひがし川かわの意識は必然的に吸い寄せられていく。

　そして。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………え？」




　視界に入っているものを頭で理解した直後。

　東川守まもるの思考が停止した。
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　動きの止まった東川の耳に、バニーガールの囁ささやく声が忍び込んでくる。

　吐と息いきの甘さが分かるほどの距きよ離りで。

「元々は、施設の出口に設置して、あなた達のもがき苦しむ様を観察するための最終設問だったんですけどね」

　最終設問。

　それは世界中の数学者が頭を悩ませている難解な証明でも、言語学者を苦しめている解読不能の古代文字でもなかった。

　ただし。

　ある意味において、東ひがし川かわにとってはそんな『分かりやすい難問』よりも、はるかに恐ろしい壁。絶壁。断だん崖がいの絶壁。

　その名を、東ひがし川かわは告げる。

「……俺達の……参加していた、『アトラクション』のモニター……？」

「『アトラクション01　銃殺ゲーム』『アトラクション02　ギャンブルかくれんぼ』『アトラクション03　Bang,Bang,Bang!!』『アトラクション04　サドンデスオールドメイド』『アトラクション05　敗者復活戦』『アトラクション06　グランドスラムホーマー』『アトラクション07　記き憶おく力りよくゲーム』『アトラクション08　血で血を洗う』『アトラクション09　誰だれも死なない推理で誰か殺す』『アトラクション10　一ミリで二〇万円が稼かせげます』……ま、見覚えはあるでしょうね」

　ただし、とバニーガールは笑う。

　悪意。

　込められているというより、それ自体の象徴とでもいうような、邪じや悪あくな笑みを。

「今回提示したアーカイブは、ルールをアップデートしていますけどね。あなた達がモニターの用紙に記入した通りに、ルールの不備をそのまま補う形で」

　芽吹く。

　悪意という言葉に含まれる、どす黒い何かが存分に開花していく。

　パーソナルな意味において、世界最悪の難問という形で。

「あなたにはこれから、自分の手で完成させた『アトラクション』の攻略法を答えていただきます!!　一〇の『アトラクション』全すべてを突破できればあなたの勝ち、一つでも行き詰まればあなたの負け。どうです、簡単なモニターでしょう!?」

　解く事はできるかもしれない。

　穴は残っているかもしれない。

　だがそれを真っ先に封じたのは自分自身。解答者自身の思考解路に則のつとり、解答者自身が真っ先に思いつく抜け穴を一つ一つ封じていった『アトラクション』だ。

　第三者の思考回路を使えば、あっさり解ける問題であったとしても。当然ながら、解答者自身にそんなものを利用できるはずもない。

　つまり、

「解答者自身がパーソナルな袋小路を用意する！　自分の命を賭かけた最後の問題に、自分自身という最強の敵が立ち塞ふさがる!!　いやいや、『不条理Absurd』を語るに相応ふさわしい、なかなかの難問だとは思いませんか!?」

　出題された時点で、ほぼチェックメイトは確定だ。

　自分の手で出口を塞ふさいだ迷路へ、もう一度挑戦しろと言っているようなものなのだから。




　だが。




「……それをクリアすれば、マスターキーは手に入るんだな？」

「な、に？」

「『不敗の帝王』だか『常勝の挑戦者』だか知らないが、そんなこっ恥ぱずかしい名前の『不条理Absurd』も消えて、お前の顔をぶん殴なぐる事もできるんだな？」

「まさか、本気で解き明かすつもりですか？　自分自身の手で、自分自身の思考回路が真っ先に白旗を挙げるように設定してしまった『アトラクション』のモニターに」

「……、」

　東ひがし川かわ守まもるは答えず、近くにあったノートパソコンの一つへ向かった。

　何が難問だ、と思う。

　彼は、もっともっと難しい問題を知っている。そして、それを解き明かした者達も。赤と黒のカードを使ったあの『アトラクション』で、九人は東川を助けるために、自分の命を賭かけた答えを提示してくれた。東川を信じるだけでなく、一〇人が一〇人を信じて、全員で生きて助かるために『黒』を出してくれたのだ。

　その選択に比べれば。

　その答えに比べれば。

　こんなちっぽけな文章の羅ら列れつに立ち向かう事に、いちいちビビッていられるものか!!

「最終設問だ」

　東川守は、ノートパソコンに向かいながら、口を開いた。

　突き付けるように。




「覚悟しろ。これを最後の『アトラクション』にしてやる。『不敗の帝王』だろうが『常勝の挑戦者』だろうが知った事か！　お前達『主催者』の計画は、ここで全部ご破算にしてやる!!」










（これより最終設問を開始します。紙とペン、そして事前に用意していただいた、モニター時に使われた用紙をご持参ください）






　　　最終設問01　銃殺ゲーム







　ポイントのついた各物品を駆使し、真正面から放たれる弾丸を防ぐ『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問02　ギャンブルかくれんぼ







　鬼と子に分かれ、一定時間かくれんぼをする『アトラクション』。デジカメを持つ鬼に撮影された時点で子は『見つかった』とみなされます。子の立場でこの『アトラクション』を確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問03　Bang,Bang,Bang!!







　五人の参加者に五丁の拳けん銃じゆうを渡します。銃弾は一発だけ。この状況で殺し合いをし、最後に残った一人が勝者となる『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問04　サドンデスオールドメイド







　良く切ったトランプを二組に分けて対戦者Ａと対戦者Ｂに配布します。その後、ジョーカーを二六枚ずつ配布し、対戦者ＡとＢは二枚一組ずつカードを提示して、ババ抜きをしていただきます。最終的にジョーカーの枚数が少ない方が勝者となるこの『アトラクション』、確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問05　敗者復活戦







　二人一組のペアを作り、片方の心臓を一度止めて、その後に心しん肺ぱい蘇そ生せいなどで息を吹き返せば勝利となる『アトラクション』。舞台にある物品は全すべて使えるものとします。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問06　グランドスラムホーマー







　ドーム球場において、最新式のピッチングマシンから放たれるボールを一度でもホームランすれば勝利となる『アトラクション』。チャンスは一〇球となります。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問07　記憶力ゲーム







　最初にモニターの映像を観みていただいたのち、クイズに答える事で開かい錠じようされる鉄てつ格ごう子しのついた通路を通っていただき、記き憶おく力りよくに関する問題に答えていただく『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問08　血で血を洗う







　くじ引きで手に入れた様々な武器を使って、他の参加者と殺し合いをしていただく『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問09　誰も死なない推理で誰か殺す







　最初に二ケタの数字を入力していただき、様々な質問カードをやりとりする事で、自分の数字を隠しつつ対戦者の数字を推理していただく『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）






　　　最終設問10　一ミリで二〇万円が稼げます







　自みずからの体をギロチンに固定していただき、刃を落とすボタンと停止させるボタンを駆使して、できるだけギリギリのところで刃を止めていただく『アトラクション』。確実にクリアするための必勝法は何でしょう？




　過去にあなたが記入した改善点１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　過去にあなたが記入した改善点３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）




　今回、新たに記入していただく確実な必勝法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）








　　　　　４




「…………………………………………………………………………………………う、そ？」

　呆ぼう然ぜんと。

　バニーガールが、呟つぶやくように言った。

　初めて見る表情だった。

「こんな、だって、解けるはずがない。解けるはずがないのに……!!　これは解答者本人の思考回路を使って、パーソナルな抜け穴を全すべて封じた、解答者自身にとって最悪の位置づけになる難問のはずなのに……!!」

「最悪？」

　キーボードを打つ手を止めた東ひがし川かわ守まもるは、訝いぶかしそうに眉まゆをひそめた。

「この程度で、最悪だって？　こんなものは、ただの簡単なモニターだろう？」

「そうか、絶対に解けない難問だから。だから、だから、だからこそ!!　『不条理Absurd』が働いたっていうんですか!?　不可能を可能にするあの力が、あなたに解けない問題を解けるようにした!!」

「……、」

　東川守は、ゆっくりと首を横に振った。

　この程度を解き明かすのに、そんな得え体たいのしれない力なんて必要ない。

　ただの先入観の問題だ。

　自分には絶対に解けないなんていう固定観念があるから思考回路が狭せばまる。一度全てリセットして、ゼロからものを考えれば突破口は必ず見つかる。

　所しよ詮せん、一人で問題を作って一人でそれを解いている、一人遊びだ。

　そこには自分以外の何も背負っていない。

　東川は知っているのだ。

　自分以外の命と未来を背負って、最適な答えを導き出してくれた、九人の仲間達を。

　彼らを想おもえば。

　彼らを背負えば。

　自分一人の選択で全てを決めてしまおうなんて考えは、できなくなる。それが一人遊びの領域を超えて、今までとは違った思考の道筋を開示してくれる。

　恋人を作った時。

　結婚をした時。

　子供ができた時。

　何か大きなものを背負った時、当人の思考回路がこれまでとは違ったものへと変質していくように。

「……俺は勝ったぞ」

「っ」

「俺は勝った。お前が納得していようがいまいが関係ない。最後の『アトラクション』に勝ったんだ。あの九人を助けるためのマスターキーも手に入れたし……何より、『不敗の帝王』だの『常勝の挑戦者』だの、訳の分からない力に縛しばられる必要はなくなった。そういう事だよな」

「は、はは」

　バニーガールは笑う。

　恐怖によって思考が停止したのでも、やけくそになっているのでもない。

　まだ。

　なにか決定的な芯しんは残っている。折れずに残っている。

「ははははははははははははははは!!　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!」

「……この期ごに及んで、何を笑うんだ。自分の末路か？」

「笑わずにはいられないでしょう？　これぞ『不条理Absurd』。これでこそ『不条理Absurd』!!　私達『主催者』の思惑とは外れましたが、むしろこちらの方が純度は高い！　こんな結果なら確実です。確実に『白い少女オブジエクテイブ＝アリス』はこの場へ誘ゆう導どうされる!!　私達『主催者』の大願はこうして成じよう就じゆされるのです!!」

　パチン、とバニーガールは指を鳴らした。

　直後だった。

　全すべてのノートパソコンから眩まばゆい光が発せられた。単に何かが表示されているのではない。明らかに機材自体の限界を超えていた。許容量を超えた大量の電流はカメラのフラッシュのような効果を発揮する代わりに、過負荷によってノートパソコン自体を火花交じりで粉々に砕くだいていった。

「っ!?」

　東ひがし川かわが両手で顔を庇かばい、そして再び視界を確保した時には、もうバニーガールはどこにもいなかった。バーの扉の一つが不自然に開いていたが、本当にそちらへ逃げたのかも分からない。

　しかし、施設全体の管理者権限はこちらの手中にある。

『不条理Absurd』に由来すると思おぼしき、不自然なまでの『成功を呼び込む力』も手中にある。バニーガールの言が正しければ、片方の陣営に立つだけで戦争の勝敗が決まってしまうから、神々が争奪戦を繰くり広げたとされる勝利の女神と同レベルの力を。

　見つけようと思えばすぐに見つけられる。

　殺そうと思えばすぐに殺せる。

「……それよりも」

　まずは、今も床下の広大な空間で宙ちゆう吊づりになっている九人の方が先だ。

　東ひがし川かわが周囲を見回すと、全すべてのノートパソコンが壊こわれたと思っていたにも拘かかわらず、都合良く一台だけ無傷のものが見つかった。

　難を逃れていたのか、時系列を超越した結果が生じたのかは知らないが。




　　　　　５




　東川守まもるは専門機器の操作方法については素人しろうと同然だったが、適当にキーを叩たたいて指示を出すだけで、九人を乗せた巨大な金魚すくいの袋のようなゴンドラは無事に回収できた。まるで見えない何かに操られているような、不自然なスムーズさがあったのだが、今は気にしていられなかった。

「お、おい。何だよ!?　殺されるんじゃなかったのか!?」

　風かざ上かみが、分厚いビニールを破ってバーの床に転がり出ながらも、未いまだに信じられないように尋ねてきた。

「途中で作業の流れがガクンってストップしたような気がしたケドー？」

　春はる海みやレイチェルも、何が起きたかは分かっていないようだった。

　女子高生の松まつ実みの手を借りて、分厚いビニール袋から外へと出てきた氷ひ山やまが、こんな事を聞いてくる。

「……あのバニーガールは？」

　東川はこう答えた。

「もう敵じゃない」

　言うだけ言うと、東川は九人を連れてバーを出た。ここは『主催者』が用意した広大な密閉空間で、何重ものロックによって往来が制限されているはずだが、マスターキーは東川が持っている。あらゆる電子ロックは意味を為なさず、壁とほとんど一体化していた隠し扉はあっさりと開き、通路に仕掛けられていた罠わなやセンサーは機能せず、彼らはあまりにも簡単に出口まで辿たどり着く。

　アルミかステンレスの、勝手口のような小さな扉。

　これまでの状況が状況のせいか、安あん西ざいは逆に警戒しているようだった。

「こ、こんなに簡単で良いのか？」

「今までのパターンだと、外を見せてホッとさせたところでデカいのが来そうな感じよね」

　割かた冷静な印象のある蛍ほたるまでもが、疑心暗鬼に囚とらわれている。

　しかし、その心配はないと東川は思っていた。

『不条理Absurd』とかいう訳の分からないレベルでの勝負は、もう決着がついている。割れたモニタの破片を使っても、爆弾やナイフを使っても、互いに傷一つつけられなかったあのメチャクチャな世界のルールが、今の東ひがし川かわ達を守っている。だから敗者であるバニーガール達が今さら何を画策していたとしても、それが正常に機能するとは思えないのだ。

　だから。

　東川は躊ちゆう躇ちよなくドアノブを掴つかみ、回した。

　扉を大きく開け放った。




　最初にあったのは、風だ。




　夜気によって適度に冷やされた、何の変哲もない空気の流れ。しかし、それが一〇人の琴きん線せんへ確かに触ふれた。広大な密閉空間に淀よどんでいるものとは違う、自由な流れを持っている風。誰だれもが当たり前のように感じているものを改めて突き付けられて、彼らは感かん極きわまっていたのだ。

　それは解放の象徴だ。

　こんな訳の分からない『アトラクション』から抜け出した、生還の証あかしだ。

「お、お」

　誰かの口が動いた。

　特定する事に意味なんてなかったかもしれない。

　全員が、同時に叫んでいた。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫び、叫び、叫んで、我先にと外へと飛び出していく。扉が狭せますぎて、ほとんどぎゅうぎゅうに体を押し込めるような動きになってしまった。バランスを崩し、半ば倒れ込むような格好で地面へと飛び出していく。

　土の味がした。

　土。

　床ではなく、地面と呼ぶべき何かの味。

　それを存分に噛かみ締しめて、とうとう東川の涙るい腺せんが決けつ壊かいした。

「ははは!!　勝ったんだ……。ちくしょう、俺達は勝ったんだ!!　あんなムチャクチャな『アトラクション』から、誰一人欠ける事もなく、全員が生還したんだァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ゴロリと転がって仰あお向むけになると、満天の星空が見えた。流れてくる風にどこか潮しお臭くささを感じるところから、ひょっとしたら、海が近いか、島なのかもしれなかった。寝転んだまま目線をあちこちに向けると、遠くの方にドーム球場のような施設や、港こう湾わん施設のクレーンみたいなものがシルエットだけ浮かび上がっていた。

　モニターの映像の中で見た、過去の『アトラクション』に関かかわる施設なのかもしれない。

　どうでも良かった。

　とにかくここを脱出できれば良い。それで『主催者』に勝った事になる。

　キャリアウーマン風の氷ひ山やまが、寝転んでいる東ひがし川かわの顔を覗のぞき込んできた。
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「お疲れ様」

「……何とか間に合わせたよ。ほとんどツギハギだらけだったけどさ」

「私達の事なんて、見捨てても良かったのに」

「それじゃ勝ちとは呼べないだろ。あそこまでしてもらったのに」

　差し出された彼女の手を掴つかみ、東川は起き上がろうとする。

　その時だった。

「……？」

　体を支えるために地面へ押し付けたもう片方の手が、掌てのひらが、何か異様な硬い感触を伝えてきた。まるで金属のようだった。東川が表面の土を払うと、妙なものが出てきた。

　取っ手だ。

　さらに二メートル四方の四角い枠も出てくる。

「これって……」

「地下、かしら」

　氷山が囁ささやくように言う。

　風かざ上かみは首を横に振った。

「……やめようぜ。俺達は外に出た。それで良いじゃねえか。だって、そういうもんだろ？　このまま敷しき地ちから出て、家に向かえば助かるんだ。今さら『奥』に進む事はねえよ!!」

「でも、『主催者』はこのまま私達が帰る事を許すのかしら」

　蛍ほたるは思案しながら言う。

　愛あい洲すは同調するように、

「……こちらの個人情報は把は握あくされている訳ですし。後で、自宅を襲しゆう撃げきされるなんて事にはならないんでしょうか？」

「……、」

　レイチェルは怯おびえるように、身を縮ませていた。

　正直に言って、今の状況なら『主催者』が東川達に危害を加えてくる事はないと思う。『不条理Absurd』だか『常勝の挑戦者』だか知らないが、力関係はすでにはっきりしている。東川の実力なんて関係なしに、『成功を呼び込む力』の有無で『主催者』は自動排除されてしまうだろう。

　が、その『力』は永遠に東ひがし川かわを守ってくれるのか？

　そもそもどういう理論に基づいて、どんな燃料を消費して回っているのかも分からない力だ。ここを離はなれたら、明日になったら、忘れた頃ころに。突然『力』がなくなって無防備な丸裸になってしまったら……。

　東川達は、本当に安全を確保できたと言えるのか？

　むしろ。

　圧倒的な『力』を保有している今こそ、多少の危険を冒おかしても何とかなる今こそ、『主催者』の核心について迫っておくべきではないのか。

　東川は安あん西ざいの協力を得て、二人で取っ手を掴つかんで大きく開ける。予想通り、地下へと繋つながるコンクリートの階段が待っていた。奥は暗く、どうなっているか見えない。

「ここに……『主催者』って人がいるのカナ？」

「そもそも、『主催者』って何なのかしら。バニーガールの他にもいるような口振りだったけど」

　こずえの言う事は、確かに東川も気になってはいた。

　そもそも、こんな大規模な『アトラクション』が決行された理由は分からないまま。どうやらバニーガールはある程度の目的を達したようだったが、それが何を意味しているのかも不明だった。

　逆に言えば。

『それ』さえこちらで押さえてしまえば、『主催者』に対する強力な交渉カードになるのではないだろうか？

「どうする？」

　安あん西ざい恭きよう介すけが尋ねてきた。

「奥に進むか、外に逃げるか」

「……、」

　東ひがし川かわは考える。

　一〇人全員揃そろって建物の外まで出てこられたのは、おそらく最上の結果と言っても良いだろう。なのに、ここで選択一つ誤って皆殺しにされてしまったら元も子もない。

　しかし一方で、『主催者』が計画の要かなめとしているものが目の前にあるかもしれない。それを奪うにしても、打ち壊こわすにしても、あまりにも魅み力りよく的てきではある。今までやられっ放しだった東川達が、ようやく本当の意味で反はん撃げきできるチャンスを手に入れられる可能性がある。

　どうする？

　どちらに動く？

　しばらく悩んだ東川は、やがて言った。

「……俺が行く。何か罠わながあったとしたって、引っかかる人間は少ない方が良い」

　東川達一〇人は、『主催者』に勝った。全員が『アトラクション』から生還した。

　が、特別なルールの中で明確に勝利し、その恩恵を最大限手に入れたのはやはり東川だ。最も危険なところへ足を踏ふみ入れるべきなのもまた、『常勝の挑戦者』とやらを獲得した東川であるべきだろう。

　安西が尋ねてくる。

「良いのか、それで？」

「手落ちのままで終わると、やっぱり報復されるかもっていうのは分かる。安全に逃げて、なおかつ報復されないように交渉カードを手に入れておく。これが最高の終わり方のはずだ」

　言って、東川は地下へと向かう階段を見る。

　氷ひ山やまが、彼の背中にこう言ってきた。

「何かあったら叫び声をあげて」

「分かったよ」

　一歩を踏み出す。

　硬い感触を確かめながら、闇やみの奥、土の下へと下りていく。

　奈な落らくという単語が強く頭に浮かぶ。

　次第に星空の淡い光も届かなくなっていき、階段の最後の段を下りた頃ころには真っ暗になっていた。手探りで、目の前に金属製の扉があるのが分かる。

　ノブを掴つかんだ。

　鍵かぎがかかっている様子はない。

「……、」

　東ひがし川かわ守まもるは。

　扉を。

　開く。




　　　　　６




　部屋の中は薄うす暗ぐらかった。

　それでも、これまでがほぼ完かん璧ぺきな暗くら闇やみだった事を考えると、光源はむしろ増えていた。

　学校の教室程度の小さな四角い空間には、パイプ椅い子すが均等に並べられていた。数は五〇程度。部屋の右側の壁かべ際ぎわには映写機のようなものがあり、逆に左側の壁際には真っ白なスクリーンがぶら下がっていた。部屋の光源はこの映像の光だったのだ。

　スクリーンには東川や氷ひ山やま達が映っていた。

　地じ獄ごく病びよう棟とうでもがき苦しむ自分達の映像が編集され、無造作に垂れ流されていた。

　五〇前後のパイプ椅子は大体三〇ぐらいが埋うまっていた。多くは人生で苦労なんてした事ありませんと言わんばかりに満たされた中年や老人ばかりだった。彼らは突然部屋に入ってきた東川の方など見向きもしなかった。映写室で光の照り返しを受けてぼんやりと浮かび上がるその横顔の群れは、皆一応に笑っていた。その統一感に人間味がなく、虫の大群を見たような嫌けん悪お感かんが指先から体の中に入り込んでくる。

　その中にバニーガールの顔がある事を発見し、東川の頭が制御不能の熱を発した。

「ふざけてん……!!」

　叫び、その肩に掴つかみかかろうとした直後だった。

　ぴくりとも動かない老人達の列。

　そんな中、バニーガールの首だけが、東川の方を振り返った。

　そう、首だけ。




　端たん整せいな顔と、背骨だけ。

　まるで得え体たいのしれない一輪挿ざしのように、彼女の笑顔は咲き誇ほこっている。




「……え？」

　視界がサイケデリックに歪ゆがんだ。

　頭が理解を拒こばんだ。

　首から上は血色の良いツヤツヤの肌を維持しているのに、首から下には本当に白い背骨しかない。そしてパイプ椅い子すから床にかけて、何か肌色のネバネバした液体が広がっていた。それだけだった。衣服らしきものも一いつ緒しよに落ちている。

　それだけだった。

　彼女は多分、もう生きていない。

　自分の意思で表情を変えようが、言葉を交わそうが、俺とは何かが決定的に違う。ギロチンに処された首が瞬まばたきするとか、そういった類たぐいの与よ太た話ばなしに登場するキャラクターになってしまった。

「な、にが……？」

　単純に、バニーガールの変へん貌ぼうについても疑問があった。

　しかし。

　まさか。

　彼の目が、いつまで経たっても動かない、中年や老人達へと向けられる。

　彼らも？

「……私、達の」

　バニーガールの、そこだけがコケティッシュに輝かがやく唇くちびるが動いた。

　これだけの状況で『まだ』生きている事、そしてバニーガールがいつも通りの笑みを浮かべ続けている事に、途方もない違和感を覚える。

「目的は、『不条理Absurd』の獲得。その象徴たるオブジェクティブ＝アリスを呼び出し、捕らえる事にありました」

「なん……？」

「ギャンブル系のストーリーラインや、それによって得られた『不敗の帝王』『常勝の挑戦者』なんていうキャラクターは、付属物の副産物に過ぎません。そもそも、私達はギャンブル系にさえ興味はなかった。なんていうんですかね。ホラー系も料理系もギャンブル系もラブコメ系もサスペンス系もアクション系もバトル系もスポーツ系もＳＦ系もファンタジー系もストーリーラインを全部ひっくるめた、『案内人』とでも呼ぶべき特別な少女を獲得する事こそを目的に掲かかげていた訳です。そして『案内人』から派生する無数のストーリーラインの内、ギャンブル系が最も利用しやすかった。そこから逆に辿たどる事で、『案内人』たるアリスへ接近しようとした。……これは、言ってしまえばそういう話なんですよ」

　一見説明されているように見えて、実は会話のリレーも理解の確認もされていない。まるで、決められた情報しか吐はき出さないＩＣレコーダーのようだった。

「あなた達には信じられないかもしれませんが、私達はどちらかと言えば正義の側に属する思想結社でしてね。平たく言えば、まっとうな努力の積み重ねでは解決のできない大きな問題を、まっとうな手段以外で一気に解決しようとする目的で活動を続けてきた訳なのですよ」

　不条理。Absurd。

　オブジェクティブ＝アリス。

　何かしらの用語のようなのだが、そもそもこれが分からなくては周りの説明を聞いても理解のしようがなくなる。しかし、バニーガールは不自然なほどその部分についての説明を省く。

　まるで。

　何者かの手で、知られてはならない情報を編集されたように。

「条理の通じぬ『不条理Absurd』とは、つまり正常なパラメータを乱す存在ですからね。上手に利用すれば、様々な問題に解法抜きで一気に答えを導き出す、予言書のように扱えないかとも思ったのですが……」

　にたり、と妙に生々しくバニーガールは笑う。

　そこにどんな感情が込められているかは、東ひがし川かわには分からなかった。

　そもそも、バニーガール自身の意思があるのかどうかも。

「……いざ蓋ふたを開けてみれば、この通りです。どうやら、我々はエミュレーションを行う過程でアリスを怒おこらせてしまったようですね。彼女はあなた達、あるいはその中の誰だれかを守るために、存分に腕を振るっていきましたよ」

　イカれた現象の原因。

『アトラクション』を演出した『主催者』達を、こうも簡単に一いつ蹴しゆうする存在。

　東川の持っている不自然に『成功を呼び込む力』……『常勝の挑戦者』などはるかに超えた圧倒的なキャラクター。

　オムニバスホラーの中で縦じゆう横おう無む尽じんに猛威を振るう怨おん霊りようや怪人のさらに上に位置する、各おの々おのの話を束ねて微ほほ笑えむ、得え体たいのしれない『案内人』という立ち位置。

「でも、これは新しい発見です」

　バニーガールは。

　表面上だけなら、本当に本当に嬉うれしそうな笑顔を浮かべ、

「何しろ……オブジェクティブ＝アリスには、まっとうな倫理観に基づいてまっとうな怒いかりを感じる傾向が分かったんですからね。つまり、ここを刺激する事ができれば、厳密な方程式に基づいたエミュレーションを実行するまでもなく……」

　バニーガールの言葉が不意に途切れた。

　ぐるりと。

　彼女の美しい眼球が、おかしな方向に回転する。

　ばしゃりという音が聞こえた。

　かろうじて残っていた一輪の花までもが、肌色の液体となって床に散らばった音だった。

　同時に。

　パイプ椅い子すの上に『置かれていた』中年や老人達も、一斉に、同じように溶けて床へと叩たたきつけられた。バケツの水をぶちまけるような音だけが響ひびいていく。

　スイッチを切るような動作。

　不ぶ気き味みな花畑を草刈り機で蹂じゆう躙りんしていくような情景。

　これを東ひがし川かわに伝えるためだけに、今の今まで『不条理Absurd』に生かされていたような現象。

「……、」

　まだ自分の呼吸が続いている事に、東川は疑問を覚えるほどだった。

　それほどの現実離ばなれ。

　ごくりと喉のどを鳴らし、自分がまだ生きている事にようやく実感を得た東川は、やがてこう結論付ける。

（……あれだけ脅きよう威いだった『主催者』は、もういない。とりあえず、俺達はこれで助かったんだ……）

　そう思った直後だった。

　カチャリという小さな音が聞こえた。

　それまで気づかなかったが、気づかなかった事が不思議なはずなのだが……部屋にはもう一つの扉があった。そちらの鍵かぎが外れ、ひとりでに薄うすく開いたのだ。

　ドアの隙すき間まからは何も覗のぞけない。

　何かが覗いてきているのかもしれないが。

『主催者』はもういない。

　東川はそう結論付けたはずだった。

　では。

　あの扉の奥にいるのは一体誰だれなのだ。

　後は誰が残っているというのだ。

「……嘘うそだろ」

　バニーガールの言が正しければ、もしくは彼女にそう言わせた誰かの思惑が正しければ、オブジェクティブ＝アリスとかいうのは東川達を助けるために、『主催者』達にこんな無残な制裁を加えたのではなかったか。

　にも拘かかわらず。

　まるで途方もない闇やみの奥へと誘いざなうような次の一手。

　助けようとしているのか、違うのか。

　統一感が取れず、バラバラに散らばった意図に、東川はある単語を連想した。




　不条理。

　Absurd。




「……、」

　今すぐ引き返し、地上へ戻る階段へ向かえば、おそらく何も知らずに他の九人と合流し、安全に生還する事ができる。

　しかしさらに闇やみの奥へと向かえば、多大なリスクと引き換えに『本当の真実』に辿たどり着ける。そのリスクはきっと、『常勝の挑戦者』なんて半はん端ぱな『不条理Absurd』で太た刀ち打うちできるものではないだろうが。

　東ひがし川かわの額から嫌いやな汗が噴き出し、鼻の筋を伝って落ちていく。

　取るべき道はどちらか。

　彼は。

　やがて。

　決断する。






　　『不条理Absurd』の活用方法に関するレポート







　通常の物理法則に基づくパラメータを手当たり次第に歪ゆがめるオブジェクティブ＝アリスの存在は、ある意味においては災さい厄やくの象徴であり、別の意味においては富と成功の象徴であろう。

　中世にささやかれた、賢者の石を思い浮かべていただければ分かりやすい。

　彼女の存在は、鉛なまりを純金に変換するどころか、高濃度の核かく廃はい棄き物ぶつを安全なプラチナの塊かたまりに変える事すら可能とする。

　あらゆる法則を無む尽じん蔵ぞうに呑のみ込み、歪ませ、捻ねじ曲げる存在。

『案内人』などと称される事もある彼女だが、その本質は世界を構成する基幹構造に対するブラックホールのようなものなのかもしれない。

　オブジェクティブ＝アリスの応用研究に際して最も気をつけるべきは、彼女を中心として無数に展開される『不条理Absurd』なストーリーに、いかに巻き込まれないようにするかの安全策の構築である。

　率直に言って、この項目については確定的な方法は存在しない。

　そもそもにおいて、オブジェクティブ＝アリスの定義自体が『確定した法則の全すべてをねじ曲げる者』である事から、たとえ確定的な方法を構築したとしても、その事実が、オブジェクティブ＝アリスの存在を揺らがせ弱点をアップデートしてしまうのではないだろうか。

　オブジェクティブ＝アリスが本来ばら撒まくべき『不条理Absurd』なストーリーをこちらで複数用意する事で、逆にオブジェクティブ＝アリスを指定の場所へ誘ゆう導どうする。今回のエミュレーション計画でも、おそらく一番の要点はそこになるだろう。

　我々がオブジェクティブ＝アリスに受け入れられれば世界を総すべる王となるだろうが、拒こばまれれば『不条理Absurd』に牙きばをむかれ、その時点で歴史から消えるはずだ。タイムマシンで歴史の改造に巻き込まれた端は役やくのように。

　方程式の算出の結果、今回我々が採とる方法は相当に外げ道どうなものとなるが、オブジェクティブ＝アリスに、まっとうな暴力を見てまっとうに怒おこるような条理が存在しない事を期待しておきたい。

　さて。

　吉と出るか凶と出るか。己を試す時が来たようだ。






　　記録されなかった結果







　白い少女がいた。

　長くて白い髪に、透き通るような白い肌。そして材質不明の白いワンピース。

　一切を白で染めた少女は地面にうつ伏せに倒れていた。

　彼女のすぐ近くには、もう一人。

　同じように白い少女が立っている。彼女は倒れている少女を無感動に見下ろすと、その細い脚を軽く上げた。

　無造作に、自分と同じ顔をした少女の頭部を踏ふみ潰つぶす。

　直後だった。

　潰れた頭部を中心に、地面に伏した少女に変化があった。その白い髪も、透き通るような肌も、材質不明のワンピースも、全すべてが無数のレポート用紙へ変へん貌ぼうしていったのだ。

　バラバラと。

　バラバラバラバラバラバラバラバラバラバラバラバラバラバラと。

　夜風に乗って、数百数千数万の紙かみ吹雪ふぶきが闇やみへと消えていく。経過報告＃２０１。過去に亡くなったフリーライターの遺品より。プレイヤー２の行動記録。各おの々おのの抱えていたもの。『不条理Absurd』の活用方法に関するレポート。その一枚を、もう一人の少女が指で挟はさんだ。

　そこに書かれていたレポートの内容を見て、軽く息を吐はく。

　指を離はなすと、その一枚も闇に溶けるように、風に流されてどこかへと飛んでいった。

　残った少女は紙吹雪の行方など気に留めない。

　彼女は退屈そうな調子で、ポツリと呟つぶやくだけだ。

「……言葉で説明して理解できる程度の現象じゃ、『不条理Absurd』とは呼べないわね」

　全てのレポート用紙がどこかへ流れ、どこかへ消えていくと、少女もまたどこかに向けて歩き出す。四方八方、全てが闇。どこにでも繋つながっていそうで、どこにも繋がっていなさそうな情景の中を。




「そうでしょう、エミュレーター」




　オブジェクティブ＝アリスと呼ばれた誰だれかを始末した少女は、闇へと消える。

　ばら、と。一いつ瞬しゆんだけ、ワンピースの裾すそが『不条理Absurd』にほどけ、映画のフィルムのようなものが無数に広がった。
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　　あとがき







　どーん、まさかの二冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のテーマは命いのち懸がけのギャンブルです。前作の『簡単なアンケートです』と比べるとかなりカラーが変わっているとは思いますが、話の根幹にはやっぱり『あいつ』が関かかわっています……というように見せかけておいて、最後の最後には全く別のオチがついているのでご注意を。うっかり見過ごすと、全すべての元凶が『前作のあいつ』だと思い込んでしまいます。

　この『簡単な～』シリーズについては、登場人物が説明している情報のほとんどが真実を突いていない、でも各人の発言を聞き比べてみると本当の設定が浮かび上がってくる、という特殊な構成にしています。正直、かなりモヤモヤするとは思われますが、根幹となる『あいつ』の雰ふん囲い気きを表現する場合、ハッキリスッキリ説明したら全部死ぬなという考えで、敢あえて説明不足の感を強めています。

　例えば、話の途中で唐とう突とつに出てきた『留守番電話』。あそこも、ストレートに後半戦の主人公・東ひがし川かわの携帯電話に向けて放たれている、なんて簡単な所では納得しないよう気をつけてくださいませ。……まあ、あそこに関しては前作を読んでいれば、誰だれが誰に掛けたものかは推測できると思うのですが、実はそこにももう一個罠わなが張ってあったり。本編を最後の最後まで読み、口調を調べれば分かるはずです。




　また、今回の後半戦では、所々で意図的にストーリーの『速度』を変えている場所があります。例えば、東川が扉越しにレイチェルを説得するところや、ラストのバニーガールとのやり取りなど。明確なモンスターではなく、本来形を持たない『不条理Absurd』が、音もなくじわりと迫ってきている感じを出すために試してみたのですが、いかがでしたでしょうか。




　今回の読者参加ギミックは前作の『簡単なアンケートです』と比べると、少し複雑でお手間をかけてしまったかな、という懸け念ねんはあります。

　ただ、『自分自身の選択が、最大の敵となって立ち塞ふさがる』という不条理な展開をどうしても表現したくて、あのようなギミックを用意させていただきました。

　……ちなみに、ラストの問題ラッシュ。殺害されずに突破できました？




　イラストの葛か西さい心しんさん、担当の三み木きさん、そして読者の皆様に感謝を。

　ラブコメ、ギャンブルと来ましたこのシリーズ。ここまでお付き合いいただいてありがとうございました。……次はいつになるのか全く想像できませんが、次も出せたら良いなあ、と思っております。




　説明しない、っていうのも相当特殊な構成ですよね


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

身近にあるエンタメ記号シリーズその２。今回は桜です。昼と夜で随分雰囲気が変わるところが素敵。また、ライトアップと組み合わせるとやや未来っぽい印象になったりするのもポイントです。
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葛か西さい 心しん

雪国で絵を描いて生きています。

今回は個性的なキャラを沢山描けて楽しかったです。

今後、バニー衣装を描く時は、この作品を思いだしそうですね。
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簡かん単たんなモニターです








鎌かま池ち和かず馬ま
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